
がん研究会有明病院
年  報

2022年



目　次
はじめに

	 1.	 理念・基本⽅針　……………………………………………………………………………	 1

	 2.	 2022 年の動き　……………………………………………………………………………	 2

	 3.	 組織図　………………………………………………………………………………………	 3

	 4. 	 職員数　………………………………………………………………………………………	 6

	 5. 	 診療科と責任者　……………………………………………………………………………	 7

	 6.	 学会認定・指定・施設基準等　……………………………………………………………	11

	 7.	 統計資料　……………………………………………………………………………………	17

	 	 外来・入院実績　……………………………………………………………………………	18

	 	 疾患別入院患者数　…………………………………………………………………………	19

	 	 地区別外来患者数（総数）…………………………………………………………………	22

	 	 	 ◆全国　…………………………………………………………………………………	22

	 	 	 ◆東京都　………………………………………………………………………………	23

	 	 病理検査　……………………………………………………………………………………	24

	 	 	 病理検査・細胞診検査件数　…………………………………………………………	24

	 	 	 CT 検査件数・MRI 検査件数・核医学検査件数　…………………………………	 25

	 	 	 内視鏡検査数・超音波検査数　………………………………………………………	26

	 	 手術件数………………………………………………………………………………………… 27

	 	 院内がん登録集計　…………………………………………………………………………	28

	 	 	 ①部位別・男女別件数　………………………………………………………………	28

	 	 	 ②診断時居住地別件数（東京都医療圏別内訳）……………………………………	29

	 	 	 ③主要５部位治療別件数　……………………………………………………………	30

	 	 	 ④治療別件数　…………………………………………………………………………	31

	 	 	 ⑤ステージ別件数　……………………………………………………………………	32

	 	 	 ⑥部位別・年齢別件数　………………………………………………………………	33

	 	 	 ⑦症例区分別件数　……………………………………………………………………	34

	 8.	 一般公開講座　………………………………………………………………………………	35

	 9.	 学会・研究発表業績　………………………………………………………………………	36

	 10.	雑誌・単行本発表業績　………………………………………………………………… 	140

	 11.	獲得研究費一覧　………………………………………………………………………… 	244

	 12.	学術研究講演　…………………………………………………………………………… 	247

	 13.	財政状況　…………………………………………………………………………………	 248



はじめに

　2022 年のがん研有明病院年報をお届けします（2017 年分から電子媒体のみで

作成しています）。COVID-19 のオミクロン株が猛威を振るい、最大で 1 日 130 名

の職員が感染・欠勤という事態になりましたが、何とか切り抜けることができま

した。前年に新しく組織したトータルケアセンター、病棟統括部門、外来統括部

門は期待通りに機能し、病院全体の運用が改善しています。長い時間をかけてが

ん研究会の将来構想を議論し、中長期計画の策定を行いましたが、先進的医療の

開発・提供を柱とする方針を確認し、「先端医療開発科」を診療科として独立さ

せ、また病院の臨床研究開発を支援する部門を「先進がん治療開発センター」と

して統合し、企画戦略、品質管理、審査管理の部門を充実させました。手術室に

は 4 台目の da Vinci サージカルシステムを導入し、先進的ロボット支援手術を

推進しています。長年の懸案であった認定臨床研究審査委員会（CRB）を立ち上げ、

ゲノム診療にも積極的に取り組んで、新たに「がんゲノム医療中核拠点病院」に

認定されました。私たちは、「がん克服をもって人類の福祉に貢献する」という

がん研究会のミッション遂行のために、より良い診療とより多くの治療選択肢を

患者さんに提供する努力を続ける所存です。

　2023 年 11 月

公益財団法人がん研究会　有明病院

病院長　佐野　武
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１．理念・基本⽅針 
 

未来を担う理想のがん専門病院となるために、病院の理念・基本⽅針として次の使命(Mission)、
共有する価値観(Core Values)、将来展望(Vision)を定めました。 

これに基づき、私たちは最⾼の医療を提供するとともに、下記の「患者さんの権利」を尊重した、
やさしく⼼の通った医療を実践してまいります。 

 
◆基本理念 

「がん研究会はがん克服をもって人類の福祉に貢献する」 

この基本理念達成のために、がん研究会は 研究所、病院およびがん化学療法センター等を擁し 

１．がんの本態と個性を明らかにし、がんの診断・治療・予防に貢献すると共に、 
⽣命科学の先端を開拓する。 

２．優れたがんの診断・治療を実践し、がんを治す。 
３．がんの新薬と新しい診断・治療法を開発する。 
４．がんの予防研究と一次・二次予防の実践により、がんの発⽣と死亡を抑える。 
５．がんの研究・診療・予防の、国内および国際交流を促進する。 

 
◆使命・価値観・将来展望 

使   命  Mission  「がん克服をもって人類の福祉に貢献する」 
価 値 観  Core Values 「創造・⾰新・⾼質・親切・協調」 
将来展望  Vision  「がんの診療・研究において世界に誇るがん研となる」 

 
◆基本⽅針 

１．新しいがん医療の創造に努めます 
２．安全かつ質の⾼いがん医療を提供します 
３．患者さん中⼼の親切ながん医療を⾏います 
４．臓器別診療に基づくチーム医療を実践します 
５．人間性豊かな医療人の育成に努めます 

 
◆患者さんの権利 

１．基本的人権に基づき、⾼質の医療を等しく受けることができます。 (基本的人権) 
２．十分な説明と情報提供を受けることができます。 (十分な説明と情報提供) 
３．⾃⼰の意思に基づいて診療を受けることができます。 (治療の⾃⼰決定) 
４．⾃⼰の受けた診療内容を知ることができます。 (情報公開) 
５．個人情報及び医療情報は十分に保護され秘密が守られます。 (個人情報保護) 
 

例えば・・・ 
 セカンドオピニオンを求めることができます。 
 診療を受けることも、拒否することもできます。 
 一⽅、⾃⼰決定したことに対して責務が存在することもご理解ください。 
 診療内容、診療記録等について知りたいときは説明・開⽰をお求めください。 

なお、新しい治療法開発のために必要な臨床試験をお願いすることがありますのでご理解下さい。 
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2．2022年の動き
2022年（令和4年）

 

1月4日 がん研究会永年勤続者等表彰式が挙行される。

25年勤続表彰者21名、10年勤続表彰者101名、がん研究会特別賞3名、チーム

表彰3チーム、感謝状1社、優良賞4名

3月9日 がん研究会が『健康経営優良法人2022（大規模法人部門）』に認定される。

3月22日 Best English Paper of the Yearの授賞式が挙行される。

ゴールド賞１名、シルバー賞2名、ブロンズ賞4名

3月30日 細胞検査士養成所の令和4年度入所式（総勢14名）が挙行される。

4月1日 がん研究会の直下組織として、がん研バイオバンクを置き、がん研バイオバン

ク管下に課・室としてCPMバンク、がん研組織バンク（GTB）及びバンク情報

室を設置する。

病院本部の専門診療部門傘下に先端医療開発科を新設し管下に部として、がん

早期臨床開発部、がん免疫治療開発部、がんゲノム医療開発部を設置する。

病院本部の中央診療部門傘下に部として、医療情報部を置き、管下に課・室等

として、診療情報管理室、データベース開発室、AI医療推進室を設置する。

病院本部臨床教育・研究部門にセンターとして、先進がん治療開発センターを

設置し、管下に部として、審査管理部、品質管理部、企画戦略部、臨床試験支

援部、ＴＲ支援部及び医療機器開発部を設置する。

病院本部専門診療部門傘下、皮膚科・皮膚腫瘍科を皮膚腫瘍科として名称変更

する。

6月15日 第24回定時評議員会・第119回理事会が開催される。

9月16日 手術支援ロボット「da Vinci Xi サージカルシステム」を1台増設し、4台体制と

する。

10月1日 病院本部医療クオリティーマネジメントセンター管下の「クオリティーインプ

ルーブメント部」を「医療品質改善部」に名称変更する。

10月26日 細胞検査士養成所の令和4年度退所式（総勢14名）が挙行される。

12月16日 第25回臨時評議員会が開催される。
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公益財団法人 がん研究会機構図 （R4.10.01） 2022.10.01

呼吸器センター
呼吸器内科
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消化器外科
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本部⻑

【⼀般診療部門】

食道外科

大腸外科

肝・胆・膵外科

本部 センター 部 課

有明病院
病院⻑

総合腫瘍科

総合診療部
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皮膚腫瘍科

⻭科

形成外科
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感染症科

室 等

乳腺外科

乳腺内科

漢方サポート科

経営本部
本部⻑

乳腺センター

総務部

人事部

企画部

総務課

人事・労務課

経理・財務課

IT推進課

法務・知財室

広報課

企画課

内部監査室

チーフコンプライアンス
オフィサー（ＣＣＯ）

購買課

胃外科

医事部
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研究管理課
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下部消化管内科

上部消化管内科

消化器化学療法科
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糖尿病・代謝・内分泌内科

腎臓内科
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理事⻑

施設管理課

外来医事課

医事統計課

腫瘍精神科

IT推進部

役員秘書グループ

医局秘書グループ

企業連携室

募⾦課
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研究推進支援部

入院医事課

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ推進グループ

コンプライアンス室

放射線管理部

腫瘍リウマチ膠原病科

外来統括部

病棟統括部

がん研バイオバンク

CPMバンク

バンク情報室

サルコーマセンター

先端医療開発科

がん早期臨床開発部

がん免疫治療開発部
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健康管理グループ

3．組織図
【2022年 12月１日】
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公益財団法人 がん研究会機構図 （R4.10.01） 2022.10.01

本部 センター 部 課

室 等

【医療クオリティマネジメント部門】

薬剤部

看護部

医療品質改善部

院内感染対策部

【臨床教育・研究部門】

【看護部門】

【薬剤部門】

細胞検査士養成所

臨床教育研修センター

医療ｸｵﾘﾃｨ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ

医療安全管理部

医療ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ事務室

健診センター
運営部

検診部

薬剤管理室

調剤室

臨床薬剤室

先進がん治療
開発センター

品質管理部

⾼難度新規医療技術管理部

未承認新規医薬品等管理部

救急部

画像診断センター

臨床遺伝医療部

【中央診療部門】

中央手術部

滅菌材料室

フォトセンター

栄養管理部

集中治療部

リハビリテーション部

放射線治療部

臨床検査センター

病理部

検体検査部

生理検査部

輸血部

臨床病理センター
細胞診断部

遺伝子診断部

化学療法部

ＭＥセンター

画像診断部

ボランティア支援室

災害医療部

ｵﾝｺﾛｼﾞｯｸ ｴﾏｰｼﾞｪﾝｼｰ
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【トータルケア部門】

医療情報部

緩和治療科
緩和治療病棟

緩和治療科外来

ゲノム診療部

栄養サポートチーム（NST）
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外来化学療法部
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ＴＲ支援部

医療機器開発部

企画戦略部

臨床試験支援部
CRC室

治験薬管理室

核医学部



5

公益財団法人 がん研究会機構図 （R4.10.01） 2022.10.01
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４．職員数
【2022年 12月】2022年12⽉

事務部門 病院部門 研究部門 合計 非常勤職員

医師 1 382 0 383 109

薬剤師 0 69 0 69 1

看護師 0 828 0 828 7

臨床検査技師 0 84 0 84 3

臨床放射線技師 0 84 0 84 1

栄養士 0 16 0 16 0

事務職員 84 156 12 252 30

研究員 1 4 83 88 13

その他 0 206 70 276 46

計 86 1829 165 2080 210
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5．診療科と責任者
【2022年 12月１日】

名誉院長	 	 	 武藤　徹一郎（消化器外科）・中川　健（呼吸器外科）・
	 	 	 	 門田　守人（消化器外科）・山口　俊晴（消化器外科）
病院長	 	 	 佐野　武（消化器外科）
副院長	 	 	 大野　真司（乳腺センター）・小口　正彦（医療情報部）・
	 	 	 	 髙橋　俊二（総合腫瘍科）・渡邊　雅之（消化器外科）・
	 	 	 	 清水　多嘉子（看護部）
院長補佐	 	 	 米瀬　淳二（泌尿器科）・奥村　栄（中央手術部）・
	 	 	 	 西尾　誠人（呼吸器内科）・山口　研成（消化器化学療法科）・
	 	 	 	 陳　勁松（外来化学療法部）・髙橋　祐（肝・胆・膵外科）・
	 	 	 	 高野　利実（乳腺内科）・志賀　太郎（総合診療部）・
	 	 	 	 山口　正和（薬剤部）・山本　晃史（人事部）
顧問		 	 	 宝来　威（呼吸器内科）・五十嵐　正広（消化器内科）・
	 	 	 	 松本　誠一（整形外科）・横田　美幸（麻酔科）
病棟統括部	 	 部長	 	 髙橋　祐
外来統括部	 	 部長	 	 陳　勁松
呼吸器センター	 	 センター長	 西尾　誠人
	 呼吸器内科	 	 部長	 	 西尾　誠人
	 	 	 	 副部長	 	 栁谷　典子
	 呼吸器外科	 	 部長	 	 文　敏景
	 	 	 	 副部長	 	 中尾  将之
	 	 	 	 副部長	 	 松浦  陽介
消化器センター	 	 センター長	 福長　洋介
	 消化器内科	 	 部長	 	 藤崎　順子
	 	 消化器化学療法科	 	 部長	 	 山口　研成
	 	 	 	 副部長	 	 篠崎　英司
	 	 	 	 副部長	 	 高張　大亮
	 	 肝・胆・膵内科	 	 部長	 	 笹平　直樹
	 	 	 	 副部長	 	 尾阪　将人
	 	 	 	 副部長	 	 佐々木　隆
	 	 上部消化管内科	 	 部長	 	 藤崎　順子
	 	 	 	 担当部長		 平澤　俊明
	 	 	 	 担当部長		 由雄　敏之
	 	 	 	 副部長	 	 石山　晃世志
	 	 下部消化管内科	 	 部長	 	 斎藤　彰一
	 	 	 	 副部長	 	 千野　晶子
	 消化器外科	 	 部長	 	 渡邊　雅之
	 	 食道外科	 	 部長	 	 渡邊　雅之
	 	 胃外科	 	 部長	 	 布部　創也
	 	 	 	 副部長	 	 大橋　学
	 	 大腸外科	 	 部長	 	 福長　洋介
	 	 	 	 副部長	 	 秋吉　高志
	 	 肝・胆・膵外科	 	 部長	 	 髙橋　祐
	 	 	 	 副部長	 	 井上　陽介



8

乳腺センター	 	 センター長	 大野　真司
	 乳腺内科	 	 部長	 	 高野　利実
	 	 	 	 副部長	 	 小林　隆之
	 	 	 	 副部長	 	 原　文堅
	 乳腺外科	 	 部長	 	 上野　貴之
	 	 	 	 副部長	 	 宮城　由美
	 	 	 	 副部長	 	 荻谷　朗子
	 	 	 	 副部長	 	 坂井　威彦
	 婦人科	 	 部長	 	 金尾　祐之
	 	 	 	 副部長	 	 野村　秀高
	 	 	 	 副部長	 	 温泉川　真由
	 頭頸科	 	 部長	 	 三谷　浩樹
	 	 	 	 副部長	 	 福島  啓文
	 	 	 	 副部長	 	 佐々木  徹
	 整形外科	 	 部長	 	 阿江　啓介
	 泌尿器科	 	 部長	 	 米瀬　淳二
	 	 	 	 担当部長		 山本　真也
	 	 	 	 担当部長		 湯浅　健
	 	 	 	 副部長	 	 沼尾　昇
	 血液腫瘍科	 	 部長	 	 丸山　大
	 	 	 	 副部長	 	 三嶋　裕子
	 総合腫瘍科	 	 部長	 	 髙橋　俊二
	 皮膚腫瘍科	 	 部長	 	 吉野　公二
	 サルコーマセンター	 	 センター長	 松本　誠一
	 先端医療開発科	 	 部長	 	 北野  滋久
	 	 がん早期臨床開発部	 	 部長	 	 古川　孝広
	 	 がん免疫治療開発部	 	 部長	 	 北野　滋久
	 	 がんゲノム医療開発部	 	 部長	 	 上野　貴之
	 総合診療部	 	 部長	 	 志賀　太郎
	 	 腫瘍循環器・循環器内科	 	 部長	 	 志賀　太郎
	 	 糖尿病・代謝・内分泌内科	 	 部長	 	 中山　耕之介
	 	 	 	 副部長	 	 北澤　公
	 	 腎臓内科	 	 －	 	 －
	 	 神経内科	 	 －	 	 －
	 	 腫瘍リウマチ膠原病科	 	 －	 	 －
	 麻酔科（ペインクリニック）	 	 部長	 	 寺嶋　克幸
	 	 	 	 副部長	 	 大里　彰二郎
	 	 	 	 副部長	 	 蛯名  稔明
	 腫瘍精神科	 	 部長	 	 清水　研
	 形成外科	 	 部長	 	 矢野　智之
	 	 	 	 副部長	 	 吉松  英彦
	 眼科		 	 部長	 	 辻　英貴
	 感染症科	 	 部長	 	 大野　真司
	 漢方サポート科	 	 －	 	 －
	 歯科		 	 部長	 	 富塚　健
	 放射線治療部	 	 部長	 	 吉岡　靖生
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画像診断センター	 	 センター長	 寺内　隆司
	 画像診断部	 	 部長代行		 寺内　隆司
	 	 	 	 副部長	 	 負門　克典
	 	 	 	 副部長	 	 菊池　真理
	 	 	 	 副部長	 	 田中　宏子
	 	 	 	 副部長	 	 山元　龍哉
	 核医学部	 	 部長	 	 寺内　隆司
	 	 	 	 副部長	 	 小山　眞道
	 	 	 	 副部長	 	 山元　龍哉
	 超音波診断・ＩＶＲ部	 	 部長	 	 松枝　清
	 	 	 	 副部長	 	 佐藤　洋造
	 	 	 	 副部長	 	 海老原　文
化学療法部	 	 部長	 	 西尾　誠人
外来化学療法部	 	 部長	 	 陳　勁松
臨床遺伝医療部	 	 部長	 	 植木　有紗
ゲノム診療部	 	 部長	 	 髙橋　俊二
中央手術部	 	 部長	 	 奥村　栄
ｵﾝｺﾛｼﾞｯｸｴﾏｰｼﾞｪﾝｼｰ & ﾃﾞｨｻﾞｽﾀｰｾﾝﾀｰ（OEDC）	 センター長	 寺嶋　克幸
	 集中治療部	 	 部長	 	 寺嶋　克幸
	 	 	 	 副部長	 	 望月  俊明
	 救急部	 	 部長	 	 寺嶋　克幸
	 災害医療部	 	 部長	 	 寺嶋　克幸
	 リハビリテーション部	 	 部長	 	 阿江　啓介
臨床検査センター	 	 センター長	 中山　耕之介
	 検体検査部	 	 部長	 	 中山　耕之介
	 	 	 	 副部長	 	 海老原　文
	 生理検査部	 	 部長	 	 中山　耕之介
	 遺伝子診断部	 	 部長	 	 森  誠一
	 輸血部	 	 部長	 	 三嶋　裕子
臨床病理センター	 	 センター長	 竹内　賢吾
	 病理部	 	 部長	 	 河内　洋
	 細胞診断部	 	 部長	 	 杉山　裕子
	 栄養管理部	 	 部長	 	 熊谷　厚志
	 	 	 	 部長代行		 井田  智
	 	 	 	 副部長	 	 中濵  孝志
	 	 	 	 副部長	 	 斎野　容子
医療情報部	 	 部長	 	 小口　正彦
	 	 	 	 副部長	 	 鈴木  一洋
トータルケアセンター	 	 センター長	 渡邊　雅之
	 医療連携部	 	 部長	 	 渡邊　雅之
	 	 	 	 副部長	 	 伊藤  寛倫
	 	 	 	 副部長	 	 坂口　日登美
	 	 	 	 副部長	 	 川口  武史
	 患者・家族支援部	 	 部長	 	 高野　利実
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緩和ケアセンター	 	 	 センター長	 松本  禎久
	 緩和治療科	 	 	 部長	 	 松本  禎久
	 看護部	 	 	 部長	 	 清水　多嘉子
	 	 	 	 	 副部長	 	 中原　由美子
	 	 	 	 	 副部長	 	 北野　雅子
	 	 	 	 	 副部長	 	 長井　優子
	 薬剤部	 	 	 部長	 	 山口　正和
	 	 	 	 	 副部長	 	 清水　久範
	 	 	 	 	 副部長	 	 山田　玲子
医療クオリティマネジメントセンター	 	 	 センター長	 大野　真司
	 医療安全管理部	 	 	 部長	 	 山本　豊
	 院内感染対策部	 	 	 部長	 	 大野　真司
	 	 	 	 	 副部長	 	 羽山　ブライアン
	 医療品質改善部	 	 	 部長	 	 望月  俊明
	 高難度新規医療技術管理部	 	 	 部長	 	 髙橋　祐
	 未承認新規医薬品等管理部	 	 	 部長	 	 山口　正和
臨床教育研修センター	 	 	 センター長	 高野　利実
先進がん治療開発センター	 	 	 センター長	 丸山　大
	 審査管理部	 	 	 部長	 	 樽野  弘之
	 	 	 	 	 副部長	 	 村田  正弘
	 品質管理部	 	 	 部長代行		 藤崎  誠
	 企画戦略部	 	 	 部長	 	 村田  正弘
	 	 	 	 	 担当部長		 日高  輝明
	 	 	 	 	 副部長	 	 石塚  直樹
	 	 	 	 	 副部長	 	 安藤  聡美
	 臨床試験支援部	 	 	 部長	 	 大野　真司
	 TR支援部	 	 	 部長	 	 渡邊  雅之
	 	 	 	 	 副部長	 	 今村  裕
	 医療機器開発部	 	 	 部長	 	 矢野  智之
	 	 	 	 	 副部長	 	 辛川  領
細胞検査士養成所	 	 	 所長	 	 杉山　裕子
健診センター	 	 	 センター長	 藤崎　順子
	 	 	 	 	 名誉センター長	 中川　健
	 検診部	 	 	 部長	 	 宇津木　久仁子
	 	 	 	 	 副部長	 	 内田　靖子
	 	 	 	 	 副部長	 	 上田　和彦
	 運営部	 	 	 部長	 	 田中　正典
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6．学会認定・指定・施設基準等 
 

１．都道府県がん診療連携拠点病院の指定 
がん研究会有明病院は、平成 14 年 3 月に厚生労働大臣から地域がん診療拠点病院の指定を受けておりまし

たが、その後の新たな制度下においても、継続して 2019 年 3 月に都道府県（東京都）がん診療連携拠点病院
の指定を受けております。 

 
２．学会認定教育修練研修機関 
   当院は次の学会の認定医・専門医療制度の研修施設指定を受けております。 
 

1） 日本医学放射線学会  21） 日本乳癌学会 
2） 日本病理学会  22） 日本臨床細胞学会 
3） 日本内科学会  23） 日本形成外科学会 
4） 日本外科学会  24） 日本放射線腫瘍学会 
5） 日本消化器外科学会  25） 日本整形外科学会 
6） 日本消化器内視鏡学会  26） 日本婦人科腫瘍学会 
7） 日本麻酔科学会  27） 日本肝胆膵外科学会 
8） 日本眼科学会  28） 日本がん治療認定医機構 
9） 日本産科婦人科学会  29） 日本甲状腺学会 

10） 日本泌尿器科学会  30） 日本頭頸部外科学会 
11） 日本消化器病学会  31） 日本皮膚科学会 
12） 日本臨床腫瘍学会  32） 日本総合病院精神医学会 
13） 日本静脈経腸栄養学会  33） 日本感染症学会 
14） 日本呼吸器学会  34） 日本救急医学会 
15） 日本大腸肛門病学会  35） 日本消化管学会 
16） 日本⽿⿐咽喉科学会  36） 日本緩和医療学会 
17） 日本超音波医学会  37） 日本集中治療医学会 
18） 日本血液学会  38） 日本食道学会 
19） 日本核医学会    
20） 日本ペインクリニック学会    

 
３．施設基準の指定 

がん研究会有明病院における関東信越厚生局⻑から指定を受けている基本診療料、特掲診療料等にかかる施
設基準については、次の通りです。 

 
基本診療料の施設基準 

1） 初診料（⻭科）の注 1 に掲げる基準 
2） ⻭科外来診療環境体制加算 1 
3） 特定機能病院⼊院基本料 ７：１ 
4） 救急医療管理加算 
5） 診療録管理体制加算１ 
6） 医師事務作業補助体制加算１ ３０：１ 
7） 急性期看護補助体制加算 ２５：１  
8） 急性期看護補助体制加算－夜間看護体制加算 
9） 急性期看護補助体制加算－夜間急性期看護補助体制加算 100：1 
10） 看護職員夜間配置加算 １２：１配置加算１ 

6．学会認定・指定・施設基準等
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11） 看護職員処遇改善評価料 ６２ 
12） 療養環境加算 
13） 重症者等療養環境特別加算 
14） 無菌治療室管理加算１ 
15） 無菌治療室管理加算２ 
16） 放射線治療病室管理加算（治療⽤放射性同位元素による場合） 
17） 緩和ケア診療加算 
18） 栄養サポートチーム加算 
19） 医療安全対策加算１ 
20） 感染対策向上加算１ 
21） 患者サポート体制充実加算 
22） 報告書管理体制加算 
23） 褥瘡ハイリスク患者ケア加算 
24） 後発医薬品使⽤体制加算３ 
25） 病棟薬剤業務実施加算１ 
26） 病棟薬剤業務実施加算２ 
27） データ提出加算２及び４ 
28） ⼊退院支援加算 1―⼊院時支援加算 
29） せん妄ハイリスク患者ケア加算 
30） 特定集中治療室管理料３ 
31） 特定集中治療室管理料―早期離床・リハビリテーション加算 
32） 特定集中治療室管理料―早期栄養介⼊加算 
33） 緩和ケア病棟⼊院料１ 

 
 特掲診療料の施設基準 

1） 外来栄養食事指導料の注 2 に規定する基準 
2） 外来栄養食事指導料の注 3 に規定する基準 
3） がん性疼痛緩和指導管理料 
4） がん患者指導管理料イ 
5） がん患者指導管理料ロ 
6） がん患者指導管理料ハ 
7） がん患者指導管理料ニ 
8） 外来緩和ケア管理料 
9） ⼩児運動器疾患指導管理料 

10） 婦人科特定疾患治療管理料 
11） 夜間休日救急搬送医学管理料―救急搬送看護体制加算 
12） 外来放射線照射診療料 
13） 外来腫瘍化学療法診療料 1 
14） 連携充実加算 
15） ニコチン依存症管理料 
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16） 療養・就労両⽴支援指導料―相談支援加算 
17） がん治療連携計画策定料 
18） 薬剤管理指導料 
19） 検査・画像情報提供加算及び電⼦的診療情報評価料 
20） 医療機器安全管理料１ 
21） 医療機器安全管理料２ 
22） ⻭科治療時医療管理料 
23） 遺伝学的検査 
24） BRCA１／２遺伝⼦検査 
25） がんゲノムプロファイリング検査 
26） HPV 核酸検出及び HPV 核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） 
27） ウイルス・細菌核酸多項目同時検出 
28） 検体検査管理加算（Ⅰ） 
29） 検体検査管理加算（Ⅳ） 
30） 国際標準検査管理加算 
31） 遺伝カウンセリング加算 
32） 遺伝性腫瘍カウンセリング加算 
33） ロービジョン検査判断料 
34） 画像診断管理加算１ 
35） 画像診断管理加算２ 
36） ﾎﾟｼﾞﾄﾛﾝ断層・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ断層複合撮影 
37） CT 撮影及び MRI 撮影 
38） 冠動脈 CT 撮影加算 
39） 心臓 MRI 撮影加算 
40） 乳房 MRI 撮影加算 
41） 抗悪性腫瘍剤処⽅管理加算 
42） 外来化学療法加算１ 
43） 無菌製剤処理料 
44） 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ） 
45） 運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 
46） 呼吸器リハビリテーション料(Ⅱ) 
47） がん患者リハビリテーション料 
48） リンパ浮腫複合的治療料 
49） 集団コミュニケーション療法料 
50） ⻭科⼝腔リハビリテーション料２ 
51） 処置の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１ 
52） 導⼊期加算１ 
53） CAD／CAM 冠及び CAD／CAM インレー 
54） センチネルリンパ節加算 
55） 自家脂肪注⼊ 
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56） 組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限る。） 
57） 四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に規定する処理骨再建加算 
58） 骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移植（非生体）（同種骨移植（特殊なものに限る。）） 

59） 脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 
60） 鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟⼝蓋悪性腫瘍手術を含む。）、鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟⼝蓋悪

性腫瘍手術を含む。）（内視鏡手術⽤支援機器を⽤いる場合）及び鏡視下喉頭悪性腫瘍手術（内
視鏡手術⽤支援機器を⽤いる場合） 

61） 鏡視下喉頭悪性腫瘍手術 
62） 乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（MRI によるもの） 
63） 頭頸部悪性腫瘍光線⼒学療法 
64） 乳がんセンチネルリンパ節加算 1 及びセンチネルリンパ節生検（併⽤）（乳がんセンチネルリ

ンパ節加算 1） 
65） 乳がんセンチネルリンパ節加算 2 及びセンチネルリンパ節生検（単独）（乳がんセンチネルリ

ンパ節加算 2） 
66） 乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わないもの）及び乳輪温存乳房切除術

（腋窩郭清を伴うもの）） 
67） ゲル充填人⼯乳房を⽤いた乳房再建術（乳房切除後） 
68） 胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術⽤支援機器を⽤いる場合） 
69） 胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術⽤支援機器を⽤いる場合） 
70） 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡支援機器を⽤いる場合） 
71） 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除⼜は 1 肺葉を超えるもので内視鏡手術⽤支援機器を⽤い

る場合） 
72） 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除） 
73） 胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術⽤支援機器を⽤いる場合） 
74） 食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻

閉鎖術（内視鏡によるもの）、⼩腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡によ
るもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの） 

75） 大動脈バルーンパンピング法（IABP 法） 
76） 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜） 
77） 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈） 
78） 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側⽅） 
79） 腹腔鏡下⼩切開骨盤内リンパ節群郭清術、腹腔鏡下⼩切開後腹膜リンパ節群郭清術、腹腔鏡下

⼩切開後腹膜腫瘍摘出術、腹腔鏡下⼩切開後腹膜悪性腫瘍手術、腹腔鏡下⼩切開副腎摘出術、
腹腔鏡下⼩切開腎部分切除術、腹腔鏡下⼩切開腎摘出術、腹腔鏡下⼩切開尿管腫瘍摘出術、腹
腔鏡下⼩切開腎（尿管）悪性腫瘍手術、腹腔鏡下⼩切開膀胱腫瘍摘出術、腹腔鏡下⼩切開前⽴
腺悪性腫瘍手術 

80） 腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの） 
81） 腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術⽤支援機器を⽤いる場合） 
82） 腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術⽤支援機器を⽤いる場合））及び腹腔鏡下

噴門側胃切除術（内視鏡手術⽤支援機器を⽤いるもの） 
83） 腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術⽤支援機器を⽤いる場合） 
84） 腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの） 
85） 胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）を伴うものに限る。） 
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86） 腹腔鏡下肝切除術 
87） 腹腔鏡下膵腫瘍摘出術 
88） 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 
89） 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術⽤支援機器を⽤いる場合） 
90） 腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術 
91） 腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術⽤支援機器を⽤いる場合） 
92） 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 
93） 腹腔鏡下直腸切除・切断術（切除術、低位前⽅切除術及び切断術に限る。）（内視鏡手術⽤支援

機器を⽤いる場合） 
94） 腹腔鏡下結腸悪性腫瘍手術（内視鏡手術⽤支援機器を⽤いる場合） 
95） 腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術⽤支援機器を⽤いるもの）及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手

術（内視鏡手術⽤支援機器を⽤いるもの） 
96） 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術⽤支援機器を⽤いる場合） 
97） 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 
98） 腹腔鏡下⼩切開膀胱悪性腫瘍手術 
99） 人⼯尿道括約筋植込・置換術 

100） 腹腔鏡下前⽴腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術⽤支援機器を⽤いるもの） 
101） 腹腔鏡下膣式⼦宮全摘術（内視鏡手術⽤支援機器を⽤いる場合） 
102） 腹腔鏡下⼦宮悪性腫瘍手術（⼦宮体がんに対して内視鏡手術⽤支援機器を⽤いる場合） 

103） 腹腔鏡下⼦宮悪性腫瘍手術（⼦宮体がんに限る。） 
104） 腹腔鏡下⼦宮悪性腫瘍手術（⼦宮頸がんに限る。） 
105） 手術の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１ 
106） 胃瘻造設術（経皮的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術を含む。）（医科点数表第 2 章

第 10 部手術の通則の 16 に規定する手術） 
107） 医科点数表第 2 章第 10 部手術の通則の 19 に規定する手術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に

対する乳房切除術に限る。） 
108） 医科点数表第 2 章第 10 部手術の通則の 19 に規定する手術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に

対する⼦宮附属器腫瘍摘出術） 
109） 輸血管理料Ⅰ 
110） 人⼯肛門・人⼯膀胱造設術前処置加算 
111） 胃瘻造設時嚥下機能評価加算 
112） ⻭周組織再生誘導手術 
113） 麻酔管理料（Ⅰ） 
114） 麻酔管理料（Ⅱ） 
115） 放射線治療専任加算 
116） 外来放射線治療加算 
117） ⾼エネルギー放射線治療 
118） 1 回線量増加加算 
119） 強度変調放射線治療（IMRT) 
120） 画像誘導放射線治療（IGRT） 
121） 体外照射呼吸性移動対策加算 
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122） 定位放射線治療 
123） 定位放射線治療呼吸移動対策加算 
124） 画像誘導密封⼩線源治療加算 
125） デジタル病理画像による病理診断 
126） 病理診断管理加算２ 
127） 悪性腫瘍病理組織標本加算 
128） ⼝腔病理診断管理加算２ 
129） クラウン・ブリッジ維持管理料 

 
 酸素及び窒素の価格 
 ⼊院時食事療養(Ⅰ)の施設基準 
 実施報告が必要なもの 

1） 特別の療養環境の提供の実施(変更)報告書 
2） 病床数が 200 床以上の病院について受けた初診,再診の実施報告書 
3） 180 日を超える⼊院の実施(変更)報告書 
4） ⾦属床による総義⻭の提供の実施報告書 

 
４．その他の指定 

1） 指定自⽴支援医療機関（更生医療・育成医療） 
2） 生活保護法指定医療機関 
3） 東京都災害拠点病院 
4） 臨床研修指定病院 
5） 都道府県がん診療連携拠点病院 
6） 救急告⽰医療機関 
7） 休日・全夜間診療事業実施医療機関（東京都指定二次救急医療機関） 
8） 外国医師臨床修練病院 
9） 日本医療機能評価機構認定病院 

10） 労災指定病院 
11） 特定機能病院 
12） がんゲノム医療拠点病院 

 
５．外来の受付時間（初診・再診） 

月〜⾦曜日 午前 8 時 30 分〜正午 
 
６．休診日 

土曜・日曜・祝祭日・年末年始（12 月 29 日〜1 月 3 日） 
 
７．面会時間 

平 日   ：午後 2 時〜午後 8 時（総合案内／正面玄関手続き） 
（ICU は午後 2 時 30 分〜午後 7 時 30 分） 
 

   土・日・祝日：午前 10 時〜午後 8 時（守衛室／救急時間外⼊⼝手続き） 
（ICU は午前 10 時 30 分〜午後 7 時 30 分） 

 
※新型コロナウイルス感染対策のため、面会を制限している期間がありました。 
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外来・⼊院実績 【2022年1⽉〜12⽉】

科名 初診患者数 外来延患者数 入院患者数 延患者数

呼吸内 458 15,512 1,161 15,082

呼吸外 328 9,622 638 5,226

乳腺外 1,507 45,688 1,338 10,225

婦人科 1,521 36,419 2,471 25,916

頭頸科 901 27,701 604 14,316

整形外 1,063 11,039 774 10,469

泌尿器 926 29,523 1,657 14,862

総腫瘍 78 7,095 627 9,194

放射線 278 32,541 0 0

総内科 541 8,927 0 0

腫瘍精 132 2,677 0 0

眼科 288 4,927 42 253

皮膚科 865 5,290 137 1,982

⻭科 1,704 8,615 0 0

形成外 79 10,283 396 2,922

麻酔科 177 1,884 0 0

救急部 285 693 13 23

緩和 120 1,591 84 6,675

放診断 5 109 0 0

健内科 17 3,985 0 0

遺伝診 31 626 0 0

血液腫 258 12,754 682 8,558

乳腺内 33 22,248 380 3,642

食道外 191 4,509 186 4,262

胃外科 337 9,948 590 7,036

大腸外 635 19,114 1,023 15,107

消化療 166 23,141 1,665 16,938

上消内 911 15,112 1,018 5,965

下消内 741 9,487 636 3,418

肝胆外 409 11,855 779 12,442

肝胆内 521 19,993 1,223 11,821

腫瘍循 244 2,953 0 0

内分泌 78 3,781 0 0

腎臓内 10 222 0 0

神経内 4 61 0 0

脳外科 4 28 0 0

漢方サ 4 220 0 0

感染症 454 888 2 7

地域連 0 21 0 0

が相談 0 435 0 0

ＷＯＣ 10 2,029 0 0

ゲノム 150 1,339 0 0

先端科 52 1,770 141 995

16,516 426,655 18,267 207,336

外来・⼊院実績 【2022 年 1 ⽉〜 12 ⽉】



19

疾患別⼊院患者数 【2022年】 退院患者延べ数(第10回国際疾病分類による)

病  名 男 ⼥ 合計
総数①+②+③ 9,171 10,164 19,335

①悪性新生物(C00­C97) 7,840 8,557 16,397
⼝唇,⼝腔及び咽頭の悪性新生物(C00­C14) 562 154 716

C 00 ⼝唇の悪性新生物 2 4 6
C 01 舌根〈基底〉部の悪性新生物 9 1 10
C 02 その他及び部位不明の舌の悪性新生物 72 35 107
C 03 ⻭⾁の悪性新生物 29 28 57
C 04 ⼝腔底の悪性新生物 23 2 25
C 05 ⼝蓋の悪性新生物 17 2 19
C 06 その他及び部位不明の⼝腔の悪性新生物 19 3 22
C 07 耳下腺の悪性新生物 12 14 26
C 08 その他及び部位不明の⼤唾液腺の悪性新生物 6 9 15
C 09 扁桃の悪性新生物 2 2 4
C 10 中咽頭の悪性新生物 140 28 168
C 11 ⿐<上>咽頭の悪性新生物 40 5 45
C 12 梨状陥凹<洞>の悪性新生物 79 1 80
C 13 下咽頭の悪性新生物 111 20 131
C 14 その他及び部位不明確の⼝唇,⼝腔及び咽頭の悪性新生物 1 0 1

消化器の悪性新生物(C15­C26) 3,774 2,357 6,131
C 15 食道の悪性新生物 899 274 1,173
C 16 胃の悪性新生物 899 484 1,383
C 17 小腸の悪性新生物 31 33 64
C 18 結腸の悪性新生物 518 555 1,073
C 19 直腸Ｓ状結腸移⾏部の悪性新生物 10 14 24
C 20 直腸の悪性新生物 518 338 856
C 21 肛門及び肛門管の悪性新生物 9 35 44
C 22 肝及び肝内胆管の悪性新生物 167 49 216
C 23 胆のう<嚢>の悪性新生物 33 19 52
C 24 その他及び部位不明の胆道の悪性新生物 155 55 210
C 25 膵の悪性新生物 534 499 1,033
C 26 その他及び部位不明確の消化器の悪性新生物 1 2 3

呼吸器及び胸腔内臓器の悪性新生物(C30­C39) 1,047 691 1,738
C 30 ⿐腔及び中耳の悪性新生物 9 8 17
C 31 副⿐腔の悪性新生物 21 12 33
C 32 喉頭の悪性新生物 54 3 57
C 33 気管の悪性新生物 0 0 0
C 34 気管支及び肺の悪性新生物 948 650 1,598
C 37 胸腺の悪性新生物 9 12 21
C 38 心臓,縦隔及び胸膜の悪性新生物 6 6 12
C 39 その他及び部位不明確の呼吸器系及び胸腔内臓器の悪性新生物 0 0 0

骨及び関節軟骨の悪性新生物(C40­C41) 132 43 175
C 40 (四)肢の骨及び関節軟骨の悪性新生物 53 15 68
C 41 その他及び部位不明の骨及び関節軟骨の悪性新生物 79 28 107

⽪膚の⿊⾊腫及びその他の悪性新生物(C43­C44) 84 50 134
C 43 ⽪膚の悪性⿊⾊腫 27 18 45
C 44 ⽪膚のその他の悪性新生物 57 32 89

疾患別入院患者数 【2022 年】
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病  名 男 ⼥ 合計
中⽪及び軟部組織の悪性新生物(C45­C49) 243 158 401

C 45 中⽪腫 6 3 9
C 46 カポジ<Kaposi>⾁腫 0 0 0
C 47 末梢神経及び⾃律神経系の悪性新生物 5 0 5
C 48 後腹膜及び腹膜の悪性新生物 29 73 102
C 49 その他の結合組織及び軟部組織の悪性新生物 203 82 285

乳房の悪性新生物(C50) 4 2,016 2,020
C 50 乳房の悪性新生物 4 2016 2,020

⼥性性器の悪性新生物(C51­C58) 2,023 2,023
C 51 外陰の悪性新生物 27 27
C 52 腟の悪性新生物 6 6
C 53 子宮頸(部)の悪性新生物 491 491
C 54 子宮体部の悪性新生物 742 742
C 55 子宮の悪性新生物,部位不明 0 0
C 56 卵巣の悪性新生物 711 711
C 57 その他及び部位不明の⼥性性器の悪性新生物 46 46
C 58 胎盤の悪性新生物 0 0

男性性器の悪性新生物(C60­C63) 542 542
C 60 陰茎の悪性新生物 6 6
C61 前⽴腺の悪性新生物 485 485
C62 精巣〈睾丸〉の悪性新生物 50 50
C63 その他及び部位不明の男性性器の悪性新生物 1 1

尿路の悪性新生物(C64­C68) 710 275 985
C 64 腎盂を除く腎の悪性新生物 97 48 145
C 65 腎盂の悪性新生物 85 28 113
C 66 尿管の悪性新生物 66 40 106
C 67 膀胱の悪性新生物 460 153 613
C 68 その他及び部位不明の泌尿器の悪性新生物 2 6 8

眼,脳及び中枢神経系のその他の部位の悪性新生物(C69­C72) 1 1 2
C 69 眼及び付属器の悪性新生物 1 1 2
C 70 髄膜の悪性新生物 0 0 0
C 71 脳の悪性新生物 0 0 0
C 72 脊髄,脳神経系及び中枢神経系のその他の部位の悪性新生物 0 0 0

甲状腺及びその他の内分泌腺の悪性新生物(C73­C75) 52 81 133
C 73 甲状腺の悪性新生物 48 81 129
C 74 副腎の悪性新生物 3 0 3
C 75 その他の内分泌腺及び関連組織の悪性新生物 1 0 1

部位不明確,続発部位及び部位不明の悪性新生物(C76­C80) 343 363 706
C 76 その他及び部位不明確の悪性新生物 1 0 1
C 77 リンパ節の続発性及び部位不明の悪性新生物 49 51 100
C 78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新生物 219 183 402
C 79 その他の部位の続発性悪性新生物 58 104 162
C 80 部位の明示されない悪性新生物 16 25 41
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病  名 男 ⼥ 合計
リンパ組織,造血組織及び関連組織の悪性新生物(C81­C96) 346 345 691

C 81 ホジキン〈HoDgkin〉病 7 10 17
C 82 ろ<慮>胞性［結節性］非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 36 36 72
C 83 びまん性非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 153 169 322
C 84 末梢性及び⽪膚Ｔ細胞リンパ腫 29 5 34
C 85 非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫のその他及び詳細不明の型 47 72 119
C 88 悪性免疫増殖性疾患 3 3 6
C 90 多発性骨髄腫及び悪性形質細胞腫瘍 28 17 45
C 91 リンパ性白血病 4 9 13
C 92 骨髄性白血病 39 24 63
C 93 単球性白血病 0 0 0
C 94 その他の細胞型の明示された白血病 0 0 0
C 95 細胞型不明の白血病 0 0 0
C 96 リンパ組織,造血組織及び関連組織のその他及び詳細不明の悪性新生物 0 0 0

独⽴した(原発性)多部位の悪性新生物(C97) 0 0 0
C 97 独⽴した(原発性)多部位の悪性新生物 0 0 0

②その他の新生物(D00­D48) 436 554 990
上⽪内新生物(D00­D09) 1 25 26
子宮頸〈部〉の上⽪内癌(再掲) (5) (5)
良性新生物(D10-D36) 137 145 282
性状不詳⼜は不明の新生物(D37­D48) 298 384 682

③その他 895 1,053 1,948
血液及び造血器の疾患ならびに免疫機構の障害(D50­D89) 13 11 24
循環器系の疾患(Ｉ00­Ｉ99) 50 53 103
呼吸器系の疾患(Ｊ00­Ｊ99) 81 28 109
消化器系の疾患(Ｋ00­Ｋ93) 378 231 609
尿路性器系の疾患(Ｎ00­Ｎ99) 77 353 430
その他 296 377 673
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地区別外来患者数（総数） 【2019 年 1 ～ 12 月】
	 ◆全国		  　　  　  ＊　新患者数＝初診患者数（再初診含む）

地区別外来患者数（総数） 【2022 年１～ 12 月】地区別外来患者数（総数） 【2022年１〜12⽉】
 ◆全国

件数 割合 件数
実患者数に
対する割合

北海道 647 129 0.20% 31 24.03%
⻘森県 753 158 0.24% 39 24.68%
岩手県 202 48 0.07% 11 22.92%
宮城県 194 68 0.10% 6 8.82%
秋田県 267 59 0.09% 15 25.42%
山形県 289 59 0.09% 26 44.07%
福島県 1,389 306 0.47% 72 23.53%
茨城県 6,690 1,258 1.94% 293 23.29%
栃木県 1,755 323 0.50% 62 19.20%
群馬県 1,837 351 0.54% 68 19.37%
埼玉県 48,633 7,450 11.49% 1,776 23.84%
千葉県 62,091 9,307 14.35% 2,236 24.02%
東京都 240,745 34,944 53.89% 9,088 26.01%
神奈川県 48,967 7,505 11.57% 1,603 21.36%
新潟県 550 133 0.21% 23 17.29%
富山県 230 51 0.08% 8 15.69%
石川県 65 21 0.03% 2 9.52%
福井県 32 13 0.02% 2 15.38%
山梨県 1,571 293 0.45% 66 22.53%
⻑野県 1,422 303 0.47% 87 28.71%
岐阜県 194 33 0.05% 10 30.30%
静岡県 1,135 220 0.34% 48 21.82%
愛知県 484 115 0.18% 25 21.74%
三重県 180 43 0.07% 8 18.60%
滋賀県 95 9 0.01% 7 77.78%
京都府 212 39 0.06% 11 28.21%
大阪府 458 122 0.19% 27 22.13%
兵庫県 490 91 0.14% 30 32.97%
奈良県 54 16 0.02% 6 37.50%
和歌山県 153 41 0.06% 14 34.15%
鳥取県 32 11 0.02% 0 0.00%
島根県 80 18 0.03% 3 16.67%
岡山県 40 16 0.02% 3 18.75%
広島県 217 47 0.07% 14 29.79%
山口県 223 45 0.07% 16 35.56%
徳島県 118 28 0.04% 10 35.71%
香川県 91 23 0.04% 4 17.39%
愛媛県 61 25 0.04% 6 24.00%
高知県 246 35 0.05% 18 51.43%
福岡県 195 68 0.10% 12 17.65%
佐賀県 32 10 0.02% 1 10.00%
⻑崎県 34 13 0.02% 10 76.92%
熊本県 83 24 0.04% 7 29.17%
大分県 70 22 0.03% 8 36.36%
宮崎県 128 34 0.05% 11 32.35%
⿅児島県 212 49 0.08% 11 22.45%
沖縄県 250 51 0.08% 27 52.94%
未分類 2,806 820 1.26% 655 79.88%

426,702 64,847 100.00% 16,516 25.47%

都道府県 再来患者数
実患者数 新患者数
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地区別外来患者数（総数） 【2022 年 1 ～ 12 月】
	 ◆東京都		  　　　　　　　　　　  ＊　新患者数＝初診患者数（再初診含む）

地区別外来患者数 （総数） 【2022年1〜12⽉】

 ◆東京都

件数 割合 件数
実患者数に
対する割合

千代田区 1,318 240 0.68% 53 22.08%
中央区 5,681 866 2.47% 230 26.56%
港区 7,165 1,170 3.33% 310 26.50%
新宿区 4,341 758 2.16% 164 21.64%
文京区 3,302 548 1.56% 123 22.45%
台東区 2,422 421 1.20% 101 23.99%
墨田区 5,842 844 2.40% 248 29.38%
江東区 32,394 4,462 12.70% 1,368 30.66%
品川区 11,157 1,544 4.40% 424 27.46%
目⿊区 5,880 811 2.31% 179 22.07%
大田区 16,432 2,185 6.22% 570 26.09%
世田谷区 16,245 2,494 7.10% 685 27.47%
渋谷区 5,013 763 2.17% 177 23.20%
中野区 4,574 698 1.99% 161 23.07%
杉並区 9,452 1,514 4.31% 330 21.80%
豊島区 5,427 857 2.44% 201 23.45%
北区 4,396 698 1.99% 183 26.22%
荒川区 1,981 282 0.80% 75 26.60%
板橋区 9,314 1,349 3.84% 356 26.39%
練馬区 13,236 1,950 5.55% 463 23.74%
⾜⽴区 7,191 1,042 2.97% 285 27.35%
葛飾区 7,516 1,025 2.92% 291 28.39%
江⼾川区 22,140 2,938 8.36% 833 28.35%
都下 38,326 5,669 16.14% 1,278 22.54%

240,745 35,128 100.00% 9,088 25.87%

再来患者数

実患者数 新患者数
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病理検査 【2022 年 1 ～ 12 月】
　 病理検査数							       　細胞診検査数

病理検査 【2022年1〜12⽉】

病理検査件数 細胞診検査件数

外来 入院 合計 項目 年間件数
総件数 17754 12894 30648  子宮膣部・頸部 4,922
部位数（臓器分類単位）           25049 49492 74541  子宮内膜 2,776
ブロック数（検体分類別）       20318 112994 133312  その他 (婦人科) 5,393
染色スライド数（特染含む） 65275 177191 242466  健診 子宮膣部・頸部・断端 4,379
染色スライド数（特染のみ）           28115 28161 56276  健診 子宮内膜 3,395
保険部位数            39830 31773 71603 婦人科合計 20,865
ＥＭ            ー ー  乳腺 915
抗体法           ー ー  甲状腺 332
迅速件数             70 3870 3940  頭頸部 (甲状腺以外) 218
診断料              14705 8040 22745  骨軟部 900
診断のみ             2120 69 2189  脳脊髄液 68
レポート画像           ー ー ー  リンパ節 771
ミクロ画像            ー ー ー  気管支・肺 174
マクロ画像            ー ー ー  EBUS縦隔・肺門リンパ節 107
その他画像            ー ー ー  喀痰・三連痰 33
呼吸器内科         205 107 312  体腔液 3,948
呼吸器外科         47 1174 1221  尿 3,982
消化器内科         0 1 1  食道・胃 12
消化器外科         0 0 0  肝・胆・膵・大腸 528
乳腺外科           1405 2430 3835  その他 153
婦人科           2113 1570 3683 婦人科以外合計 12,141
頭頸科           590 808 1398 総合計 33,006
整形外科          446 1035 1481  術中迅速細胞診 2,729
泌尿器科          345 1121 1466  LBC 4,079
総合腫瘍科         55 16 71  オンサイトサイトロジー 778
放射線治療         1 0 1  セルブロック 120
総合内科          1 1 2
腫瘍精神科         0 0 0
眼科            105 47 152
皮膚腫瘍科           270 83 353
⻭科            7 0 7
形成外科          10 10 20
麻酔科           0 0 0
救急部           0 1 1
画像診断部 3 1 4
健診ドック         3027 9 3036
臨床遺伝医療部 0 0 0
血液腫瘍科         503 213 716
乳腺内科 41 13 54
食道外科 17 195 212
胃外科 114 797 911
大腸外科 91 918 1009
消化器化学療法科 41 7 48
上部消化管内科 4234 736 4970
下部消化管内科 3774 322 4096
肝胆膵外科 49 1028 1077
肝胆膵内科 219 218 437
内分泌・代謝科 2 0 2
腎臓内科 0 1 1
ゲノム診療部 28 0 28
先端医療開発科 11 32 43
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◆ CT 検査件数・MRI 検査件数・核医学検査件数
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内視鏡検査件数						      　 超音波検査件数
内視鏡検査件数

検  査  項  目 2022年
上部消化管 11,027
下部消化管 7,340
上部エコー 219
下部エコー 99
肝胆膵エコー 1,022
気管支鏡 242
ERCP 1,094
上部（EMRポリペク） 1,007
下部（EMRポリペク） 3,366
下部（ESD） 423
EUS-FAN 236
その他 172

超音波検査
2022年

呼吸内 824
呼吸外 391
◆消内 1
乳腺外 15,901
婦人科 12,646
頭頸科 5,860
整形外 1,316
泌尿器 1,633
総腫瘍 244
放治 60
総合内 373
眼科 178
皮腫 209
形成外 1,038
麻酔科 4
救急部 2
緩和 9
画像診 10
健診ド 25,826
臨床遺 19
血液腫 1,060
乳腺内 1,396
食道外 340
胃外科 1,296
大腸外 2,724
消化療 770
上消内 391
下消内 126
肝外科 978
肝内科 764
腫循内 646
代謝科 174
腎臓内 9
感染症 1
ゲノ診 1
先端Ｃ 24
先端科 72
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※治療科：緩和治療科・放射線治療部・化学療法部・救急部・呼吸器内科・血液腫瘍科

手術件数　【2022年1月～12月】

2022年 手術件数 呼吸器外科 整形外科 頭頸科 乳腺外科 泌尿器科 婦人科 形成外科 眼科 消内科 麻酔科 治療科 皮膚 食道外科 胃外科 肝胆膵外科 大腸外科

件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数

１月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 629 53 39 33 108 62 101 32 4 10 47 49 91

硬膜外・腰麻・脊椎 2 1 1

局麻・その他 74 8 8 1 22 16 11 7 1

計 705 53 48 41 109 84 101 48 11 4 0 0 7 10 47 49 93

2月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 603 51 32 45 97 58 98 27 2 4 3 1 13 41 44 87

硬膜外・腰麻・脊椎 1 1

局麻・その他 64 5 4 16 25 10 1 3

計 668 51 38 45 101 74 98 52 12 4 0 3 2 13 41 44 90

3月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 691 54 47 54 116 59 116 32 1 5 1 2 7 52 46 99

硬膜外・腰麻・脊椎 0

局麻・その他 87 10 4 1 25 23 12 3 9

計 778 54 57 58 117 84 116 55 13 5 4 2 9 7 52 46 99

4月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 657 59 43 48 110 64 104 29 1 4 15 50 48 82

硬膜外・腰麻・脊椎 0

局麻・その他 70 6 10 1 13 24 10 5 1

計 727 59 49 58 111 77 104 53 11 4 0 0 5 16 50 48 82

5月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 595 53 42 33 99 63 94 26 1 4 2 18 41 49 70

硬膜外・腰麻・脊椎 2 1 1

局麻・その他 73 3 8 19 21 11 11

計 670 53 46 41 99 82 94 47 12 4 0 0 14 18 41 49 70

6月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 692 64 48 46 121 63 106 36 6 3 5 11 52 45 86

硬膜外・腰麻・脊椎 0

局麻・その他 79 8 8 2 21 12 12 16

計 771 64 56 54 123 84 106 48 12 6 0 3 21 11 52 45 86

7月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 630 53 34 47 106 71 102 32 5 4 8 14 46 45 63

硬膜外・腰麻・脊椎 13 13

局麻・その他 44 4 5 2 11 10 11 1

計 687 53 38 52 108 84 102 43 10 5 0 4 19 14 46 45 64

8月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 657 54 59 32 116 68 97 35 5 2 6 15 49 47 72

硬膜外・腰麻・脊椎 0

局麻・その他 68 3 8 5 14 17 14 7

計 725 54 62 40 121 82 97 52 14 5 0 2 13 15 49 47 72

9月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 641 45 48 46 112 62 95 35 5 4 8 16 41 45 79

硬膜外・腰麻・脊椎 2 1 1

局麻・その他 75 4 6 5 14 19 14 12 1

計 718 45 52 52 117 77 95 54 14 5 1 4 20 16 41 45 80

10月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 611 44 55 39 110 71 87 31 4 1 8 7 33 47 74

硬膜外・腰麻・脊椎 1 1

局麻・その他 59 5 5 4 8 12 14 11

計 671 44 61 44 114 79 87 43 14 4 0 1 19 7 33 47 74

11月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 614 47 49 41 116 61 96 28 1 7 1 6 12 33 41 75

硬膜外・腰麻・脊椎 1 1

局麻・その他 59 6 5 2 9 21 9 7

計 674 47 55 46 118 70 96 49 10 7 0 1 14 12 33 41 75

12月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 624 41 43 42 103 62 92 40 1 5 2 11 12 44 41 85

硬膜外・腰麻・脊椎 2 1 1

局麻・その他 63 2 9 5 17 16 8 6

計 689 41 46 51 108 79 93 56 9 5 0 2 17 12 44 41 85

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 7644 618 539 506 1314 764 1188 383 7 58 1 22 55 150 529 547 963

硬膜外・腰麻・脊椎 24 0 5 0 0 14 1 0 0 0 1 0 2 0 0 0 1

局麻・その他 815 0 64 76 32 178 0 217 135 0 3 0 103 1 0 0 6

計 8483 618 608 582 1346 956 1189 600 142 58 5 22 160 151 529 547 970

2022

年計

⼿術件数 【2022 年 1 ～ 12 月】
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院内がん登録集計
①部位別・男女別件数①部位別・男⼥別件数

部位 総数 男 ⼥
⼝腔・咽頭 454 339 115
食道 516 413 103
胃 971 636 335
十二指腸・小腸 51 34 17
大腸 1122 589 533
肝臓 111 84 27
胆嚢・胆管 99 63 36
膵臓 402 222 180
喉頭 46 41 5
肺 634 331 303
骨・軟部 148 94 54
皮膚 471 270 201
乳房 1493 5 1488
子宮頸部 422 0 422
子宮体部 336 0 336
卵巣 175 0 175
前⽴腺 417 417 0
膀胱 221 170 51
腎・他の尿路 174 113 61
甲状腺 128 38 90
悪性リンパ腫 274 137 137
多発性骨髄腫 25 12 13
白血病 32 12 20
他の造血器腫瘍 11 8 3
原発不明 24 11 13
その他 342 145 197

総計 9099 4184 4915
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②診断時居住地別件数（東京都医療圏別内訳）
医療圏名 区市町村名 医療圏名 区市町村名

千代田区 23 八王子市 87
中央区 115 日野市 17
港区 157 多摩市 34
文京区 64 町田市 61
台東区 63 422 稲城市 21 220
江東区 673 羽村市 8
江⼾川区 474 福生市 8
墨田区 133 1280 ⻘梅市 22
荒川区 48 あきる野市 11
⾜⽴区 168 瑞穂町 2
葛飾区 154 370 日の出町 1
新宿区 103 奥多摩町 0
中野区 79 檜原村 0 52
杉並区 199 381 武蔵野市 63
豊島区 100 三鷹市 36
北区 104 調布市 55
板橋区 207 狛江市 19
練馬区 300 711 ⼩⾦井市 26
目⿊区 108 府中市 35 234
世田谷区 374 国分寺市 19
渋谷区 83 565 国⽴市 6
品川区 228 東大和市 5
大田区 331 559 ⽴川市 34
大島町 3 武蔵村山市 11
利島村 0 昭島市 9 84
新島村 3 清瀬市 29
神津島村 1 東久留⽶市 35
三宅村 0 ⻄東京市 71
御蔵島村 1 東村山市 23
八丈町 3 ⼩平市 46 204
⻘ヶ島村 0
⼩笠原村 0 11

5093

区⻄南部

北多摩⻄部区南部

島しょ部 北多摩北部

総計

件数 件数

区中央部 南多摩

区東部

⻄多摩
区東北部

区⻄部

北多摩南部区⻄北部
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③主要５部位治療別件数
当院で初回治療を開始した症例（症例区分 20・30）
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胃

⼤腸

肝臓

肺

乳房

主要5部位治療別件数

外科的⼿術のみ 鏡視下⼿術のみ 内視鏡的治療のみ 放射線治療のみ 化学療法のみ 内分泌療法のみ その他の治療 ⼿術/内視鏡＋他 放射線＋他 その他

診断時居住地（東京都医療圏別内訳）

医療圏名 区市町村名 医療圏名 区市町村名
千代⽥区 23 ⼋王⼦市 87
中央区 115 ⽇野市 17
港区 157 多摩市 34
⽂京区 64 町⽥市 61
台東区 63 422 稲城市 21 220
江東区 673 ⽻村市 8
江⼾川区 474 福⽣市 8
墨⽥区 133 1280 ⻘梅市 22
荒川区 48 あきる野市 11
⾜⽴区 168 瑞穂町 2
葛飾区 154 370 ⽇の出町 1
新宿区 103 奥多摩町 0
中野区 79 檜原村 0 52
杉並区 199 381 武蔵野市 63
豊島区 100 三鷹市 36
北区 104 調布市 55
板橋区 207 狛江市 19
練⾺区 300 711 ⼩⾦井市 26
⽬⿊区 108 府中市 35 234
世⽥⾕区 374 国分寺市 19
渋⾕区 83 565 国⽴市 6
品川区 228 東⼤和市 5
⼤⽥区 331 559 ⽴川市 34
⼤島町 3 武蔵村⼭市 11
利島村 0 昭島市 9 84
新島村 3 清瀬市 29
神津島村 1 東久留⽶市 35
三宅村 0 ⻄東京市 71
御蔵島村 1 東村⼭市 23
⼋丈町 3 ⼩平市 46 204
⻘ヶ島村 0
⼩笠原村 0 11

件数 件数

区中央部 南多摩

区東部

⻄多摩
区東北部

区⻄部

北多摩南部区⻄北部

5093

区⻄南部

北多摩⻄部区南部

島しょ部 北多摩北部

総計

東京都              千葉県            神奈川県            埼玉県             茨城県              栃木県              群馬県

北海道・東北　甲信越・北陸　　　東海　　　　　近畿　　　　　中国　　　　　四国　　　　九州・沖縄　　　　海外
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5093

1310
956 1007

170 34 47

診断時居住地（関東）

診断時居住地（関東以外）

139

116

59

診断時居住地（東京都医療圏別内訳）

医療圏名 区市町村名 医療圏名 区市町村名
千代⽥区 23 ⼋王⼦市 87
中央区 115 ⽇野市 17
港区 157 多摩市 34
⽂京区 64 町⽥市 61
台東区 63 422 稲城市 21 220
江東区 673 ⽻村市 8
江⼾川区 474 福⽣市 8
墨⽥区 133 1280 ⻘梅市 22
荒川区 48 あきる野市 11
⾜⽴区 168 瑞穂町 2
葛飾区 154 370 ⽇の出町 1
新宿区 103 奥多摩町 0
中野区 79 檜原村 0 52
杉並区 199 381 武蔵野市 63
豊島区 100 三鷹市 36
北区 104 調布市 55
板橋区 207 狛江市 19
練⾺区 300 711 ⼩⾦井市 26
⽬⿊区 108 府中市 35 234
世⽥⾕区 374 国分寺市 19
渋⾕区 83 565 国⽴市 6
品川区 228 東⼤和市 5
⼤⽥区 331 559 ⽴川市 34
⼤島町 3 武蔵村⼭市 11
利島村 0 昭島市 9 84
新島村 3 清瀬市 29
神津島村 1 東久留⽶市 35
三宅村 0 ⻄東京市 71
御蔵島村 1 東村⼭市 23
⼋丈町 3 ⼩平市 46 204
⻘ヶ島村 0
⼩笠原村 0 11

件数 件数

区中央部 南多摩

区東部

⻄多摩
区東北部

区⻄部

北多摩南部区⻄北部

5093

区⻄南部

北多摩⻄部区南部

島しょ部 北多摩北部

総計

48

診断時居住地（東京都医療圏別内訳）

医療圏名 区市町村名 医療圏名 区市町村名
千代⽥区 23 ⼋王⼦市 87
中央区 115 ⽇野市 17
港区 157 多摩市 34
⽂京区 64 町⽥市 61
台東区 63 422 稲城市 21 220
江東区 673 ⽻村市 8
江⼾川区 474 福⽣市 8
墨⽥区 133 1280 ⻘梅市 22
荒川区 48 あきる野市 11
⾜⽴区 168 瑞穂町 2
葛飾区 154 370 ⽇の出町 1
新宿区 103 奥多摩町 0
中野区 79 檜原村 0 52
杉並区 199 381 武蔵野市 63
豊島区 100 三鷹市 36
北区 104 調布市 55
板橋区 207 狛江市 19
練⾺区 300 711 ⼩⾦井市 26
⽬⿊区 108 府中市 35 234
世⽥⾕区 374 国分寺市 19
渋⾕区 83 565 国⽴市 6
品川区 228 東⼤和市 5
⼤⽥区 331 559 ⽴川市 34
⼤島町 3 武蔵村⼭市 11
利島村 0 昭島市 9 84
新島村 3 清瀬市 29
神津島村 1 東久留⽶市 35
三宅村 0 ⻄東京市 71
御蔵島村 1 東村⼭市 23
⼋丈町 3 ⼩平市 46 204
⻘ヶ島村 0
⼩笠原村 0 11

件数 件数

区中央部 南多摩

区東部

⻄多摩
区東北部

区⻄部

北多摩南部区⻄北部

5093

区⻄南部

北多摩⻄部区南部

島しょ部 北多摩北部

総計

28 24

診断時居住地（東京都医療圏別内訳）

医療圏名 区市町村名 医療圏名 区市町村名
千代⽥区 23 ⼋王⼦市 87
中央区 115 ⽇野市 17
港区 157 多摩市 34
⽂京区 64 町⽥市 61
台東区 63 422 稲城市 21 220
江東区 673 ⽻村市 8
江⼾川区 474 福⽣市 8
墨⽥区 133 1280 ⻘梅市 22
荒川区 48 あきる野市 11
⾜⽴区 168 瑞穂町 2
葛飾区 154 370 ⽇の出町 1
新宿区 103 奥多摩町 0
中野区 79 檜原村 0 52
杉並区 199 381 武蔵野市 63
豊島区 100 三鷹市 36
北区 104 調布市 55
板橋区 207 狛江市 19
練⾺区 300 711 ⼩⾦井市 26
⽬⿊区 108 府中市 35 234
世⽥⾕区 374 国分寺市 19
渋⾕区 83 565 国⽴市 6
品川区 228 東⼤和市 5
⼤⽥区 331 559 ⽴川市 34
⼤島町 3 武蔵村⼭市 11
利島村 0 昭島市 9 84
新島村 3 清瀬市 29
神津島村 1 東久留⽶市 35
三宅村 0 ⻄東京市 71
御蔵島村 1 東村⼭市 23
⼋丈町 3 ⼩平市 46 204
⻘ヶ島村 0
⼩笠原村 0 11

件数 件数

区中央部 南多摩

区東部

⻄多摩
区東北部

区⻄部

北多摩南部区⻄北部

5093

区⻄南部

北多摩⻄部区南部

島しょ部 北多摩北部

総計

49

19
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④治療別件数
当院で初回治療を開始した症例（症例区分 20・30）

④
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⑤ステージ別件数
当院で診断、治療を実施した症例（症例区分 10・20・21・30・31）

⑤ステージ別件数
　当院で診断、治療を実施した症例（症例区分10・20・21・30・31）

０期
929

Ⅰ期
3368

Ⅱ期
1039

Ⅲ期
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Ⅳ期
1129

該当せず, 166

不明, 82

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000 9000
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０期
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅳ期
該当せず
不明
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⑥部位別・年齢別件数
⑥部位別・年齢別件数

0-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-89 90-
⼝腔・咽頭 1 8 8 23 61 130 169 51 3 454
食道 0 0 1 27 90 165 198 34 1 516
胃 1 5 20 54 131 220 383 154 3 971
十二指腸・小腸 0 0 1 4 13 14 15 4 0 51
大腸 0 6 36 141 259 297 302 76 5 1122
肝臓 0 0 2 4 12 20 46 24 3 111
胆嚢・胆管 0 0 0 2 6 23 43 23 2 99
膵臓 0 2 3 18 89 109 145 35 1 402
喉頭 0 0 1 0 8 8 23 6 0 46
肺 0 3 6 28 87 166 259 83 2 634
骨・軟部 8 10 10 20 25 20 39 14 2 148
皮膚 0 4 8 44 61 95 152 92 15 471
乳房 0 15 123 428 421 311 160 34 1 1493
子宮頸部 0 30 112 132 82 45 17 4 0 422
子宮体部 0 2 13 56 152 62 42 9 0 336
卵巣 0 5 15 46 51 32 21 5 0 175
前⽴腺 0 0 0 1 54 141 176 45 0 417
膀胱 0 0 1 12 28 66 81 31 2 221
腎・他の尿路 0 1 1 20 34 45 57 15 1 174
甲状腺 1 6 13 22 28 23 26 8 1 128
悪性リンパ腫 1 8 13 28 49 60 66 45 4 274
多発性骨髄腫 0 0 1 3 4 3 11 3 0 25
白血病 0 2 0 3 6 12 7 2 0 32
他の造血器腫瘍 0 0 0 0 1 3 3 4 0 11
原発不明 0 0 1 1 1 10 9 2 0 24
その他 2 7 16 42 58 77 96 39 5 342

総計 14 114 405 1159 1811 2157 2546 842 51 9099

部位
年代

総計
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⑦症例区分別件数⑦症例区分別件数

症例区分 件数 ⽐率

10：診断のみ 239 2.6%

20：⾃施設診断・⾃施設治療開始 3837 42.2%

21：⾃施設診断・⾃施設治療継続 9 0.1%

30：他施設診断・⾃施設治療開始 3275 36.0%

31：他施設診断・⾃施設治療継続 367 4.0%

40：初回治療終了後 869 9.6%

80：その他 503 5.5%

総計 9099 100.0%

2.6%

42.2% 0.1% 36.0% 4.0% 9.6% 5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

症例区分別件数

10：診断のみ 20：⾃施設診断・⾃施設治療開始 21：⾃施設診断・⾃施設治療継続
30：他施設診断・⾃施設治療開始 31：他施設診断・⾃施設治療継続 40：初回治療終了後
80：その他
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8.公開講座

年 日程 時間 場所 題名 講師 担当科 参加人数

1 2022年2⽉1⽇
オンライン

（オンデマンド）
世田谷区がん講演会
知っておきたい肺がんの基礎知識

⽂敏景 呼吸器外科部⻑ 呼吸器外科 1650回（※1）

2 2022年11⽉13⽇
オンライン

（オンデマンド）
人生会議（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）
私らしく生きるために

看護部 看護部 2447回（※2）

3 2022年11⽉23⽇ 10：00〜11：30 オンライン 第１回がん研キッズ探検隊
サバイバーシップ
支援室

14名

2022年

※1 2022年6⽉21⽇までの動画再生回数

※2 2023年3⽉31⽇までの動画再生回数

8．一般公開講座
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9．学会・研究発表業績
【呼吸器内科】
1.	 内堀健
	 オンコマインDxTT をもっと成功させるカギは

何か .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ メディカルセミナー ]

2.	 坂本博昭 , 田中寿志 , 大柳文義 , 川嶋庸介 , 丹
保裕一 , 谷本梓 , 堀池篤 , 宮内栄作 , 土屋裕子 , 
西尾誠人

	 Efficacy of dacomitinib in re-treatment set-
ting for patients with EGFR mutant NSCLC 
（TOPGAN2020-02）.

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ 口述発表 ]

3.	 桐谷亜友 , 網野喜彬 , 内堀健 , 秋田貴博 , 春谷
勇平 , 小楠真典 , 次富亮輔 , 眞鍋亮 , 有安亮 , 
北園聡 , 栁谷典子 , 西尾誠人

	 The efficacy of osimertinib in patients with 
EGFR positive non-small cell lung cancer 
with malignant pleural effusion.

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ 口述発表 ]

4.	 西尾誠人 , 吉田達哉
	 肺癌免疫療法における各種バイオマーカーの位

置づけ .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ 司会 ]

5.	 栁谷典子
	 RET融合遺伝子および EGFR遺伝子変異陽性肺

癌に対する治療戦略 .
	 第 181 回日本結核・非結核性抗酸菌症学会関

東支部学会・第 248 回日本呼吸器学会関東地
方会合同学会 : 東京+Web開催 , 2022, [ ラン
チョンセミナー ]

6.	 栁谷典子
	 さらなる長期生存を目指す複合免疫療法 .
	 第 192 回日本肺癌学会関東支部学術集会 : 東

京 , 2022, [ コーヒーブレイクセミナー 2]

7.	 内堀健 , 武田孝一 , 望月俊明 , 大串大輔 , 羽山
ブライアン , 佐藤嘉尚 , 負門克典 , 西尾誠人

	 新型コロナウイルス肺炎の軽症例における CT
画像解析でのステロイド投与の予測 .

	 第 62 回日本呼吸器学会学術講演会 : 京都市 , 
2022, [ ポスター発表 ]

8.	 西尾誠人
	 がん悪液質に対するアナモレリンを含めた治療

の実践：日常臨床における他職種との協調 .
	 第 62 回日本呼吸器学会学術講演会 : 京都市 , 

2022, [ 司会 ]

9.	 西尾誠人
	 進化する希少ドライバー遺伝子変異陽性

NSCLC の診断・治療 .
	 第 62 回日本呼吸器学会学術講演会 : 京都市 , 

2022, [ ランチョンセミナー ]

10.	 西尾誠人
	 Standard of care for METex14 skipping pos-

itive NSCLC.
	 第 45 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 : 岐阜

市 , 2022, [ 座長 ]

11.	 栁谷典子
	 がんゲノム検査の現状と展望：患者還元の向上

に向けて .
	 第 63 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

12.	 栁谷典子
	 呼吸器 -10
	 第 61 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 仙台市 , 

2022, [ 座長 ]

13.	 Nishio, M., Reck, M., Paz-Ares, L., Nakaga-
wa, K., Garon, E. B., Ceccarelli, M., Wijay-
awaradana, S. R., Visseren-Grul, C., Novel-
lo, S.

	 Erlotinib+ramucirumab in untreated met-
astatic EGFR-mutant NSCLC：TP53 status 
and clinical outcome.

	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 
2022, [ アンコールセッション ]
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14.	 Nishio, M., Mok, T., Wu, Y. L., Reck, M., Wu, 
E., Sternberg, D., Esker, S., Yu, H.

	 HERTHENA-Lung02: Patritumab deruxtec-
an vs platinumbased chemotherapy（PBC） 
in EGFR-mutated NSCLC.

	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 
2022, [ 講演 ]

15.	 内堀健 , 宮寺恵希 , 大場智広 , 秋田貴博 , 桐谷
亜友 , 次富亮輔 , 網野喜彬 , 有安亮 , 北園聡 , 
栁谷典子 , 西尾誠人

	 肺癌遺伝子診断における全自動NGS 解析シス
テムを用いた血漿サンプル評価 .

	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 
2022, [ 口述発表 ]

16.	 大場智広 , 有安亮 , 網野喜彬 , 宮寺恵希 , 桐谷
亜友 , 秋田貴博 , 次富亮輔 , 内堀健 , 北園聡 , 
栁谷典子 , 西尾誠人

	 進行非小細胞肺癌に対するプラチナ製剤とイピ
リムマブ＋ニボルマブ併用療法における重篤な
irAE 発症例の検討 .

	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 
2022, [ ポスター発表 ]

17.	 宮寺恵希 , 網野喜彬 , 北園聡 , 大場智広 , 秋田
貴博 , 桐谷亜友 , 次富亮輔 , 有安亮 , 内堀健 , 
栁谷典子 , 西尾誠人

	 ステロイド加療を要した免疫関連有害事象発現
後の免疫チェックポイント阻害薬再開の安全
性 .

	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 
2022, [ 口述発表 ]

18.	 有安亮 , 大場智広 , 宮寺恵希 , 秋田貴博 , 桐谷
亜友 , 次富亮輔 , 網野喜彬 , 内堀健 , 北園聡 , 
栁谷典子 , 西尾誠人

	 非小細胞肺癌の薬物療法と生存期間の 30 年の
変遷 .

	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 
2022, [ 口述発表 ]

19.	 栁谷典子
	 RET 融合遺伝子陽性肺癌の治療戦略：セルペル

カチニブのトリセツ .
	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 

2022, [ ランチョンセミナー ]

20.	 桐谷亜友 , 宮寺恵希 , 網野喜彬 , 大場智広 , 秋
田貴博 , 次富亮輔 , 有安亮 , 内堀健 , 北園聡 , 
栁谷典子 , 西尾誠人

	 血漿 NGS 解析で KRAS 遺伝子変異を認めた進
行再発非小細胞肺癌における臨床的特徴 .

	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 
2022, [ 口述発表 ]

21.	 次富亮輔 , 宮寺恵希 , 石山光富 , 大場智広 , 秋
田貴博 , 桐谷亜友 , 網野喜彬 , 有安亮 , 内堀健 , 
佐藤嘉尚 , 北園聡 , 栁谷典子 , 負門克典 , 西尾
誠人

	 薬剤性肺障害と背景肺の FDG集積亢進の関連
（Pembrolizumab 単剤コホートによるバリデー
ション研究）.

	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 
2022, [ 口述発表 ]

22.	 秋田貴博 , 大場智広 , 有安亮 , 宮寺恵希 , 桐谷
亜友 , 次富亮輔 , 網野喜彬 , 内堀健 , 北園聡 , 
栁谷典子 , 西尾誠人

	 ALK 融合遺伝子陽性 ,EGFR 遺伝子変異陽性肺
腺癌における腫瘍マーカーの特異性 .

	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 
2022, [ 口述発表 ]

23.	 網野喜彬 , 大場智広 , 宮寺恵希 , 桐谷亜友 , 秋
田貴博 , 次富亮輔 , 有安亮 , 内堀健 , 北園聡 , 
栁谷典子 , 西尾誠人

	 切除不能進行非小細胞肺癌での白金製剤とイピ
リムマブ＋ニボルマブ併用療法の irAE 重症度
と予後の検討 .

	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 
2022, [ 口述発表 ]

24.	 西尾誠人 , 高橋路子 , 林秀敏 , 桐谷麻美
	 EGFR 陽性の非小細胞肺癌患者におけるオシメ

ルチニブ，プラチナ併用療法後の治療パターン
研究 .

	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 
2022, [ 口述発表 ]

25.	 西尾誠人
	 Precision Medicine 時代における肺癌治療 .
	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 

2022, [ ランチョンセミナー ]
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26.	 西尾誠人 , 里内美弥子
	 免疫療法
	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 

2022, [ 座長 ]

27.	 西尾誠人
	 肺癌に対する IO-IO 併用療法アップデート .
	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 

2022, [ ランチョンセミナー ]

28.	 西尾誠人
	 非小細胞肺癌の包括的治療：ドライバー遺伝子

変異ありなしにおける周術期と進行再発治療 .
	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 

2022, [ 座長 ]

【呼吸器外科】
1.	 Hashimoto, K., Omura, K., Yamamichi, T., 

Tamagawa, S., Iwamoto, N., Kondo, Y., 
Ozawa, H., Ichinose, J., Matsuura, Y., Na-
kao, M., Okumura, S., Mun, M.

	 An operable three-dimensional airway 
model for tracheobronchial surgery: To-
ward better educational experience for de-
creasing yet important surgical technique.

	 Society of Thoracic Surgeons （STS） 58th 
Annual meeting: Miami, FL, USA, 2022, [ポ
スター発表 ]

2.	 文敏景
	 今更聞けない？シリーズ：右下葉切除：切除か

ら分岐部郭清まで編 .
	 ゼロコン＋シアター第3回 : Web開催 , 2022, 

[ 講演 ]

3.	 Mun, M.
	 ICG fluorescence-navigated thoracoscopic 

segmentectomy for lung cancer.
	 First Sino-Japanese Academic Conference 

on Thoracic Endoscopic Technology Ex-
change: Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

4.	 文敏景
	 JACS ×ゼロコンWEBINAR 2022 肺癌治療を

学ぶシリーズ .
	 第 1 回肺癌に対する低侵襲手術 : Web 開催 , 

2022, [ 講演 ]

5.	 Ichinose, J.
	 RATS lobectomy by the confronting ap-

proach.
	 ETHICON-Live Fusion Surgery: Web 開 催 , 

2022, [ 講演 ]

6.	 文敏景
	 胸腔鏡安全技術認定と低侵襲手術の現状 .
	 第 1 回横浜胸腔鏡ビデオクリニック : Web 開

催 , 2022, [ 講演 ]

7.	 玉川達 , 松浦陽介 , 山道尭 , 大村兼志 , 橋本浩 , 
一瀬淳二 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏景 , 二宮浩
範

	 右 肺 中 葉 を 温 存 し 得 た type A extended 
sleeve lobectomy の 1例 .

	 第 192 回日本肺癌学会関東支部学術集会 : 東
京 , 2022, 

8.	 文敏景
	 今更聞けない？シリーズ：左上葉切除：切除編 .
	 ゼロコン＋シアター第4回 : Web開催 , 2022, 

[ 講演 ]

9.	 一瀬淳二 , 小林直 , 篠原尚 , 松田真以子 , 章瑠
依 , 橋本浩平 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 
文敏景

	 AI 画像認識による術中リアルタイム解剖ナビ
ゲーションシステムの開発 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

10.	 山道尭 , 一瀬淳二 , 玉川達 , 大村兼志郎 , 橋本
浩平 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 他癌治療歴が肺癌手術の術後成績に与える影
響 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ デジタルポスター ]

11.	 松浦陽介 , 小澤広輝 , 橋本浩平 , 一瀬淳二 , 中
尾将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 NCD Feedback システムにおける肺癌手術
Risk Calculator と長期予後との関連性につい
て .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ 特別企画 ]
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12.	 橋本浩平 , 大村兼志郎 , 岩本直也 , 玉川達 , 山
道尭 , 小澤広輝 , 近藤泰人 , 一瀬淳二 , 松浦陽
介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 CT データに基づいた軟性 3D気道モデルを利
用した気管気管支再建術トレーニングおよび個
別化シミュレーションプログラムの開発 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ 特別企画 ]

13.	 玉川達 , 一瀬淳二 , 橋本浩平 , 松浦陽介 , 中尾
将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 転移性肺腫瘍に対する切除適応の二段階判定の
有用性 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ ワークショップ ]

14.	 Hashimoto, K., Omura, K., Murakami, Y., 
Takahashi, H., Suzuki, R., Yoshioka, Y., 
Oguchi, M., Ichinose, J., Matsuura, Y., Na-
kao, M., Okumura, S., Mun, M.

	 Non-invasive detection of EGFR mutations 
in early-stage lung adenocarcinoma with 
radiomics powered by machine learning.

	 American Association of Thoracic Surgery 
（AATS） 102nd Annual Meeting: Boston, 
MA, USA, 2022, [ ポスター発表 ]

15.	 Matsuura, Y., Ozawa, H., Hashimoto, K., 
Ichinose, J., Nakao, M., Okumura, S., Mun, 
M.

	 The association of the risk calculator in Ja-
pan for lung cancer surgery with oncologi-
cal outcome.

	 American Association of Thoracic Surgery 
（AATS） 102nd Annual Meeting: Boston, 
MA, USA, 2022, [ ポスター発表 ]

16.	 一瀬淳二 , 小林直 , 松田真以子 , 章瑠依 , 橋本
浩平 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 AI の目で見る縦隔微細解剖 .
	 第 39 回日本呼吸器外科学会学術集会 : 東京 , 

2022, [ ワークショップ ]

17.	 中尾将之 , 玉川達 , 山道尭 , 大村兼志郎 , 橋本
浩平 , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 奥村栄 , 文敏景

	 cIA 期肺腺癌の Solid および Part-solid 病変に
おける PET所見の意義 .

	 第 39 回日本呼吸器外科学会学術集会 : 東京 , 
2022, [ 一般演題口演 ]

18.	 中尾将之
	 転移性肺腫瘍 I
	 第 39 回日本呼吸器外科学会学術集会 : 東京 , 

2022, [ 座長 ]

19.	 山道尭 , 一瀬淳二 , 髙橋輝 , 笠原あや菜 , 鈴木
一洋 , 橋本浩平 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 
文敏景

	 電子カルテ連携データベースを用いた新たな予
後予測スコアの作成 .

	 第 39 回日本呼吸器外科学会学術集会 : 東京 , 
2022, [ 要望演題 ]

20.	 文敏景 , 中尾将之 , 松浦陽介 , 一瀬淳二 , 橋本
浩平 , 奥村栄

	 最適な術野展開と剥離層を意識した胸腔鏡下縦
隔リンパ節郭清 .

	 第 39 回日本呼吸器外科学会学術集会 : 東京 , 
2022, [ 講演 ]

21.	 橋本浩平 , 大村兼志郎 , 岩本直也 , 玉川達 , 山
道尭 , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 
文敏景

	 CT データから作製した病変付き軟性 3D気道
モデルを用いた個別化気管気管支再建術シミュ
レーションの開発 .

	 第 39 回日本呼吸器外科学会学術集会 : 東京 , 
2022, [ 一般演題口演 ]

22.	 橋本浩平 , 有安亮 , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中尾
将之 , 網野喜彬 , 内堀健 , 北園聡 , 栁谷典子 , 
奥村栄 , 西尾誠人 , 文敏景

	 非小細胞肺癌の術後再発治療の進歩とリアル
ワールドでの再発後生存へのインパクト .

	 第 39 回日本呼吸器外科学会学術集会 : 東京 , 
2022, [ ワークショップ ]

23.	 玉川達 , 中尾将之 , 負門克典 , 佐藤嘉尚 , 山道
尭 , 大村兼志郎 , 橋本浩平 , 一瀬淳二 , 松浦陽
介 , 奥村栄 , 文敏景

	 病理学的リンパ節転移陽性（pN1-2）肺癌にお
ける，原発巣のすりガラス陰影の意義 .

	 第 39 回日本呼吸器外科学会学術集会 : 東京 , 
2022, [ 一般演題口演 ]
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24.	 一瀬淳二 , 玉川達 , 山道尭 , 大村兼志郎 , 橋本
浩平 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 対面式 RATS におけるリンパ節郭清の工夫 .
	 第 45 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 : 岐阜

市 , 2022, [ ビデオセッション ]

25.	 山道尭 , 一瀬淳二 , 玉川達 , 大村兼志郎 , 橋本
浩平 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 左 S6 区域切除後の残下葉第二肺癌に対し肺底
部アプローチにて胸腔鏡下左 S10 区域切除を
施行した 1例 .

	 第 45 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 : 岐阜
市 , 2022, [ ポスター発表 ]

26.	 文敏景 , 中尾将之 , 松浦陽介 , 一瀬淳二 , 橋本
浩平 , 大村兼志郎 , 山道尭 , 玉川達 , 奥村栄

	 当科の標準アプローチとしての多孔式 VATS に
よる肺門縦隔リンパ節郭清 .

	 第 45 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 : 岐阜
市 , 2022, [ ワークショップ ]

27.	 文敏景
	 有効な術野展開と鞘を利用した胸腔鏡下肺門縦

隔リンパ節郭清術 .
	 第 76 回手術手技研究会 : 佐賀市 , 2022, [ 講

演 ]

28.	 Hashimoto, K., Omura, K., iwamoto, N., 
Ichinose, J., Matsuura, Y., Nakao, M., Mun, 
M.

	 Patient-specific simulation for tracheo-
bronchial reconstruction procedures using 
three-dimensional operable models based 
on computed tomography: a proof-of-con-
cept study.

	 30th European Conference on General 
Thoracic Surgery （ESTS）: Hague, Nether-
lands, 2022, [ ポスター発表 ]

29.	 文敏景
	 対面式ロボット支援下肺葉切除における肺門リ

ンパ節郭清：VATSとの比較 .
	 第 19 回スプリングセミナー沖縄 : 中頭郡北谷

町 , 2022, [ 講演 ]

30.	 文敏景 , 松崎智彦
	 肺：低侵襲 /ロボット手術 .
	 第 189 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会 : 

東京+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

31.	 Nakao, M.
	 VATS Segmentectomy：Our practical pro-

cedures
	 Beijing International Forum on Thoracic 

Surgery: Beijing, China+Web 開 催 , 2022, 
[ 講演 ]

32.	 文敏景
	 今更聞けない？シリーズ：左上葉切除：縦隔郭

清編 .
	 ゼロコン＋シアター第5回 : Web開催 , 2022, 

[ 講演 ]

33.	 文敏景
	 がん研式 RATS 右上葉切除の実際 .
	 第 2 回 Fusion Surgery Webinar: Web 開催 , 

2022, [ 講演 ]

34.	 文敏景
	 がん研式 RATS の実際 .
	 西日本Fusion Surgery: Web開催, 2022, [講

演 ]

35.	 Hashimoto, K., Ariyasu, R., Ichinose, J., 
Matsuura, Y., Nakao, M., Amino, Y., Uchi-
bori, K., Kitazono, S., Yanagitani, N., Oku-
mura, S., Nishio, M., Mun, M.

	 Advances in the treatment of postoperative 
recurrence of non-small cell lung cancer 
and their real-world impact on survival.

	 IASLC 2022 World Conference on Lung 
Cancer: Vienna, Austria, 2022, [ ポスター発
表 ]

36.	 一瀬淳二
	 肺癌手術における AI 手術ナビゲーションシス

テムの開発と今後の展望 .
	 日本蛍光ガイド手術研究会第 5回学術集会 : 東

京 , 2022, [ シンポジウム ]



41

37.	 中尾将之
	 転移性肺腫瘍の外科治療：手術適応と術式選択 .
	 第 34 回関西転移性肺腫瘍研究会 : 大阪市 , 

2022, [ 特別講演 ]

38.	 一瀬淳二 , 山本博之 , 青景圭樹 , 近藤晴彦 , 佐
藤幸夫 , 鈴木健司 , 宮田裕章 , 千田雅之

	 NCD データを用いた肺癌に対する区域切除と
肺葉切除の短期成績の比較 .

	 第 75 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 横浜
市 , 2022, [ シンポジウム ]

39.	 中尾将之 , 玉川達 , 浦部貴史 , 立花太明 , 橋本
浩平 , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 奥村栄 , 文敏景

	 IA1-2 期（TNM第 8 版）肺腺癌の進展様式と
予後からみた区域切除の適応再考 .

	 第 75 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 横浜
市 , 2022, [ 一般口演 ]

40.	 文敏景 , 中尾将之 , 松浦陽介 , 一瀬淳二 , 橋本
浩平 , 奥村栄

	 肺門剥離困難と自動縫合器トラブルを併発した
胸腔鏡下サルベージ右下葉切除術の 1例 .

	 第 75 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 横浜
市 , 2022, [ 一般口演 ]

41.	 松浦陽介 , 立花太明 , 浦部貴史 , 玉川達 , 橋本
浩平 , 一瀬淳二 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 当科の VATS 葉切 / 区切におけるエナジーデバ
イス及び生体糊製剤を用いた術中肺気漏対策 .

	 第 75 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 横浜
市 , 2022, [ ワークショップ ]

42.	 橋本浩平 , 大村兼志郎 , 岩本直也 , 玉川達 , 山
道尭 , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 
文敏景

	 軟性 3D モデルを用いた新たな気管支形成シ
ミュレーションと低侵襲手術への応用 .

	 第 75 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 横浜
市 , 2022, [ ポスター発表 ]

43.	 Ichinose, J.
	 RATS lobectomy by the confronting ap-

proach.
	 4th Annual National Conference of Indian 

Society of Thoracic Surgeons and Trust: 
Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

44.	 文敏景
	 今更聞けない？シリーズ：右中葉切除からリン

パ節郭清編 .
	 ゼロコン＋シアター第6回 : Web開催 , 2022, 

[ 講演 ]

45.	 文敏景 , 中尾将之 , 松浦陽介 , 一瀬淳二 , 橋本
浩平 , 奥村栄

	 ロボット支援下呼吸器外科手術：適応と限界 .
	 第 73 回日本気管食道学会総会ならびに学術講

演会 : 宜野湾市 , 2022, [ シンポジウム ]

46.	 文敏景
	 非小細胞肺癌に対す区域切除の工夫 .
	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 

2022, [ シンポジウム ]

47.	 Hashimoto, K., Iwamoto, N., Nakao, M., 
Ichinose, J., Matsuura, Y., Okumura, S., 
Sato, Y., Mun, M.

	 Robotic subxiphoid approach for thymec-
tomy -An approach to achieve sternoto-
my-like exposure in a minimally invasive 
way.

	 Asia-Pacific Congress of Robotic Laparo-
scopic Surgery（ACRLS）: Nagoya, Japan, 
2022, [ 口述発表 ]

48.	 Mun, M.
	 Anterior fissure first technique for the left 

sided lung cancer with a fused fissure in 
RATS lobectomy.

	 Asia-Pacific Congress of Robotic Laparo-
scopic Surgery（ACRLS）: Nagoya, Japan, 
2022, [ 口述発表 ]

49.	 Mun, M.
	 VATS segmentectomy for small-sized pe-

ripheral lung cancer.
	 The Second Sino-Japanese Academic Con-

ference on Thoracic Endoscopic Technology 
Exchange: Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

50.	 玉川達
	 胸腔鏡下右上葉切除術における当科の安全面で

のこだわり .
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	 第 21 回呼吸器胸腔鏡手術研究会例会 : 名古屋
市 , 2022, [ 口述発表 ]

51.	 一瀬淳二 , 立花太明 , 浦部貴史 , 玉川達 , 橋本
浩平 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 文敏景

	 傾向スコアマッチングによる RATS と VATS の
短期成績の比較 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ 一般演題口演 ]

52.	 中尾将之 , 立花太明 , 浦部貴史 , 玉川達 , 橋本
浩平 , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 奥村栄 , 文敏景

	 他領域と比較した胸腔鏡安全技術認定制度の現
状と課題 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ ワークショップ ]

53.	 文敏景 , 中尾将之 , 松浦陽介 , 一瀬淳二 , 橋本
浩平 , 奥村栄

	 胸腔鏡下肺切除術時のトラブルシューティング
を安全に行うためのシステム作り .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ ワークショップ ]

54.	 松浦陽介 , 立花太明 , 浦部貴史 , 玉川達 , 橋本
浩平 , 一瀬淳二 , 中尾将之 , 文敏景

	 当科における肺癌に対する低侵襲手術のエビデ
ンス .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ シンポジウム ]

55.	 橋本浩平 , 玉川達 , 立花太明 , 浦部貴史 , 一瀬
淳二 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 文敏景

	 無名静脈より頭側の縦隔病変：縦隔腫瘍切除に
おいてロボット支援が活きる適応とは？

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ 一般演題口演 ]

56.	 浦部貴史 , 中尾将之 , 立花太明 , 玉川達 , 橋本
浩平 , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 奥村栄 , 文敏景

	 下部気管傍（#4L）に発生した原発不明縦隔リ
ンパ節癌の一切除例 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ ミニオーラル ]

57.	 玉川達 , 橋本浩平 , 立花太明 , 浦部貴史 , 一瀬
淳二 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 ロボット支援胸腺切除における肋間神経グラフ
トを用いた横隔神経再建 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ ワークショップ ]

58.	 立花太明 , 一瀬淳二 , 浦部貴史 , 玉川達 , 橋本
浩平 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 頚部切開併用支援剣状突起下アプローチにて切
除し得た多発胸腺腫の一例 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ ミニオーラル ]

59.	 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 橋本浩平 , 中尾将之 , 網
野喜彬 , 有安亮 , 内堀健 , 北園聡 , 栁谷典子 , 
奥村栄 , 西尾誠人 , 文敏景

	 肺神経内分泌癌に対する外科治療の意義と予後
因子の検討 .

	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 
2022, [ 口述発表 ]

60.	 中尾将之 , 二宮浩範 , 立花太明 , 浦部貴史 , 玉
川達 , 橋本浩平 , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 奥村栄 , 
文敏景

	 WHO分類第 5版の新たな腺癌グレード分類の
意義と実臨床での応用 .

	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 
2022, [ 口述発表 ]

61.	 山道尭 , 一瀬淳二 , 玉川達 , 橋本浩平 , 松浦陽
介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 臨床 I 期非小細胞肺癌切除例における術前血清
CA125 値と長期予後の関係 .

	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 
2022, [ 口述発表 ]

62.	 文敏景 , 中尾将之 , 松浦陽介 , 一瀬淳二 , 橋本
浩平 , 奥村栄

	 低侵襲胸腔鏡下手術の恩恵：手術適応の拡大と
標準化 .

	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 
2022, [ シンポジウム ]

63.	 松浦陽介 , 橋本浩平 , 一瀬淳二 , 中尾将之 , 奥
村栄 , 文敏景

	 低侵襲手術は肺癌切除症例に予後改善をもたら
したのか .



43

	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 
2022, [ 口述発表 ]

64.	 玉川達 , 立花太明 , 中尾将之 , 浦部貴史 , 橋本
浩平 , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 奥村栄 , 文敏景

	 肺癌切除例における肺切除範囲が他病死に与え
る影響 .

	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 
2022, [ 口述発表 ]

65.	 立花太明 , 浦部貴史 , 松浦陽介 , 玉川達 , 橋本
浩平 , 一瀬淳二 , 中尾将之 , 二宮浩範 , 奥村栄 , 
西尾誠人 , 文敏景

	 Driver mutation を有する肺腺癌オリゴ再発に
対する治療戦略 .

	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 
2022, [ 一般演題口演 ]

66.	 浦部貴史 , 松浦陽介 , 立花太明 , 玉川達 , 橋本
浩平 , 一瀬淳二 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 Fissureless technique を用いた胸腔鏡下左肺
S1+2区域切除術の 1例 .

	 第 183 回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会 : 
東京 , 2022, [ 口述発表 ]

67.	 立花太明 , 中尾将之 , 浦部貴史 , 玉川達 , 橋本
浩平 , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 西尾誠人 , 二宮浩
範 , 文敏景

	 胸壁原発と考えられた扁平上皮癌の 1切除例 .
	 第 194 回日本肺癌学会関東支部学術集会 : 東

京 , 2022

【消化器化学療法科】
1.	 Takahari, D., Shoji, H., Minashi, K., Hara, H., 

Chin, K., Oki, A., Ogura, M., Nakayama, I., 
Kato, K., Iwasa, S., Hirano, H., Amanuma, 
Y., Ishizuka, N., Boku, N., Yamaguchi, K.

	 Safety and early efficacy results of a phase 
Ib study of nivolumab plus trastuzumab 
with S-1/capecitabine plus oxaliplatin for 
HER2-positive advanced gastric cancer （Ni-
HIGH study）.

	 2022 ASCO Gastrointestinal Cancer Sym-
posium: San Francisco, CA, USA, 2022, [発
表形式不明 ]

2.	 篠崎英司
	 血管新生阻害剤のバイパスシグナルと有効性の

サロゲート .
	 第 6 回 Liquid Biopsy 研 究 会 : Web 開 催 , 

2022, [ ランチョンセミナー ]

3.	 山口研成
	 大腸癌治療における最近の TOPICS：大腸癌治

療ガイドラインの改訂について .
	 第 96 回大腸癌研究会 : 東京 , 2022, [ 座長 ]

4.	 篠崎英司
	 大腸癌治療における最近の TOPICS：大腸癌治

療ガイドラインの改訂について .
	 第96回大腸癌研究会: 東京 , 2022, [ランチョ

ンセミナー ]

5.	 下嵜啓太郎 , 中山厳馬 , 高張大亮 , 大隅寛木 , 
若槻尊 , 大木暁 , 小倉真理子 , 篠崎英司 , 陳勁
松 , 山口研成

	 A novel clinical prognostic Index for ad-
vanced gastric cancer: Possible contribution 
to the continuum of care.

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ 口述発表 ]

6.	 下嵜啓太郎 , 若槻尊 , 山本智理子 , 大隅寛木 , 
中山厳馬 , 大木暁 , 高張大亮 , 小倉真理子 , 篠
崎英司 , 陳勁松 , 山口研成

	 The prevalence of PD-L1 expression in 
HER2-positive advanced gastric cancer.

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

7.	 中山厳馬 , 篠崎英司 , 温泉川真由 , 的田眞紀 , 
佐々木隆 , 湯浅健 , 友松純一 , 北園聡 , 小林心 , 
早川慶子 , 植木有紗 , 髙橋俊二 , 山口研成

	 Microsatellite instability test for solid tu-
mors in 1,052 patients: Experiences of the 
single institute.

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ 口述発表 ]

8.	 山口研成 , Ooki, A., Kang, Y. K., Lee, K. W., 
Bai, L. Y., Collins, H., Yang, Y., Mezzi, K., 
Catenacci, D., Enzinger, P., Wainberg, Z.
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	 Bemarituzumab as a 1L therapy for ad-
vanced GC/GEJ：A subgroup analysis of 
East Asian patients from the FIGHT trial.

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ 口述発表 ]

9.	 山口研成 , Salvatore, S., Kanwal, R., 舛石俊
樹 , 仁科智裕 , Elez, E., Rodriguez, J., Chau, 
I., DiBartolomeo, M., 川上尚人 , 須藤史貴 , 
小林孝二郎 , 古賀牧土 , 稲木公一郎 , 桑原佑典 , 
竹原一成 , Grothey, A., 吉野孝之

	 Exploratory biomarker analysis of tras-
tuzumab deruxtecan in HER2-expressing 
metastatic colorectal cancer （DESTI-
NY-CRC01）.

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ 口述発表 ]

10.	 山口研成
	 新時代を迎えた胃癌薬物治療への提言 .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ メディカルセミナー ]

11.	 篠崎英司
	 個別化治療に向けた患者由来がんモデルの展望

と課題 .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ 司会 ]

12.	 高張大亮
	 切除可能進行胃がんにおける周術期化学療法の

現状と展望 .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

13.	 高張大亮 , 廣中秀一
	 消化器 1（上部消化管 1）.
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ 司会 ]

14.	 Nakayama, I., Takahari, D., Shimozaki, K., 
Chin, K., Wakatsuki, T., Ogura, M., Ooki, A., 
Kamiimabeppu, D., Osumi, H., Shinozaki, E., 
Yamaguchi, K.

	 Clinical progress in AGC treatment in the 
12 years.

	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 
2022, [ 口述発表 ]

15.	 Takahari, D.
	 Perioperative chemotherapy for HER2-posi-

tive locally advanced gastric cancer.
	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 

2022, [ パネルディスカッション ]

16.	 Yamaguchi, K., Hironaka, S.
	 Indication and limitation of pharmacother-

apy for elderly patients with advanced gas-
tric cancer.

	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 
2022, [ 座長 ]

17.	 山口研成
	 HER2 陽性胃がんに対する薬物治療展開：エン

ハーツで繋ぐ .
	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 

2022, [ イブニングセミナー ]

18.	 高張大亮
	 Update on the Treatment of Gastric Can-

cer：胃癌薬物療法における最新の知見 .
	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 

2022, [ ランチョンセミナー ]

19.	 高張大亮
	 HER2 陽性胃がん治療の新たな展開：エンハー

ツへの期待 .
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ ランチョンセミナー ]

20.	 山口研成 , 田中屋宏爾
	 ミスマッチ修復欠損（MSI-H）大腸癌：基礎と

臨床の最前線 .
	 第 97 回大腸癌研究会 : 東京 , 2022, [ 司会 ]

21.	 山口研成
	 大腸癌薬物療法Up date.
	 第 97 回大腸癌研究会 : 東京 , 2022, [ アフタ

ヌーンセミナー ]
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22.	 Osumi, H., Ishizuka, N., Takashima, A., 
Kumegawa, Y., Nakano, D., Shinozawa, M., 
Denda, T., Sawada, R., Ouchi, K., Wakatsu-
ki, T., Boku, K., Kato, K., Yamaguchi

	 A multicenter single arm phase II trial eval-
uating the safety and the efficacy of pani-
tumumab and irinotecan for patients with 
NeoRAS wild-type metastatic colorectal 
cancer （C-PROWESS trial）.

	 ESMO Congress: Paris, France, 2022, [ ポス
ター発表 ]

23.	 陳勁松
	 がん：化学療法 1
	 第 76 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2022, 

[ 座長 ]

24.	 中山厳馬 , 河内洋 , 湯浅健 , 植木有紗 , 髙橋俊
二

	 Implementation of microsatellite instability 
testing for solid tumors into clinical prac-
tice：当院の日常臨床におけるMSI 検査の実装
における課題 .

	 第 81 回日本癌学会学術総会 : 横浜市 , 2022, 
[ ポスター発表 ]

25.	 山口研成
	 がん悪液質への新提案 “エドルミズ” .
	 第 30回日本消化器関連学会週間 （JDDW 2022 

：日本消化器病学会）: 福岡市 , 2022, [ ブレッ
クファーストセミナー ]

26.	 山口研成
	 胃癌薬物治療における現状の課題と今後の展

望：最適な治療シークエンスを目指して .
	 第 30回日本消化器関連学会週間 （JDDW 2022 

：日本消化器病学会）: 福岡市, 2022, [ランチョ
ンセミナー ]

27.	 Yamaguchi, K., Janigian, Y. Y., Faffer, A., 
Moehler, M., Garrido, M., Gallardo, C., 
Shen, L., Wyrwic, L., Skoczyas, T., Bragag-
noli, A. C., Liu, T., Soleymani, S., Lei, M., 
Amaya-Chanaga, C., Shitara, K.

	 First-line nivolumab plus chemotherapy vs 
chemotherapy for advanced gastric cancer/

gastroesophageal junction cancer/esopha-
geal adenocarcinoma: survival analyses by 
tumor response from CheckMate 649.

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ 会長企画シンポジウム ]

28.	 山口研成 , 篠崎英司 , 小林光助 , 北野雄希 , 髙
橋祐

	 大腸がん肝転移における至適な治療戦略を求め
て .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ ワークショップ ]

29.	 山口研成
	 抗 HER2 療法の今とこれから .
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ スポンサードシンポジウム ]

30.	 山口研成
	 胃癌 1 次治療オプジーボ＋化学療法の特徴：

CheckMate 649 長期フォローデータから読み
解く .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ 学術セミナー ]

31.	 篠崎英司
	 大腸癌薬物療法：抗 EGFR抗体の最適使用 .
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ 学術セミナー ]

32.	 篠崎英司
	 若年発症大腸癌と妊孕性 .
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ ワークショップ ]

33.	 中山厳馬
	 胃癌治療における現在と今後の展望 .
	 第 33 回日本消化器癌発生学会総会 : 東京 , 

2022, [ ランチョンセミナー ]
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【肝胆膵内科】
1.	 森千奈津 , 尾阪将人 , 三重尭文 , 古川貴光 , 山

田悠人 , 岡本武士 , 武田剛志 , 春日章良 , 松山
眞人 , 佐々木隆 , 笹平直樹

	 Nanoliposomal irinotecan plus 5-fluoroura-
cil, leucovorin as post-gemcitabine-based 
therapy in pancreatic cancer.

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

2.	 笹平直樹
	 肝胆膵
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ 司会 ]

3.	 尾阪将人
	 胆道癌分子標的治療の現状と今後の展望 .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ 司会 ]

4.	 尾阪将人 , 三重尭文 , 山田悠人 , 古川貴光 , 森
千奈津 , 岡本武士 , 武田剛志 , 春日章良 , 松山
眞人 , 佐々木隆 , 小野麻紀子 , 望月俊明 , 笹平
直樹

	 がん専門病院におけるOncologic emergency
に対する取り組み .

	 第 58 回日本腹部救急医学会総会 : 東京 , 
2022, [ 基調講演 /パネルディスカッション ]

5.	 尾阪将人
	 高齢者膵癌に対する術前治療の現状と今後の開

発 .
	 第 108 回日本消化器病学会総会 : 東京 +Web

開催 , 2022, [ シンポジウム ]

6.	 笹平直樹
	 膵癌：切除不能
	 第 108 回日本消化器病学会総会 : 東京 +Web

開催 , 2022, [ 座長 ]

7.	 東方雅典 , 春日章良 , 森千奈津 , 山田悠人 , 古
川貴光 , 三重尭文 , 岡本武士 , 武田剛志 , 松山
眞人 , 佐々木隆 , 尾阪将人 , 笹平直樹 , 高松学 , 
武田孝一

	 胆道神経内分泌癌化学療法中に Pegfilgrastim
関連大型血管炎を認めた 1例 .

	 日本消化器病学会関東支部第 369 回例会 : 前
橋市 , 2022, 

8.	 佐々木隆 , 塩見英之 , 伊藤謙 , 入澤篤志
	 遠位胆管狭窄
	 日本消化器内視鏡学会附置研究会第 2回内視

鏡的胆道ドレナージの評価基準作成に関する
研究 : 京都市 , 2022, [ 第二部各ワーキンググ
ループからの提案Ⅰ ]

9.	 尾阪将人
	 膵癌の個別化治療：PARP 阻害剤の実臨床応用 .
	 第 34回日本肝胆膵外科学会学術集会 : 東温市 , 

2022, [ イブニングセミナー ]

10.	 佐々木隆 , 岡本武士 , 武田剛志 , 松山眞人 , 笹
平直樹

	 Interventional EUS における直視型スコープ
の検討 .

	 第 114 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
東京 , 2022, [ シンポジウム ]

11.	 岡本武士 , 武田剛志 , 松山眞人 , 佐々木隆 , 笹
平直樹

	 回転式スフィンクテロトーム TRUEtome を用
いた胆管・膵管挿管および分枝選択 .

	 第 114 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
東京 , 2022, [ ビデオワークショップ ]

12.	 武田剛志 , 佐々木隆 , 山田悠人 , 松山眞人 , 笹
平直樹

	 切除不能膵癌による遠位胆道閉塞に対する通常
型 covered metal stent と Duckbill 型逆流防
止弁付きmetal stent の治療成績の比較 .

	 第 114 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
東京 , 2022, [ パネルディスカッション ]

13.	 三重尭文 , 岡本武士 , 石塚隆浩 , 山田学 , 中川
皓貴 , 古川貴光 , 武田剛志 , 春日章良 , 松山眞
人 , 佐々木隆 , 尾阪将人 , 笹平直樹 , 高松学

	 遠位胆管原発腺扁平上皮癌に対する集学的治療
中に副腎、腎、および筋転移を認めた一例 .

	 日本消化器病学会関東支部第 370 回例会 : 
Web 開催 , 2022, 
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14.	 Ozaka, M.
	 Pancreatic cancer treatment and genome 

medicine：Will we open up the future?
	 第 53 回日本膵臓学会大会 / 第 26 回国際膵臓

学会 : 京都市+Web開催 , 2022, [Sponsored 
Seminar]

15.	 Takeda, T.
	 Outcomes of pancreatic cancer with liver 

oligometastasis.
	 第 53 回日本膵臓学会大会 / 第 26 回国際膵臓 

学会 : 京都市+Web開催 , 2022, [ ミニオーラ
ル ]

16.	 Takeda, T.
	 A review of recent advances in chemother-

apy for intrahepatic cholangiocarcinoma.
	 アジア太平洋肝臓学会 （APASL）: 高松市

+Web開催 , 2022, [ ワークショップ ]

17.	 小野豪大 , 岡本武士 , 佐々木隆 , 石塚隆浩 , 山
田学 , 中川皓貴 , 三重尭文 , 古川貴光 , 春日章
良 , 松山眞人 , 尾阪将人 , 笹平直樹

	 胆嚢管原発の PEComaを認めた一例 .
	 日本消化器病学会関東支部第 371 回例会 : 

Web 開催 , 2022, 

18.	 尾阪将人
	 誤解だらけのがん悪液質治療 .
	 第 32 回日本医療薬学会年会 : 高崎市 , 2022, 

[ メディカルセミナー ]

19.	 佐々木隆
	 国産消化管ステントの実力を検証する .
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：日本消化器内視鏡学会）: 福岡市 , 
2022, [ サテライトシンポジウム ]

20.	 三重尭文 , 佐々木隆 , 笹平直樹
	 膵小型腫瘤性病変に対する連続膵液細胞診と超

音波内視鏡下穿刺吸引細胞診の成績 .
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器内視鏡学会・消化器病学会・消
化器外科学会・消化器がん検診学会）: 福岡市 , 
2022, [ ワークショップ ]

21.	 春日章良 , 尾阪将人 , 笹平直樹
	 胆道癌におけるがん遺伝子パネル検査によるゲ

ノム診療の現状 .
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器病学会・消化器内視鏡学会・肝
臓学会・消化器外科学会）: 福岡市 , 2022, [ パ
ネルディスカッション ]

22.	 笹平直樹 , 肱岡範
	 遺伝子・化学療法
	 第 58 回日本胆道学会学術集会 : 横浜市 , 

2022, [ 座長 ]

23.	 尾阪将人
	 切除不能膵癌に対する最近の薬物療法の話題 .
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ イブニングセミナー ]

24.	 三重尭文
	 研修医Ⅳ（胆・膵・その他）
	 日本消化器病学会関東支部第 372 回例会 : 東

京 , 2022, [ 座長 ]

25.	 石塚隆浩 , 古川貴光 , 山田学 , 中川皓貴 , 三重
尭文 , 岡本武士 , 武田剛志 , 春日章良 , 松山眞
人 , 佐々木隆 , 尾阪将人 , 笹平直樹 , 高松学 , 
佐藤崇文 , 髙橋祐

	 膵神経内分泌癌に対してプラチナ併用化学療法
導入後、完全奏功が得られたのちに浸潤性膵管
癌を生じた 1例 .

	 日本消化器病学会関東支部第 372 回例会 : 東
京 , 2022, 

26.	 中川皓貴 , 武田剛志 , 松山眞人 , 佐々木隆 , 笹
平直樹

	 膵癌による遠位胆道閉塞に対する術前 6mm 
covered metal stent （CMS）の検討 .

	 第 115 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
東京 , 2022, [ 口述発表 ]

27.	 山田学 , 武田剛志 , 石塚隆浩 , 中川皓貴 , 古川
貴光 , 三重尭文 , 岡本武士 , 春日章良 , 松山眞
人 , 佐々木隆 , 尾阪将人 , 笹平直樹

	 遠位悪性胆管狭窄に対する covered self-ex-
pandable metal stent（CSEMS）胆管内留置
の有用性に関する検討 .
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	 第 115 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
東京 , 2022, [ 発表形式不明 ]

28.	 岡本武士 , 石塚隆浩 , 山田学 , 笹平直樹
	 肝門部領域悪性胆管閉塞に対するドリルダイ

レータTornus ESを用いたトラブルシューティ
ング .

	 第 115 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
東京 , 2022, [ 口述発表 ]

【上部消化管内科】
1.	 平澤俊明
	 がんの話：がんから身を守る方法教えます .
	 大日本印刷株式会社 : 東京 , 2022, [ 一般向け

講演 ]

2.	 平澤俊明
	 Usefulness of magnifying endoscopy in up-

per gastrointestinal tract.
	 第 1 回日中「拡大内視鏡ルーチン」シンポジウ

ム: 中国長慶市（Web開催）, 2022, [特別講演]

3.	 十倉淳紀 , 並河健 , 中野薫 , 布部創也 , 河内洋 , 
藤崎順子

	 ピロリ除菌後胃癌、未感染胃癌の問題点と研究：
Helicobacter pylori 除菌後進行胃癌の臨床病理
学的特徴 .

	 第 18 回日本消化管学会総会学術集会 : 東京
+Web開催 , 2022, [ ワークショップ ]

4.	 平澤俊明
	 世界初の胃がん鑑別AI の特徴 .
	 第 18 回日本消化管学会総会学術集会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ ランチョンセミナー ]

5.	 由雄敏之
	 AI による食道がん診断、多発ヨード不染診断 .
	 第 225 回横浜消化器内視鏡医会集談会 : 横浜

市 , 2022, [ 口述発表 ]

6.	 Hirasawa, T.
	 Current status and future perspective of AI 

for endoscopic diagnosis in gastric cancer.
	 14th International Gastric Cancer Congress 

（IGCC2022）: Houston, TX, USA, 2022, [ 口
述発表 ]

7.	 平澤俊明
	 がんの話：がんから身を守る方法教えます .
	 東京貿易ホールディングス : 東京 , 2022, [ 一

般向け講演 ]

8.	 Fujisaki, J., Kakushima, N.
	 Endoscopic diagnosis/Endoscopic therapy.
	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 

2022, [ 座長 ]

9.	 平澤俊明
	 世界初の胃がん鑑別 AI の特徴：臨床で求めら

れる医療機器を目指して .
	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 

2022, [ ランチョンセミナー ]

10.	 平澤俊明 , 池之山洋平 , 石岡充彬 , 並河健 , 堀
内裕介 , 多田智裕 , 藤崎順子

	 胃癌の内視鏡診断における人工知能の活用 .
	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 

2022, [ ワークショップ ]

11.	 森田祐規 , 並河健 , 平澤俊明 , 渡海義隆 , 吉水
祥一 , 堀内裕介 , 由雄敏之 , 中野薫 , 河内洋 , 
布部創也 , 藤崎順子

	 Rindi Ⅰ型胃神経内分泌腫瘍に対する幽門洞切
除の有用性の検討 .

	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 
2022, [ 口述発表 ]

12.	 渡海義隆 , 堀内裕介 , 山本智理子 , 藤崎順子
	 組織混在型胃癌におけるリンパ節転移陽性、脈

管侵襲陽性が示唆される病理学的特徴 .
	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 

2022, [ 口述発表 ]

13.	 藤崎順子
	 世界に挑戦する日本の内視鏡AI.
	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 

2022, [ 座長 ]

14.	 Namikawa, K., Fujisaki, J., Kawachi, H.
	 The prediction strategy of pT1b in superfi-

cial Barrett’ s adenocarcinoma by the com-
bination of biopsy histology and magnifying 
endoscopy.
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	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 
2022, [ ワークショップ ]

15.	 吉水祥一 , 布部創也 , 藤崎順子
	 当院における非乳頭部十二指腸腫瘍に対する腹

腔鏡内視鏡合同手術（D-LECS）の現状 .
	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 

2022, [ パネルディスカッション ]

16.	 小林輝 , 並河健 , 藤崎順子
	 当院における Helicobacter pylori除菌 10年以

降で発見された除菌後胃癌についての検討 .
	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 

2022, [ 附置研共同研究 ]

17.	 平澤俊明
	 Advanced diagnostic endoscopy: AI・CAD.
	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 

2022, [ 司会 ]

18.	 平澤俊明
	 世界に挑戦する日本の内視鏡AI.
	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 

2022, [ コーヒーブレイクセミナー ]

19.	 東佑香 , 由雄敏之 , 石原立
	 人工知能による内視鏡検査動画中の食道扁平上

皮癌の拾い上げ診断能の検討 .
	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 

2022, [JGES Core Session]

20.	 泉敦子 , 堀内裕介 , 藤崎順子
	 85 歳以上の高齢者の早期胃癌に対する ESDの

治療成績と予後予測因子 .
	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 

2022, [ パネルディスカッション ]

21.	 泉敦子 , 由雄敏之 , 石山晃世志 , 並河健 , 渡海
義隆 , 吉水祥一 , 堀内裕介 , 平澤俊明 , 河内洋 , 
藤崎順子

	 術前診断 SM2 の食道扁平上皮癌に対して初回
治療として内視鏡的切除術を施行した症例の治
療成績と長期予後 .

	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 
2022, [ 一般演題口演 ]

22.	 清水良 , 由雄敏之 , 土方一範 , 石山晃世志 , 並
河健 , 渡海義隆 , 吉水祥一 , 堀内裕介 , 平澤俊
明 , 河内洋 , 五十嵐良典 , 藤崎順子

	 食道癌内視鏡的切除後の定期検査中に認めた食
道内多発癌の検討 .

	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 
2022, [ 一般演題口演 ]

23.	 渡海義隆 , 堀内裕介 , 藤崎順子
	 Helicobacter pylori 除菌が組織混在型早期胃

癌の狭帯域光併用拡大内視鏡所見に及ぼす影
響 .

	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 
2022, [ シンポジウム ]

24.	 渡邊昌人 , 並河健 , 高松学 , 藤崎順子
	 逐年検診で発見された Helicobacter pylori未

感染 SM浸潤癌の一例 .
	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 

2022, 

25.	 石山晃世志 , 並河健 , 渡海義隆 , 由雄敏之 , 藤
崎順子 , 岡村明彦 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之 , 
陳勁松 , 神山亮介 , 瀬戸陽 , 新橋渉 , 佐々木徹 , 
福島啓文 , 米川博之 , 三谷浩樹 , 浅利崇生 , 利
安隆史 , 佐藤由紀子 , 河内洋

	 頭頸部表在癌に対する経口的切除についての検
討：照射単独療法との比較 .

	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 
2022, [ 一般演題口演 ]

26.	 福山知香 , 平澤俊明 , 河内洋 , 藤崎順子 , 中野
薫 , 熊澤佑介 , 小林輝 , 森田祐規 , 渡邊昌人 , 
榎本有里 , 東佑香 , 十倉淳紀 , 渡海義隆 , 並河
健 , 吉水祥一 , 堀内裕介 , 石山晃世志 , 由雄敏
之

	 散発性胃底腺ポリープに由来する胃上皮性腫瘍
の臨床病理学的特徴 .

	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 
2022, [ 一般演題口演 ]

27.	 平澤俊明
	 令和時代の胃癌診療：ピロリ未感染胃癌、除菌

後胃癌、そしてAI 診断へ .
	 鎌倉市胃がん内視鏡検診研修会 : 鎌倉市 , 

2022, [ 研修会講演 ]
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28.	 平澤俊明
	 世界初の胃がん鑑別 AI の開発：内視鏡 AI は臨

床をどのように変えるのか？
	 第 113 回日本消化器内視鏡学会九州例会 : 佐

賀市 , 2022, [ イブニンングセミナー ]

29.	 小林輝 , 吉水祥一 , 布部創也 , 藤崎順子
	 当院における非乳頭部十二指腸腫瘍に対する腹

腔鏡内視鏡合同手術（D-LECS）の成績 .
	 第 114 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2022, [ ビデオワークショップ ]

30.	 平澤俊明
	 人工知能が内視鏡を変える !：AI による胃癌診

断の最前線 .
	 第 114 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2022, [ ランチョンセミナー ]

31.	 熊澤佑介 , 平澤俊明 , 藤崎順子 , 由雄敏之 , 石
山晃世志

	 内視鏡診療におけるCOVID-19 対策 .
	 第 114 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2022, [ シンポジウム ]

32.	 由雄敏之
	 食道
	 第 114 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2022, [ 画像読影コメンテーター ]

33.	 石岡充彬 , 由雄敏之 , 佐々木隆 , 藤崎順子
	 放射線治療後の食道悪性狭窄に対するNiti-S ス

テント留置の安全性と有効性 .
	 第 114 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2022, [ パネルディスカッション ]

34.	 藤崎順子 , 比企直樹
	 上部消化管腫瘍に対する内視鏡・腹腔鏡を用い

た新たなる診断や治療 .
	 第 114 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2022, [ 司会 ]

35.	 平澤俊明
	 令和時代の胃の診断学：明日から役立つ、胃の

内視鏡診断のコツとピットホール .
	 京都消化器医会定例学術講演会 : 京都市（Web

開催）, 2022, [ 特別講演 ]

36.	 平澤俊明
	 食道胃接合部癌の早期癌の診断と治療 .
	 浙江省消化病学会 : 中国浙江省（Web 開催）, 

2022, [ 特別講演 ]

37.	 平澤俊明
	 AI による胃癌診断：人工知能と内視鏡医のコ

ラボレーション .
	 第 168 回日本消化器内視鏡学会東北支部例会 : 

山形市 , 2022, [ エキスパートセミナー ]

38.	 平澤俊明
	 がんの話：がんから身を守る方法教えます .
	 学研ホールディングス : 東京 , 2022, [ 一般向

け講演 ]

39.	 平澤俊明
	 早期胃癌の内視鏡診断 .
	 温州市消化器病学会 2022 年消化内鏡瓯江論

壇 : 中国温州市 , 2022, [ 特別講演 ]

40.	 平澤俊明
	 人工知能が切り開く新しい医療　消化器がん検

診にAI は有用か ?
	 第 51 回日本消化器がん検診九州地方会 : Web

開催 , 2022, [ ランチョンセミナー ]

41.	 乾山光子
	 低分化腺癌混在胃癌の診断における狭帯域光併

用拡大内視鏡の有用性 .
	 第 18 回拡大内視鏡研究会 : 東京 , 2022, [ 口

述発表 ]

42.	 由雄敏之
	 がん：内視鏡治療 .
	 第 76 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2022, 

[ 座長 ]

43.	 石山晃世志
	 がん：その他 1
	 第 76 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2022, 

[ 座長 ]

44.	 平澤俊明
	 世界初の胃がん鑑別 AI の開発：内視鏡医と AI

のコラボレーション .

瓯
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	 第 7 回 JCHO 地域医療総合医学会 : 熊本市 , 
2022, [ ランチョンセミナー ]

45.	 平澤俊明
	 AI は内視鏡診療をどう変えるか？胃癌診断 AI

の臨床導入 .
	 第 30回日本消化器関連学会週間 （JDDW 2022 

：日本消化器病学会）: 福岡市, 2022, [ランチョ
ンセミナー ]

46.	 東佑香 , 平澤俊明 , 中野薫
	 当院における自己免疫性胃炎合併胃癌について

の検討 .
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器内視鏡学会・消化器病学会・消
化器がん検診学会）: 福岡市 , 2022, [ ワーク
ショップ ]

47.	 堀内裕介 , 平澤俊明 , 藤崎順子
	 狭帯域光併用エンドサイトスコピーを用いた微

小血管パターンによる早期胃癌の診断 .
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器内視鏡学会・消化器病学会・消
化器外科学会・消化器がん検診学会）: 福岡市 , 
2022, [ パネルディスカッション ]

48.	 平澤俊明
	 上部消化管における最新の内視鏡診断と治療テ

クニック：確立された方法から私の工夫まで .
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器内視鏡学会・消化器病学会・消
化器外科学会・消化器がん検診学会）: 福岡市 , 
2022, [ 座長 ]

49.	 石岡充彬 , 平澤俊明 , 藤崎順子
	 人工知能を用いた早期胃癌診断支援ツールの実

装化に向けた性能評価 .
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器内視鏡学会・消化器病学会・肝
臓学会・消化器外科学会・消化器がん検診学会）: 
福岡市 , 2022, [ 口述発表 ]

50.	 小林輝 , 吉水祥一 , 布部創也
	 当院における非乳頭部十二指腸腫瘍に対する

DLECS の成績 .

	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 
2022：消化器内視鏡学会）: 福岡市 , 2022, [ ポ
スター発表 ]

51.	 清水良 , 堀内裕介 , 藤崎順子
	 反復多発する早期胃癌例における患者背景因

子・内視鏡所見の特徴 .
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器内視鏡学会）: 福岡市 , 2022, [ ポ
スター発表 ]

52.	 渡海義隆 , 堀内裕介 , 山本智理子 , 並河健 , 吉
水祥一 , 石山晃世志 , 由雄敏之 , 平澤俊明 , 藤
崎順子

	 横這型胃癌における範囲診断の誤診に関連する
因子に関する検討 .

	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 
2022：消化器内視鏡学会）: 福岡市 , 2022, [ ポ
スター発表 ]

53.	 石山晃世志 , 並河健 , 渡海義隆 , 吉水祥一 , 由
雄敏之 , 藤崎順子 , 三谷浩樹 , 利安隆史 , 髙橋
俊二 , 佐藤由紀子

	 当院での頭頸部癌根治照射後局所遺残再発病変
に対する経口的手術の検討 .

	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 
2022：消化器内視鏡学会）: 福岡市 , 2022, [ ポ
スター発表 ]

54.	 藤崎順子
	 胃（H.pylori・胃癌）
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器内視鏡学会）: 福岡市 , 2022, [ 座
長 ]

55.	 小林輝 , 並河健 , 藤崎順子
	 Helicobacter pylori除菌後 10 年未満と 10 年

以上経過発生胃癌についての比較検討 .
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器病学会・消化器内視鏡学会・消
化器外科学会・消化器がん検診学会）: 福岡市 , 
2022, [ パネルディスカッション ]

56.	 十倉淳紀 , 堀内裕介 , 藤崎順子
	 80 歳以上の高齢者の食道扁平上皮癌に対する

内視鏡的切除の治療成績と予後予測因子の検
討 .
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	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 
2022：消化器病学会・消化器内視鏡学会・肝
臓学会・消化器外科学会・消化器がん検診学会）: 
福岡市 , 2022, [ シンポジウム ]

57.	 森田祐規 , 吉水祥一 , 渡海義隆 , 並河健 , 堀内
裕介 , 石山晃世志 , 由雄敏之 , 平澤俊明 , 高松
学 , 藤崎順子

	 表在性非乳頭部十二指腸腺癌における術前深達
度診断に関する検討 .

	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 
2022：消化器病学会）: 福岡市 , 2022, [ ポス
ター発表 ]

58.	 藤崎順子
	 胃・十二指腸（粘膜下腫瘍・リンパ腫）.
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器病学会）: 福岡市 , 2022, [ 座長 ]

59.	 吉水祥一
	 がん専門医療機関における特殊光観察の使用実

態 .
	 第 115 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2022, [ 指定演題 ]

60.	 平澤俊明
	 胃がん内視鏡検診のコツ .
	 大宮医師会 : さいたま市 , 2022, [ 講演 ]

61.	 平澤俊明
	 胃十二指腸腫瘍の診断と治療 .
	 江東区医師会 : 東京 , 2022, [ 講演 ]

62.	 東佑香 , 由雄敏之 , 池之山洋平 , 並河健 , 渡海
義隆 , 吉水祥一 , 堀内裕介 , 石山晃世志 , 平澤
俊明 , 石原立 , 多田智裕 , 藤崎順子

	 2 種類の人工知能による内視鏡動画中の食道癌
診断能の比較 .

	 第 73 回日本気管食道学会総会ならびに学術講
演会 : 宜野湾市 , 2022, [ 口述発表 ]

63.	 渡邊昌人 , 由雄敏之 , 石山晃世志 , 池之山洋平 , 
渡海義隆 , 並河健 , 吉水祥一 , 堀内裕介 , 平澤
俊明 , 藤崎順子

	 当院の表在型頸部食道癌に対する内視鏡的切除
術の成績 .

	 第 73 回日本気管食道学会総会ならびに学術講
演会 : 宜野湾市 , 2022, [ 口述発表 ]

64.	 由雄敏之 , 多田智裕 , 藤崎順子
	 AI を使用した食道癌の診断支援 .
	 第 73 回日本気管食道学会総会ならびに学術講

演会 : 宜野湾市 , 2022, [ ワークショップ ]

65.	 平澤俊明
	 ピロリ陰性時代の胃悪性病変 .
	 第 119 回日本消化器内視鏡学会北陸支部例会 : 

金沢市 , 2022, [ 教育講演 ]

66.	 平澤俊明
	 白熱！ Dr. 平澤の内視鏡教室：うまくなる内視

鏡のコツ教えます .
	 第 65 回日本消化器内視鏡学会東海支部例会 : 

静岡市 , 2022, [ アフタヌーンセミナー ]

67.	 平澤俊明
	 世界に挑戦する日本の内視鏡AI.
	 第 115 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2022, [ ランチョンセミナー ]

68.	 鈴木啓太 , 吉水祥一 , 布部創也 , 藤崎順子
	 当院における胃GIST に対する LECS の治療成

績の検討 .
	 第 115 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2022, [ 口述発表 ]

【下部消化管内科】
1.	 石岡充彬
	 世界に挑戦する日本の内視鏡 AI：胃がん AI の

Up to date：AI を味方につける .
	 第 108 回日本消化器病学会総会 : 東京 +Web

開催 , 2022, [ イブニングセミナー ]

2.	 中尾栄祐 , 斎藤彰一 , 河内洋 , 石岡充彬 , 安江
千尋 , 井出大資 , 千野晶子 , 五十嵐正広

	 大腸粘膜下層浸潤癌に対する超拡大内視鏡観察
の有用性の検討 .

	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 
2022, [ 一般演題口演 ]
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3.	 十倉淳紀 , 由雄敏之 , 藥師神崇行 , 庵原秀之 , 
山口真二郎 , 桑井寿雄 , 淺井哲 , 山田拓哉 , 津
村英隆 , 波佐谷兼慶 , 木暮宏史 , 松永和大 , 前
谷容 , 高木忠之 , 林史郎 , 竹中完 , 細野眞 , 西
田勉 , REX-GI 試験グループ

	 消化管ステント留置における放射線被曝量の検
討 :REX-GI 試験からの検討 .

	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 
2022, [ 一般演題口演 ]

4.	 千野晶子
	 大腸癌化学放射線療法における内視鏡診断 .
	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 

2022, [ 司会 ]

5.	 安江千尋 , 千野晶子 , 斎藤彰一
	 当院における大腸 T1b 癌に対する ESDの垂直

断端陽性に関するリスク因子の検討 .
	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 

2022, [ パネルディスカッション ]

6.	 山本浩之 , 千野晶子 , 斎藤彰一 , 石岡充彬 , 泉
敦子 , 清水良 , 中尾栄祐 , 安江千尋 , 井出大資 , 
五十嵐正広

	 挿入形状観測装置（UPD）を用いた大腸内視鏡
の基本的な挿入パターンの理解とスコープ別挿
入パターンの検討 .

	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 
2022, [ 一般演題口演 ]

7.	 斎藤彰一
	 ザ・トラブルシューティング！：大腸腫瘍に対

する内視鏡治療の備えと対策 .
	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 

2022, [ サテライトセミナー ]

8.	 石岡充彬 , 千野晶子 , 福長洋介
	 進行下部直腸癌に対する化学放射線療法におけ

る内視鏡効果判定 .
	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 

2022, [ ワークショプ ]

9.	 鈴木桂悟 , 斎藤彰一 , 福長洋介
	 虫垂開口部病変に対する当院の腹腔鏡内視鏡合

同治療の治療成績 .
	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 

2022, [ ワークショップ ]

10.	 千野晶子 , ほか
	 遺伝性消化器腫瘍における最近のトピックス .
	 第 28 回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 岡山市

+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

11.	 伊藤孝助 , 斎藤彰一 , 河内洋
	 大腸 T1 癌に対する超拡大内視鏡観察の有用性

の検討 .
	 第 114 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2022, [ ビデオワークショップ ]

12.	 斎藤彰一
	 大腸
	 第 114 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2022, [ 司会 ]

13.	 泉敦子
	 大腸
	 第 114 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2022, [ 症例プレゼンター ]

14.	 東佑香
	 専修医 III（下部消化管 1）.
	 日本消化器病学会関東支部第 371 回例会 : 

Web 開催 , 2022, [ 座長 ]

15.	 東佑香
	 内視鏡的に表在型肛門管扁平上皮癌を診断し

ESDを行った一例 .
	 第 18 回拡大内視鏡研究会 : 東京 , 2022, [ 口

述発表 ]

16.	 伊藤孝助 , ほか
	 内視鏡的に深達度診断が困難であり ESD 後再

発をきたし LST-G（mix）早期大腸癌の一例 .
	 第 31 回大腸 IIc 研究会 : 東京 , 2022, [ 一般

演題 ]

17.	 原健三 , ほか
	 Polypoid growth type 由来と考えられた s ＋

IIc の早期大腸癌の 1例 .
	 第 31 回大腸 IIc 研究会 : 東京 , 2022, [ 一般

演題 ]

18.	 斎藤彰一
	 一般演題（4）
	 第 31回大腸 IIc 研究会 : 東京 , 2022, [ 座長 ]
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19.	 森田祐規 , ほか
	 Serrated polyposis syndrome に合併した SM

浸潤を呈した早期大腸癌の 1例 .
	 第 31 回大腸 IIc 研究会 : 東京 , 2022, [ 一般

演題 ]

20.	 鈴木桂吾 , 斎藤彰一 , 福長洋介
	 大腸 ESD 困難症例に対する当院の内科外科合

同の取り組み .
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器内視鏡学会・消化器病学会・消
化器外科学会・消化器がん検診学会）: 福岡市 , 
2022, [ パネルディスカッション ]

21.	 斎藤彰一 , 浦岡俊夫
	 下部消化管における最新の内視鏡診断と治療テ

クニック：確立された方法から私の工夫まで .
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器内視鏡学会・消化器病学会・消
化器外科学会・消化器がん検診学会）: 福岡市 , 
2022, [ 司会 ]

22.	 千野晶子
	 大腸（症例・病態生理・その他）.
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器内視鏡学会）: 福岡市 , 2022, [ 座
長 ]

23.	 山本浩之 , 井出大資 , 石岡充彬 , 光吉優貴 , 安
江千尋 , 千野晶子 , 五十嵐正広 , 斎藤彰一

	 Trainee の大腸 ESD における Traction device
の有用性に関する検討 .

	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 
2022：消化器内視鏡学会）: 福岡市 , 2022, [ ポ
スター発表 ]

24.	 泉敦子 , 井出大資 , 原健三 , 伊藤孝助 , 森田祐
規 , 東佑香 , 十倉淳紀 , 鈴木佳悟 , 石岡充彬 , 
安江千尋 , 千野晶子 , 五十嵐正広 , 斎藤彰一

	 大腸内視鏡治療後の遺残再発病変に対するトラ
クションデバイスを併用した pocket-creation 
method の有用性に関する検討 .

	 第 77回日本大腸肛門病学会学術集会 : 千葉市 , 
2022, [ パネルディスカッション ]

25.	 五十嵐正広 , 山野泰穂
	 見落としをしない大腸病変の拾い上げ .
	 第 40 回日本大腸検査学会総会 : 東京 , 2022, 

[ 司会 ]

26.	 伊藤孝助 , 斎藤彰一 , 十倉淳紀 , 安江千尋 , 井
出大資 , 千野晶子 , 五十嵐正広 , 高松学

	 早期大腸癌における超拡大内視鏡の有用性と現
状での課題 .

	 第 40 回日本大腸検査学会総会 : 東京 , 2022, 
[ シンポジウム ]

27.	 斎藤彰一
	 大腸腫瘍の診断と治療 .
	 第 40 回日本大腸検査学会総会 : 東京 , 2022, 

[ 司会 ]

【食道外科】
1.	 今村裕
	 分子生物学的特徴と食道浸潤長に基づいた食道

胃接合部腺癌に対する至適郭清範囲 .
	 lst がん研有明病院―関西医科大学食道WEB合

同カンファレンス : Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

2.	 渡邊雅之
	 研究紹介 or 臨床紹介 .
	 lst がん研有明病院―関西医科大学食道WEB合

同カンファレンス : Web 開催 , 2022, [ 司会 ]

3.	 金森淳
	 退院後のQOLと外科治療 .
	 6th TSEP（Team Building Seminar for 

Esophageal Professionals）: Web 開 催 , 
2022, [ 講演 ]

4.	 丸山傑 , 金森淳 , 蟹江恭和 , 坂本啓 , 藤原大介 , 
岡村明彦 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 当院でのロボット支援下食道切除術の導入：
patient site の視点から .

	 第 14 回日本ロボット外科学会学術集会 : 鹿児
島市+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

5.	 蟹江恭和 , 金森淳 , 丸山傑 , 坂本啓 , 藤原大介 , 
岡村明彦 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 ロボット支援下食道切除：術中損傷の報告とそ
の対策 .
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	 第 14 回日本ロボット外科学会学術集会 : 鹿児
島市+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

6.	 金森淳 , 渡邊雅之 , 丸山傑 , 蟹江恭和 , 藤原大
介 , 坂本啓 , 岡村明彦 , 今村裕

	 当院におけるロボット支援下胸腔内吻合の導入
と工夫 .

	 第 14 回日本ロボット外科学会学術集会 : 鹿児
島市+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

7.	 渡邊雅之 , 大森孝一
	 局所進行癌に対する手術手技の変革と機能的再

建法 .
	 第 32 回日本気管食道科学会認定気管食道科専

門医大会 : Web 開催 , 2022, [ 座長 ]

8.	 金森淳
	 局所進行癌に対する手術手技の変革と機能的再

建法 .
	 第 32 回日本気管食道科学会認定気管食道科専

門医大会 : Web 開催 , 2022, [ シンポジウム ]

9.	 Imamura, Y., Fujiwara, H.
	 Esophago-gastric junction cancer/Gastric 

stump carcinoma.
	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 

2022, [ 座長 ]

10.	 今村裕 , 高松学 , 原口郁実 , 蟹江恭和 , 丸山傑 , 
坂本啓 , 藤原大介 , 岡村明彦 , 金森淳 , 布部創
也 , 沖英次 , 山本学 , 峯真司 , 馬場秀夫 , 渡邊
雅之

	 TP53 AI-genotyping by deep learning of 
IHC in EGJ adenocarcinoma：IHC を用いた
TP53 遺伝子変異パターンのAI 診断の試み .

	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 
2022, [ ワークショップ ]

11.	 丸山傑
	 食道 2
	 第 188 回胸部外科学会関東甲信越地方会 : 東

京+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

12.	 藤原大介 , 金森淳 , 藤村直樹 , 蟹江恭和 , 丸山
傑 , 坂本啓 , 岡村明彦 , 今村裕 , 原田裕久 , 渡
邊雅之

	 右鎖骨下動脈合併切除にて治癒切除しえた右反
回神経リンパ節再発の 1例 .

	 第 188 回胸部外科学会関東甲信越地方会 : 東
京+Web開催 , 2022, 

13.	 蟹江恭和 , 岡村明彦 , 重松康之 , 河内洋 , 下嵜
啓太郎 , 高張大亮 , 丸山傑 , 坂本啓 , 藤原大介 , 
金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 若年男性に生じた巨大食道癌肉腫の 1例 .
	 第 188 回胸部外科学会関東甲信越地方会 : 東

京+Web開催 , 2022, [ 発表形式不明 ]

14.	 丸山傑 , 岡村明彦 , 蟹江恭和 , 坂本啓 , 藤原大
介 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 術前便培養にて同定された腸内細菌と食道癌の
術後合併症および予後との関連 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

15.	 今村裕 , 高松学 , 蟹江恭和 , 丸山傑 , 坂本啓 , 
藤原大介 , 岡村明彦 , 金森淳 , 布部創也 , 吉田
直矢 , 沖英次 , 山本学 , 馬場秀夫 , 佐野武 , 渡
邊雅之

	 分子生物学的特徴に基づいた食道胃接合部腺癌
の外科治療戦略 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ シンポジウム ]

16.	 坂本啓 , 岡村明彦 , 丸山傑 , 蟹江恭和 , 藤原大
介 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 食道癌術後の肺炎予防に向けた食道切除周術期
管理チームの導入による取り組み .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ ワークショップ ]

17.	 渡邊雅之
	 周術期に必要なプレ・プロバイオティクス戦略 .
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ 司会 ]

18.	 渡邊雅之
	 局所進行食道癌に対する胸腔鏡下食道切除術 .
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ 講演 ]
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19.	 渡邊雅之 , 竹内裕也
	 食道接合部に対する治療戦略 .
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ 司会 ]

20.	 藤原大介 , 蟹江恭和 , 丸山傑 , 坂本啓 , 岡村明
彦 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 高齢者食道癌患者の治療戦略と手術の安全性 .
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ サージカルフォーラム ]

21.	 蟹江恭和 , 岡村明彦 , 金森淳 , 石岡充彬 , 由雄
敏之 , 丸山傑 , 坂本啓 , 藤原大介 , 今村裕 , 渡
邊雅之

	 食道悪性腫瘍による狭窄および瘻孔に対するバ
イパス術の意義 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ パネルディスカッション ]

22.	 金森淳
	 がん研食道外科：臨床のご紹介 .
	 2nd がん研有明病院一関西医科大学食道WEB

合同カンファレンス : 東京+Web開催 , 2022, 
[ 講演 ]

23.	 Kanamori, J.
	 How to do LND in Japan according to the 

efficacy index analysis by JES：Selective　
Three-field or Three-field?

	 The 6th Shanghai Chest Hospital Interna-
tional Summit of Esophageal Surgery & 
Shanghai Chest Hospital Esophageal Sur-
gery Academic（Virtual）: Web 開催 , 2022, 
[ 講演 ]

24.	 渡邊雅之 , 栗山健吾 , 蟹江恭和 , 丸山傑 , 坂本
啓 , 岡村明彦 , 金森淳 , 今村裕

	 局所進行食道癌に対する剥離断端の確保を考え
る .

	 第 76 回手術手技研究会 : 佐賀市 , 2022, [ 講
演 ]

25.	 Kanamori, J.
	 How I Do it （lymph nodes dissection）.
	 Sino-Japanese Esophageal Cancer Surgery: 

Web 開催 , 2022, [Surgicai Video Sharring]

26.	 Maruyama, S., Okamura, A., Kanie, Y., 
Sakamoto, K., Fujiwara, D., Kanamori, J., 
Imamura, Y., Watanabe, M.

	 Impact of reconstruction route on short-
term and long-term outcomes after McKe-
own esophagectomy.

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ ワークショップ ]

27.	 Okamura, A., Okui, J., Watanabe, M., Mat-
suda, S., Takemura, R., Kawakubo, H., 
Takeuchi, H., Kakeji, Y., Kitagawa, Y., Doki, 
Y.

	 A predictive nomogram model of thera-
peutic effect in neoadjuvant treatment for 
esophageal cancer.

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

28.	 今村裕
	 食道：栄養 I
	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

29.	 今村裕 , 髙橋祐 , 蟹江恭和 , 丸山傑 , 坂本啓 , 
藤原大介 , 岡村明彦 , 金森淳 , 布部創也 , 渡邊
雅之

	 食道胃接合部腺癌の遠隔転移の特徴と肝・肺
oligometastasis に対する局所治療成績 .

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ ワークショプ ]

30.	 坂本啓 , 岡村明彦 , 蟹江恭和 , 丸山傑 , 藤原大
介 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 胃切除後食道癌症例に対する手術療法の検討 .
	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市

+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

31.	 渡邊雅之
	 上部：鏡視下食道手術の使い分け：胸腔鏡・縦

隔鏡 .
	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

32.	 蟹江恭和 , 岡村明彦 , 藤原彩 , 丸山傑 , 坂本啓 , 
藤原大介 , 金森淳 , 今村裕 , 熊谷厚志 , 渡邊雅
之



57

	 食道癌術後の栄養管理：術前除脂肪体重低値は
術後長期的な経口摂取不良を予測する .

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

33.	 金森淳 , 渡邊雅之 , 岡村明彦 , 丸山傑 , 蟹江恭
和 , 藤原大介 , 坂本啓 , 今村裕

	 当院における食道癌手術における術中反回神経
モニタリングの導入と初期成績 .

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

34.	 金森淳
	 がん研での低侵襲性食道がん手術の取り組み .
	 城東地区外科フォーラム : Web 開催 , 2022, 

[ 講演 ]

35.	 丸山傑 , 岡村明彦 , 蟹江恭和 , 坂本啓 , 藤原大
介 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 食道癌手術における腹部操作；HALS vs LAP.
	 第 76 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2022, 

[ ビデオシンポジウム ]

36.	 今村裕
	 がん：鏡視下手術 5
	 第 76 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2022, 

[ 座長 ]

37.	 今村裕 , 蟹江恭和 , 丸山傑 , 坂本啓 , 藤原大介 , 
岡村明彦 , 金森淳 , 布部創也 , 渡邊雅之

	 食道胃接合部腺癌の肝単独・肺単独 oligome-
tastasis に対する局所治療の有効性 .

	 第 76 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2022, 
[ ワークショップ ]

38.	 岡村明彦 , 奥居潤 , 渡邊雅之 , 松田諭 , 川久保
博文 , 竹内裕也 , 武藤学 , 掛地吉弘 , 北川雄光 , 
土岐祐一郎

	 食道扁平上皮癌術前補助療法における治療前血
清 SCC抗原の意義 .

	 第 76 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2022, 
[ シンポジウム ]

39.	 渡邊雅之 , 掛地吉弘
	 胸部食道癌手術における腹部操作 HALS or 

LAP.

	 第 76 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2022, 
[ 司会 ]

40.	 渡邊雅之
	 食道がん手術における合併症対策の極み：Sci-

ence of Tissue Management の観点から考え
る .

	 第 76 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2022, 
[ 座長 ]

41.	 藤原大介 , 岡村明彦 , 蟹江恭和 , 丸山傑 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 当院における 75 歳以上 Stage II/III 進行胸部
食道癌患者の治療成績 .

	 第 76 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2022, 
[ ポスター発表 ]

42.	 蟹江恭和 , 岡村明彦 , 大竹玲子 , 藤原彩 , 松尾
宏美 , 金森淳 , 今村裕 , 熊谷厚志 , 渡邊雅之

	 適切な栄養瘻造設の経路と長期的な栄養瘻依存
のリスク因子解析 .

	 第 76 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2022, 
[ ワークショップ ]

43.	 金森淳
	 がん：鏡視下手術 6
	 第 76 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2022, 

[ 座長 ]

44.	 金森淳 , 渡邊雅之 , 丸山傑 , 蟹江恭和 , 藤原大
介 , 坂本啓 , 岡村明彦 , 今村裕

	 反回神経を包む疎性結合織を利用した左上縦隔
リンパ節郭清 .

	 第 76 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2022, 
[ ビデオシンポジウム ]

45.	 丸山傑 , 今村裕 , 原口郁実 , 問端輔 , 栗山健吾
	 The increased ratio of FOXP3+ to CD8+ 

cell counts shows aggressive behavior in 
diffuse type of EGJ adenocarcinoma：Non-
EBV/Non-MSI-H 食道胃接合部腺癌における
FOXP3/CD8 比の臨床的意義についての検討 .

	 第 81 回日本癌学会学術総会 : 横浜市 , 2022, 
[ ポスター発表 ]
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46.	 今村裕 , 布部創也 , 渡邊雅之
	 食道胃接合部腺癌の手術療法と周術期化学療

法 .
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器外科学会・消化器病学会・消化
器内視鏡学会）: 福岡市 , 2022, [ パネルディ
スカッション ]

47.	 岡村明彦 , 陳勁松 , 渡邊雅之
	 初診時切除不能局所進行食道扁平上皮癌の治療

成績 .
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器外科学会・消化器病学会・消化
器内視鏡学会）: 福岡市 , 2022, [ パネルディ
スカッション ]

48.	 渡邊雅之 , 北川雄光
	 StageI Va 食道癌に対する治療戦略 .
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器外科学会・消化器病学会・消化
器内視鏡学会）: 福岡市 , 2022, [ 司会 ]

49.	 丸山傑 , 岡村明彦 , 蟹江恭和 , 坂本啓 , 藤原大
介 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 術前便培養にて同定された腸内細菌と術前の炎
症・栄養状態および食道癌術後の合併症および
予後との関連 .

	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 
2022：消化器外科学会）: 福岡市 , 2022, [ ポ
スター発表 ]

50.	 蟹江恭和 , 岡村明彦 , 金森淳 , 今村裕 , 由雄敏
之 , 石山晃世志 , 浅利崇生 , 陳勁松 , 渡邊雅之

	 cT1N0 食道扁平上皮癌に対する内視鏡的切除
後追加治療としての食道切除の意義 .

	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 
2022：消化器外科学会）: 福岡市 , 2022, [ ポ
スター発表 ]

51.	 丸山傑 , 岡村明彦 , 蟹江恭和 , 栗山健吾 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 食道癌術前便培養にて同定された腸内細菌と術
後合併症および予後との関連 .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ 一般口演 ]

52.	 今村裕 , 渡邊雅之 , 蟹江恭和 , 栗山健吾 , 丸山
傑 , 坂本啓 , 岡村明彦 , 金森淳 , 布部創也 , 吉
田直矢 , 沖英次 , 山本学 , 馬場秀夫 , 佐野武

	 分子生物学的特徴に基づいた食道胃接合部癌の
新たな治療戦略 .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ ワークショップ ]

53.	 岡村明彦 , 渡邊雅之 , 奥居潤 , 松田諭 , 竹村亮 , 
川久保博文 , 竹内裕也 , 武藤学 , 掛地吉弘 , 北
川雄光 , 土岐祐一郎

	 術前補助療法後の食道癌根治切除症例における
再発予測ノモグラムの開発 .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ 最優秀演題講演 ]

54.	 渡邊雅之 , 栗山健吾 , 蟹江恭和 , 丸山傑 , 坂本
啓 , 岡村明彦 , 金森淳 , 今村裕

	 cStage I 食道癌に対する治療戦略：手術の立
場から .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ ディベート ]

55.	 渡邊雅之
	 患者と共有して決める食道がん治療法の今：外

科医の立場から .
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ スポンサードシンポジウム ]

56.	 蟹江恭和 , 岡村明彦 , 内山貴夫 , 富塚健 , 栗山
健吾 , 丸山傑 , 坂本啓 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊
雅之

	 食道切除周術期管理チームの導入による術後肺
炎の予防に向けた当院での取り組みと課題 .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ ワークショップ ]

57.	 丸山傑 , 岡村明彦 , 蟹江恭和 , 栗山健吾 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 頸部食道胃管吻合における胃の潰瘍・瘢痕性病
変と術後縫合不全との関連 .

	 第 75 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 横浜
市 , 2022, [ 一般口演 ]

58.	 岡村明彦 , 丸山傑 , 蟹江恭和 , 坂本啓 , 栗山健
吾 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之
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	 cT3b 食道扁平上皮癌に対する導入療法の治療
成績 .

	 第 75 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 横浜
市 , 2022, [ 一般口演 ]

59.	 栗山健吾 , 丸山傑 , 蟹江恭和 , 坂本啓 , 岡村明
彦 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 食道扁平上皮癌根治術後の肺炎を予測する至適
免疫栄養学的指標の探索 .

	 第 75 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 横浜
市 , 2022, [ 一般口演 ]

60.	 渡邊雅之
	 COVID-19 が食道外科に与えた影響 .
	 第 75 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 横浜

市 , 2022, [ シンポジウム ]

61.	 渡邊雅之
	 Health-related quality of life からみた食道癌

手術の best practice.
	 第 75 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 横浜

市 , 2022, [ 座長 ]

62.	 渡邊雅之 , 松原久裕 , 土岐祐一郎
	 TEVAR 後の大動脈食道瘻に対する治療戦略：

日本食道学会のアンケート調査から .
	 第 75 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 横浜

市 , 2022, [ ワークショップ ]

63.	 渡邊雅之
	 最優秀ポスター賞 3
	 第 75 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 横浜

市 , 2022, [ 座長 ]

64.	 蟹江恭和 , 岡村明彦 , 藤原彩 , 松尾宏美 , 栗山
健吾 , 丸山傑 , 坂本啓 , 金森淳 , 今村裕 , 熊谷
厚志 , 渡邊雅之

	 食道癌根治切除術後における経口摂取不良の予
測因子 .

	 第 75 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 横浜
市 , 2022, [ ワークショップ ]

65.	 金森淳 , 渡邊雅之 , 丸山傑 , 蟹江恭和 , 坂本啓 , 
栗山健吾 , 岡村明彦 , 今村裕

	 胸腔鏡下食道切除後の長期QOL の比較：胸腔
内吻合 vs 頸部後縦隔吻合 .

	 第 75 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 横浜
市 , 2022, [ ワークショップ ]

66.	 丸山傑 , 今村裕 , 原口郁実 , 蟹江恭和 , 栗山健
吾 , 坂本啓 , 岡村明彦 , 金森淳 , 渡邊雅之

	 Non-EBV/Non-MSI-H 食道胃接合部腺癌にお
ける免疫回避機序についての検討 .

	 第 33 回日本消化器癌発生学会総会 : 東京 , 
2022, [ シンポジウム ]

67.	 渡邊雅之 , 塚本徹哉
	 食道
	 第 33 回日本消化器癌発生学会総会 : 東京 , 

2022, [ 座長 ]

68.	 岡村明彦 , 渡邊雅之
	 With コロナ時代の食道癌周術期感染対策：が

ん専門病院の経験から「どう変わったか？」.
	 第 35 回日本外科感染症学会総会学術集会 : 倉

敷市 , 2022, [ ワークショップ ]

69.	 丸山傑 , 岡村明彦 , 蟹江恭和 , 栗山健吾 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 大隅寛木 , 中山厳馬 , 小
倉真理子 , 高張大亮 , 大木暁 , 陳勁松 , 渡邊雅
之

	 切除不能・再発食道扁平上皮癌に対する
Nivolumab 療法における CRP/albumin 比の意
義 .

	 第 73 回日本気管食道学会総会ならびに学術講
演会 : 宜野湾市 , 2022, [ ワークショップ ]

70.	 今村裕
	 進行食道癌治療 .
	 第 73 回日本気管食道学会総会ならびに学術講

演会 : 宜野湾市 , 2022, [ 座長 ]

71.	 今村裕 , 深田一平 , 林直美 , 蟹江恭和 , 坂本啓 , 
栗山健吾 , 丸山傑 , 岡村明彦 , 金森淳 , 渡邊雅
之

	 食道がんのゲノム医療：現状と展望 .
	 第 73 回日本気管食道学会総会ならびに学術講

演会 : 宜野湾市 , 2022, [ シンポジウム ]

72.	 坂本啓 , 今村裕 , 蟹江恭和 , 丸山傑 , 栗山健吾 , 
岡村明彦 , 金森淳 , 渡邊雅之

	 術前呼吸器合併症を有する食道癌に対する縦隔
鏡下手術 .
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	 第 73 回日本気管食道学会総会ならびに学術講
演会 : 宜野湾市 , 2022, [ 口述発表 ]

73.	 岡村明彦 , 丸山傑 , 蟹江恭和 , 栗山健吾 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 周術期管理チームによる術後肺炎軽減への取り
組み .

	 第 73 回日本気管食道学会総会ならびに学術講
演会 : 宜野湾市 , 2022, [ シンポジウム ]

74.	 岡村明彦 , 渡邊雅之 , 向山宣昭 , 太田喜洋 , 白
石治 , 新橋渉 , 馬場祥史 , 松居秀敏 , 四宮弘隆 , 
藤也寸志 , 塩谷彰浩

	 咽頭喉頭食道全摘術の再建法と治療成績に関す
る全国調査 .

	 第 73 回日本気管食道学会総会ならびに学術講
演会: 宜野湾市, 2022, [学会臨床研究発表会]

75.	 渡邊雅之
	 頭頸部癌・食道癌の合併症対策 .
	 第 73 回日本気管食道学会総会ならびに学術講

演会 : 宜野湾市 , 2022, [ 司会 ]

76.	 蟹江恭和 , 岡村明彦 , 内山貴夫 , 栗山健吾 , 丸
山傑 , 坂本啓 , 金森淳 , 今村裕 , 富塚健 , 渡邊
雅之

	 食道癌術後肺炎発症における歯周炎評価指数の
意義 .

	 第 73 回日本気管食道学会総会ならびに学術講
演会 : 宜野湾市 , 2022, [ 口述発表 ]

77.	 金森淳 , 渡邊雅之 , 丸山傑 , 蟹江恭和 , 坂本啓 , 
栗山健吾 , 岡村明彦 , 今村裕

	 頭頚部癌治療後の同時性・異時性食道癌に対す
る Ivor-Lewis esophagectomy の有用性 .

	 第 73 回日本気管食道学会総会ならびに学術講
演会 : 宜野湾市 , 2022, [ 口述発表 ]

78.	 丸山傑 , 岡村明彦 , 蟹江恭和 , 栗山健吾 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 食道癌再発に対する外科治療の意義 .
	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 

2022, [ ワークショップ ]

79.	 岡村明彦 , 丸山傑 , 蟹江恭和 , 栗山健吾 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 初診時切除不能局所進行食道扁平上皮癌の治療
成績 .

	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 
2022, [ シンポジウム ]

80.	 栗山健吾 , 丸山傑 , 蟹江恭和 , 坂本啓 , 岡村明
彦 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 食道扁平上皮癌における術前補助化学療法と再
発形式 .

	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 
2022, [ ポスター発表 ]

81.	 渡邊雅之 , 藤也寸志
	 切除不能進行食道癌に対する Conversion 手術

を目的とした集学的治療戦略 .
	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 

2022, [ 司会 ]

82.	 蟹江恭和 , 岡村明彦 , 栗山健吾 , 丸山傑 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 術後肺炎の予後に向けた当院での取り組みと課
題 .

	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 
2022, [ パネルディスカッション ]

83.	 丸山傑 , 岡村明彦 , 蟹江恭和 , 栗山健吾 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 食道癌手術腹部操作における HALS と LAP の
比較検討 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ ミニオーラル ]

84.	 坂本啓 , 今村裕 , 蟹江恭和 , 丸山傑 , 栗山健吾 , 
岡村明彦 , 金森淳 , 渡邊雅之

	 胸腔鏡下食道切除を食道癌に対する標準術式と
する施設における縦隔鏡下手術 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ ミニオーラル ]

85.	 岡村明彦 , 渡邊雅之 , 菊池寛利 , 金治新悟 , 森
田勝 , 掛地吉弘 , 土岐祐一郎 , 北川雄光

	 食道癌に対する低侵襲手術のエビデンス：胸腔
鏡下食道悪性腫瘍手術における術中体位が術後
肺炎発症に与える影響：NCD データ 9850 例
の解析から .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ シンポジウム ]
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86.	 栗山健吾 , 金森淳 , 蟹江恭和 , 丸山傑 , 坂本啓 , 
岡村明彦 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 咽頭喉頭摘出術後の食道癌に対する Ivor-Lew-
is esophagectomy の治療 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ ミニオーラル ]

87.	 蟹江恭和 , 岡村明彦 , 栗山健吾 , 丸山傑 , 坂本
啓 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 Cervicothoracoscopic approachによる術中持
続神経モニタリング下反回神経リンパ節郭清 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ ミニオーラル ]

88.	 金森淳 , 渡邊雅之 , 丸山傑 , 蟹江恭和 , 坂本啓 , 
栗山健吾 , 岡村明彦 , 今村裕

	 ロボット vs 胸腔鏡 : 胸腔内吻合におけるロ
ボット手術の有用性 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ 一般演題口演 ]

89.	 金森淳
	 上部：食道粘膜下腫瘍 1.
	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 

2022, [ 司会 ]

【胃外科】
1.	 幕内梨恵
	 胃がん鏡視下手術における膵臓周囲郭清の

knack and pitfalls.
	 第2回東京MIS研究会: Web開催 , 2022, [講

演 ]

2.	 佐野武
	 がんを知る .
	 江東区健康センター健康講演会 : Web 開催 , 

2022, [ 講演 ]

3.	 Kumagai, K., Nunobe, S., Hiki, N., Hayami, 
M., Ida, S., Makuuchi, R., Jiang, X., Ohashi, 
M., Sano, T.

	 Anatomical position of the pancreas as a 
risk for pancreatic fistula after laparoscopic 
gastrectomy .

	 14th International Gastric Cancer Congress 
（IGCC2022）: Houston, TX, USA, 2022, [ ポ
スター発表 ]

4.	 Nunobe, S.
	 Laparoscopic proximal gastrectomy with 

double-flap reconstruction.
	 14th International Gastric Cancer Congress 

（IGCC2022）: Houston, TX, USA, 2022, 
[ ワークショップ ]

5.	 Sano, T., Ilson, D.
	 Debate #1: （Neo） Adjuvant chemotherapy 

for MSI-high gastric cancer
	 Debate #2: Chemotherapy + Immunother-

apy for all metastatic gastric cancer.
	 14th International Gastric Cancer Congress 

（IGCC 2022）: Houston, TX, USA, 2022, [司
会 ]

6.	 熊谷厚志
	 外科医の働き方改革：スウェーデンで考えたこと.
	 働き方セミナー : 相模原市 , 2022, [ 講演 ]

7.	 Sano, T.
	 Surgical approach to carcinoma in the 

esophagogastric junction: Japanese view-
point.

	 第 10 回金陵国際胃癌診療フォーラム : Nan-
jing, China, 2022, [ 講演 ]

8.	 Hayami, M., Nunobe, S., Yoshimizu, S., Fu-
jisaki, J., Terayama, M., Ishida, H., Harada, 
H., Koterazawa, Y., Nishie, N., Atsumi, S., 
Izumi, D., Sai, N., Makuuchi, R., Ida, S., 
Kumagai, K., Ohashi, M., Sano, T.

	 Laparoscopy Endoscopy Cooperative Sur-
gery for superficial non ampullary duodenal 
epithelial tumors.

	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 
2022, [ ビデオワークショップ ]

9.	 Ida, S., Muguruma, K.
	 GIST/others.
	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 

2022, [ 座長 ]

10.	 Makuuchi, R., Hirahara, N.
	 Case report.
	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 

2022, [ 座長 ]
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11.	 Makuuchi, R., Hayami , M., Ida, S., Kum-
agai, K., Ohashi, M., Nunobe, S.

	 Comparison between robot assisted gas-
trectomy and laparoscopic gastrectomy for 
gastric cancer.

	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 
2022, [ ビデオシンポジウム ]

12.	 Nunobe, S., Takizawa, K.
	 Invention of LECS for gastroduodenal tu-

mors.
	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 

2022, [ 座長 ]

13.	 Nunobe, S., Muneoka, Y., Ohashi, M., Kum-
agai, K., Makuuchi, R., Hayami, M., Sano, T.

	 Laparoscopic proximal gastrectomy with 
double-flap technique for esophagogastric 
junction cancer.

	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 
2022, [ ビデオシンポジウム ]

14.	 Ohashi, M., Ito, S.
	 Chemotherapy 2
	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 

2022, [ 座長 ]

15.	 佐野武
	 胃癌外科の課題と展望 .
	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 

2022, [ 鼎談 ]

16.	 原田宏輝 , 大橋学 , 幕内梨恵 , 井田智 , 速水克 , 
熊谷厚志 , 佐野武 , 渡邊雅之 , 布部創也

	 胃 GIST に対する LECS の短期、長期成績 .
	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 

2022, [ 口述発表 ]

17.	 寺山仁祥 , 大橋学 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 
熊谷厚志 , 渡邊雅之 , 布部創也

	 高齢者早期胃癌に対する幽門保存胃切除術の有
用性 .

	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 
2022, [ 口述発表 ]

18.	 小寺澤康文 , 大橋学 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田
智 , 熊谷厚志 , 佐野武 , 布部創也

	 噴門側胃切除術における適切な遠位側断端距
離 .

	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 
2022, [ 口述発表 ]

19.	 崔尚仁 , 布部創也 , 速水克 , 幕内梨恵 , 井田智 , 
熊谷厚志 , 大橋学 , 佐野武

	 当院における遺伝性びまん性胃癌（Hereditary 
Diffuse Gastric Cancer）の検討 .

	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 
2022, [ ポスター発表 ]

20.	 布部創也
	 進行胃癌に対する外科治療：合併症ゼロを諦め

ない！こだわりと工夫 .
	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 

2022, [ ランチョンセミナー ]

21.	 幕内梨恵
	 合併症を防ぐロボット支援下胃切除術のコツ .
	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 

2022, [ ランチョンセミナー ]

22.	 泉大輔 , 布部創也 , 石塚直樹 , 石田洋樹 , 寺山
仁祥 , 原田宏輝 , 渥美振一郎 , 小寺澤康文 , 崔
尚仁 , 西江尚貴 , 速水克 , 幕内梨恵 , 井田智 , 
熊谷厚志 , 大橋学 , 渡邊雅之 , 佐野武

	 High volume center における直近 11 年間の
腹腔鏡下胃切除レジデント教育の動向 .

	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 
2022, [ 口述発表 ]

23.	 渥美振一郎 , 熊谷厚志 , 寺山仁祥 , 原田宏輝 , 
泉大輔 , 小寺澤康文 , 崔尚仁 , 西江尚貴 , 幕内
梨恵 , 速水克 , 井田智 , 大橋学 , 渡邊雅之 , 佐
野武 , 布部創也

	 術後胃内容排出遅延を来しやすい胃切除との同
時手術術式に関する検討 .

	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 
2022, [ 口述発表 ]

24.	 熊谷厚志
	 より成熟した日本社会を目指して：スウェーデ

ンでの経験からわが国の働き方改革・男女共同
参画社会を考える .

	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 
2022, [ ランチョンセミナー ]
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25.	 熊谷厚志 , 李相雄 , 大平雅一 , 會澤雅樹 , 神谷
諭 , 高畑隆臣 , 外田慎 , 長晴彦 , 高橋正純 , 窪
田健 , 木南伸一 , 小坂健夫

	 初回胃癌手術から異時性多発胃癌発生までの期
間：胃外科術後障害研究会アンケート調査より .

	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 
2022, [ 口述発表 ]

26.	 石田洋樹 , 布部創也 , 寺山仁祥 , 原田宏輝 , 渥
美振一郎 , 泉大輔 , 崔尚仁 , 西江尚貴 , 速水克 , 
幕内梨恵 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 佐野武

	 当院における腹腔鏡下残胃癌手術の経験 .
	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 

2022, [ ポスター発表 ]

27.	 西江尚貴 , 大橋学 , 石田洋樹 , 寺山仁祥 , 原田
宏輝 , 渥美振一郎 , 泉大輔 , 小寺澤康文 , 崔尚
仁 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 熊谷厚志 , 布
部創也

	 COVID-19 感染後に進行胃癌に対する胃切除術
を施行した 3症例 .

	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 
2022, [ 口述発表 ]

28.	 布部創也
	 外科医からみた EFTRの問題点と今後の期待 .
	 第94回日本胃癌学会総会/第7回ESD研究会: 

横浜市+Web開催 , 2022, [ 基調講演 ]

29.	 布部創也
	 がん研有明病院での診療、研究、レジデント教

育まで ：胃外科医が考える今後の展望 .
	 第 121 回日本臨床外科学会北海道支部総会 : 

函館市 +Web 開催 , 2022, [ ランチョンセミ
ナー ]

30.	 Nunobe, S.
	 Laparoscopic proximal gastrectomy with 

double-flap technique for esophagogastric 
junction cancer.

	 KSELS 2022: 50th Congress of KSELS & 
12th International Symposium: Daegu, Ko-
rea, 2022, [ シンポジウム ]

31.	 井田智 , 布部創也 , 速水克 , 幕内梨恵 , 熊谷厚
志 , 大橋学 , 佐野武

	 胃切除術式毎の術後血糖変動とダンピング症状
との関連 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

32.	 佐野武 , 大木隆生
	 外科学の未来を拓く：3「世界で活躍する外科

医からのメッセージ」.
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ 司会 ]

33.	 原田宏輝 , 大橋学 , 幕内梨恵 , 井田智 , 速水克 , 
熊谷厚志 , 佐野武 , 渡邊雅之 , 布部創也

	 胃 GIST に対して LECS を施行した 200 名の短
期，長期成績 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ ワークショップ ]

34.	 寺山仁祥 , 大橋学 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 
熊谷厚志 , 佐野武 , 渡邊雅之 , 布部創也

	 高齢者上部早期胃癌における術後QOL を意識
した術式選択 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

35.	 小寺澤康文 , 大橋学 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田
智 , 熊谷厚志 , 佐野武 , 布部創也

	 胃全摘術において肉眼的口側断端距離 10mm
以下は予後不良である .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ デジタルポスター ]

36.	 崔尚仁 , 布部創也 , 速水克 , 幕内梨恵 , 井田智 , 
熊谷厚志 , 大橋学 , 渡邊雅之 , 佐野武

	 胃切除後における膵萎縮についての検討 .
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ サージカルフォーラム ]

37.	 布部創也
	 エビデンスを乗り越えたぁ！今こそ進行胃がん

は低侵襲で！
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ ランチョンセミナー ]
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38.	 布部創也
	 十二指腸
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ 司会 ]

39.	 布部創也 , 熊谷厚志 , 幕内梨恵 , 速水克 , 大橋
学 , 渡邊雅之 , 佐野武

	 噴門側胃切除後観音開き法再建の有用性 .
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ サージカルフォーラム ]

40.	 泉大輔 , 石塚直樹 , 石田洋樹 , 布部創也 , 寺山
仁祥 , 原田宏輝 , 渥美振一郎 , 小寺澤康文 , 崔
尚仁 , 西江尚貴 , 速水克 , 幕内梨恵 , 井田智 , 
熊谷厚志 , 大橋学 , 渡邊雅之 , 佐野武

	 High volume center における 2000 例の解析
に基づく直近 11 年間の腹腔鏡下胃切除レジデ
ント教育の動向とこれから .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

41.	 渥美振一郎 , 李基成 , 鳥海哲郎 , 竹下修由 , 河
添悦昌 , 大江和彦 , 瀬戸泰之 , 小寺澤康文 , 西
江尚貴 , 石田洋樹 , 原田宏輝 , 寺山仁祥 , 速水
克 , 幕内梨恵 , 井田智 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 渡
邊雅之 , 佐野武 , 布部創也

	 AI を用いた胃癌術後の合併症をリアルタイム
に予測する診療補助システムの開発 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

42.	 熊谷厚志 , 入野誠之 , 神谷諭 , 速水克 , 井田智 , 
幕内梨恵 , 大橋学 , 布部創也 , 佐野武

	 男女共同参画社会の実現が進めるわが国の働き
方改革：福祉国家スウェーデンでの経験から .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ 特別企画 ]

43.	 石田洋樹 , 大橋学 , 寺山仁祥 , 原田宏輝 , 渥美
振一郎 , 泉大輔 , 小寺澤康文 , 崔尚仁 , 西江尚
貴 , 速水克 , 幕内梨恵 , 井田智 , 熊谷厚志 , 佐
野武 , 布部創也

	 CY 陽性胃癌に対する Conversion surgery の
検討 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ シンポジウム ]

44.	 西江尚貴 , 大橋学 , 石田洋樹 , 寺山仁祥 , 原田
宏輝 , 渥美振一郎 , 泉大輔 , 小寺澤康文 , 崔尚
仁 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 熊谷厚志 , 布
部創也

	 コロナ禍における highest volume center で
の胃癌患者の変化 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ デジタルポスター ]

45.	 速水克 , 布部創也 , 吉水祥一 , 藤崎順子 , 寺山
仁祥 , 石田洋樹 , 原田宏輝 , 小寺澤康文 , 西江
尚貴 , 渥美振一郎 , 泉大輔 , 崔尚仁 , 幕内梨恵 , 
井田智 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 佐野武

	 表在型非乳頭部十二指腸上皮性腫瘍に対する腹
腔鏡・内視鏡合同手術（D-LECS）の治療成績
の検討 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

46.	 布部創也
	 当院でのロボット支援下手術の取り組み：導入、

通用拡大から若手教育まで .
	 Gastric Cancer Web Seminar: Web開催 , 2022, 

[ 講演 ]

47.	 幕内梨恵
	 上部消化管手術のパラダイムシフト：低侵襲手

術のNext Stage.
	 第 33 回内視鏡外科フォーラム : 仙台市+Web

開催 , 2022, [ イブニングセミナー ]

48.	 Sano, T.
	 Lymphadenectomy and different tech-

niques of gastrectomy in gastric cancer 
treatment：Overview and evidence base.

	 Nordic postgraduate course in gastroesoph-
ageal cancer surgery 2022: Stockholm, 
Sweden, 2022, [ 講演 ]

49.	 Sano, T.
	 Upper GI cancer surgery in perspective: 

how will we do it in the next decades?
	 Nordic postgraduate course in gastroesoph-

ageal cancer surgery 2022: Stockholm, 
Sweden, 2022, [ 講演 ]
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50.	 熊谷厚志
	 U45 MIRAI へ の 座 談 会 2022：JSPEN の

MIRAI と U45 が目指すもの .
	 第 37 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 : 横浜

市+Web開催 , 2022, [ コーディネーター ]

51.	 熊谷厚志
	 がん治療のニューノーマルとMIRAI：亜鉛への

期待 .
	 第 37 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 : 横浜

市+Web開催 , 2022, [ 学術セミナー ]

52.	 熊谷厚志 , 井田智 , 斎野容子 , 川名加織 , 松下
亜由子 , 髙木久美 , 伊丹優貴子 , 藤原彩 , 中屋
恵梨香 , 榎田滋穂 , 古田桃子 , 平松正和 , 石井
美鈴 , 稲用ゆうか

	 がん治療を支える栄養管理のニューノーマル .
	 第 37 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 : 横浜

市+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

53.	 熊谷厚志 , 井田智 , 藤原彩 , 石井美鈴 , 斎野容
子 , 馬城はるか , 中山真紀 , 増田香織 , 榊原亜
希 , 築地原貴子 , 幕内梨恵 , 速水克 , 大橋学 , 
布部創也 , 比企直樹

	 胃癌周術期の栄養・運動療法 .
	 第 37 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 : 横浜

市+Web開催 , 2022, [ パネルディスカッショ
ン ]

54.	 布部創也 , 阿部展次
	 LECS（腔鏡下内視鏡合同手術）の応用を考える .
	 第 47回日本外科系連合学会学術集会 : 盛岡市 , 

2022, [ 座長 ]

55.	 布部創也
	 腹腔鏡下デバイスを活かしたロボット胃切除術

のノウハウ .
	 第 47回日本外科系連合学会学術集会 : 盛岡市 , 

2022, [ ランチョンセミナー ]

56.	 布部創也 , 速水克 , 井田智 , 幕内梨恵 , 大橋学
	 食道胃接合部の粘膜下腫瘍に対する腹腔鏡内視

鏡合同手術 .
	 第 47回日本外科系連合学会学術集会 : 盛岡市 , 

2022, [ シンポジウム ]

57.	 速水克 , 布部創也 , 吉水祥一 , 藤崎順子 , 寺山
仁祥 , 石田洋樹 , 原田宏輝 , 小寺澤康文 , 西江
尚貴 , 渥美振一郎 , 幕内梨恵 , 井田智 , 熊谷厚
志 , 大橋学 , 佐野武

	 当院における表在型非乳頭部十二指腸上皮性腫
瘍に対する腹腔鏡・内視鏡合同手術（D-LECS）
の検討 .

	 第 47回日本外科系連合学会学術集会 : 盛岡市 , 
2022, [ ワークショップ ]

58.	 石田洋樹 , 熊谷厚志 , 河内洋 , 藤崎順子 , 布部
創也

	 腹腔鏡下胃切除術における ICG蛍光法によるセ
ンチネルリンパ節同定と OSNA 法によるリン
パ節転移診断 .

	 第 114 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
東京 , 2022, [ ビデオワークショップ ]

59.	 松井亮太
	 臨床研究のススメと論文の読み方 .
	 How to 研究セミナー : Web 開催 , 2022, [ 講

演 ]

60.	 松井亮太 , 五十嵐萌 , 八田亮輔 , 大塚知博 , 野
本潤 , 小濱信太郎 , 東大輔 , 嵩原一裕 , 水野智
哉 , 大内昌和 , 岡伸一 , 吉本次郎 , 永仮邦彦 , 
福永正氣 , 石崎陽一

	 大腸癌術後腸管麻痺に関わるリスク因子の同定
と今後の展望 .

	 日本外科代謝栄養学会第 59回学術集会 : つく
ば市+Web開催 , 2022, [ ワークショップ ]

61.	 布部創也
	 胃癌手術の最前線：腹腔鏡下手術からロボット

支援下手術まで .
	 第 44 回日本癌局所療法研究会 : 大阪市 , 

2022, [ 最新医療セミナー ]

62.	 Izumi, D., Ohashi, M., Kano, Y., Hayami, M., 
Makuuchi, R., Ida, S., Kumagai, K., Wata-
nabe, M., Sano, T., Nunobe, S.

	 Long-term outcomes of adjuvant S-1 for 
Stage II/III gastric cancer treated at a 
high-volume center.

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]
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63.	 井田智
	 胃・十二指腸：GIST.
	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

64.	 原田宏輝 , 大橋学 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 
熊谷厚志 , 佐野武 , 布部創也

	 切除可能胃GIST における適切な術後サーベイ
ランスの方法についての検討 .

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ 要望演題 ]

65.	 寺山仁祥 , 大橋学 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 
熊谷厚志 , 佐野武 , 渡邊雅之 , 布部創也

	 高齢者早期胃癌における腹腔鏡下幽門保存胃切
除術の有用性 .

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

66.	 小寺澤康文 , 大橋学 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田
智 , 熊谷厚志 , 佐野武 , 布部創也

	 食道浸潤を伴う胃癌，食道胃接合部癌の適切な
近位側の切離ラインの検討 .

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ 要望演題 ]

67.	 布部創也
	 ロボット胃切除の増点で、何が変わるのか？ ：

新たなロボット時代の幕開けにむけて .
	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市

+Web開催 , 2022, [ ランチョンセミナー ]

68.	 布部創也 , 井田智 , 幕内梨恵 , 速水克 , 大橋学 , 
佐野武

	 困難例に対する腹腔鏡下噴門側胃切除・観音開
き法再建の手技と工夫 .

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ ワークショップ ]

69.	 布部創也
	 胃・十二指腸：ロボット 1
	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

70.	 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 
布部創也

	 進行胃癌に対するロボット支援下胃切除術の安
全性の検討 .

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

71.	 渥美振一郎 , 布部創也 , 速水克 , 幕内梨恵 , 井
田智 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 渡邊雅之 , 佐野武

	 進行胃癌に対する腹腔鏡下幽門側胃切除術にお
ける切離断端の安全性に関する臨床試験 .

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

72.	 熊谷厚志
	 胃・十二指腸：再建 .
	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

73.	 石田洋樹 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 熊谷厚
志 , 大橋学 , 布部創也

	 当院における腹腔鏡下残胃癌手術の治療成績 .
	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市

+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

74.	 西江尚貴 , 井田智 , 幕内梨恵 , 速水克 , 熊谷厚
志 , 大橋学 , 布部創也

	 残胃癌に対する遠位側胃切除と残胃全摘におけ
る術後栄養状態および予後の比較 .

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

75.	 松井亮太
	 研究デザインの立案：日常臨床の疑問を構造化

した疑問へ .
	 How to 研究セミナー : Web 開催 , 2022, [ 講

演 ]

76.	 布部創也
	 #6郭清
	 第1回多施設合同WEBビデオカンファレンス: 

Web 開催 , 2022, [ 座長 ]

77.	 渥美振一郎
	 #6郭清
	 第1回多施設合同WEBビデオカンファレンス: 

Web 開催 , 2022, [ 講演 ]
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78.	 布部創也
	 技術認定取得のための集中講義 .
	 第 11 回 E-Lap Remote Seminar: Web 開催 , 

2022, [ 講演 ]

79.	 松井亮太
	 ICU の治療：治療と問題解決 .
	 第 19 回 LLL ライブコース : Web 開催 , 2022, 

[ 講演 ]

80.	 布部創也
	 令和スタイル胃癌治療：当院での取り組み .
	 第 60 回菊陸胃癌談話会 : 金沢市 , 2022, [ 講

演 ]

81.	 佐野武 , 手良向聡
	 人工知能・機械学習の技術の医療への応用 .
	 ARO協議会第9回学術集会: 柏市+Web開催 , 

2022, [ 座長 ]

82.	 Nunobe, S., Ri, M.
	 Preliminary prospective study of real-time 

post gastrectomy glycemic fluctuations 
during dumping symptoms using continu-
ous glucose monitoring.

	 Korea International Gastric Cancer （KING-
CA） Week: Seoul, Korea, 2022, [ シンポジ
ウム ]

83.	 井田智
	 十二指腸腫瘍に対する機能温存手術 .
	 がん研胃外科が目指す機能温存手術セミナー : 

Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

84.	 布部創也
	 胃癌に対する機能温存手術 .
	 がん研胃外科が目指す機能温存手術セミナー : 

Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

85.	 布部創也
	 上部胃がんに対するロボット支援下胃切除：腹

腔鏡下デバイスを用いて難局面を切り抜ける .
	 第 182 回東北外科集談会 : 郡山市 , 2022, [ ラ

ンチョンセミナー ]

86.	 Sano, T.
	 Perioperativetreatment for Gastric cancer 

in Japan.
	 17th Chinese Gastric Cancer Congress 

（CGCC）: Tianjin, China, 2022, [ 講演 ]

87.	 Nunobe, S.
	 Functional-preserving gastrectomy to avoid 

total gastrectomy.
	 China-Japan Symposium on Function-Pre-

serving Surgery for Gastric Cancer: Web 開
催 , 2022, [ 講演 ]

88.	 Sano, T.
	 日本の胃癌早期発見と治療に COVID-19 が与

えた影響 .
	 中日国交正常化 50周年・中日友好病院設立 38

周年 中日胃腸外科学術フォーラム : Beijing, 
China, 2022, [ 講演 ]

89.	 Kumagai, K.
	 Upper GI-2
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器外科学会）: 福岡市 , 2022, [ ディ
スカッサント ]

90.	 Nunobe, S., Atsumi, S., Hayami, M.
	 A prospective study for safety margins 

during laparoscopic distal gastrectomy for 
advanced gastric cancer.

	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 
2022：消化器外科学会）: 福岡市 , 2022, [ シ
ンポジウム ]

91.	 原田宏輝 , 大橋学 , 石田洋樹 , 寺山仁祥 , 小寺
澤康文 , 渥美振一郎 , 泉大輔 , 西江尚貴 , 崔尚
仁 , 幕内梨恵 , 井田智 , 速水克 , 熊谷厚志 , 佐
野武 , 布部創也

	 胃 GIST に対する腹腔鏡内視鏡合同手術 
（LECS） の短期，長期成績 .

	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 
2022：消化器外科学会）: 福岡市 , 2022, [ ポ
スター発表 ]

92.	 寺山仁祥 , 大橋学 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 
熊谷厚志 , 佐野武 , 渡邊雅之 , 布部創也
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	 高齢者早期胃癌において腹腔鏡下幽門保存胃切
除術は筋肉量維持に寄与する .

	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 
2022：消化器外科学会）: 福岡市 , 2022, [ ポ
スター発表 ]

93.	 布部創也
	 胃（内視鏡手術（悪性））2
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器外科学会）: 福岡市 , 2022, [ 座
長 ]

94.	 泉大輔 , 布部創也 , 速水克 , 幕内梨恵 , 井田智 , 
熊谷厚志 , 大橋学 , 渡邊雅之 , 佐野武

	 胃癌術後 1年間での骨格筋脂肪置換度の変化 .
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器外科学会）: 福岡市 , 2022, [ ポ
スター発表 ]

95.	 速水克
	 ロボット膵上縁郭清 .
	 第 42 回関東腹腔鏡下胃切除研究会 : 東京 , 

2022, [ ビデオクリニック ]

96.	 井田智
	 周術期における運動と栄養の意義 .
	 第 44 回日本臨床栄養学会総会 / 第 43 日本臨

床栄養協会総会 /第 20回大連合大会 : 盛岡市 , 
2022, [ 座長 ]

97.	 布部創也 , 安福至 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 
大橋学 , 佐野武

	 洗浄細胞診陽性 4型、大型 3型胃癌に対するコ
ンバージョン手術 .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ ワークショップ ]

98.	 佐野武
	 先生聞いて下さい！
	 第 52 回胃外科・術後障害研究会 : 沼津市 , 

2022, [ 司会 ]

99.	 布部創也
	 Optimize surgical therapy for gastric can-

cer.
	 第 52 回胃外科・術後障害研究会 : 沼津市 , 

2022, [ ランチョンセミナー ]

100.	 布部創也
	 高齢者胃癌 2
	 第 52 回胃外科・術後障害研究会 : 沼津市 , 

2022, [ 司会 ]

101.	 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 
布部創也

	 ロボット支援下噴門側胃切除術における術野展
開の工夫 .

	 第 52 回胃外科・術後障害研究会 : 沼津市 , 
2022, [ 要望演題 ]

102.	 幕内梨恵 , 片井均
	 残胃癌
	 第 52 回胃外科・術後障害研究会 : 沼津市 , 

2022, [ 司会 ]

103.	 杉田裕 , 幕内梨恵 , 西江尚貴 , 速水克 , 井田智 , 
大橋学 , 布部創也

	 残胃癌における遠位側胃切除と残胃全摘の栄養
学的検討 .

	 第 52 回胃外科・術後障害研究会 : 沼津市 , 
2022, [ 要望演題 ]

104.	 井田智
	 胃癌周術期サルコペニアを防ぐ！亜鉛が果たす

役割は？
	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 

2022, [ 学術セミナー ]

105.	 寺山仁祥 , 大橋学 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 
熊谷厚志 , 佐野武 , 渡邊雅之 , 布部創也

	 根治切除後 stage III 胃癌における Docetaxel 
+S-1 療法の治療完遂率予測因子の探索 .

	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 
2022, [ ワークショップ ]

106.	 小寺澤康文 , 大橋学 , 速水克 , 幕内梨恵 , 井田
智 , 熊谷厚志 , 佐野武 , 布部創也

	 食道浸潤を伴う胃癌、食道胃接合部癌の最小の
口側断端距離の検討 .

	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 
2022, [ 要望演題口演 ]
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107.	 山口俊晴 , 横倉義武
	 地域医療の未来：コロナ禍をふりかえり .
	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 

2022, [ 司会 ]

108.	 布部創也 , 金高賢悟
	 内視鏡・腹腔鏡下合同手術の現状 .
	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 

2022, [ 司会 ]

109.	 布部創也 , 井田智 , 幕内梨恵 , 速水克 , 大橋学 , 
佐野武

	 食道胃接合部癌に対する腹腔鏡下噴門側胃切
除・観音開き法再建の手技と工夫 .

	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 
2022, [ シンポジウム ]

110.	 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 
布部創也

	 局所進行胃癌に対するロボット支援下胃切除の
短期成績からみる安全性と定型化、次世代教育
への取り組み .

	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 
2022, [ シンポジウム ]

111.	 幕内梨恵 , 渥美振一郎 , 西江尚貴 , 小寺澤康文 , 
速水克 , 井田智 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 布部創也

	 若手医師によるロボット支援下胃切除術の安全
性の検討 .

	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 
2022, [ パネルディスカッション ]

112.	 杉田裕 , 大橋学 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 
熊谷厚志 , 佐野武 , 布部創也

	 治癒切除可能な 3型胃癌および 4型胃癌の予後
の検討 .

	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 
2022, [ ポスター発表 ]

113.	 松井亮太 , 井田智 , 杉田裕 , 石田洋樹 , 原田宏
輝 , 寺山仁祥 , 小寺澤康文 , 渥美振一郎 , 西江
尚貴 , 幕内梨恵 , 速水克 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 
布部創也

	 高齢者胃切除症例に対する術前プレアルブミン
値を用いた予後予測 .

	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 
2022, [ パネルディスカッション ]

114.	 西江尚貴 , 大橋学 , 杉田裕 , 松井亮太 , 寺山仁
祥 , 石田洋樹 , 原田宏輝 , 渥美振一郎 , 小寺澤
康文 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田智 , 熊谷厚志 , 
布部創也

	 コロナ禍における胃癌患者数・ステージの変化 .
	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 

2022, [ ポスター発表 ]

115.	 速水克 , 布部創也 , 杉田裕 , 松井亮太 , 寺山仁
祥 , 石田洋樹 , 原田宏輝 , 小寺澤康文 , 西江尚
貴 , 渥美振一郎 , 幕内梨恵 , 井田智 , 熊谷厚志 , 
大橋学 , 佐野武

	 表在型非乳頭部十二指腸上皮性腫瘍（SNA-
DETs）に対する腹腔鏡・内視鏡合同手術
（D-LECS）.

	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 
2022, [ ワークショップ ]

116.	 井田智
	 上部：教育・技術認定 .
	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 

2022, [ 司会 ]

117.	 井田智 , 速水克 , 幕内梨恵 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 
布部創也

	 十二指腸腫瘍に対するD-LECS の治療成績と手
技の工夫 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ ワークショップ ]

118.	 原田宏輝 , 速水克 , 杉田裕 , 松井亮太 , 石田洋
樹 , 寺山仁祥 , 小寺澤康文 , 渥美振一郎 , 西江
尚貴 , 幕内梨恵 , 井田智 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 
布部創也

	 鏡視下胃全摘術における肝視野展開法別の短期
治療成績 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ ワークショップ ]

119.	 寺山仁祥 , 熊谷厚志 , 幕内梨恵 , 速水克 , 井田
智 , 大橋学 , 渡邊雅之 , 布部創也

	 切除不能 stage IV 進行胃癌穿孔症例における
胃温存を意識した治療選択 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ ミニオーラル ]
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120.	 布部創也
	 みんなで考えよう！ 今、ロボット支援下胃切

除のあるべき姿 .
	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 

2022, [Educational Symposium]

121.	 布部創也 , 泉大輔 , 井田智 , 幕内梨恵 , 速水克 , 
金森淳 , 岡村明彦 , 今村裕 , 渡邊雅之 , 大橋学

	 ロボット支援下胃切除における若手教育のポイ
ント .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ パネルディスカッション ]

122.	 布部創也
	 胃癌に対する噴門側胃切除：手技の工夫と成績 .
	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 

2022, [ 司会 ]

123.	 泉大輔 , 布部創也 , 速水克 , 幕内梨恵 , 井田智 , 
熊谷厚志 , 富安真二郎 , 大橋学 , 渡邊雅之

	 High volume center における 2000 例の解析
に基づく直近 11 年間の腹腔鏡下胃切除レジデ
ント教育の現状 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ 一般演題口演 ]

124.	 石田洋樹 , 熊谷厚志 , 速水克 , 杉田裕 , 松井亮
太 , 原田宏輝 , 寺山仁祥 , 渥美振一郎 , 小寺澤
康文 , 西江尚貴 , 幕内梨恵 , 井田智 , 大橋学 , 
布部創也

	 ER 後胃癌に対する腹腔鏡下胃切除における
ICG蛍光法による SN生検とOSNA法によるリ
ンパ節転移診断 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ 一般演題口演 ]

125.	 速水克 , 杉田裕 , 松井亮太 , 寺山仁祥 , 石田洋
樹 , 原田宏輝 , 小寺澤康文 , 西江尚貴 , 渥美振
一郎 , 幕内梨恵 , 井田智 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 
布部創也

	 食道胃接合部癌に対するロボット支援下噴門側
胃切除術 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ ワークショップ ]

126.	 佐野武
	 AMEDから臨床試験グループへの要望 .
	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 

2022, [ シンポジウム ]

【大腸外科】
1.	 秋吉高志
	 進行直腸癌に対する集学的治療と手術手技 .
	 消化管外科手術手技セミナー : Web 開催 , 

2022, [ 講演 ]

2.	 尾入保彰 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 山口智弘 , 長
嵜寿矢 , 秋吉高志 , 天野隆皓 , 太田絵美 , 財津
瑛子 , 佐野修平 , 野村亮介 , 藤原玄 , 坂本貴志 , 
大徳暢哉 , 根本鉄太郎 , 野口竜剛 , 福長洋介

	 原発性大腸癌に対する腹腔鏡下骨盤内臓摘除術
の治療成績と手技のコツ .

	 第 96 回大腸癌研究会 : 東京 +Web 開催 , 
2022, [ 口述発表 ]

3.	 福長洋介
	 直腸高難度手術（ESD, TaTME, ISR, 側方郭清 , 

TPE など）の適応と手技 .
	 第 96 回大腸癌研究会 : 東京 +Web 開催 , 

2022, [ 座長 ]

4.	 Yamaguchi, T.
	 D3 lymph node dissection and intracorpo-

real anastomosis for right sided colon can-
cer.

	 Clinical Advanced Training Program （CATP 
10） Anniversary Campaign: Web開催 , 2022, 
[ 講演 ]

5.	 山口智弘 , 天野隆皓 , 櫻井翼 , 佐野修平 , 藤原
玄 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 長嵜寿矢 , 秋吉高志 , 
福長洋介

	 ロボット手術が大腸癌治療にもたらしたもの：
若手教育の観点から .

	 第 14 回日本ロボット外科学会学術集会 : 鹿児
島市 , 2022, [ シンポジウム ]

6.	 秋吉高志
	 がん研における進行直腸癌に対する治療戦略 .
	 沖縄外科WEB研究会 : Web 開催 , 2022, [ 講

演 ]
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7.	 秋吉高志
	 腸管損傷時の外科医へのコンサルテーションの

タイミングと対応 .
	 滋賀県大腸癌治療Web 講演会 : Web 開催 , 

2022, [ 講演 ]

8.	 坂本貴志 , 白井邦博
	 Abdominal compartment syndrome のピッ

トフォール .
	 第 58 回日本腹部救急医学会総会 : 東京 , 

2022, [ 司会 ]

9.	 秋吉高志
	 大腸外科医の骨盤外科手術 .
	 骨盤外科手術を極める : Web 開催 , 2022, [ 講

演 ]

10.	 Konishi, T., Akiyoshi, T., Fukunaga, Y., Bed-
narski, B., You, N., Chang, G.

	 Minimally invasive surgery for recurrent 
rectal cancer highlighting the anatomy out-
side of the TME.

	 American Society of Colon and Rectal Sur-
geons 2022 Annual Scientific Meeting: 
Tampa, FL, USA, 2022, [Video Abstracts]

11.	 向井俊貴
	 知っておくべき直腸癌手術：腹腔鏡の使いどこ

ろ .
	 知っておくべき癌診療の要点：大腸癌手術・化

学療法の話題について: 大阪市, 2022, [講演]

12.	 佐野修平 , 福長洋介 , 日吉幸晴 , 向井俊貴 , 山
口智弘 , 長嵜寿矢 , 秋吉高志

	 他臓器浸潤直腸癌の術前化学療法・放射線治療
施行例における病理組織学的治療効果判定を用
いた長期成績の検討 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

13.	 北川祐資 , 秋吉高志 , 日吉幸晴 , 向井俊貴 , 山
口智弘 , 長嵜寿矢 , 福長洋介 , 河内洋

	 局所進行直腸癌に対する術前化学放射線療法の
効果・予後予測因子としての治療前免疫細胞密
度の有用性の検討 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

14.	 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 長嵜寿矢 , 山口智弘 , 秋
吉高志 , 福長洋介

	 局所再発直腸癌 55例の治療成績 .
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ サージカルフォーラム ]

15.	 大徳暢哉 , 日吉幸晴 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 長
嵜寿矢 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 直腸 NET 切除症例におけるリンパ節転移リス
ク因子の検討 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

16.	 天野隆皓 , 長嵜寿矢 , 佐野修平 , 向井俊貴 , 日
吉幸晴 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 Ra/Rb直腸癌術後に永久人工肛門となる症例の
検討 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ デジタルポスター ]

17.	 太田絵美 , 長嵜寿矢 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 山
口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 術前放射線治療および放射線化学療法後の術式
間における術後排便機能障害の比較 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

18.	 尾入保彰 , 日吉幸晴 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 長
嵜寿矢 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 大腸腫瘍に対する腹腔鏡・内視鏡合同手術
（Laparoscopy and Endoscopy Cooperative 
Surgery-Colorectal：LECS-CR）の手術成績 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

19.	 山口智弘 , 秋吉高志 , 佐野修平 , 天野隆皓 , 向
井俊貴 , 日吉幸晴 , 長嵜寿矢 , 福長洋介

	 側方転移陽性直腸癌に対する術前治療の局所制
御効果について .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

20.	 日吉幸晴 , 向井俊貴 , 長嵜寿矢 , 山口智弘 , 秋
吉高志 , 福長洋介

	 右側結腸癌に対する腹腔鏡下手術の治療成績：
Inferior vs Medial approach.
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	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

21.	 根本鉄太郎 , 中西良太 , 日吉幸晴 , 向井俊貴 , 
長嵜寿矢 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 腹腔鏡下大腸手術における術後腹壁瘢痕ヘルニ
アの発症率とリスク因子の検討 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ デジタルポスター ]

22.	 櫻井翼 , 山口智弘 , 佐野修平 , 天野隆皓 , 向井
俊貴 , 日吉幸晴 , 長嵜寿矢 , 秋吉高志 , 福長洋
介

	 腹腔鏡下結腸癌手術における体腔内吻合の短期
成績：体腔外吻合と比較して .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

23.	 清住雄希 , 山口智弘 , 池田公治 , 古城憲 , 稲田
涼 , 大塚幸喜 , 古谷晃伸 , 市川伸樹 , 本間重紀 , 
武冨紹信 , 内藤剛

	 腹腔鏡下直腸癌手術における技術認定取得医の
役割別治療成績の検討：EnSSURE study サブ
解析 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

24.	 福長洋介
	 大腸：腹腔鏡 -1
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ 司会 ]

25.	 福長洋介
	 高齢者に発症する後天性の血友病Aをご存じで

すか？
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ 司会 ]

26.	 秋吉高志 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 山口智弘 , 長
嵜寿矢 , 福長洋介

	 進行下部直腸癌に対する当院の治療戦略の変
遷 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ パネルディスカッション ]

27.	 秋吉高志
	 進行下部直腸癌に対する待機療法に関する多施

設ランダム化第 II相試験および待機療法の前向
きコホートを用いた縦断的循環腫瘍DNA解析 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ 受賞講演 ]

28.	 藤原玄 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 長嵜寿矢 , 山口
智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 Pull through 法 と Needlescopic surgery を
組み合わせた腹腔鏡下括約筋間切除術の短期成
績 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

29.	 財津瑛子 , 長嵜寿也 , 天野隆皓 , 櫻井翼 , 太田
絵美 , 野村亮介 , 藤原玄 , 佐野修平 , 坂本貴志 , 
大徳暢哉 , 根本鉄太郎 , 野口竜剛 , 尾入保彰 , 
日吉幸晴 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福
長洋介

	 当院における若年結腸直腸癌についての検討 .
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ デジタルポスター ]

30.	 野村亮介 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 山口智弘 , 長
嵜寿矢 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 当科における大腸印環細胞癌の検討 .
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ デジタルポスター ]

31.	 長嵜寿矢 , 日吉幸晴 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 秋
吉高志 , 福長洋介

	 腹腔鏡下直腸手術時の一時的回腸人工肛門に対
する癒着防止剤（INTERCEED）使用効果の検討.

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

32.	 山口智弘
	 結腸体腔内吻合
	 TMDU Department of Gastrointestinal Sur-

gery Exchange Seminar for Colorectal: 東
京 , 2022, [ 講演 ]

33.	 山口智弘
	 ロボット大腸吻合を考える：結腸体腔内吻合、

DST吻合 .
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	 第 33 回内視鏡外科フォーラム : 仙台市+Web
開催 , 2022, [ スポンサードシンポジウム ]

34.	 山口智弘
	 大腸 3
	 第 76 回手術手技研究会 : 佐賀市 , 2022, [ 司

会 ]

35.	 秋吉高志
	 直腸癌手術における組織との会話：境界を見極

める .
	 第 76 回手術手技研究会 : 佐賀市 , 2022, [ 講

演 ]

36.	 山口智弘
	 Da Vinci 運用の Next Phase：効果的な運用の

実現：経営的、臨床的な立場から安全で有効的
な活用について .

	 エグゼクティブセミナー : Web 開催 , 2022, 
[ 講演 ]

37.	 秋吉高志
	 括 約 筋 間 剥 離 を 伴 う 下 部 直 腸 癌 手 術

（vLAR,ISR）：腹腔鏡、ロボット、ta-TME.
	 大腸専門医のためのビデオカンファレンス：

Beyond qualified surgeon: Web 開催 , 2022, 
[ 特別講演 ]

38.	 山口智弘
	 最新型 da Vinci 導入がもたらした変化 .
	 神奈川 Executive Seminar: 川崎市 , 2022, 

[ 講演 ]

39.	 福長洋介
	 JSES 技術認定医対策ビデオクリニックセミ

ナー .
	 第 4 回 KIT 内視鏡外科手術アカデミー : Web

開催 , 2022, [ コメンテーター ]

40.	 山口智弘 , 天野隆皓 , 櫻井翼 , 佐野修平 , 向井
俊貴 , 日吉幸晴 , 長嵜寿矢 , 秋吉高志 , 福長洋
介

	 大腸癌に対するロボット手術：最新の手術手技
と若手教育 .

	 第 47回日本外科系連合学会学術集会 : 盛岡市 , 
2022, [ シンポジウム ]

41.	 福長洋介 , 恵木浩之
	 右側結腸切除術を極める .
	 第 47回日本外科系連合学会学術集会 : 盛岡市 , 

2022, [ 座長 ]

42.	 福長洋介
	 直腸癌治療における最新の話題 .
	 Colorectal Cancer Web Seminar from SHI-

ZUOKA: Web 開催 , 2022, [ 特別講演 ]

43.	 Yamaguchi, T.
	 Japanese D3 dissection and intracorporeal 

anastomosis for right sided colon cancer.
	 CRCS TIMES Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

44.	 山口智弘
	 日本内視鏡外科学会技術認定合格を目指して .
	 第 16 回 T-SCOPES 腹腔鏡下大腸手術手技研究

会 : Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

45.	 山口智弘
	 ここまで来た！消化器外科ロボット手術 .
	 第 38 回 AMG内視鏡外科フォーラム : 上尾市 , 

2022, [ 講演 ]

46.	 Akiyoshi, T., Mukai, T., Hiyoshi, Y., Nagasa-
ki, T., Yamaguchi, T., Fukunaga, Y.

	 Lateral lymph node dissection after neo-
adjuvant chemoradiotherapy for advanced 
low rectal cancer.

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ 特別プログラム ]

47.	 Akiyoshi, T., Mukai, T., Hiyoshi, Y., Yamagu-
chi, T., Nagasaki, T., Fukunaga, Y.

	 Neoadjuvant treatment strategy for ad-
vanced low rectal cancer in our institution.

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

48.	 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 山口智弘 , 長嵜寿矢 , 秋
吉高志 , 福長洋介

	 脾弯曲部結腸癌に対する腹腔鏡手術の治療成
績 .

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ 要望演題ビデオ ]
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49.	 太田絵美 , 山口智弘 , 佐野修平 , 天野隆皓 , 向
井俊貴 , 日吉幸晴 , 長嵜寿矢 , 秋吉高志 , 福長
洋介

	 腹腔鏡下手術における結腸ストーマ造設経路と
腸閉塞・傍ストーマヘルニアとの関連 .

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

50.	 山口智弘
	 大腸：体腔内吻合 2
	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

51.	 山口智弘
	 大腸がん手術治療の最適化：Optimize col-

orectal cancer surgery.
	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市

+Web開催 , 2022, [ ランチョンセミナー ]

52.	 山口智弘
	 縫合不全をゼロにする !!　術前、術中、術後は

こうする .
	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市

+Web開催 , 2022, [ ランチョンセミナー ]

53.	 山口智弘 , 櫻井翼 , 坂本貴志 , 佐野修平 , 天野
隆皓 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 長嵜寿矢 , 秋吉高
志 , 福長洋介

	 腹腔鏡下結腸癌手術における体腔内吻合と体腔
外吻合の短期成績：Propensity score match-
ing を用いた検討 .

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ 主題関連演題 ]

54.	 日吉幸晴 , 向井俊貴 , 長嵜寿矢 , 山口智弘 , 秋
吉高志 , 福長洋介

	 閉塞性大腸癌に対するステント留置後手術の治
療成績 .

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

55.	 櫻井翼 , 向井俊貴 , 河内洋 , 佐野修平 , 日吉幸
晴 , 山口智弘 , 長嵜寿矢 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 低異形度虫垂粘液性腫瘍 （low-grade appen-
diceal mucinous neoplasm） から発生した分
化型虫垂癌の 1例 .

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

56.	 福長洋介
	 下部：脾彎曲部結腸癌に対する手術アプローチ .
	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

57.	 福長洋介
	 大腸癌低侵襲手術の進化：より質の高いMIS

を目指して .
	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市

+Web開催 , 2022, [ ランチョンセミナー ]

58.	 秋吉高志
	 大腸：体腔内吻合 5
	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

59.	 藤原玄 , 向井俊貴 , 山下亨子 , 河内洋 , 日吉幸
晴 , 山口智弘 , 長嵜寿矢 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 腹膜原発の孤立性線維性腫瘍の 1例 .
	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市

+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

60.	 野口竜剛 , 秋吉高志 , 日吉幸晴 , 向井俊貴 , 山
口智弘 , 長嵜寿矢 , 福長洋介

	 上行結腸癌術後に幽門下・胃大網リンパ節への
転移・再発をきたし，腹腔鏡下切除を行った 1
例 .

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

61.	 長嵜寿矢 , 秋吉高志 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 山
口智弘 , 福長洋介

	 MRI を用いた直腸癌術前腫瘍深達度診断の検
討 .

	 第 77 回日本消化器外科学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

62.	 Yamaguchi, T.
	 Trocar placement of laparoscopic colorectal 

surgery.
	 Super Strength of Surgery: Web 開 催 , 

2022, [ 講演 ]
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63.	 Akiyoshi, T.
	 Japanese style robot Radical TME in ad-

vanced rectal cancer.
	 International Colorectal Research Summit 

2022: Seoul, Korea, 2022, [ 講演 ]

64.	 Akiyoshi, T.
	 Salvage surgery for recurrent rectal cancer.
	 MD Anderson International Symposium on 

the Surgical Management of Rectal Cancer: 
Houston, TX, USA, 2022, [ 講演 ]

65.	 Akiyoshi, T.
	 Series forum for colorectal cancer surgery.
	 Nan Fang Hospital Colorectal Surgery De-

partment: Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

66.	 Mukai, T.
	 CRC Treatment, Department introduction & 

Research results.
	 Nan Fang Hospital Colorectal Surgery De-

partment: Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

67.	 Nagasaki, T.
	 CRC surgical Department introduction & 

Research results.
	 Nan Fang Hospital Colorectal Surgery De-

partment: Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

68.	 Yamaguchi, T.
	 Japanese D3 dissection, intracorporeal 

anastomosis, and splenic flexure take down 
for colon cancer.

	 Nan Fang Hospital Colorectal Surgery De-
partment: Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

69.	 Akiyoshi, T.
	 TNT in Japan － current status and Japa-

nese perspective.
	 2022 Autumn meeting of Taiwan colorectal 

surgeon society: Taipei, Taiwan, 2022, [ 講
演 ]

70.	 天野隆皓 , 長嵜寿矢 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 山
口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 中下部直腸癌に対する肛門温存手術後に人工肛

門造設状態となるリスク因子の検討 .
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器外科学会）: 福岡市 , 2022, [ ポ
スター発表 ]

71.	 福長洋介
	 大腸（ナビゲーション）
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器外科学会）: 福岡市 , 2022, [ 座
長 ]

72.	 秋吉高志
	 大腸（悪性腫瘍診断・治療）
	 第 30 回日本消化器関連学会週間 （JDDW 

2022：消化器外科学会）: 福岡市 , 2022, [ 座
長 ]

73.	 秋吉高志
	 直腸癌の手術手技：腹腔鏡下・ロボット支援下 .
	 第 49回名古屋消化器外科セミナー : 名古屋市 , 

2022, [ 講演 ]

74.	 山口智弘
	 ついに始まったロボット結腸・術前治療後のロ

ボット直腸 .
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ スポンサードシンポジウム ]

75.	 山口智弘 , 秋吉高志 , 櫻井翼 , 佐野修平 , 天野
隆皓 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 長嵜寿矢 , 福長洋
介

	 進行下部直腸癌に対する術前治療の治療成績：
Watch_ and_ Wait 療法を含めて .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ ワークショップ ]

76.	 向井俊貴 , 長嵜寿矢 , 日吉幸晴 , 山口智弘 , 秋
吉高志 , 福長洋介

	 他臓器浸潤結腸癌に対する腹腔鏡下手術の適応
と安全性 .

	 第 77回日本大腸肛門病学会学術集会 : 千葉市 , 
2022, [ シンポジウム ]

77.	 天野隆皓 , 向井俊貴 , 秋谷昌史 , 田口千藏 , 日
吉幸晴 , 山口智弘 , 長嵜寿矢 , 秋吉高志 , 矢野
智之 , 河内洋 , 福長洋介
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	 術前化学放射線療法により完全奏功を得られた
下部進行直腸癌の経過観察中に認めた続発性乳
房外 Paget 病の 1例 .

	 第 77回日本大腸肛門病学会学術集会 : 千葉市 , 
2022, [ ポスター発表 ]

78.	 山口智弘 , 柳秀憲
	 直腸癌集学的治療①
	 第 77回日本大腸肛門病学会学術集会 : 千葉市 , 

2022, [ 座長 ]

79.	 山口智弘 , 秋吉高志 , 櫻井翼 , 佐野修平 , 天野
隆皓 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 長嵜寿矢 , 福長洋
介

	 進行下部直腸癌に対する術前治療の治療成績：
Watch and Wait 療法を含めて .

	 第 77回日本大腸肛門病学会学術集会 : 千葉市 , 
2022, [ パネルディスカッション ]

80.	 福長洋介 , 佐藤美信
	 下部直腸癌・肛門管癌の治療②
	 第 77回日本大腸肛門病学会学術集会 : 千葉市 , 

2022, [ 座長 ]

81.	 秋吉高志
	 多臓器浸潤大腸癌に対する手術①
	 第 77回日本大腸肛門病学会学術集会 : 千葉市 , 

2022, [ 座長 ]

82.	 野口竜剛 , 福長洋介 , 根本鉄太郎 , 櫻井翼 , 日
吉幸晴 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 長嵜寿矢 , 秋吉
高志

	 血行再建を伴う腸骨動脈合併切除を行い切除し
得た，進行・再発大腸癌の 3例 .

	 第 77回日本大腸肛門病学会学術集会 : 千葉市 , 
2022, [ ポスター発表 ]

83.	 秋吉高志
	 最新の集学的直腸癌治療戦略について：大腸が

んのトータルケアを考える .
	 Digestive Cancer Web Seminar: Web 開催 , 

2022, [ 座長 ]

84.	 Akiyoshi, T.
	 Laparoscopic pelvic exenteration for rectal 

cancer.

	 The 18th Shanghai International Colorec-
tal Cancer Symposium: Shanghai, China, 
2022, [ 講演 ]

85.	 山口智弘
	 ロボット支援下手術における若手の教育の現状

とこれから .
	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 

2022, [ パネルディスカッション ]

86.	 福長洋介
	 進行直腸癌に対する Total Neoadjuvant Ther-

apy.
	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 

2022, [ 司会 ]

87.	 秋吉高志
	 大腸：閉塞性大腸癌
	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 

2022, [ 座長 ]

88.	 秋吉高志 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 山口智弘 , 長
嵜寿矢 , 福長洋介

	 当院における進行下部直腸癌に対する術前集学
的治療戦略 .

	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 
2022, [ ワークショップ ]

89.	 Akiyoshi, T.
	 Robotic surgery for advanced rectal cancer 

after chemoradiotherapy.
	 2022 Annual Meeting of the Society of Co-

lon and Rectal Surgeons, Taiwan: Taipei, 
Taiwan, 2022, [ 講演 ]

90.	 Yamaguchi, T., Mukai, T., Hiyoshi, Y., Naga-
saki, T., Akiyoshi, T., Fukunaga, Y.

	 Tips on the robotic colorectal cancer sur-
gery technique.

	 アジアロボット・内視鏡外科学会 （ACRLS） 
2022: Nagoya, Japan, 2022, [シンポジウム]

91.	 佐野修平 , 福長洋介 , 櫻井翼 , 天野隆皓 , 日吉
幸晴 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 長嵜寿矢 , 秋吉高
志

	 cT4b 直腸癌に対する腹腔鏡下手術の短期・長
期成績 .
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	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ ワークショップ ]

92.	 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 山口智弘 , 長嵜寿矢 , 秋
吉高志 , 福長洋介

	 原発大腸癌に対する Two-team 骨盤内臓摘除
術と自動縫合器による DVC および尿道離断：
手技と治療成績 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ シンポジウム ]

93.	 坂本貴志 , 秋吉高志 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 山
口智弘 , 長嵜寿矢 , 福長洋介 , 天野隆皓 , 佐野
修平 , 櫻井翼

	 術前治療後の直腸癌手術における手技の工夫 .
	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 

2022, [ ワークショップ ]

94.	 天野隆皓 , 山口智弘 , 坂本貴志 , 櫻井翼 , 佐野
修平 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 長嵜寿矢 , 秋吉高
志 , 福長洋介

	 ロボット支援下結腸切除術導入時の短期成績と
手技の工夫 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ 一般演題口演 ]

95.	 太田絵美 , 福長洋介 , 佐野修平 , 天野隆皓 , 櫻
井翼 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 山口智弘 , 長嵜寿
矢 , 秋吉高志

	 巨大虫垂癌・盲腸癌に対して腹腔鏡下切除を
行った症例についての検討 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ ミニオーラル ]

96.	 尾入保彰 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 山口智弘 , 長
嵜寿矢 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 直腸癌術後の側方リンパ節再発に対する腹腔鏡
下側方郭清術の治療成績 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ ミニオーラル ]

97.	 山口智弘 , 安藤正明
	 ロボット支援手術における術中合併症とトラブ

ルシューティング .
	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 

2022, [ 司会 ]

98.	 日吉幸晴 , 坂本貴志 , 向井俊貴 , 長嵜寿矢 , 山
口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 右側結腸癌に対する腹腔鏡下手術の治療成績 : 
Inferior vs Medial approach.

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ シンポジウム ]

99.	 櫻井翼 , 山口智弘 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 佐野
修平 , 天野隆皓 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 長嵜寿
矢 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 腹腔鏡下右側結腸癌手術における体腔内吻合の
短期成績：Propensity score matching を用い
た体腔外吻合との比較 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ パネルディスカッション ]

100.	 甲津卓実 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 山口智弘 , 長
嵜寿矢 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 脾弯曲部結腸癌に対する腹腔鏡下手術のリンパ
節郭清の実際と治療成績 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ ミニオーラル ]

101.	 福長洋介
	 ダビンチで進化する直腸癌手術の最前線：日本

人だからできること .
	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 

2022, [ 司会 ]

102.	 福長洋介
	 下部：右側結腸 3
	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 

2022, [ 司会 ]

103.	 秋吉高志 , 川村純一郎
	 T4b 大腸癌に対する腹腔鏡手術：手技の工夫と

成績 .
	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 

2022, [ 司会 ]

104.	 秋吉高志
	 骨盤外科領域における神経温存テクニック：

Science of Tissue Management Vol.1.
	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 

2022, [Educational Lecture]
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105.	 秋吉高志
	 高難度腹腔鏡下大腸がん症例における近赤外光

カメラと4K画像の有用性：これからのディファ
クトスタンダード .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [Educational Lecture]

106.	 長嵜寿也 , 秋吉高志 , 向井俊貴 , 日吉幸晴 , 山
口智弘 , 福長洋介

	 術前治療を行った腹腔鏡下直腸癌切除症例の術
後短期 /長期成績 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ シンポジウム ]

【肝胆膵外科】
1.	 Ito, H., Takemura, N., Oba, A., Ono, Y., 

Sato, T., Inoue, Y., Saiura, A., Takahashi, Y.
	 Trends in long-term survival after liver re-

section for gastric cancer liver metastasis: 
Analysis of a single center experience over 
28 years.

	 ASCO Gastrointestinal Cancer Symposium 
（ASCO-GI）: Web 開催 , 2022, [ ポスター発
表 ]

2.	 井上陽介
	 がん研有明病院MIS 膵切除のあゆみ .
	 第2回東京MIS研究会: Web開催 , 2022, [講

演 ]

3.	 井上陽介
	 癒着防止材に関する話題 .
	 第2回東京MIS研究会: Web開催 , 2022, [講

演 ]

4.	 井上陽介
	 Two stage hepatectomy after 1 year’ s in-

terval: Is it justified?
	 Eastern and Western Association for Liver 

Tumors （EWALT2022）: 東京 , 2022, [ パネ
ルディスカッション ]

5.	 井上陽介 , 佐藤崇文 , 加藤智敬 , 大庭篤志 , 小
野嘉大 , 伊藤寛倫 , 髙橋祐

	 ロボット支援下膵頭十二指腸切除で Tailored 
Dissection を行うための工夫 .

	 第 14 回日本ロボット外科学会学術集会 : 鹿児
島市 , 2022, [ シンポジウム ]

6.	 Inoue, Y.
	 Details and management of postoperative 

diarrhea after curative resection of pancre-
atic cancers.

	 15th World Congress of the Internation-
al Hepato-Pancreat Biliary Association 
（IHPBA）: New York, NY, USA, 2022, 
[Symposium]

7.	 Inoue, Y., Kato, T., Sato, T., Oba, A., Ono, Y., 
Ito, H., Takahashi, Y.

	 Safe SMA dissection during robotic pancre-
aticoduodenectomy using a clockwise port 
transition method.

	 15th World Congress of the International 
Hepato-Pancreat Biliary Association （IHP-
BA）: New York, NY, USA, 2022, [Competitive 
Video Session]

8.	 Ito, H.
	 Peritumoral micro-invasions and risk of 

lymph node metastasis for early gallblad-
der cancer（GBCA）.

	 15th World Congress of the International 
Hepato-Pancreat Biliary Association （IHP-
BA）: New York, NY, USA, 2022, [Free Pa-
per Session]

9.	 井上陽介
	 膵癌に対する集学的治療の最前線と当院の取り

組み .
	 北河内膵疾患病診連携セミナー : 大阪市 , 

2022, [ 講演 ]

10.	 井上陽介
	 肝胆膵腫瘍における conversion surgery の現

状と今後の展望 .
	 名古屋消化器外科セミナー : 名古屋市 , 2022, 

[ 講演 ]

11.	 井上陽介 , 佐藤崇文 , 加藤智敬 , 大庭篤志 , 小
野嘉大 , 伊藤寛倫 , 髙橋祐
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	 ロボット支援下膵頭十二指腸切除における系統
的上腸間膜動脈周囲郭清を定型化するための工
夫 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

12.	 伊藤寛倫 , 竹村信行 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 佐
藤崇文 , 井上陽介 , 齋浦明夫 , 髙橋祐

	 胃癌肝転移に対する肝切除の至適切除適応：28
年の経験より .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ デジタルポスター ]

13.	 佐藤彰記 , 大庭篤志 , 加藤智敬 , 小野嘉大 , 佐
藤崇文 , 伊藤寛倫 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 膵体尾部癌に対する後腹膜一括郭清膵体尾部切
除（RAMPS）における開腹と腹腔鏡の比較検討 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ デジタルポスター ]

14.	 内野馨博 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 佐藤崇文 , 伊
藤寛倫 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 膵癌に対する門脈合併切除・膵体尾部切除にお
ける門脈再建法と短期・長期成績の比較検討 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

15.	 加藤智敬 , 小野嘉大 , 大庭篤志 , 佐藤崇文 , 伊
藤寛倫 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 遠位十二指腸悪性腫瘍に対する進行度に応じて
郭清レベルを調整した膵温存遠位十二指腸切除
の治療戦略と術後成績 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

16.	 北野雄希 , 小野嘉大 , 大庭篤志 , 佐藤崇文 , 伊
藤寛倫 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 Borderline resectable 大腸癌肝転移の治療戦
略 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ シンポジウム ]

17.	 原田庸寛 , 井上陽介 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 佐
藤崇文 , 伊藤寛倫 , 髙橋祐

	 腹腔鏡下肝切除術における SVV（stroke vol-
ume variation）の有用性の検討 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ デジタルポスター ]

18.	 大宮康次郎 , 大庭篤志 , 小林光助 , 小野嘉大 , 
佐藤崇文 , 伊藤寛倫 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 CA19-9 非産生膵癌患者の予後予測における
DUPAN-2 の有用性の検討 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ デジタルポスター ]

19.	 大庭篤志 , 井上陽介 , 小野嘉大 , 佐藤崇文 , 三
瀬祥弘 , 伊藤寛倫 , 齋浦明夫 , 髙橋祐

	 膵癌早期再発の危険因子に基づいた前向き審査
腹腔鏡試験：SLING trial の結果報告 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

20.	 小林光助 , 小野嘉大 , 佐藤彰記 , 大庭篤志 , 佐
藤崇文 , 伊藤寛倫 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 術前化学療法後 BR-A 膵癌の至適切除 /郭清範
囲の検討 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

21.	 小野嘉大 , 井上陽介 , 小林光助 , 大庭篤志 , 佐
藤崇文 , 伊藤寛倫 , 齋浦明夫 , 髙橋祐

	 CA19-9高値膵癌における再発危険因子の検討.
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ サージカルフォーラム ]

22.	 川野文裕 , 伊藤寛倫 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 佐
藤崇文 , 井上陽介 , 三瀬祥弘 , 髙橋祐 , 齋浦明
夫

	 肝門部領域胆管癌における肝側断端陽性例に対
する追加切除の意義について .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

23.	 廣瀬雄己 , 小野嘉大 , 原田庸寛 , 川野文裕 , 加
藤智敬 , 佐藤彰記 , 北野雄希 , 小林光助 , 大宮
康次郎 , 内野馨博 , 大庭篤志 , 佐藤崇文 , 伊藤
寛倫 , 井上陽介 , 齋浦明夫 , 髙橋祐

	 大腸癌同時性肝転移に対する同時切除における
腹腔鏡下手術と開腹手術の術後短期成績 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]
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24.	 髙橋祐 , 井上陽介 , 伊藤寛倫 , 佐藤崇文 , 小野
嘉大 , 大庭篤志 , 原田庸寛 , 川野文裕 , 加藤智
敬 , 佐藤彰記 , 廣瀬雄己 , 北野雄希 , 小林光助 , 
内野馨博 , 大宮康次郎

	 切除不能肝門部胆管癌・胆嚢癌に対する Con-
version surgery の成績 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

25.	 大庭篤志
	 巨大原発性肝癌に対する低侵襲手術と術後補助

化学療法導入の工夫 .
	 第 58 回日本肝癌研究会 : 東京 +Web 開催 , 

2022, [ ワークショップ ]

26.	 Harada, N., Inoue, Y., Oba, A., Ono, Y., 
Sato, T., Ito, H., Takahashi, Y.

	 Examination of the usefulness of SVV 
（stroke volume variation） in laparoscopic 
hepatectomy.

	 第 34回日本肝胆膵外科学会学術集会 : 東温市 , 
2022, [ ポスター発表 ]

27.	 Hirose, Y., Inoue, Y., Kazami, Y., Oba, A., 
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82.	 大宮康次郎 , 井上陽介 , 小林光助 , 佐藤彰記 , 
大庭篤志 , 小野嘉大 , 佐藤崇文 , 髙橋祐

	 ロボット支援下膵頭十二指腸切除術における
SMD Level 3 郭清手技の工夫 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ 一般演題口演 ]

83.	 大庭篤志 , 佐藤彰記 , 前川彩 , 小林光助 , 北野
雄希 , 大宮康次郎 , 廣瀬雄己 , 小野嘉大 , 佐藤
崇文 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 腹腔鏡下系統的肝切除における inter sectional 
plane に入る微細解剖を意識したカメラファー
スト法とテープ牽引法の工夫 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ 一般演題口演 ]

84.	 小林光助 , 井上陽介 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 佐
藤崇文 , 髙橋祐

	 がん研有明病院における低侵襲膵頭十二指腸切
除の成績：ロボット支援下および腹腔鏡下の比
較検討 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ 一般演題口演 ]
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85.	 小野嘉大 , 井上陽介 , 佐藤彰記 , 北野雄希 , 大
庭篤志 , 佐藤崇文 , 髙橋祐

	 大腸癌多発肝転移 2期肝切除における 1期目肝
切除時の腹腔鏡下門脈塞栓術の手技と有用性 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ 一般演題口演 ]

【乳腺内科】
1.	 Takano, T., Cortes, J., Cescon, D. W., Im, 

S.-A., Yusof, M. M., Iwata, H., Masuda, 
N., Huang, C.-S., Chung, C.-F., Tsugawa, 
K., Park, Y. H., Matsumoto, K., Inoue, K., 
Kwong, A., Loi, S., Fu, W., Pan, W., Karant-
za, V., Rugo, H. S., Schmid, P.

	 KEYNOTE-355 Asian subset: Pembrolizum-
ab + chemotherapy vs placebo + chemo-
therapy for triple-negative breast cancer.

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

2.	 原文堅
	 CDK4/6 阻害剤による乳がん治療のパラダイム

シフト .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ イブニンングセミナー ]

3.	 原文堅
	 乳癌（周術期薬物療法）.
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ 教育講演 ]

4.	 原文堅
	 乳癌サブタイプ毎の免疫治療戦略 .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

5.	 原文堅
	 乳腺
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [Highlight of the Day]

6.	 原文堅
	 進行再発トリプルネガティブ乳癌治療に対する

新たな展望 .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ メディカルセミナー ]

7.	 尾崎由記範
	 乳癌免疫療法の今後の展開 .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ 司会 ]

8.	 川井沙織 , 小林隆之 , 稲垣里奈 , 細永真理 , 尾崎
由記範 , 深田一平 , 小林心 , 原文堅 , 高野利実

	 The potential of ki-67 as a prognostic and a 
predictive marker in triple-negative breast 
cancer.

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

9.	 高野利実 , 森雅紀
	 あらためて、緩和ケアとオンコロジーのインテ

グレーションを考える .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ 司会 ]

10.	 高野利実
	 乳癌実臨床におけるOncotypeDX 活用法 .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ メディカルセミナー ]

11.	 高野利実
	 術後補助療法におけるベージニオの新たな可能

性 .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ 講演 ]

12.	 尾崎由記範
	 乳腺：乳癌における免疫チェックポイント阻害

薬の現状と展望 .
	 第 41 回日本画像医学会学術集会 : 東京 +Web

開催 , 2022, [ シンポジウム ]

13.	 Hara, F., Ono, M., Kitano, S., Nakayama, 
T., Kawabata, H., Watanabe, K., Sasaki, K., 
Kataoka, T., Saji, S., Yonemori, K., Shien, T., 
Iwata, H.

	 A randomized controlled phase Ⅲ study of 
bevacizumab and paclitaxel in combination 
with atezolizumab as a treatment for pa-
tients with locally advanced or metastatic 
hormone receptor-positive HER2 negative 
breast cancer: JCOG1919E/AMBITION 
study.
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	 ESMO Breast Cancer 2022: Berlin, Ger-
many+Web 開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

14.	 高野利実
	 がん治療の現状と Stroke Oncology の未来 .
	 第 63 回日本神経学会学術大会 : 東京 , 2022, 

[ 講演 ]

15.	 高野利実
	 脳卒中合併がん患者のケアと治療と連携のあり

方：Stroke Oncology の確立へ：がん治療医か
ら見た Stroke Oncology.

	 第 7 回日本がんサポーティブケア学会学術集
会 : 下関市 , 2022, [ 座長 / 講演 ]

16.	 尾崎由記範
	 乳がん：Metastatic
	 Best of ASCO 2022 Annual Meeting: Web

開催 , 2022, [ 司会 ]

17.	 小林心 , 川井沙織 , 尾崎由記範 , 細永真理 , 原
文堅 , 小林隆之 , 上野貴之 , 大野真司 , 高野利
実

	 高齢者におけるCDK4/6 阻害剤の忍容性と効果
の検討 .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

18.	 尾崎由記範
	 キャリアを振り返って思うこと .
	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2022, [ 座長 ]

19.	 尾崎由記範
	 ベージニオ術後薬物療法の Clinical Question：

Neoadjuvant と多遺伝子アッセイ .
	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2022, [ イブニングセミナー ]

20.	 尾崎由記範
	 乳癌薬物療法の最新トピックス：個別化と複雑

化 .
	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2022, [ 患者・市民参画プログラム ]

21.	 尾崎由記範 , 佐山郁子 , 片岡明美 , 佐伯やよい , 
川井沙織 , 前田哲代 , 吉田和世 , 細永真理 , 小
林心 , 原文堅 , 小林隆之 , 上野貴之 , 大野真司 , 
高野利実

	 乳腺センターにおけるACPの取り組みと課題 .
	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

22.	 尾崎由記範 , 徳田恵美
	 薬物療法
	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2022, [ 座長 ]

23.	 川井沙織 , 小林隆之 , 中村暁 , 尾崎由記範 , 細
永真理 , 深田一平 , 小林心 , 原文堅 , 上野貴之 , 
高野利実 , 大野真司

	 トラスツズマブデルクステカンの臨床的効果と
有害事象について .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

24.	 深田一平, Chan, H. T., 大瀧ます美, 細永真理, 
山崎真澄 , 大迫智 , 外岡暁子 , 竹内賢吾 , 植木
有紗 , 清谷一馬 , 森誠一 , 小林心 , 原文堅 , 小
林隆之 , 上野貴之 , 高野利実 , 大野真司 , 中村
祐輔 , Low, S., 髙橋俊二

	 Foundation One CDxとの比較からみたリキッ
ドバイオプシーによる乳癌アクショナブル遺伝
子変異検索の意義 .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ 口述発表 ]

25.	 細永真理 , 深田一平 , 王暁斐 , 山崎真澄 , 大迫
智 , 外岡暁子 , 竹内賢吾 , 植木有紗 , 清谷一馬 , 
森誠一 , 小林隆之 , 原文堅 , 小林心 , 尾崎由記
範 , 川井沙織 , 上野貴之 , 高野利実 , 大野真司 , 
髙橋俊二

	 がんゲノム遺伝子プロファイリング検査を用い
た再発乳癌患者の治療戦略の検討 .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

26.	 高野利実
	 「乳癌を診る腫瘍内科医」を目指すあなたへ：

ともに、乳癌診療、腫瘍内科、臨床研究の未来
を考えよう .
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	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ 講演 ]

27.	 原文堅
	 乳癌患者さんの経済的負担からみるバイオシミ

ラーへの期待 .
	 日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会 

第 16 回学術大会 : 新潟市 , 2022, [ ランチョ
ンセミナー ]

28.	 Ozaki, Y., Kitano, S., Yamashita, M., 
Ikarashi, D., Tsurutani, J., Iwasa, T., Taka-
hashi, M., Mukohara, T., Masuda, N., Fu-
tamura, M., Minami, H., Matsumoto, K., 
Tanabe, Y., Kawabata, H., Yoshimura, K., 
Takano, T.

	 Difference of immunological status and 
response to immune checkpoint inhibitor 
between recurrent and de novo stage IV 
HER2-negative breast cancer in NEWBEAT 
trial （WJOG9917BTR）.

	 ESMO Congress: Paris, France, 2022, [ ポス
ター発表 ]

29.	 高野利実
	 Stroke Oncology の現状と課題：がん診療の立

場から .
	 第 5 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : Web 開

催 , 2022, [ 教育セッション ]

30.	 尾崎由記範 , 荻原大和 , 木脇圭一 , 川端英孝 , 
工藤千恵

	 Targeting IL17RB-IL33 axis for treating 
metastatic breast cancer：IL17RB を標的と
する新たながん転移治療戦略 .

	 第 81 回日本癌学会学術総会 : 横浜市 , 2022, 
[ 口述発表 ]

31.	 原文堅
	 Trial to Practice ：安全で適切な治療実践のた

めのプロセス .
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ 学術セミナー ]

32.	 高野利実
	 HER2 陽性転移性乳癌に対する薬物療法 .
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ ワークショップ ]

33.	 高野利実
	 経口抗がん薬治療における医療連携・チームマ

ネジメントの重要性 .
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ ワークショップ ]

34.	 高野利実
	 がん診療が目指すもの：がんとともに、自分ら

しく生きる .
	 第 32 回日本乳癌検診学会学術総会 : 浜松市 , 

2022, [ ランチョンセミナー ]

35.	 原文堅
	 CDK4/6 阻害剤による乳がん治療のパラダイム

シフト－エビデンスと患者ベネフィット .
	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2022, [ スポンサードセミナー ]

36.	 小林心
	 脳転移・遺伝子パネル検査 .
	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2022, [ 座長 ]

37.	 小林隆之
	 再発・ステージ 4
	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2022, [ 座長 ]

38.	 尾崎由記範
	 HER2 陽性 MBC に対するエンハーツの位置付

けと副作用マネジメントのポイント .
	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2022, [ ランチョンセミナー ]

39.	 尾崎由記範
	 トリプルネガティブ乳癌に対する術前化学療法

＋ペムブロリズマブ後の術後薬物療法：現在の
クリニカルクエスチョンと今後の新治療開発・
臨床試験の展望 .

	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 
2022, [ シンポジウム ]
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40.	 西村明子
	 ホルモン受容体陽性HER2陰性乳癌の治療 .
	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2022, [ 症例ディスカッション ]

41.	 高野利実
	 ホルモン受容体陽性HER2 陰性乳癌のパラダイ

ムシフト .
	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2022, [ 総合司会 ]

42.	 高野利実
	 乳癌薬物療法の臨床試験を考えよう！
	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2022, [ 座長 ]

【乳腺外科】
1.	 宮城由美
	 マンモグラフィによる術前化学療法の効果判定

は可能か .
	 第 31 回日本乳癌画像研究会 : Web 開催 , 

2022, [ シンポジウム ]

2.	 高橋洋子
	 マンモグラフィ石灰化病変はトリプルネガティ

ブ乳癌予後予測因子となる可能性がある .
	 第 31 回日本乳癌画像研究会 : Web 開催 , 

2022, [ シンポジウム ]

3.	 荻谷朗子 , 木村聖美 , 岩瀬拓士 , 上野貴之 , 大
野真司

	 乳癌腋窩郭清、センチネルリンパ節生検後のリ
ンパ浮腫発生経年変化と浮腫発生関連因子 .

	 第 5 回日本リンパ浮腫学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ 口述発表 ]

4.	 片岡明美
	 乳がん患者の現況と治療の進歩：POSITIVE 試

験も踏まえて .
	 第 17 回日本 A-PART 学術講演会 : 東京+Web

開催 , 2022, [ シンポジウム ]

5.	 大野真司
	 チームとして HBOC 診療を支える：Gene 

awareness を目ざして .
	 第2回JOHBOC学術総会: 札幌市+Web開催, 

2022, [ 座長 ]

6.	 坂井威彦 , 中平詩 , 荻谷朗子 , 宮城由美 , 上野
貴之 , 大野真司

	 術前薬物療法後の乳癌を正しく見極め、確実に
切除するコツ：術前薬物療法後の乳癌手術：私
達の考える局所治療の個別化 .

	 第48回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会: 
名古屋市 , 2022, [ パネルディスカッション ]

7.	 上野貴之
	 ER+HER2：進行再発乳癌における治療戦略 up 

date.
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ ランチョンセミナー ]

8.	 上野貴之
	 乳腺：予後因子・予測因子：1
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ 司会 ]

9.	 井上有香 , 中村暁 , 中平詩 , 岡野健介 , 春山優
理恵 , 阿部朋未 , 高畑史子 , 吉田和世 , 前田哲
代 , 植弘奈津恵 , 高橋洋子 , 稲荷均 , 片岡明美 , 
荻谷朗子 , 坂井威彦 , 宮城由美 , 上野貴之 , 大
野真司

	 乳腺外科医として、これからの展望” Conquer 
Breast Cancer” .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

10.	 坂井威彦 , 上野貴之 , 荻谷朗子 , 岡野健介 , 中
平詩 , 中村暁 , 春山優理恵 , 阿部朋未 , 井上有
香 , 植弘奈津恵 , 高畑史子 , 高橋洋子 , 前田哲
代 , 吉田和世 , 片岡明美 , 稲荷均 , 宮城由美 , 
大迫智 , 高野利実 , 大野真司

	 術前化学療法が奏効した cN+ 乳癌に対する，
郭清省略を目的としたセンチネルリンパ節＋転
移陽性リンパ節生検：腋窩超音波検査での追跡
とマーキングを用いた当院の前向き観察研究に
ついて .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ パネルディスカッション ]

11.	 大野真司
	 乳がん医療の未来を拓く！：全国の若手医師の

疑問にお応えします .
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ 司会 ]
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12.	 大野真司
	 個別化医療の実践：OncotypeDX の役割を紐解

く .
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ 司会 ]

13.	 大野真司 , 岩田広治
	 未来を拓く！：乳腺外科領域の臨床試験 .
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ 司会 ]

14.	 春山優理恵 , 稲荷均 , 上野貴之 , 岡野健介 , 中
平詩 , 中村暁 , 阿部朋未 , 高畑史子 , 井上有香 , 
前田哲代 , 吉田和世 , 植弘奈津恵 , 高橋洋子 , 
中島絵里 , 片岡明美 , 荻谷朗子 , 坂井威彦 , 宮
城由美 , 大野真司

	 異時性乳癌の臨床病理学的因子より検討した乳
癌既発症BRCA病的バリアント保持者における
対側乳房予防切除術の適応 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ デジタルポスター ]

15.	 植弘奈津恵 , 上野貴之 , 大迫智 , 中島絵里 , 岡
野健介 , 中平詩 , 中村暁 , 春山優理恵 , 阿部朋
未 , 高畑史子 , 井上有香 , 前田哲代 , 吉田和世 , 
高橋洋子 , 稲荷均 , 片岡明美 , 荻谷朗子 , 坂井
威彦 , 宮城由美 , 大野真司

	 当院におけるオンコタイプDX乳がん再発スコ
ア™検査の現状と化学療法省略の可能性 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ サージカルフォーラム ]

16.	 片岡明美 , 榎田滋穂 , 熊谷厚志 , 阿部朋未 , 植
弘奈津恵 , 春山優理恵 , 高畑史子 , 中平詩 , 岡
野健介 , 中村暁 , 井上有香 , 前田哲代 , 吉田和
世 , 高橋洋子 , 稲荷均 , 坂井威彦 , 荻谷朗子 , 
宮城由美 , 上野貴之 , 大野真司

	 コロナ禍における乳癌肥満患者を対象とした対
面栄養指導に対する電話による栄養指導の体重
減少効果における非劣性を検証するランダム化
比較試験 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ デジタルポスター ]

17.	 稲荷均 , 中島絵里 , 春山優理恵 , 前田哲代 , 井
上有香 , 吉田和世 , 植弘奈津恵 , 高橋洋子 , 片
岡明美 , 荻谷朗子 , 坂井威彦 , 宮城由美 , 上野
貴之 , 大野真司 , 植木有紗 , 金子景香

	 当院における BRCA病的バリアント保持乳癌症
例に対する治療方針 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ ディベート ]

18.	 阿部朋未 , 片岡明美 , 植弘奈津恵 , 春山優理恵 , 
岡野健介 , 中平詩 , 中村暁 , 中島絵里 , 高畑史
子 , 井上有香 , 吉田和世 , 前田哲代 , 高橋洋子 , 
稲荷均 , 坂井威彦 , 荻谷朗子 , 宮城由美 , 上野
貴之 , 大野真司

	 ハイボリュームセンターにおける持続可能な働
き方改革 .

	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 
2022, [ 特別企画 ]

19.	 大野真司
	 がん治療からシームレスな緩和医療に向けて：

こころみ .
	 第 15 回日本緩和医療薬学会年会 : Web 開催 , 

2022, [ ワークショップ ]

20.	 片岡明美
	 妊孕性 /漢方
	 第 7 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : 下関市 , 2022, [ 座長 ]

21.	 稲荷均 , 深田一平 , 金子景香 , 植木有紗 , 大野
真司

	 当院のがんゲノム医療におけるチーム医療 
“Gene Awareness” .

	 第 7 回日本がんサポーティブケア学会学術集
会 : 下関市 , 2022, [ シンポジウム ]

22.	 上野貴之 , 津川浩一郎
	 エネルギーデバイスを使用した腋窩郭清術のコ

ツと臨床成績 .
	 第 47回日本外科系連合学会学術集会 : 盛岡市 , 

2022, [ 座長 ]

23.	 坂井威彦 , 池畑浩一 , 森園英智 , 阿部仁 , 杉山
裕子

	 乳がん診療における腋窩リンパ節転移診断の現
状と今後 .
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	 第 63 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 東京
+Web開催 , 2022, [ ワークショップ ]

24.	 上野貴之
	 基礎と臨床の融合を目指して .
	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2022, [ 講演 ]

25.	 上野貴之
	 高度がんゲノム医療に向けた取組み .
	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2022, [ シンポジウム ]

26.	 中平詩 , 坂井威彦 , 中村暁 , 岡野健介 , 春山優
理恵 , 阿部朋未 , 高畑史子 , 稲荷均 , 前田哲代 , 
吉田和代 , 井上有香 , 植弘奈津恵 , 高橋洋子 , 
片岡明美 , 荻谷朗子 , 宮城由美 , 秋谷昌史 , 大
迫智 , 上野貴之 , 大野真司

	 術前化学療法後の乳房部分切除は局所再発率が
高いのか ?

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

27.	 中村暁 , 宮城由美 , 高橋洋子 , 高畑史子 , 國分
優美 , 加藤千絵子 , 圓岡有里 , 菊池真理 , 五味
直哉 , 大迫智 , 上野貴之 , 大野真司

	 乳癌症例におけるマンモグラフィの圧迫乳房厚
の臨床学的意義についての検討 .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

28.	 井上有香 , 鈴木一洋 , 松下大介 , 小林洋子 , 高
山文博 , 西口周 , 中村友昭 , 佐々木成聖 , 阿部
朋未 , 吉田和世 , 前田哲代 , 高橋洋子 , 荻谷朗
子 , 宮城由美 , 清水研 , 高野利実 , 上野貴之 , 
大野真司 , 小口正彦

	 AI ホスピタル事業におけるインフォームドコ
ンセント高度化ソリューション開発研究 .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ 口述発表 ]

29.	 前田哲代 , 小野麻紀子 , 阿部朋未 , 家里明日美 , 
尾崎由記範 , 井上有香 , 植弘奈津恵 , 高橋洋子 , 
千葉知宏 , 大迫智 , 坂井威彦 , 古川孝広 , 北野
滋久 , 高野利実 , 上野貴之 , 大野真司

	 術前化学療法施行トリプルネガティブ乳癌症例
の腫瘍内 STING発現の意義 .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ シンポジウム ]

30.	 吉田和世 , 小林心 , 川井沙織 , 尾崎由記範 , 前
田哲代 , 細永真理 , 深田一平 , 原文堅 , 小林隆
之 , 大迫智 , 上野貴之 , 高野利実 , 大野真司

	 再発高リスクホルモン受容体陽性HER2 陰性早
期乳癌患者の予後に関する検討 .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

31.	 坂井威彦 , 上野貴之 , 荻谷朗子 , 宮城由美 , 加
藤千絵子 , 國分優美 , 高野利実 , 大迫智 , 大野
真司

	 術前化学療法施行中の超音波検査での転移リン
パ節の追跡と、点墨を用いた Targeted axillary 
dissection：当院の前向き介入研究手術手技の
紹介 .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ シンポジウム ]

32.	 大野真司 , Harbeck, N., Boileau, J. F., Modi, 
S., Kelly, C. M., Wu, J., Breckenridge, M., 
Herbolsheimer, P., Yu, T., Pusztai, L.

	 Ph3 trial of T-DXd or T-DXd followed by 
THP vs ddAC- THP in high-risk HER2+ EBC: 
DESTINY-Breast11 TiP.

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

33.	 大野真司 , 戸井雅和
	 薬剤開発の現状 1：新規薬剤開発 .
	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2022, [ 座長 ]

34.	 宮城由美 , 高橋洋子 , 高畑史子 , 中村暁 , 國分
優美 , 菊池真理 , 五味直哉 , 大迫智 , 上野貴之 , 
大野真司

	 日米ガイドラインの違いより微小円形区域性石
灰化を考える .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ 口述発表 ]
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35.	 家里明日美 , 寺田満雄 , 伏見淳 , 西山加那子 , 
岩瀬まどか , 田原梨絵 , 鈴木瞳 , 山下奈真

	 複雑化する遺伝医療において、患者・家族にとっ
て正確でわかりやすいオンライン動画医療情報
発信の取り組み .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

36.	 春山優理恵 , 稲荷均 , 中村暁 , 前田哲代 , 中島
絵里 , 細永真理 , 小林隆之 , 上野貴之 , 大野真
司 , 金子景香 , 植木有紗 , 野村秀高 , 金尾祐之

	 卵巣癌既発症 BRCA病的バリアント保持者の乳
房管理・乳癌の罹患についての検討 .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

37.	 植弘奈津恵 , 上野貴之 , 大迫智 , 岡野健介 , 中
平詩 , 中村暁 , 春山優理恵 , 阿部朋未 , 高畑史
子 , 中島絵里 , 井上有香 , 前田哲代 , 吉田和世 , 
高橋洋子 , 稲荷均 , 片岡明美 , 荻谷朗子 , 坂井
威彦 , 宮城由美 , 大野真司

	 当院におけるオンコタイプDX検査の現状と治
療選択 .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

38.	 片岡明美 , 阿部朋未 , 佐山郁子 , 佐伯やよい , 
春山優理恵 , 岡野健介 , 中平詩 , 川井沙織 , 古
川孝広 , 尾崎由記範 , 高畑史子 , 植弘奈津恵 , 
原文堅 , 高野利実 , 上野貴之 , 大野真司

	 若年患者が乳癌手術後に妊娠企図するタイミン
グと出産後の転帰について .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ 口述発表 ]

39.	 稲荷均 , 中島絵里 , 前田哲代 , 春山優理恵 , 中
村暁 , 井上有香 , 吉田和世 , 植弘奈津恵 , 高橋
洋子 , 片岡明美 , 荻谷朗子 , 坂井威彦 , 宮城由
美 , 小林隆之 , 細永真理 , 金子景香 , 植木有紗 , 
上野貴之 , 大野真司

	 BRCA 病的バリアント保持の原発性乳癌症例に
おける治療方針決定の傾向 .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

40.	 荻谷朗子 , 倉元有木子 , 矢野智之 , 阿部朋未 , 
井上有香 , 植弘奈津恵 , 高橋洋子 , 前田哲代 , 
片岡明美 , 坂井威彦 , 宮城由美 , 大迫智 , 上野
貴之 , 大野真司

	 ティッシュ・エキスパンダー挿入 1610 例の合
併症、合併症後の転帰、予後について .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ 口述発表 ]

41.	 阿部朋未 , 片岡明美 , 植弘奈津恵 , 尾崎由記範 , 
春山優理恵 , 中島絵里 , 高畑史子 , 井上有香 , 
吉田和世 , 前田哲代 , 高橋洋子 , 稲荷均 , 坂井
威彦 , 荻谷朗子 , 宮城由美 , 古川孝広 , 高野利
実 , 上野貴之 , 大野真司

	 当院における周術期乳癌患者のBRAC Analysis
の現状と、年齢による違いについて .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ 口述発表 ]

42.	 高橋洋子
	 科学的根拠に基づくこれからのチーム医療と

チームビルディングを考える .
	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

43.	 坂井威彦
	 腋窩リンパ節転移を伴う乳癌のNAC 後の腋窩

手術について：腋窩郭清を推奨の立場から .
	 第 23回乳癌最新情報カンファレンス : 鎌倉市 , 

2022, [ ディベート ]

44.	 坂井威彦
	 これだけは押さえておきたい乳がん検診：超音

波の役割 .
	 第 63 回日本人間ドック学会学術大会 : 千葉市

+Web開催 , 2022, [ 要望演題 ]

45.	 佐伯澄人 , 粂川昂平 , 高橋洋子 , 尾辻和尊 , 鈴
鹿淳 , 馬合木特亜森 , 上野貴之 , 丸山玲緒

	 Single-cell analysis of patient-derived or-
ganoids to explore functional features of 
inflammatory breast cancer：乳がん患者由
来オルガノイドのシングルセル解析による炎症
性乳癌の機能的特徴の探索 .

	 第 81 回日本癌学会学術総会 : 横浜市 , 2022, 
[ ポスター発表 ]
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46.	 大野真司
	 局所再発の画像 .
	 第 10 回日本乳房オンコプラスティックサー

ジャリー学会総会 : 那覇市 , 2022, [ 座長 ]

47.	 荻谷朗子 , 名倉直美 , 志茂彩華 , 野木裕子 , 成
井一隆 , 関大仁 , 森弘樹 , 笹田伸介 , 石飛真人 , 
近藤直人 , 山内智香子 , 枝園忠彦

	 乳房一次再建術後の局所再発に関する検討：日
本乳癌学会班研究より .

	 第 10 回日本乳房オンコプラスティックサー
ジャリー学会総会 : 那覇市 , 2022, [ シンポジ
ウム ]

48.	 高畑史子 , ほか
	 非吸収性充填材 Aquafilling による豊胸既往の

ある乳癌症例 3例の手術経験 .
	 第 10 回日本乳房オンコプラスティックサー

ジャリー学会総会 : 那覇市 , 2022, [ 一般演題
口演 ]

49.	 大野真司
	 HBOC診療の課題とこれから .
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ 司会 ]

50.	 大野真司
	 Trial to Practice：安全で適切な治療実践のた

めのプロセス .
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ 司会 ]

51.	 片岡明美 , 榎田滋穂 , 伊丹優貴子 , 斎野容子 , 
熊谷厚志 , 阿部朋未 , 植弘奈津恵 , 高畑史子 , 
春山優理恵 , 尾崎由記範 , 高野利実 , 古川孝広 , 
石塚直樹 , 上野貴之 , 大野真司

	 乳癌肥満患者の対面栄養指導に対する電話栄養
指導の非劣性を検証する無作為化比較試験 .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ 一般口演 ]

52.	 荻谷朗子 , 坂井威彦 , 宮城由美 , 阿部朋未 , 井
上有香 , 吉田和世 , 植弘奈津恵 , 前田哲代 , 高
橋洋子 , 稲荷均 , 片岡明美 , 高野利実 , 大迫智 , 
上野貴之 , 大野真司

	 マクロ転移 1個の乳房全切除術症例に対する放
射線療法追加なしの郭清省略臨床研究 .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ ワークショップ ]

53.	 阿部朋未 , 片岡明美 , 植弘奈津恵 , 井上有香 , 
吉田和世 , 前田哲代 , 高橋洋子 , 稲荷均 , 坂井
威彦 , 荻谷朗子 , 宮城由美 , 上野貴之 , 大野真
司

	 若年乳癌患者における妊孕性温存の現況と課題.
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ 一般口演 ]

54.	 高橋洋子 , 上野貴之 , 福岡恵 , 宮城由美 , 大野
真司

	 マンモグラフィ石灰化病変はトリプルネガティ
ブ乳癌予後予測因子となる可能性がある .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ 一般口演 ]

55.	 荻谷朗子 , 坂井威彦 , 宮城由美 , 植弘奈津恵 , 
高橋洋子 , 片岡明美 , 高畑史子 , 阿部朋未 , 吉
田和世 , 前田哲代 , 稲荷均 , 原田亜里咲 , 高野
利実 , 大迫智 , 上野貴之 , 大野真司

	 センチネルリンパ節転移陽性で郭清を省略した
乳房部分切除術症例の治療成績 .

	 第 24 回 SNNS 研究会学術集会 : 金沢市 , 
2022, [ 口述発表 ]

56.	 上野貴之
	 乳がん薬物療法の新たな展開 .
	 第 26 回日本外科病理学会学術集会 : 富山市 , 

2022, [ スポンサードセッション ]

57.	 中村暁 , 宮城由美 , 高橋洋子 , 高畑史子 , 國分
優美 , 加藤千絵子 , 圓岡有里 , 菊池真理 , 五味
直哉 , 大迫智 , 上野貴之 , 大野真司

	 圧迫乳房厚と乳癌発見契機から考える個々の
Breast Awareness について .

	 第 32 回日本乳癌検診学会学術総会 : 浜松市 , 
2022, [ ポスター発表 ]

58.	 井上有香 , 藤島誠 , 小野麻紀子 , 松永有紀 , 家
里明日美 , 尾崎由記範 , 前田哲代 , 植弘奈津恵 , 
高橋洋子 , 小林隆之 , 坂井威彦 , 大迫智 , 上野
貴之 , 大野真司

	 Cl in ica l  s ign i f i cance of  the neutro-
phil-to-lymphocyte ratio in oligometastatic 
breast cancer.
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	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ オンコロジーフォーラム ]

59.	 坂井威彦 , 池畑浩一 , 森園英智 , 千葉知宏 , 大
迫智 , 阿部仁 , 杉山裕子

	 乳癌診療における細胞診の役割：2022 年に必
要とされている乳腺細胞診断について .

	 第 61 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 仙台市 , 
2022, [ シンポジウム ]

60.	 上野貴之
	 薬物療法及び遺伝子診断が乳がん手術にもたら

す影響 .
	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 

2022, [ シンポジウム ]

61.	 坂井威彦
	 術前化学療法施行中の超音波検査での転移リン

パ節の追跡と、点墨を用いた Targeted axillary 
dissection（TAD）：がん研 BC TAD study の
紹介 .

	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 
2022, [ シンポジウム ]

62.	 大野真司
	 新しい薬物療法及び遺伝子診断の進歩が外科手

術にもたらす影響 .
	 第 84 回日本臨床外科学会総会 : 福岡市 , 

2022, [ シンポジウム ]

63.	 三宅美穂 , 坂井威彦 , 高畑史子 , 高橋洋子 , 荻
谷朗子 , 片岡明美 , 稲荷均 , 宮城由美 , 上野貴
之 , 大野真司

	 Li ‐ Fraumeni 症候群のサーベイランス中に診
断した乳癌の一例 .

	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 
2022, [ グランドキャンサーボード ]

64.	 上野貴之
	 教育セミナー
	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2022, [ 座長 ]

65.	 中平詩 , 稲荷均 , 秋谷昌史 , 大迫智 , 阿部朋未 , 
植弘奈津恵 , 高橋洋子 , 荻谷朗子 , 片岡明美 , 
坂井威彦 , 宮城由美 , 上野貴之 , 大野真司

	 左乳房に肺癌乳腺転移、右乳房に原発性乳癌を
同時に認めた一例 .

	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 
2022, [ 口述発表 ]

66.	 吉田奈央 , 荻谷朗子 , 三宅美穂 , 榎田泰祐 , 早
川景子 , 原田亜里咲 , 細永真理 , 上野貴之 , 大
野真司

	 腋窩再発に対する郭清・照射後に腋窩感染が生
じ、治療に難渋した一例 .

	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 
2022, [ 口述発表 ]

67.	 大野真司
	 グランドキャンサーボード .
	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2022, [ 座長 ]

68.	 松永有紀 , 阿部朋未 , 宮下宏紀 , 千葉知宏 , 大
迫智 , 稲荷均 , 荻谷朗子 , 坂井威彦 , 宮城由美 , 
上野貴之 , 大野真司

	 DIEP 再建術後の吻合血管を考慮して根治手術
を施行した大胸筋内再発の一例 .

	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 
2022, [ 口述発表 ]

69.	 稲荷均
	 乳癌（高齢者・男性・その他）
	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2022, [ 座長 ]

70.	 間森智加 , 坂井威彦 , 西村明子 , 阿部朋未 , 前
田哲代 , 吉田和世 , 井上有香 , 高橋洋子 , 植弘
奈津恵 , 稲荷均 , 片岡明美 , 荻谷朗子 , 宮城由
美 , 上野貴之 , 小林隆之 , 高野利実 , 大野真司

	 術前化学療法におけるペルツズマブはHER2 陽
性乳癌 pCR率を改善したか？

	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 
2022, [ 口述発表 ]

71.	 片岡明美
	 様々な Gap を埋め「生きる」を応援するアド

バンスケアプランニング .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会、第 31 回

日本乳癌学会学術総会、第 28 回日本緩和医療
学会学術大会合同プレ企画 : Web 開催 , 2022, 
[ 司会 ]
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【婦人科】
1.	 金尾祐之
	 ロボット広汎保険収載へ向けて：腹腔鏡下広汎

子宮全摘術の経験をロボット手術に生かす .
	 第10回婦人科ロボット手術研究会: Web開催, 

2022, [ 特別講演 ]

2.	 青木洋一 , 小野麻紀子 , 清水裕介 , 片岡明美 , 
横井麻珠美 , 大友陽子 , 高野利実 , 渡邊雅之

	 分子標的薬レンバチニブと卵巣毒性 .
	 第 12 回日本がん・生殖医療学会学術集会 : 名

古屋市 , 2022, [ 一般演題口演 ]

3.	 青木洋一
	 婦人科ロボット手術におけるダブルコンソール

指導の効果 .
	 第 14 回日本ロボット外科学会学術集会 : 鹿児

島市 , 2022, [ シンポジウム ]

4.	 Yunokawa, M.
	 Current status and problem in treatment of 

gynecologic oncology.
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ ディスカッサント ]

5.	 温泉川真由
	 HBOC診療の現状と課題：婦人科診療の立場か

ら .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

6.	 温泉川真由
	 子宮頸癌・子宮体癌の新規治療選択肢 .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ 教育講演 ]

7.	 伏木淳 , 津村志穂 , 村頭温
	 早期子宮頸癌における広汎子宮全摘術：低侵襲

の立場から .
	 第 3 回婦人科がんWeb 講演会 : Web 開催 , 

2022, [ パネルディスカッション ]

8.	 宇津木久仁子
	 LEGHとその周辺疾患 .
	 第 3 回東京都細胞診従事者研修会 : 東京 , 

2022, [ 講師 ]

9.	 宇津木久仁子 , 増島麻里子
	 リンパ浮腫診療におけるチーム医療；標準化に

向けて .
	 第 5 回日本リンパ浮腫学会総会 : 名古屋市 , 

2022, [ 座長 ]

10.	 伏木淳
	 上手い手術とは？：がん撲滅を目指して .
	 第15回産婦人科低侵襲スキルアップセミナー: 

Web 開催 , 2022, [ 口述発表 ]

11.	 金尾祐之
	 卵巣がん初回治療における手術療法の役割 .
	 卵巣がん初回治療UP TO DATE リモート講演 : 

Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

12.	 岡本三四郎
	 婦人科悪性腫瘍に対する骨盤リンパ節郭清 .
	 第 2 回東京婦人科ロボット研究会 : 東京 , 

2022, [ 講演 ]

13.	 阿部彰子
	 女性ヘルスケアと筋肉を学ぶ：筋肉と栄養状態

の維持は、がん治療においても大事です .
	 第 27 回日本女性医学学会ワークショップ : 徳

島市 , 2022, [ シンポジウム ]

14.	 金尾祐之
	 婦人科癌に対する手術戦略 .
	 第 122 回日本外科学会定期学術集会 : 熊本市 , 

2022, [ ランチョンセミナー ]

15.	 金尾祐之
	 卵巣がんに対する手術戦略：完全切除への挑戦 .
	 WAKAYAMA 卵巣がん治療カンファレンス : 

Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

16.	 金尾祐之
	 婦人科がんに対する治療戦略 .
	 三重県 GYNセミナー 2022: 津市 , 2022, [ 特

別講演 ]

17.	 金尾祐之
	 婦人科がんに対する治療戦略 .
	 第 185 回愛宕産婦人科研究会 : 東京 , 2022, 

[ 講演 ]
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18.	 金尾祐之
	 卵巣がん初回治療における手術療法の役割 .
	 My choice：卵巣がんについてもっと知りたい : 

東京 , 2022, [ 講演 ]

19.	 金尾祐之
	 婦人科がんに対する治療戦略 .
	 第 1 回大阪で婦人科手術を語ろう会 : 大阪市 , 

2022, [ 講演 ]

20.	 村頭温 , ほか
	 Lynch 症候群患者の婦人科癌サーベイランスに

おいて子宮内膜細胞診により早期子宮体癌を診
断し得た一例 .

	 第 28 回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 岡山市
+Web開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

21.	 松本剛史 , ほか
	 RAD51D病的バリアント保持者に対してRRSO

を施行した 1例 .
	 第 28 回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 岡山市

+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

22.	 野村秀高 , ほか
	 RRSO保険収載前後の変化に関する検討 .
	 第 28 回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 岡山市

+Web開催 , 2022, [ 要望演題 ]

23.	 金尾祐之
	 婦人科腫瘍医における骨盤内蔵全摘術 .
	 第 31 回骨盤外科機能温存研究会 : 東京 , 

2022, [ ビデオシンポジウム ]

24.	 宇津木久仁子
	 科学的根拠に基づいたリンパ浮腫診療 .
	 第46回日本リンパ学会総会: 東京 , 2022, [座

長 ]

25.	 金尾祐之
	 内視鏡下縫合結紮を極める .
	 第 47回日本外科系連合学会学術集会 : 盛岡市 , 

2022, [ 座長 ]

26.	 岡本三四郎
	 子宮頸部 4
	 第 63 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

27.	 杉山裕子
	 子宮内膜増殖性病変における分子病理学的検討

と TCGA分子型別内膜細胞診所見 .
	 第 63 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

28.	 温泉川真由
	 コンパニオン診断を使用した進行卵巣がんの治

療戦略 .
	 第 63 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ ランチョンセミナー ]

29.	 温泉川真由
	 最新のがん薬物療法 I：卵巣がん・卵管がん・

腹膜がん .
	 第 22 回臨床腫瘍夏期セミナー : 東京 , 2022, 

[ 講演 ]

30.	 金尾祐之
	 POP に対する鏡視下手術：婦人科医と泌尿器科

医の視点を比較する .
	 第 24 回日本女性骨盤底医学会 : さいたま市 , 

2022, [ 座長 ]

31.	 金尾祐之
	 婦人科腫瘍医が考える女性骨盤底解剖 .
	 第 24 回日本女性骨盤底医学会 : さいたま市 , 

2022, [ 教育講演 ]

32.	 伏木淳 , 津村志穂 , 松本剛史 , 村頭温 , 阿部彰
子 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 
岡本三四郎 , 尾松公平 , 温泉川真由 , 野村秀高 , 
金尾祐之

	 Avoidance of tumor spillage during laparo-
scopic radical hysterectomy for early-stage 
cervical cancer: A propensity score-adjust-
ed analysis.

	 第 64 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 久留
米市 , 2022, [ 一般演題口演 ]

33.	 杉山裕子 , 野村秀高 , 温泉川真由 , 尾松公平 , 
岡本三四郎 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 谷川輝美 , 
尾身牧子 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 宇津木久仁子 , 
千葉知宏 , 外岡暁子 , 金尾祐之

	 子宮内膜病変に対する黄体ホルモン療法の治療
効果予測に関する臨床病理学的長期観察研究 .
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	 第 64 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 久留
米市 , 2022, [ ポスター発表 ]

34.	 村頭温 , 西村真唯 , 阿部彰子 , 伏木淳 , 尾身牧
子 , 根津幸穂 , 谷川輝美 , 青木洋一 , 野村秀高 , 
岡本三四郎 , 尾松公平 , 金尾祐之

	 子宮頸部悪性黒色腫に対するニボルマブ投与後
の重症サイトカイン放出症候群の一例 .

	 第 64 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 久留
米市 , 2022, [ 一般演題口演 ]

35.	 水﨑恵 , 温泉川真由 , 津村志穂 , 西野翔吾 , 松
本剛史 , 村頭温 , 一木愛 , 小池亮 , 清水裕介 , 
西村真唯 , 阿部彰子 , 伏木淳 , 尾身牧子 , 根津
幸穂 , 谷川輝美 , 青木洋一 , 野村秀高 , 岡本
三四郎 , 尾松公平 , 金尾祐之

	 卵巣癌再発化学療法中に Clostridium perfrin-
gens による菌血症を発症し急激な経過で死亡
した 1例 .

	 第 64 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 久留
米市 , 2022, [ ポスター発表 ]

36.	 温泉川真由 , 栗原望 , 石塚直樹 , 金尾祐之 , 梶
山広明 , 島田宗昭 , 岡本愛光 , 青木大輔 , 杉山
徹 , 榎本隆之

	 明細胞癌の再発時期・再発部位についての検討：
JGOG3017-A3 試験 .

	 第 64 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 久留
米市 , 2022, [ 口述発表 ]

37.	 西村真唯 , 村頭温 , 松本剛史 , 西野翔吾 , 津村
志穂 , 一木愛 , 小池亮 , 水﨑恵 , 清水裕介 , 伏
木淳 , 尾身牧子 , 根津幸穂 , 谷川輝美 , 青木洋
一 , 野村秀高 , 温泉川真由 , 岡本三四郎 , 尾松
公平 , 杉山裕子 , 金尾祐之

	 子宮頸癌・体癌の低侵襲手術で手術手技の工夫
により腹腔内への腫瘍細胞の散布を防げるか ?

	 第 64 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 久留
米市 , 2022, [ 一般演題口演 ]

38.	 谷川輝美 , 小池亮 , 一木愛 , 西野翔吾 , 津村志
穂 , 根津幸穂 , 尾松公平 , 温泉川真由 , 金尾祐
之

	 高齢卵巣がんに対する PARP 阻害薬（オラパリ
ブ）維持療法における有害事象の特徴 .

	 第 64 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 久留
米市 , 2022, [ ポスター発表 ]

39.	 野村秀高 , 阿部彰子 , 村頭温 , 松本剛史 , 伏木
淳 , 尾身牧子 , 青木洋一 , 谷川輝美 , 根津幸穂 , 
岡本三四郎 , 尾松公平 , 温泉川真由 , 外岡暁子 , 
金尾祐之

	 50 歳以下の子宮内膜癌におけるミスマッチ修
復蛋白発現に関する検討 .

	 第 64 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 久留
米市 , 2022, [ ポスター発表 ]

40.	 金尾祐之
	 癌の根治性を担保した最適なアプローチの選

択 .
	 第 64 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 久留

米市 , 2022, [ ランチョンセミナー ]

41.	 金尾祐之
	 過不足ない resection line を決定するために .
	 第 64 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 久留

米市 , 2022, [ ランチョンセミナー ]

42.	 小池亮 , 温泉川真由 , 尾松公平 , 伏木淳 , 阿部
彰子 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 青木洋一 , 根津幸
穂 , 岡本三四郎 , 野村秀高 , 金尾祐之

	 子宮頸部非扁平上皮癌に対する術後補助化学療
法としてのドセタキセル/カルボプラチン（DC）
併用療法の検討 .

	 第 74 回日本産科婦人科学会学術講演会 : 福岡
市 , 2022, [ ポスター発表 ]

43.	 野村秀高
	 子宮体癌：鏡視下手術 .
	 第 74 回日本産科婦人科学会学術講演会 : 福岡

市 , 2022, [ 座長 ]

44.	 金尾祐之
	 子宮頸がんに対する手術療法 .
	 Gynecologic oncology seminar: 東京 , 2022, 

[ 座長 / 講演 ]

45.	 金尾祐之
	 複雑化する婦人科治療 .
	 Gynecologic oncology seminar: 東京 , 2022, 

[ 座長 / 講演 ]

46.	 野村秀高
	 腹腔鏡下悪性腫瘍手術における合併症予防とト

ラブルシューティング .
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	 第 16 回産婦人科低侵襲スキルアップ研究会 : 
Web 開催 , 2022, [ スポンサードレクチャー ]

47.	 村頭温 , ほか
	 他臓器合併切除を含めた悪性腫瘍手術から学ぶ

TLH：最低年次でのダブルライセンス取得を目
指して .

	 第62回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
横浜市+Web開催 , 2022, [ 口述発表 ]

48.	 松本剛史 , ほか
	 腹腔鏡下広汎子宮全摘術時の内側総腸骨・仙骨・

内腸骨リンパ節摘出における直腸授動の有用性
について .

	 第62回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
横浜市+Web開催 , 2022, [ 口述発表 ]

49.	 菅野素子 , ほか
	 腹腔鏡手術におけるカメラ操作の重要性と子宮

マニピュレーターの代わりに用いる補助鉗子の
工夫 .

	 第62回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
横浜市+Web開催 , 2022, [ ワークショップ ]

50.	 野村秀高
	 子宮体癌における腹腔鏡下骨盤リンパ節郭清

術 .
	 第62回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

横浜市 +Web 開催 , 2022, [ セミライブサー
ジェリー ]

51.	 金尾祐之
	 TLH/TLRH差を知り、差を埋める：エキスパー

トと何が違うのか .
	 第62回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

横浜市+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

52.	 金尾祐之
	 腫瘍学的安全性を担保した腹腔鏡下広汎子宮全

摘術 .
	 第62回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

横浜市+Web開催 , 2022, [ ワークショップ ]

53.	 宇津木久仁子 , 内田靖子 , 清水貴子 , 春木聡美 , 
窪田素子 , 藤崎順子

	 がん専門病院における人間ドック .

	 第 63 回日本人間ドック学会学術大会 : 千葉市
+Web開催 , 2022, 

54.	 金尾祐之
	 Gynecologist educational seminar.
	 東京 , 2022, [ 座長 ]

55.	 金尾祐之
	 婦人科がんに対する治療戦略 .
	 尿路性器癌の外科的治療向上を目指す会 : 大阪

市 , 2022, [ 講演 ]

56.	 伏木淳 , ほか
	 HBOCサーベイランスで指摘できた卵巣癌症例

の検討 .
	 第 8 回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演

会 : 新潟市 , 2022, [ 口述発表 ]

57.	 吉満輝行 , ほか
	 ペンブロリズマブにより 1年間腫瘍縮小を維持

したMSI-High 再発子宮頸癌の 1例 .
	 第 8 回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演

会 : 新潟市 , 2022, [ 口述発表 ]

58.	 阿部彰子
	 当院での RRSOからみえたHBOC診療の課題 .
	 第 8 回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演

会 : 新潟市 , 2022, [ 口述発表 ]

59.	 杉山裕子
	 コルポスコピーセミナー：子宮頸部初期病変の

診断と治療における注意点（治療施設の立場か
ら）.

	 第 31 回日本婦人科がん検診学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ 講演 ]

60.	 村頭温 , 野村秀高 , 松本剛史 , 阿部彰子 , 伏木
淳 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 
岡本三四郎 , 尾松公平 , 温泉川真由 , 金尾祐之

	 新型コロナウイルス感染症による子宮頸がん患
者の臨床的背景への影響 .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ ポスター発表 ]
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61.	 松本剛史 , 野村秀高 , 村頭温 , 伏木淳 , 阿部彰
子 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 
岡本三四郎 , 尾松公平 , 温泉川真由 , 金尾祐之

	 子宮頸癌肺転移再発に対する治療法の検討 .
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ 口述発表 ]

62.	 温泉川真由
	 進行卵巣がんに対する薬物療法 .
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ ワークショップ ]

63.	 野村秀高 , 阿部彰子 , 村頭温 , 松本剛史 , 菅野
素子 , 伏木淳 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 尾身牧子 , 
谷川輝美 , 岡本三四郎 , 尾松公平 , 温泉川真由 , 
植木有紗 , 金尾祐之

	 保険収載前後でのRRSO施行例の臨床的背景の
比較 .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ ワークショップ ]

64.	 阿部彰子 , 今井芳枝 , 峯田あゆか , 香川智洋 , 
西村正人 , 生島仁史 , 岩佐武

	 筋肉と栄養状態維持は、子宮頸がん治療におい
て大事です .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ ワークショップ ]

65.	 金尾祐之
	 卵巣がんに対する手術療法 .
	 進行卵巣がんの集学的治療：手技と薬物の両輪

で挑む : 東京 , 2022, [ 講演 ]

66.	 伏木淳
	 うまい子宮悪性腫瘍手術について考える .
	 MITO 婦人科悪性腫瘍セミナー：エキスパート

はどう挑むか？: Web開催, 2022, [口述発表]

67.	 金尾祐之
	 卵巣がんに対する治療戦略 .
	 京都卵巣がんセミナー：手術療法と薬物療法 : 

京都市 , 2022, [ 講演 ]

68.	 金尾祐之	
	 第5回骨盤解剖を紐解く会: 札幌市, 2022, [特

別講演＋デモンストレーター ]

69.	 杉山裕子
	 子宮体癌の診断と内膜細胞診：子宮体癌の診断・

治療アップデート .
	 第 37 回日本女性医学学会学術集会 : 米子市 , 

2022, [ シンポジウム ]

70.	 伏木淳 , 野村秀高 , 阿部彰子 , 美坂聡樹 , 吉満
輝行 , 松本剛史 , 村上温 , 菅野素子 , 青木洋一 , 
根津幸穂 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 
金尾祐之

	 準広汎子宮全摘出術での最適切開ラインをこだ
わる .

	 第 45 回日本産婦人科手術学会 : 金沢市 , 
2022, [ 口述発表 ]

71.	 尾身牧子 , 菅野素子 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 根津
幸穂 , 青木洋一 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 野村
秀高 , 温泉川真由 , 尾松公平 , 金尾祐之

	 卵巣癌腫瘍減量手術における大腸切除の有用性
と安全性についての検討 .

	 第 45 回日本産婦人科手術学会 : 金沢市 , 
2022, [ 口述発表 ]

72.	 野村秀高 , 阿部彰子 , 西野翔悟 , 美坂聡樹 , 吉
満輝行 , 村頭温 , 松本剛史 , 菅野素子 , 伏木淳 , 
青木洋一 , 根津幸穂 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 岡
本三四郎 , 金尾祐之

	 腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清：経腹膜アプ
ローチで大血管の裏まで郭清する .

	 第 45 回日本産婦人科手術学会 : 金沢市 , 
2022, [ 口述発表 ]

73.	 金尾祐之
	 卵巣癌の手術療法と薬物療法 .
	 第 45 回日本産婦人科手術学会 : 金沢市 , 

2022, [ ランチョンセミナー ]

74.	 杉山裕子 , 藤山淳三 , 池畑浩一 , 伊藤崇彦 , 新
田尚 , 杉村武昭 , 山﨑奈緒子 , 山田麻里沙 , 石
井脩平 , 高松学 , 佐藤由紀子 , 千葉知宏 , 阿部
仁 , 河内洋 , 金尾祐之

	 子宮頸部細胞診の精度向上を目的とした 3D画
像を基盤としたAI 支援システムの開発 .

	 第 61 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 仙台市 , 
2022, [ ワークショップ ]
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75.	 美坂聡樹 , 野村秀高 , 村頭温 , 松本剛史 , 阿部
彰子 , 菅野素子 , 伏木淳 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 
尾身牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 尾松公平 , 
温泉川真由 , 金尾祐之

	 子宮内膜細胞診が診断の一助となった子宮原発
びまん性大細胞型B細胞性リンパ腫の 1例 .

	 第 61 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 仙台市 , 
2022, [ ポスター発表 ]

76.	 阿部彰子 , 野村秀高 , 伏木淳 , 尾身牧子 , 岡本
三四郎 , 谷川輝美 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 金子
景香 , 新川裕美 , 幅野愛理 , 箕浦祐子 , 高津美
月 , 植木有紗 , 金尾祐之

	 当院での RRSOからみえたHBOC診療の課題 .
	 日本人類遺伝学会第 67 回大会 : 横浜市 , 

2022, [ 口述発表 ]

77.	 宇津木久仁子
	 コルポスコピー：How to.
	 第 9 回日本婦人科腫瘍学会研修会 : Web 開催 , 

2022, [ 講演 ]

78.	 伏木淳 , 野村秀高 , 阿部彰子 , 吉満輝行 , 松本
剛史 , 菅野素子 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 尾身牧
子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 金尾祐之

	 「子宮悪性腫瘍手術での最適切開ラインをこだ
わる」ためのコンセプト教育 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ ワークショップ ]

79.	 野村秀高 , 阿部彰子 , 伏木淳 , 松本剛史 , 吉満
輝行 , 菅野素子 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 尾身牧
子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 金尾祐之

	 経腹膜アプローチで行う、安全かつ根治性の高
い腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清の手技 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ 一般演題口演 ]

80.	 金尾祐之 , 伏木淳 , 野村秀高 , 岡本三四郎 , 谷
川輝美 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 尾身牧子 , 阿部
彰子 , 菅野素子

	 腹腔鏡下広汎子宮全摘術の位置づけ .
	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 

2022, [ パネルディスカッション ]

81.	 金尾祐之
	 骨盤内視鏡外科：ハードルを踏み倒して進め！
	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 

2022, [ イブニングレクチャー ]

82.	 金尾祐之 , 野村秀高 , 岡本三四郎 , 根津幸穂 , 
谷川輝美 , 尾身牧子 , 青木洋一 , 阿部彰子 , 伏
木淳 , 菅野素子

	 骨盤外科手術に必要な外科解剖：拡大手術、他
臓器合併切除を安全に行うために：婦人科腫瘍
に対する鏡視下骨盤内臓全摘術 .

	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 
2022, [ シンポジウム ]

【頭頸科】
1.	 三谷浩樹 , 渡邉昭仁
	 39 群 合併症 1
	 第 31 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術

講演会 : 大阪市 , 2022, [ 座長 ]

2.	 岩城弘尚 , ほか
	 瞼脂腺癌の耳下腺・頸部リンパ節転移症例の検

討 .
	 第 31 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術

講演会 : 大阪市 , 2022, [ 口述発表 ]

3.	 松居祐樹 , ほか
	 咽頭喉頭全摘・遊離空腸再建術後に移植空腸の

腸間膜リンパ節転移をきたした 3例 .
	 第 31 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術

講演会 : 大阪市 , 2022, [ 口述発表 ]

4.	 檜原浩介 , ほか
	 歯肉、硬口蓋癌に対する予防頸部郭清の検討 .
	 第 31 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術

講演会 : 大阪市 , 2022, [ 口述発表 ]

5.	 神山亮介
	 音声リハビリテーション・永久気管孔用人工鼻

の普及に向けて .
	 Global Postlaryngectomy Rehabilitation 

Academy in Japan: Web 開催 , 2022, [Web
セミナー ]
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6.	 福島啓文
	 音声リハビリテーション：ボイスプロステーシ

ス挿入手術法 .
	 Global Postlaryngectomy Rehabilitation 

Academy in Japan: Web 開催 , 2022, [Web
セミナー ]

7.	 三谷浩樹
	 下咽頭癌
	 第123回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会: 

神戸市 , 2022, [ 座長 ]

8.	 今泉冴恵 , 福島啓文 , 米川博之 , 佐々木徹 , 新
橋渉 , 瀬戸陽 , 神山亮介 , 市川千恭 , 鳥居淳一 , 
垣内晃人 , 檜原浩介 , 岩城弘尚 , 西條幸平 , 松
居祐樹 , 奥田勝也 , 三谷浩樹

	 当院における Provox 留置後症例の検討 .
	 第123回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会: 

神戸市 , 2022, [ 一般演題口演 ]

9.	 新橋渉 , 三谷浩樹 , 米川博之 , 福島啓文 , 佐々
木徹 , 瀬戸陽 , 神山亮介 , 市川千恭 , 鳥居淳一 , 
垣内晃人 , 檜原浩介 , 岩城弘尚 , 西條幸平 , 松
居祐樹 , 今泉冴恵 , 奥田勝也

	 中咽頭癌における放射線治療後の再発・残存病
変に対する救済手術症例の検討 .

	 第123回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会: 
神戸市 , 2022, [ 一般演題口演 ]

10.	 鳥居淳一 , 瀬戸陽 , 米川博之 , 福島啓文 , 佐々
木徹 , 新橋渉 , 神山亮介 , 市川千恭 , 垣内晃人 , 
檜原浩介 , 岩城弘尚 , 西條幸平 , 松居祐樹 , 今
泉冴恵 , 奥田勝也 , 三谷浩樹

	 低悪性度耳下腺癌症例の検討 .
	 第123回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会: 

神戸市 , 2022, [ 一般演題口演 ]

11.	 杉谷巌
	 高リスク甲状腺乳頭癌に対する甲状腺温存によ

る根治切除の長期成績 .
	 第 34 回日本内分泌外科学会総会 : つくば市 , 

2022, [ シンポジウム ]

12.	 三谷浩樹
	 頭頸部癌外科治療の変遷と今後の展望 .
	 第46回日本頭頸部癌学会: 奈良市, 2022, [司

会 ]

13.	 小泉雄 , 新橋渉 , 三谷浩樹 , 福島啓文 , 佐々木
徹 , 瀬戸陽 , 神山亮介 , 市川千恭 , 森田琢磨 , 
鳥居淳一 , 垣内晃人 , 檜原浩介 , 佐藤由紀子

	 舌扁平上皮癌 449 例の治療成績と予後因子に
ついての検討 .

	 第46回日本頭頸部癌学会: 奈良市, 2022, [口
述発表 ]

14.	 森田琢磨 , 佐藤由紀子 , 福島啓文 , 三谷浩樹 , 
佐々木徹 , 新橋渉 , 瀬戸陽 , 小泉雄 , 神山亮介 , 
市川千恭 , 鳥居淳一 , 垣内晃人 , 檜原浩介

	 融合遺伝子を検出した Hyalinizing clear cell 
carcinoma(HCCC)10 症例の臨床的検討 .

	 第46回日本頭頸部癌学会: 奈良市, 2022, [ポ
スター発表 ]

15.	 瀬戸陽 , 新橋渉 , 三谷浩樹 , 福島啓文 , 佐々木
徹 , 小泉雄 , 戸田和寿 , 神山亮介 , 市川千恭 , 
森田琢磨 , 鳥居淳一 , 垣内晃人 , 檜原浩介 , 佐
藤由紀子

	 IMRT、低侵襲切除、拡大切除の適応と境界 .
	 第46回日本頭頸部癌学会: 奈良市, 2022, [シ

ンポジウム ]

16.	 三谷浩樹
	 甲状腺・副甲状腺 2
	 第 73 回日本気管食道学会総会ならびに学術講

演会 : 宜野湾市 , 2022, [ 座長 ]

【整形外科】
1.	 阿江啓介 , 松本嘉寛
	 再建外科の工夫 .
	 第 5 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

京都市+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

2.	 三浪友輔 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 谷澤泰介 , 早
川景子 , 齊藤正徳 , 黒澤紀雄 , 四十物佑介 , 鮫
島基彰

	 浸潤性発育様式を呈する多形肉腫における炎症
性免疫マーカーの役割 .

	 第 5 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 
京都市+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

3.	 岡嶋晃一 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 谷澤泰介 , 早
川景子 , 三浪友輔 , 齊藤正徳 , 小林寛 , 田中栄

	 軟部肉腫における術前後の NLR 変化と予後の
関係 .
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	 第 5 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 
京都市+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

4.	 早川景子 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 三浪友輔 , 齊
藤正徳 , 松本誠一

	 Epithelioid MPNST3 例の治療経験 .
	 第 5 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

京都市+Web開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

5.	 松本誠一
	 骨軟部腫瘍専門医の育成 .
	 第 5 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

京都市+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

6.	 黒澤紀雄 , 松本誠一 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早
川景子 , 三浪友輔 , 齊藤正徳 , 岡嶋晃一 , 四十
物佑介 , 鮫島基彰

	 長管骨骨幹部欠損に対する髄内釘 , 金属メッ
シュおよび骨セメントを組み合わせた再建法の
治療成績 .

	 第 5 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 
京都市+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

7.	 齊藤正徳 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 三
浪友輔 , 黒澤紀雄 , 四十物佑介 , 鮫島基彰 , 松
本誠一 , 吉井俊貴 , 大川淳

	 Li-Fraumeni 症候群疑い患者に対するサーベイ
ランス調査：Surveillance study for suspect-
ed Li-Fraumeni syndrome patients.

	 第 5 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 
京都市+Web開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

8.	 四十物佑介 , 松本誠一 , 阿江啓介
	 腫瘍広範切除 18 年後に肺外転移を示した仙骨

脊索腫の 1例 .
	 第 62 回関東整形災害外科学会 : 東京+Web開

催 , 2022, 

9.	 鮫島基彰 , 阿江啓介 , 四十物祐介 , 黒澤紀雄 , 
岡嶋晃一 , 齊藤正徳 , 三浪友輔 , 早川景子 , 谷
澤泰介 , 松本誠一 , 大川淳

	 経過観察されやすい良性骨腫瘍の病的骨折 .
	 第 62 回関東整形災害外科学会 : 東京+Web開

催 , 2022, 

10.	 松本誠一
	 一般演題ディスカッション .
	 第 43 回静岡骨軟部腫瘍研究会 : 静岡市+Web

開催 , 2022, [ 臨床コメンテーター ]

11.	 Matsumoto, S.
	 Safe surgical margins: Relation with adju-

vant and neoadjuvant modalities.
	 7th BMCON: Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

12.	 三浪友輔 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 谷澤泰介 , 早
川景子 , 齊藤正徳 , 四十物佑介 , 添田沙織 , 清
水湧太

	 浸潤性発育様式を呈する多形肉腫における炎症
性免疫マーカーの役割 .

	 第 95 回日本整形外科学会学術総会 : 神戸市
+Web開催 , 2022, [ 一般演題ポスター ]

13.	 岡嶋晃一 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 谷澤泰介 , 早
川景子 , 三浪友輔 , 齊藤正徳 , 黒澤紀雄 , 小林
寛 , 田中栄

	 浸潤性軟部肉腫における術前後の NLR 変化と
予後の関係 .

	 第 95 回日本整形外科学会学術総会 : 神戸市
+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

14.	 早川景子 , 中村知樹 , 小林寛 , 朴木寛弥 , 松本
嘉寛 , 五木田茶舞 , 相羽久輝 , 筑紫聡 , 阿江啓
介 , 河野博隆

	 日本人における軟部肉腫に対するエリブリン
の有効性と安全性：骨軟部肉腫治療研究会
（JMOG）多施設共同研究 .

	 第 95 回日本整形外科学会学術総会 : 神戸市
+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

15.	 松本誠一
	 がん・運動器疼痛のマネジメントにおける整形

外科医の役割 .
	 第 95 回日本整形外科学会学術総会 : 神戸市

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

16.	 阿江啓介 , 松本誠一 , 川口智義 , 谷澤泰介 , 早
川景子 , 三浪友輔 , 齊藤正徳 , 黒澤紀雄 , 船内
雄生 , 佐藤信吾 , 大川淳

	 骨・軟部肉腫手術の来し方，行く末 .
	 第 95 回日本整形外科学会学術総会 : 神戸市

+Web開催 , 2022, [ 教育研修講演 ]
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17.	 阿江啓介 , 竹中聡
	 骨・軟部腫瘍診療の未来 .
	 第 95 回日本整形外科学会学術総会 : 神戸市

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

18.	 黒澤紀雄 , 松本誠一 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早
川景子 , 三浪友輔 , 齊藤正徳 , 岡嶋晃一 , 四十
物佑介 , 清水湧太

	 長管骨骨幹欠損に対する髄内釘 , 金属メッシュ
および骨セメントを組み合わせた再建法の治療
成績 .

	 第 95 回日本整形外科学会学術総会 : 神戸市
+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

19.	 齊藤正徳 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 三
浪友輔 , 黒澤紀雄 , 松本誠一 , 船内雄生 , 吉井
俊貴 , 大川淳

	 Li-Fraumeni 症候群に対するがんサーベイラン
ス調査 .

	 第 95 回日本整形外科学会学術総会 : 神戸市
+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

20.	 早川景子 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 三浪友輔 , 齊
藤正徳 , 岡嶋晃一 , 黒澤紀雄 , 四十物佑介 , 鮫
島基彰 , 松本誠一

	 胸壁軟部悪性腫瘍の治療成績 .
	 第 55 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : 東京+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

21.	 松本誠一 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 五
木田茶舞 , 澤村千草 , 船内雄生

	 全大腿置換術後の感染への救済策としての ti-
bio-calcaneal turn-up plasty.

	 第 55 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : 東京+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

22.	 松本誠一 , 阿江啓介 , 川口智義
	 骨・軟部腫瘍に興味をもつ若手医師を育てるに

は .
	 第 55 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : 東京+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

23.	 谷澤泰介
	 外科療法 5
	 第 55 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : 東京+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

24.	 阿江啓介 , 松本誠一 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 齊
藤正徳 , 三浪友輔 , 岡嶋晃一 , 川口智義 , 船内
雄生 , 佐藤信吾 , 大川淳

	 四肢軟部肉腫のどのような手術に放射線を適応
すべきか .

	 第 55 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : 東京+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

25.	 阿江啓介 , 小林英介
	 骨・軟部腫瘍医のキャリアパス：次世代育成に

向けて .
	 第 55 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : 東京+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

26.	 鮫島基彰 , 齊藤正徳 , 四十物佑介 , 黒澤紀雄 , 
岡嶋晃一 , 三浪友輔 , 早川景子 , 谷澤泰介 , 阿
江啓介 , 松本誠一 , 大川淳

	 肩甲骨の骨軟骨腫が肋間に嵌入してロッキング
を来した 1例 .

	 第 55 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : 東京+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

27.	 黒澤紀雄 , 松本誠一 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早
川景子 , 三浪友輔 , 齊藤正徳 , 岡嶋晃一 , 四十
物佑介 , 鮫島基彰

	 再発性悪性軟部腫瘍の手術加療による局所制御
率：浸潤型と非浸潤型との比較 .

	 第 55 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : 東京+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

28.	 黒澤紀雄 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 谷澤泰介 , 早
川景子 , 三浪友輔 , 齊藤正徳 , 岡嶋晃一 , 四十
物佑介 , 鮫島基彰 , 大川淳

	 髄内釘および回旋予防プレートと骨セメントを
組み合わせた長管骨骨幹部欠損に対する再建法
の治療成績 .

	 第 55 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : 東京+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

29.	 齊藤正徳 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 船
内雄生 , 三浪友輔 , 黒澤紀雄 , 岡嶋晃一 , 四十
物佑介 , 鮫島基彰 , 松本誠一 , 大川淳

	 骨盤発生悪性腫瘍に対する股関節切除および再
建に関する機能予後の検討 .

	 第 55 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会 : 東京+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]
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30.	 三浪友輔 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 谷澤泰介 , 早
川景子 , 齊藤正徳 , 岡嶋晃一 , 黒澤紀雄 , 四十
物佑介 , 鮫島基彰

	 難治性デスモイドの手術治療 .
	 第 55 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会　 東京+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

31.	 四十物佑介 , 松本誠一 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 
早川景子 , 三浪友輔 , 齊藤正徳 , 岡嶋晃一 , 黒
澤紀雄 , 鮫島基彰 , 大川淳

	 腫瘍広範切除 18 年後に肺外転移を示した仙骨
脊索腫の 1例 .

	 第 55 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会　 東京+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

32.	 岡嶋晃一 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 谷澤泰介 , 早
川景子 , 三浪友輔 , 齊藤正徳 , 黒澤紀雄 , 四十
物佑介 , 鮫島基彰 , 小林寛 , 田中栄

	 80 歳以上の高齢者に発生した軟部肉腫の予後
予測因子 .

	 第 55 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会　 東京+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

33.	 谷澤泰介 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 早川景子 , 三
浪友輔 , 齊藤正徳 , 岡嶋晃一 , 黒澤紀雄 , 四十
物佑介 , 鮫島基彰

	 鼡径部 / 大腿近位部 /殿部発生の軟部肉腫に対
し腫瘍用人工骨頭置換再建を行った症例の検
討 .

	 第 55 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集
会　 東京+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

34.	 Nakada, A., Ae, K., Matsumoto, S., Hayaka-
wa, K., Tanizawa, T., Minami, Y., Saito, M., 
Kurosawa, N., Ariga, S., Kuroda, M., Wada, 
S.

	 Secondary osteosarcoma after treatment 
for childhood leukemia: A case report.

	 第 107 回東京医科歯科大学整形外科集談会 : 
東京 , 2022, [ 一般演題口演 ]

35.	 阿江啓介
	 骨軟部：診断・ガイドライン .
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ 座長 ]

36.	 阿江啓介
	 肉腫の切除縁評価と縮小手術への challenge.
	 第 23 回徳島整形外科フォーラム : 徳島市 , 

2022, [ 特別講演 ]

37.	 齊藤正徳 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 三
浪友輔 , 黒澤紀雄 , 松本誠一 , 瀬川裕子 , 船内
雄生 , 大川淳

	 多発性骨軟骨腫症より発生した二次性軟骨肉腫
の治療 .

	 第 34 回日本整形外科学会骨系統疾患研究会 : 
横浜市 , 2022, [ 一般演題口演 ]

【泌尿器科】
1.	 駒井好信
	 泌尿器科標準手術と領域横断拡大手術における

尿瘻発生とその対応 .
	 第 47回日本外科系連合学会学術集会 : 盛岡市 , 

2022, [ パネルディスカッション ]

2.	 山本真也
	 泌尿器科領域のロボット支援下手術の実際と今

後の課題 .
	 第 53 回東京ストーマリハビリテーション研究

会 : 東京 , 2022, [ 教育講演 ]

3.	 湯浅健
	 エビデンスから考える転移性前立腺癌治療：1） 

TITAN 試験から考えるmCSPC 治療選択に関
して .

	 第 81 回日本癌学会学術総会 : 横浜市 , 2022, 
[ ランチョンセミナー ]

4.	 駒井好信 , 小川明 , 小林英津子 , 富岡穣 , 伊藤
雅昭 , 米瀬淳二

	 ロボット支援前立腺全摘における “必要十
分” な骨盤リンパ節郭清を目指した手技と
m0CRPC 治療のリアルワールドデータ .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ 学術セミナー ]

5.	 米瀬淳二 , 柴田康博
	 膀胱腫瘍 2
	 第 87回日本泌尿器科学会東部総会 : 軽井沢市 , 

2022, [ 座長 ]
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6.	 駒井好信 , 小川明 , 小林英津子 , 富岡穣 , 伊藤
雅昭 , 米瀬淳二

	 En bloc TURBT の簡便化を目指した経尿道的
two-arm切除デバイスの開発 .

	 第 36 回日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会
総会 : 神戸市 , 2022, [ 総会賞ビデオ ]

7.	 駒井好信
	 ロボット支援腎部分切除におけるソフト凝固止

血の適応と限界について .
	 第 35 回日本内視鏡外科学会総会 : 名古屋市 , 

2022, [ ワークショップ ]

【血液腫瘍科】
1.	 丸山大
	 Recent advances in targeted therapy for 

B-cell malignancies.
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ 司会 ]

2.	 丸山大
	 Treatment strategy of relapse/refractory 

follicular lymphoma.
	 第 44 回日本造血・免疫細胞療法学会総会 : 横

浜市+Web開催, 2022, [ランチョンセミナー]

3.	 丸山大
	 JCOGにおける多発性骨髄腫に対する臨床試験：

Clinical trials for multiple myeloma in Japan 
Clinical Oncology Group.

	 第 47 回日本骨髄腫学会学術集会 : 岐阜市
+Web開催 , 2022, [ 特別シンポジウム ]

4.	 瓜生英樹 , 西村倫子 , 三嶋裕子 , 石原優子 , 城
内優子 , 丹羽美香子 , 丸山大

	 高リスク染色体異常を有する多発性骨髄腫に
おける G染法での複雑核型の予後への影響：
Accompanying with additional complex 
karyotype by G-banding is a poor prognos-
tic factor in patients with multiple myeloma 
with high-risk cytogenetics.

	 第 47 回日本骨髄腫学会学術集会 : 岐阜市
+Web開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

5.	 丸山大
	 DLBCL の治療 .
	 第 62 回日本リンパ網内系学会総会 : 川越市 , 

2022, [ 教育セミナー ]

6.	 丸山大 , 山本一仁 , 加藤光次 , 石川隆之 , 福原
規子 , 照井康仁 , 崔日承 , 大久保澄子 , 小川夏
実 , 西村素子 , Chyla, B., Sun, Y., 伊豆津宏二

	 Venetoclax 治療を受けた再発又は難治性の慢
性リンパ性白血病を有する日本人患者における
MRD測定 .

	 第 62 回日本リンパ網内系学会総会 : 川越市 , 
2022, [ ポスター発表 ]

7.	 朝井洋晶 , 畠清彦
	 プロテアソーム阻害薬投与中の心機能評価 .
	 第 5 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : Web 開

催 , 2022, [ 講演 ]

8.	 丸山大
	 Mantle cell lymphoma：From the past to 

today’ s standards.
	 第 84 回日本血液学会学術集会 : 福岡市 , 

2022, [ 座長 ]

9.	 丸山大
	 骨髄腫：臨床研究 1
	 第 84 回日本血液学会学術集会 : 福岡市 , 

2022, [ 座長 ]

10.	 山内寛彦
	 DLBCL：合併症
	 第 84 回日本血液学会学術集会 : 福岡市 , 

2022, [ 座長 ]

【総合腫瘍科】
1.	 仲野兼司
	 骨軟部領域に対する薬物療法専門家の育成・普

及に関する課題 .
	 第 5 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

京都市+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

2.	 髙橋俊二
	 悪性軟部腫瘍に対する薬物療法 up date.
	 第 5 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

京都市+Web開催 , 2022, [ 座長 ]
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3.	 髙橋俊二
	 肉腫領域におけるがんゲノム医療：NTRK融合

遺伝子を含めて .
	 第 5 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

京都市+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

4.	 佐藤靖祥 , 瀬戸陽 , 小林由香利 , 長岡孝治 , 仲
野兼司 , 佐藤由紀子 , 神山亮介 , 新橋渉 , 佐々
木徹 , 福島啓文 , 米川博之 , 髙橋俊二 , 三谷浩
樹 , 垣見和宏

	 統合的免疫ゲノム解析に基づく頭頸部癌の新規
免疫学的分類 .

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ 口述発表 ]

5.	 友松純一
	 希少がん・原発不明がん .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ 司会 ]

6.	 宇田川翔平 , 福田直樹 , 佐藤靖祥 , 藤原裕 , 王
暁斐 , 林直美 , 仲野兼司 , 大木遼佑 , 浦崎哲也 , 
須藤洋崇 , 大本晃弘 , 小野麻紀子 , 友松純一 , 
利安隆史 , 三谷浩樹 , 髙橋俊二

	 The mGPS is a potential predictor for early 
recurrences in patients with HNSCC who 
underwent chemoradiotherapy.

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ 口述発表 ]

7.	 小野麻紀子 , 徳留ほなみ
	 乳腺 2（基礎研究・バイオマーカー）.
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ 司会 ]

8.	 林直美 , 深田一平 , 大本晃弘 , 細永真理 , 王暁
斐 , 山崎真澄 , 植木有紗 , 清谷一馬 , 外岡暁子 , 
竹内賢吾 , 森誠一 , 髙橋俊二

	 Nutritional evaluation in patients with com-
prehensive genomic profiling.

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ 口述発表 ]

9.	 温泉川真由
	 HBOC診療の現状と課題：婦人科診療の立場か

ら .

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

10.	 温泉川真由
	 子宮頸癌・子宮体癌の新規治療選択肢 .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ 教育講演 ]

11.	 福田直樹 , 大場彬博 , 能澤一樹
	 Outstanding young researchers from 

Asia-Pacific countries.
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ ディスカッサント ]

12.	 髙橋俊二 , George, S.
	 悪性軟部腫瘍に対する薬物療法の進歩と治療開

発 .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ 司会 ]

13.	 Sato, Y., Kobayashi, Y., Nagaoka, K., Oku-
mura, Y., Yagi, K., Yamashita, H., Kakimi, K., 
Sato, Y.

	 Biomarkers by integrative immunogenomic 
analysis before and after nivolumab in gas-
tric cancer.

	 第94回日本胃癌学会総会: 横浜市+Web開催, 
2022, [ シンポジウム ]

14.	 大本晃弘 , 髙橋俊二
	 褐色細胞腫・パラガングリオーマに対する治療

の現状と治療標的の探索 .
	 第 26 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 

金沢市 , 2022, [ ポスター発表 ]

15.	 髙橋俊二
	 抗体医薬品の進歩 .
	 第 26 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 

金沢市 , 2022, [ 講演 ]

16.	 須藤洋崇 , ほか
	 常染色体優性多発性嚢胞腎と膀胱癌の合併例 .
	 第 28 回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 岡山市

+Web開催 , 2022, [ ポスター発表 ]
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17.	 髙橋俊二
	 甲状腺がん治療における最新の知見 .
	 第46回日本頭頸部癌学会: 奈良市, 2022, [司

会 ]

18.	 仲野兼司
	 Sarcoma
	 Best of ASCO 2022 in Japan: Web開催 , 2022, 

19.	 小野麻紀子
	 HER2 陽性乳癌におけるチロシンキナーゼ阻害

薬の開発 .
	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2022, [ シンポジウム ]

20.	 髙橋俊二
	 がんの骨転移関連疾患とそのマネージメン

ト：がん治療関連骨減少症（Cancer Treat-
ment-induced Bone Loss）：現状と治療 .

	 第 40 回日本骨代謝学会学術集会 : 岐阜市 , 
2022, [ シンポジウム ]

21.	 佐藤靖祥 , 羽山ブライアン , 大野真司 , 髙橋俊
二

	 Changes in treatment behavior during the 
COVID-19 pandemic among patients at a 
cancer hospital：COVID-19 パンデミック下
でのがん専門病院におけるがん患者の受療行動
の変化 .

	 第 81 回日本癌学会学術総会 : 横浜市 , 2022, 
[ 口述発表 ]

22.	 浦崎哲也 , ほか
	 EP（VP-16 ＋ CDDP）含有レジメンを施行し

た前立腺神経内分泌癌 16 例の有効性および安
全性の後方視的検討 .

	 日本泌尿器腫瘍学会第 8回学術集会 : 神戸市
+Web開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

23.	 小野麻紀子 , 青木洋一 , 横井麻珠美 , 大島淑夫 , 
厚坊浩史 , 飯沼亮介 , 森安真優 , 長﨑礼子 , 床
知恵子 , 濱口恵子 , 中村美穂 , 宇津木久仁子 , 
片岡明美 , 高野利実 , 渡邊雅之

	 多職種のためのがんサバイバーシップに関する
教育プログラム .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ シンポジウム ]

24.	 温泉川真由
	 Efficacy and safety of trastuzumab deruxte-

can in HER2-expressing uterine carcinosar-
coma: Multicenter phase II investigator-ini-
tiated trial （STATICR TRIAL, NCCH1615）.

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ ディスカッサント ]

25.	 髙橋俊二 , Alexander, D., David, S. H., Van-
Tilburg, C. M., Francois, D., Tan, D. S. 
W., Kummar, S., Lin, J. J., Mcdermott, R., 
Norenberg, R., Fellous, M., Brega, N., Xu, 
R., Laetsch, T., Shen, L.

	 TRK 融合がん患者の統合解析におけるラロトレ
クチニブの長期有効性・安全性結果 .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市
+Web開催 , 2022, [ 講演 ]

【皮膚腫瘍科】
1.	 西澤綾
	 皮膚癌
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ 教育講演 ]

2.	 吉野公二 , 日浦梓 , 上原治朗 , 北野滋久
	 肺腫瘍血栓性微小血管症（PTTM）が疑われた

乳房外パジェット病の 1例 .
	 日本皮膚科学会東京支部第 901 回東京地方会 : 

Web 開催 , 2022, [ 一般演題 ]

3.	 日浦梓 , 上原治朗 , 北野滋久 , 吉野公二
	 進行期眼瞼外脂腺がん 3例に対するプラチナ製

剤+5-FU を用いた全身療法の検討 .
	 日本皮膚科学会東京支部第 901 回東京地方会 : 

Web 開催 , 2022, [ 一般演題 ]

4.	 西澤綾 , 武田孝一 , 浦崎哲也 , 小野麻紀子 , 望
月俊明 , 志賀太郎 , 古川孝広 , 髙橋俊二 , 北野
滋久 , 友松純一

	 ペニシリン系抗生剤を投与した免疫チェックポ
イント阻害薬投与患者に生じた重症薬疹 .

	 第 7 回日本がんサポーティブケア学会学術集
会 : 下関市 , 2022, [ ポスター発表 ]

5.	 上原治朗 , 日浦梓 , 北野滋久 , 吉野公二
	 ニボルマブ・イピリムマブ併用治療後に嚥下障

害をきたした食道悪性黒色腫の 1例 .
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	 第 38 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 : 弘前
市 , 2022, [ ワークショップ ]

6.	 上原治朗 , 日浦梓 , 北野滋久 , 吉野公二
	 悪性黒色腫センチネルリンパ節生検陽性症例の

臨床転帰に関する検討 .
	 第 38 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 : 弘前

市 , 2022, [ 一般演題 ]

7.	 前田拓哉 , 上原治朗 , 北野滋久 , 吉野公二
	 センチネルリンパ節生検は乳房外 Paget 病の予

後を予測する .
	 第 38 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 : 弘前

市 , 2022, [ 一般演題 ]

8.	 前田拓哉 , 上原治朗 , 北野滋久 , 吉野公二
	 抗 PD-1 抗体 / 抗 CTLA-4 抗体併用療法で治療

した悪性黒色腫患者における早期奏効判定の意
義の検証 .

	 第 38 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 : 弘前
市 , 2022, [ 一般演題 ]

9.	 吉野公二 , 竹之内辰也
	 irAE ワークショップ .
	 第 38 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 : 弘前

市 , 2022, [ 座長 ]

10.	 吉野公二
	 進行期メラノーマにおける複合免疫療法の価値

とは：基礎と臨床からのアプローチ .
	 第 38 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 : 弘前

市 , 2022, [ 座長 ]

11.	 日浦梓 , 上原治朗 , 北野滋久 , 吉野公二
	 脳軟膜原発悪性黒色腫を発症した神経皮膚黒色

症の 1例 .
	 第 38 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 : 弘前

市 , 2022, [ 一般演題 ]

12.	 日浦梓 , 上原治朗 , 北野滋久 , 吉野公二
	 遠隔転移を生じた乳房外 Paget 病の治療選択に

ついて .
	 第 38 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 : 弘前

市 , 2022, [ 一般演題 ]

13.	 吉野公二
	 進行期 BRAF陽性メラノーマの治療経験から伝

えたいこと .
	 第 121 回日本皮膚科学会総会 : 京都市+Web

開催 , 2022, [ ランチョンセミナー ]

14.	 日浦梓 , 前田拓哉 , 上原治朗 , 吉野公二
	 悪性黒色腫におけるNivo+Ipi 併用療法の適正

投与回数の検討：早期腫瘍効果と SAE を踏ま
えた考察 .

	 第 121 回日本皮膚科学会総会 : 京都市+Web
開催 , 2022, [ 口述発表 /ポスター発表 ]

15.	 上原治朗 , 日浦梓 , 北野滋久 , 吉野公二
	 転移性悪性黒色腫と胃GIST の同時性二重癌に

対して Nivolumab/Ipilimumab を使用した 1
例 .

	 第 902 回日本皮膚科学会東京支部合同臨床地
方会 : Web 開催 , 2022, [ 一般演題 ]

16.	 吉野公二
	 日本人に適した BRAF 遺伝子変異陽性メラノー

マの治療を考える .
	 日本皮膚科学会愛媛地方会第 75 回学術大会 : 

松山市 , 2022, [ 座長 ]

17.	 吉野公二
	 ニボルマブ投与により長期生存を来している脈

絡膜悪性黒色腫の 1例 .
	 日本皮膚科学会第 37 回島根地方会 : 出雲市

+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

18.	 上原治朗
	 BRAF 陽性melanoma の術後補助療法の考え

方・使い方 .
	 第 37 回日本皮膚外科学会総会・学術集会 : 川

崎市+Web開催, 2022, [ランチョンセミナー]

19.	 吉野公二
	 副腎転移からの出血にタフィンラー＋メキニス

ト併用療法を行った大腿悪性黒色腫の 1例 .
	 日本皮膚科学会東京支部第 903 回東京地方会 : 

東京 , 2022, [ 一般演題 ]

20.	 日浦梓 , 吉村有彩 , 上原治朗 , 吉野公二 , 北野
滋久

	 前額部に生じた隆起性皮膚線維肉腫の 1例 .
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	 日本皮膚科学会東京支部第 903 回東京地方会 : 
東京 , 2022, [ 発表形式不明 ]

21.	 吉野公二
	 皮膚がん
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ 教育セッション ]

22.	 上原治朗 , 吉村有彩 , 日浦梓 , 北野滋久 , 吉野
公二

	 卵巣成熟嚢胞奇形腫から発生した悪性黒色腫の
1例 .

	 第 73 回日本皮膚科学会中部支部学術大会 : 富
山市 , 2022, [ 一般演題 ]

23.	 日浦梓 , 上原治朗 , 北野滋久 , 吉野公二
	 進行期アポクリン腺がんに対するドセタキセル

の有用性について .
	 第 74 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 : 久

留米市+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

24.	 上原治朗 , 吉村有彩 , 日浦梓 , 北野滋久 , 吉野
公二

	 硬化性苔癬から生じた外陰部有棘細胞癌に放射
線治療を施行した 1例 .

	 第 903 回日本皮膚科学会東京支部東京地方会 : 
Web 開催 , 2022, [ 一般演題 ]

25.	 上原治朗 , 日浦梓 , 北野滋久 , 吉野公二
	 センチネルリンパ節生検陰性悪性黒色腫の臨床

経過のまとめ .
	 第 86 回日本皮膚科学会東京支部学術大会 : 東

京+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

26.	 上原治朗 , 日浦梓 , 北野滋久 , 吉野公二
	 転移性病変の鑑別にMRI が有用だった二重癌

罹患悪性黒色腫の 2例 .
	 第 86 回日本皮膚科学会東京支部学術大会 : 東

京 , 2022, [ 一般演題 ]

27.	 吉野公二
	 メラノーマの最新治療戦略：本邦と欧米の異な

る点に注意 .
	 第 86 回日本皮膚科学会東京支部学術大会 : 東

京 , 2022, [ アフタヌーンセミナー ]

28.	 吉野公二
	 頭部血管肉腫の治療：過去・現在・未来 .
	 第 86 回日本皮膚科学会東京支部学術大会 : 東

京 , 2022, [ シンポジウム ]

29.	 日浦梓 , 上原治朗 , 北野滋久 , 吉野公二
	 Multiple primary melanomaの 1例 .
	 第 86 回日本皮膚科学会東京支部学術大会 : 東

京 , 2022, [ 一般演題 ]

30.	 日浦梓 , 上原治朗 , 北野滋久 , 吉野公二
	 汗孔癌 29例の治療経過について .
	 第 86 回日本皮膚科学会東京支部学術大会 : 東

京 , 2022, [ 一般演題 ]

31.	 上原治朗 , 吉村有彩 , 日浦梓 , 北野滋久 , 吉野
公二

	 化学放射線治療後に急性骨髄性白血病を発症し
た肛門部有棘細胞癌の 1例 .

	 第 904 回日本皮膚科学会東京支部東京地方会 : 
Web 開催 , 2022, [ 一般演題 ]

【総合診療部】
1.	 志賀太郎
	 がん関連 VTE 治療に関する最新の知見から：

今後の臨床がどう変わるか .
	 第 8 回日本臨床外科学会 宮城県支部総会 : 仙

台市 , 2022, [ 特別講演 ]

2.	 志賀太郎
	 がん関連血栓症の治療と予防の Up to Date：

DOAC およびその他の抗凝固薬のマネジメン
ト .

	 第 16 回日本血栓止血学会 SSC シンポジウム : 
Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

3.	 志賀太郎
	 がん関連静脈血栓塞栓症の抗凝固療法の今後の

展望 .
	 第 86 回日本循環器学会学術集会 : Web 開催 , 

2022, [ ランチョンセミナー ]

4.	 親川拓也 , 海老原文 , 志賀太郎
	 Cancer patients require appropriate fol-

low-up and treatment for deep vein throm-
bosis composed of organizing thrombosis.
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	 第 86 回日本循環器学会学術集会 : Web 開催 , 
2022, [ ポスター発表 ]

5.	 北澤公
	 脂質異常症治療Update：糖尿病患者における

心血管イベントの残存リスク低減を目指して .
	 神奈川区医師会レクチャー講演会 : 横浜市 , 

2022, [ 特別講演 ]

6.	 志賀太郎
	 腫瘍循環器総論 ：最近の知見から .
	 第 14 回日本がん薬剤学会学術大会 : 東京 , 

2022, [ ランチョンセミナー ]

7.	 志賀太郎
	 Onco-Cardiology （腫瘍循環器）.
	 第 7 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : 下関市 , 2022, [ ファシリテーター ]

8.	 志賀太郎
	 がんサポーティブケアにおける「CTRCD」の

実際と課題 .
	 第 7 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : 下関市 , 2022, [ 講演 ]

9.	 福満雅史 , 有安亮 , 望月俊明 , 武田孝一 , 小野
麻紀子 , 親川拓也 , 海老原文 , 西澤綾 , 友松純
一 , 古川孝広 , 北野滋久 , 志賀太郎

	 免疫チェックポイント阻害薬による免疫関連有
害事象心筋炎の診断に心臓MRI が有用であっ
た一例 .

	 第 7 回日本がんサポーティブケア学会学術集
会 : 下関市 , 2022, [ ポスター発表 ]

10.	 親川拓也 , ほか
	 日本人のがん関連静脈血栓塞栓症におけるアピ

キサバンによる消化管出血の検討 .
	 第 7 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : 下関市 , 2022, [ ポスター発表 ]

11.	 志賀太郎
	 放射線治療関連心筋・心膜疾患について .
	 第 5 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : Web 開

催 , 2022, [ シンポジウム ]

12.	 志賀太郎
	 腫瘍循環器における不整脈 .
	 第 5 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : Web 開

催 , 2022, [ ランチョンセミナー ]

13.	 志賀太郎
	 腫瘍循環器医とメディカルスタッフとの関係 .
	 第 5 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : Web 開

催 , 2022, [ シンポジウム ]

14.	 志賀太郎
	 放射線治療医が知っておくべきOnco-Cardiol-

ogy の最新知見 .
	 第 35回日本放射線腫瘍学会学術集会 : 広島市 , 

2022, [ 講演 ]

15.	 志賀太郎
	 がん薬物療法、あるいはがんの存在自体により

もたらされる心臓・血管合併症 .
	 第 43 回日本臨床薬理学会学術総会 : 横浜市 , 

2022, [ シンポジウム ]

16.	 志賀太郎
	 つなげよう、つながろう、基礎と臨床、がんと

循環器、それ全て腫瘍循環器：がん関連血栓症
のマネジメント .

	 第 43 回日本臨床薬理学会学術総会 : 横浜市 , 
2022, [ 教育講演 ]

17.	 志賀太郎
	 がんと血栓症：血栓症を見たらがんを疑う？

知って得する血栓のおはなし .
	 世界血栓症デー 2022 市民公開講座・大阪大会 : 

Web 開催 , 2022, [ 講演・討論 ]

18.	 武田孝一 , 栁谷典子
	 免疫関連有害事象として発症した乾癬性関節炎

に対し、グセルクマブを使用した一例 .
	 第 32 回日本リウマチ学会関東支部学術集会 : 

東京 , 2022, [ 口述発表 ]
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【麻酔科】
1.	 寺嶋克幸
	 心停止の原因を探る POCUS：麻酔科医の年齢

は POCUS能力に影響するか？
	 第34回日本老年麻酔学会: 田辺市, 2022, [一

般演題 ]

2.	 横田美幸
	 鎮静に関する診療報酬：現状と今後の展望 .
	 第 49回日本集中治療医学会学術集会 : 仙台市 , 

2022, [ パネルディスカッション ]

3.	 見市光寿 , 望月俊明 , 風戸拓也 , 内堀健 , 武田
孝一 , 寺嶋克幸

	 重症 COVID-19 肺炎の経過中に MSSA 肺炎、
両側気胸を合併した 1例 .

	 第 49回日本集中治療医学会学術集会 : 仙台市 , 
2022, [ ポスター発表 ]

4.	 横田美幸
	 内視鏡鎮静下の呼吸モニタリング
	 第 103 回日本消化器内視鏡学会総会 : 京都市 , 

2022, [ 司会 ]

5.	 井上浩太 , 平島潤子 , 石川晴士 , 広山万希子 , 
横田美幸 , 寺嶋克幸

	 異なる婦人科腫瘍における術前深部静脈血栓症
（deep vein thrombosis:DVT）の検討：特に
子宮頸がんにおける予測因子 D-dimer につい
て .

	 日本麻酔科学会第 69 回学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ ポスター発表 ]

6.	 寺嶋克幸 , 藤野裕士
	 診療報酬改定 2022 を考える .
	 日本麻酔科学会第 69 回学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ 座長 ]

7.	 横田美幸 , 原哲也
	 手術室・ICU以外での安全な鎮静を達成するた

めに：安全な鎮静のプラクティカルガイド改定
と麻酔科医の役割 .

	 日本麻酔科学会第 69 回学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ 座長 / シンポジウム ]

8.	 横田美幸
	 次回改定に向けての戦略：外保連麻酔試案の意

義 .
	 日本麻酔科学会第 69 回学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ シンポジウム ]

9.	 楠田崇史 , 千々和優介 , 蛯名稔明 , 寺嶋克幸
	 1 型糖尿病ならびに重症 2型糖尿病に対して術

中ブドウ糖 -インスリン -カリウム溶液を投与
しコントロールを行った症例 .

	 第 62 回日本麻酔科学会関東甲信越地方会 : 東
京 , 2022, [ ポスター発表 ]

10.	 升田茉莉子 , 寺嶋克幸 , 横田美幸
	 テストドーズ投与時は所見がなかったが術後硬

膜外カテーテルくも膜下迷入により運動障害を
きたした 1症例 .

	 日本臨床麻酔学会第 42 回大会 : 京都市 , 
2022, [ 口述発表 ]

11.	 寺嶋克幸
	 周術期管理 4
	 日本臨床麻酔学会第 42 回大会 : 京都市 , 

2022, [ 座長 ]

12.	 横田美幸
	 消化器内視鏡検査・処置における鎮静管理 .
	 第 115 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2022, [ ランチョンセミナー ]

【腫瘍精神科】
1.	 清水研
	 がん医療に携わる看護師のワークライフバラン

スとメンタルヘルス：患者・家族に寄り添い続
けるために必要なこと .

	 第 36 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催, 2022, [パネルディスカッション]

2.	 清水研
	 リエゾン精神科医が直面する倫理的課題：生命

を脅かす疾患の治療を拒否する患者へのアプ
ローチ .

	 第 118 回日本精神神経学会学術総会 : 福岡市
+Web開催 , 2022, [ ワークショップ ]
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3.	 秋月晶子
	 当院（東京都がん診療連携拠点病院）の緩和ケ

ア外来の現状と課題 .
	 第 27 回日本緩和医療学会学術大会 : 神戸市 , 

2022, [ 講演 ]

4.	 厚坊浩史
	 公認心理師における患者とその家族への支援 .
	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催, 2022, [メディカルスタッフセッション]

5.	 清水研
	 命の危機と向き合う患者に寄り添う：医療者が

患者と対話をするために知っておきたいこと .
	 第30回日本健康教育学会学術大会: Web開催, 

2022, [ 教育講演 ]

6.	 清水研
	 がんとこころ：苦悩する患者にどのように医療

者は向き合うのか .
	 第 55 回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集

会 : 東京+Web開催 , 2022, [ 特別講演 ]

7.	 厚坊浩史
	 寄り添いハラスメント .
	 第 35 回日本サイコオンコロジー学会総会 : 東

京 , 2022, [ 座長 ]

8.	 大島淑夫 , 岩満優美
	 うまくいかない多職種連携について考える：感

情に焦点を当てて .
	 第 35 回日本サイコオンコロジー学会総会 : 東

京 , 2022, [ 座長 ]

9.	 厚坊浩史 , 萩倉美奈子
	 知りたい！あの先生のキャリアパス！
	 第 35 回日本総合病院精神医学会総会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

10.	 厚坊浩史 , 花村温子
	 誕生 5周年を迎える公認心理師の総合病院にお

ける活用とその課題 .
	 第 35 回日本総合病院精神医学会総会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

11.	 清水研
	 こころとアート 2.
	 第 35 回日本総合病院精神医学会総会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

12.	 清水研
	 ひとが集まる魅力ある学会づくり .
	 第 35 回日本総合病院精神医学会総会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

13.	 清水研
	 生と死に向き合うこと .
	 第 35 回日本総合病院精神医学会総会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ 会長講演 ]

14.	 清水研
	 難治性がん患者・家族の心理を知る：医療者が

適切に向き合うために .
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ イブニングセミナー ]

15.	 清水研
	 がん患者・家族のこころ：明日からの診療に役

立つケアのコツ .
	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2022, [ 特別講演 ]

【形成外科】
1.	 Yano, T.
	 Flaps vs Implants ！
	 Best of SABCS Shenzhen 2022: Shenzhen, 

China, 2022, [ シンポジウム ]

2.	 Karakawa, R.
	 Versatility of profunda artery perforator 

（PAP） flap：Safe elevation technique, and 
application to sarcoma reconstruction.

	 203rd International Microsurgery Club We-
binar: Web 開催 , 2022, [ 招待講演 ]

3.	 矢野智之
	 層を意識することで簡単になる DIEP flap の

step by step harvesting!
	 第 27 回日本形成外科手術手技学会 : 千葉市 , 

2022, [ ビデオシンポジウム ]
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4.	 矢野智之 , 辛川領 , 布施佑馬 , 前田恵里沙 , 山
田真由香 , 末貞伸子 , 倉元有木子 , 宮下宏紀 , 
吉松英彦 , 辻英貴

	 Hughes flap と Swing skin flap による機能的
下眼瞼再建 .

	 第 33 回日本眼瞼義眼床手術学会 : 大阪市 , 
2022, [ 一般演題口演 ]

5.	 Fuse, Y., Yoshimatsu, H., Karakawa, R., 
Yano, T.

	 Lymph-venous anastomosis for breast can-
cer related lymphoedema after docetaxel-
based chemotherapy.

	 第 65 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 大
阪市 +Web 開催 , 2022, [International Ses-
sion 11: 一般演題口演 ]

6.	 Karakawa, R.
	 Free flap transfer for the defect after pos-

terior trunk sarcoma resection.
	 第 65 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 大

阪市+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

7.	 Nakatsuka, K., Fuse, Y., Karakawa, R., 
Yano, T., Yoshimatsu, H.

	 Comparing seroma formation rate after 
harvest of the abdominal flaps in autolo-
gous breast reconstruction.

	 第 65 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 大
阪市+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

8.	 Yano, T., Fuse, Y., Karakawa, R., Nakatsu-
ka, K., Yoshimatsu, H., Suesada, N.

	 Full-thickness eyelid “Like with Like” re-
construction using a combined Hughes flap 
and swing skin flap.

	 第 65 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 大
阪市+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

9.	 中塚健吾 , 布施佑馬 , 吉松英彦 , 伊波幸輝 , 前
田恵理沙 , 山田真由香 , 辛川領 , 山本真魚 , 末
貞伸子 , 倉元有木子 , 宮下宏紀 , 矢野智之

	 浅系・深系遊離腹部皮弁による乳房再建後の漿
液腫の比較 .

	 第 65 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 大
阪市+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

10.	 伊波幸輝
	 表在静脈（SIEV）が優位ドレナージ静脈と思

われたDIEP flap の 1例 .
	 第 65 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 大

阪市+Web開催 , 2022, [ 一般オンデマンド発
表 ]

11.	 前田恵里沙 , 宮下宏紀 , 矢野智之 , 吉松英彦 , 
末貞伸子 , 辛川領 , 布施佑馬 , 倉元有木子

	 Stacked PAP を用いて片側乳房再建を行った 3
症例の検討 .

	 第 65 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 大
阪市+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

12.	 宮下宏紀 , 矢野智之 , 倉元有木子 , 吉松英彦 , 
末貞伸子 , 辛川領 , 山本真魚 , 前田恵里沙

	 HBOC診療保険適応をうけて正中分割腹部皮弁
による両側乳房再建の現況 .

	 第 65 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 大
阪市+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

13.	 宮下宏紀
	 子育ても仕事も諦めない！ハイボリュームがん

病院形成外科医のトリセツ .
	 第 65 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 大

阪市+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

14.	 矢野智之
	 DIEP flap を使い尽くす：エコー、ICG の活用

から両側再建、予防切除同時再建まで .
	 第 65 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 大

阪市+Web開催 , 2022, [ 講演 ]

15.	 辛川領 , 吉松英彦 , 布施佑馬 , 倉元有木子 , 末
貞伸子 , 宮下宏紀 , 秋田恵一 , 矢野智之

	 背部悪性軟部腫瘍の再建戦略：遊離 vs 有茎皮
弁の治療成績の比較および背部レシピエント血
管の解剖的研究 .

	 第 65 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 大
阪市+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

16.	 辛川領 , 吉松英彦 , 布施佑馬 , 倉元有木子 , 末
貞伸子 , 宮下宏紀 , 矢野智之

	 超高周波超音波の形成再建外科への応用 .
	 第 65 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 大

阪市+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]
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17.	 鄭和卿 , 宮下宏紀 , 矢野智之 , 吉松英彦 , 倉元
有木子 , 末貞伸子 , 辛川領 , 山本真魚

	 RRSO を施行する HBOC 症例における腹部皮
弁による両側乳房再建と臍壊死の関係 .

	 第 65 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 大
阪市+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

18.	 宮下宏紀
	 BIA-ALCL を経た上でのがん研有明病院におけ

る人工物再建の現状 .
	 乳房再建について考える会: 2022, [招待講演]

19.	 Karakawa, R.
	 Emerging new imaging techniques, recon-

struction strategy planning using ultra high 
frequency ultrasound.

	 4th Congress of Imaging in Reconstructive 
Microsurgery: Cancun, Mexico, 2022, [ シン
ポジウム ]

20.	 Karakawa, R.
	 Imaging for perforator flaps technique ori-

entation：How to do and read, breast re-
construction.

	 4th Congress of Imaging in Reconstructive 
Microsurgery: Cancun, Mexico, 2022, [ シン
ポジウム ]

21.	 Karakawa, R., Yano, T., Yoshimatsu, H., 
Akita, K.

	 An anatomical study of posterior trunk 
recipient vessels, and comparisons of 
outcome following pedicled and free flap 
transfers for treatment of sarcoma in the 
posterior trunk.

	 11th Congress of World Society for Recon-
structive Microsurgery: Cancun, Mexico, 
2022, [ 一般演題口演 ]

22.	 Karakawa, R., Yano, T., Yoshimatsu, H., 
Fuse, Y.

	 Immediate tendon transfer for functional 
reconstruction of a dorsal forearm defect 
after sarcoma resection.

	 11th Congress of World Society for Recon-
structive Microsurgery: Cancun, Mexico, 
2022, [E- ポスター ]

23.	 Karakawa, R., Yoshimatsu, H., Fuse, Y., 
Yano, T.

	 Suture-stent technique for a lymphaticove-
nular bypass.

	 11th Congress of World Society for Recon-
structive Microsurgery: Cancun, Mexico, 
2022, [ 一般演題口演 ]

24.	 Yano, T., Karakawa, R., Nakatsuka, K., 
Yoshimatsu, H.

	 Outcome after an urgent anastomotic revi-
sion surgery of abdominally.

	 11th Congress of World Society for Recon-
structive Microsurgery: Cancun, Mexico, 
2022, [ 発表形式不明 ]

25.	 Yano, T.
	 Our topics for breast reconstruction and 

cosmetic revisions, and supporting imaging 
technologies.

	 Annual Conference of Guangdong Medical 
Industry Association：Breast Plastic and 
Reconstruction Surgery Branch: Guang-
dong, China, 2022, [ シンポジウム ]

26.	 矢野智之 , 辛川領 , 荒船龍彦
	 マイクロサージャリーを用いた乳房再建におけ

る医師の感覚を拡張するデバイスの可能性につ
いて .

	 第 31 回日本コンピューター外科学会大会 : 東
京 , 2022, [ シンポジウム ]

27.	 権知華 , 石井暢明 , 秋元正宇 , 小川令
	 巨大大腿骨転子部滑液包炎の 1例 .
	 日本医科大学医学会総会・学術集会 : 東京 , 

2022, [ ポスター発表 ]

28.	 Karakawa, R., ほか
	 Risk factor for lymphorrhea and lymphede-

ma after STS treatment.
	 Sarcoma Academy Webinar: Web開催 , 2022, 

[ シンポジウム ]

29.	 Yano, T.
	 How an ultrasound has changed my clinical 

practices in free flap breast reconstruction.
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	 The Korean Society for Microsurgery: Seoul, 
Korea, 2022, [ 一般口演 ]

30.	 Yano, T.
	 Selection and preparation of recipient ves-

sels for free flap breast reconstruction.
	 The Korean Society for Microsurgery Seoul, 

Korea, 2022, [ 一般口演 ]

31.	 今井智浩
	 乳房再建および対側豊胸術で挿入された SBI の

予後：自験例 10年経過後の破損率 .
	 第 10 回日本乳房オンコプラスティックサー

ジャリー学会総会 : 那覇市 , 2022, [ プレナ
リーセッション ]

32.	 倉元有木子 , ほか
	 がん研有明病院における TE・IMP の変遷：Al-

lergan Crisis と新型コロナウイルスの影響 .
	 第 10 回日本乳房オンコプラスティックサー

ジャリー学会総会 : 那覇市 , 2022, [ 一般演題
口演 ]

33.	 大沼遥 , ほか
	 SBI 挿入後 7年以内に 2度の被膜内破損を認め

た一例 .
	 第 10 回日本乳房オンコプラスティックサー

ジャリー学会総会 : 那覇市 , 2022, [ 一般演題
口演 ]

34.	 宮下宏紀 , ほか
	 Stacked PAP による片側乳房再建を綺麗かつ安

全に仕上げるための当院の方策 .
	 第 10 回日本乳房オンコプラスティックサー

ジャリー学会総会 : 那覇市 , 2022, [ 一般演題
口演 ]

35.	 末貞伸子 , ほか
	 SBI 再建術後 14 年で急激な乳房腫脹を呈し、

乳房インプラント関連未分化大細胞型リンパ腫
を疑った一例 .

	 第 10 回日本乳房オンコプラスティックサー
ジャリー学会総会 : 那覇市 , 2022, [ 一般演題
口演 ]

36.	 松岡祐貴 , ほか
	 24 歳女性に発生した乳房原発血管肉腫切除後

に SCIP flap で再建した一例 .
	 第 10 回日本乳房オンコプラスティックサー

ジャリー学会総会 : 那覇市 , 2022, [ 一般演題
口演 ]

37.	 権知華 , ほか
	 遊離皮弁を用いた乳房再建における 2日目以降

の吻合部トラブルに関する傾向の検討 .
	 第 10 回日本乳房オンコプラスティックサー

ジャリー学会総会 : 那覇市 , 2022, [ 一般演題
口演 ]

38.	 矢野智之
	 浅層の血管を用いた遊離腹部皮弁を有効に使う

プラニングと手術のコツ .
	 第 10 回日本乳房オンコプラスティックサー

ジャリー学会総会 : 那覇市 , 2022, [ シンポジ
ウム ]

39.	 間森智加 , ほか
	 DB 区域の広範な乳癌に対して Rotation flap

による Volume displacement を行った 1例 .
	 第 10 回日本乳房オンコプラスティックサー

ジャリー学会総会 : 那覇市 , 2022, [ 一般演題
口演 ]

40.	 Fuse, Y.
	 Novel classification of the branching pat-

terns of the superficial branch and the deep 
branch of the superficial circumflex iliac 
artery and the superficial inferior epigastric 
artery on computed tomographic angiogra-
phy.

	 第 31 回日本形成外科学会基礎学術集会 : 岡山
市+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

41.	 Yano, T.
	 Our tips to prevent perfusion related com-

plications using ICG and ultrasound for free 
flap breast reconstruction.

	 PRS Korea: Seoul Korea, 2022, [ シンポジウ
ム ]
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42.	 倉元有木子 , 矢野智之 , 吉松英彦 , 宮下宏紀 , 
末貞伸子 , 辛川領 , 布施佑馬 , 山田真由香 , 前
田恵里沙

	 当院における COVID19 の影響とマイクロサー
ジャリー .

	 第 49 回日本マイクロサージャリー学会学術集
会 : 浜松市 , 2022, [ 口述発表 ]

43.	 吉松英彦 , 林明辰
	 マイクロの世界を超高周波超音波で可視化す

る .
	 第 49 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会 : 浜松市 , 2022, [ 座長 ]

44.	 吉松英彦
	 超高周波超音波ハンズオンセミナー：術前マー

キング .
	 第 49 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会 : 浜松市 , 2022, [ ハンズオンセミナー ]

45.	 宮下宏紀 , 前田恵里沙 , 末貞伸子 , 布施佑馬 , 
吉松英彦 , 矢野智之

	 自家組織再建における両側連合深大腿動脈穿通
枝皮弁（stacked PAP）の利用と工夫 .

	 第 49 回日本マイクロサージャリー学会学術集
会 : 浜松市 , 2022, [ 口述発表 ]

46.	 矢野智之
	 乳房再建：自家組織移植、人工物、脂肪注入の

組み合わせの工夫 .
	 第 49 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会 : 浜松市 , 2022, [ 座長 ]

47.	 矢野智之 , 吉松英彦 , 辛川領 , 宮下宏紀 , 倉元
有木子 , 布施佑馬 , 山田真由香 , 前田恵里沙 , 
眞島昂也 , 大沼遥 , 中塚健吾 , 末貞伸子

	 乳房再建のための腹部浅系穿通枝 SIEA/ SCIP 
flap 挙上の小さいけど重要なコツ .

	 第 49 回日本マイクロサージャリー学会学術集
会 : 浜松市 , 2022, [ 口述発表 ]

48.	 矢野智之
	 形成外科における高精細・高倍率 ICG蛍光画像

の有用性 .
	 第 49 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会 : 浜松市 , 2022, [ 座長 ]

49.	 辛川領 , 吉松英彦 , 布施佑馬 , 宮下宏紀 , 倉元
有木子 , 矢野智之

	 四肢体幹サルコーマ再建のアップデート：各欠
損部位別の再建方法の最適解は？

	 第 49 回日本マイクロサージャリー学会学術集
会 : 浜松市 , 2022, [ シンポジウム ]

50.	 辛川領
	 形成外科における高精細・高倍率 ICG蛍光画像

の有用性：その 2.
	 第 49 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会 : 浜松市 , 2022, [ ランチョンセミナー ]

51.	 辛川領
	 超高周波超音波ハンズオンセミナー：術前マー

キング .
	 第 49 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会 : 浜松市 , 2022, [ ハンズオンセミナー ]

52.	 辛川領
	 超高周波超音波を用いた、精細な術前プランニ

ング .
	 第 49 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会 : 浜松市 , 2022, [ セミナー ]

【眼科】
1.	 辻英貴 , 吉田淳 , 梶山新之助
	 Flopy eyelid 症例への義眼装着 .
	 第 33 回日本眼瞼義眼床手術学会 : 大阪市 , 

2022, [ 一般演題口演 ]

2.	 辻英貴
	 腫瘍
	 第 33 回日本眼瞼義眼床手術学会 : 大阪市 , 

2022, [ 座長 ]

3.	 辻英貴
	 眼瞼に生じた eosinophilic angiocentric fibro-

sis.
	 第 55 回眼科臨床病理組織研究会（第 92 回九

州眼科学会）: 那覇市+Web開催 , 2022, [ 講
演 ]
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4.	 辻英貴
	 腫瘍 2
	 第 76 回日本臨床眼科学会 : 東京 , 2022, [ 座

長 ]

5.	 辻英貴 , ほか
	 脈絡膜腫瘍から判明したステージ IV の巨大原

発乳癌 .
	 第 36 回日本眼窩疾患シンポジウム : 豊中市

+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

【感染症科】
1.	 榎田泰祐 , ほか
	 NDM 産生 Escherichia coliによる尿路感染症

の治療中の再発熱として生じた免疫関連有害事
象の一例 .

	 第 71回日本感染症学会東日本地方会学術集会 , 
第 69 回日本化学療法学会東日本支部総会合同
学会 : 札幌市 , 2022, [ 一般演題 ]

【歯科】
1.	 富塚健
	 がん治療時に生じる薬剤関連顎骨壊死への対

応 .
	 第 7 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : 下関市 , 2022, [ 教育シンポジウム ]

2.	 富塚健
	 口腔粘膜炎対策と医科歯科連携 .
	 第 7 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : 下関市 , 2022, [ モーニングセミナー ]

3.	 富塚健
	 反回神経麻痺のゼロコンを目指したチーム医

療 .
	 第 76 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2022, 

[ パネリスト ]

【放射線治療部】
1.	 吉岡靖生 , 田口千藏 , 原田亜里咲
	 RT は 5 回をめざす？：直腸術前、乳癌術後、

前立腺の 5回照射の文献的考察 .
	 第 20 回九州放射線治療システム研究会 : Web

開催 , 2022, [ 特別講演 ]

2.	 吉岡靖生
	 超寡分割治療に向けたCKの狙い .
	 サイバーナイフ研究会第 15 回学術研究会 : 

Web 開催 , 2022, [ シンポジウム ]

3.	 吉岡靖生
	 前立腺癌に対する高線量率組織内照射（HDR）

と定位照射（SBRT）.
	 日本放射線腫瘍学会小線源治療部会第 24 回学

術大会 : 東京 , 2022, [ シンポジウム ]

4.	 吉岡靖生
	 ここまできた！前立腺がん放射線治療：最新の

放射線治療 .
	 市民公開講座：前立腺がんに対する外照射放射

線治療 : Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

5.	 利安隆史
	 化学放射線療法 1
	 第46回日本頭頸部癌学会: 奈良市, 2022, [司

会 ]

6.	 吉岡靖生
	 インターベンション施行医が知っておくべき放

射線治療の進歩 .
	 第 30 回日本心血管インターベンション治療学

会学術集会 : 横浜市+Web開催 , 2022, [ 合同
企画 ]

7.	 Yoshioka, Y.
	 Japanese experience of CyberKnife-SBRT 

for prostate cancer: Early clinical outcomes 
and dosimetric comparison with high-dose-
rate brachytherapy or gantry-based linear 
accelerator-SBRT.

	 Accuray Exchange Webinar: Web開催, 2022, 
[Webinar]

8.	 Yoshioka, Y.
	 Prostate cancer ultrahypofractionation us-

ing high-dose-rate brachytherapy without 
perirectal spacer or stereotactic body ra-
diotherapy with perirectal spacer.

	 China Anti-Cancer Association Brachyther-
apy Academic Meeting: Nanjing, China, 
2022, [ 招待講演 ]
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9.	 利安隆史 , ほか
	 下咽頭表在癌に対する放射線単独療法の成績 .
	 日本放射線腫瘍学会第35回学術大会 : 広島市 , 

2022, [ 一般口演 ]

10.	 吉岡靖生
	 MR in RT for high accuracy radiation thera-

py.
	 日本放射線腫瘍学会第35回学術大会 : 広島市 , 

2022, [ 司会 ]

11.	 吉岡靖生
	 前立腺癌に対する低線量率および高線量率小線

源治療 .
	 日本放射線腫瘍学会第35回学術大会 : 広島市 , 

2022, [ シンポジウム ]

12.	 田口千藏 , 佐々木理栄 , 篠崎英司 , 宮内輝 , 上
間達也 , 吉岡靖生

	 化学療法に続いて化学放射線療法が施行され完
全奏効を得た IV期下部直腸癌の 1例 .

	 日本放射線腫瘍学会第35回学術大会 : 広島市 , 
2022, [ 一般口演 ]

13.	 小口正彦
	 人工知能を有する統合がん診療支援システム

（SIPAIH22D04）.
	 AI ホスピタル成果発表シンポジウム 2022: 東

京 , 2022, [ 口述発表 ]

【画像診断部】
1.	 上田和彦 , 高見太郎
	 セッション 1
	 第 28 回肝血流動態機能イメージ研究会 : さい

たま市 , 2022, [ 座長 ]

2.	 山下康輔 , 宮司典明 , 茂木一樹 , 滝口智洋 , 寺
内隆司

	 異なる PET/CT 装置がデータ駆動型呼吸制御パ
ラメータに及ぼす影響 .

	 第 96 回日本核医学会関東甲信越地方会 : Web
開催 , 2022, [ 一般演題 ]

3.	 茂木一樹 , 宮司典明 , 山下康輔 , 滝口智洋 , 小
泉満 , 寺内隆司

	 Atlas と Deep learning を用いた骨格セグメン
テーション精度の比較 .

	 第 96 回日本核医学会関東甲信越地方会 : Web
開催 , 2022, [ 一般演題 ]

4.	 菊池真理
	 ケースプレゼンテーション .
	 第18回乳房MRI研究会: Web開催, 2022, [口

述発表 ]

5.	 菊池真理
	 BRCA1/2遺伝子変異陽性乳癌の画像所見の特

徴 .
	 第 31 回日本乳癌画像研究会 : Web 開催 , 

2022, [ シンポジウム ]

6.	 菊池真理
	 症例カンファランス .
	 第 31 回日本乳癌画像研究会 : Web 開催 , 

2022, [ 口述発表 /コメンテーター ]

7.	 髙橋叶衣
	 核医学分野における人工知能研究の最新動向 .
	 第 31 回日本乳癌画像研究会 : Web 開催 , 

2022, [ シンポジウム ]

8.	 上田和彦
	 肝びまん性肝疾患 .
	 第 41 回日本画像医学会学術集会 : 東京 +Web

開催 , 2022, [ 司会 ]

9.	 田中優美子
	 子宮腺筋症の不思議ふたたび .
	 第 41 回日本画像医学会学術集会 : 東京 +Web

開催 , 2022, [ シンポジウム ]

10.	 田中優美子
	 HBOCとハイリスクサーベイランス：卵巣癌編 .
	 第 458 回日本医学放射線学会関東地方会定期

大会 : Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

11.	 菊池真理
	 HBOCとハイリスクサーベイランス：乳癌編 .
	 第 458 回日本医学放射線学会関東地方会定期

大会 : Web 開催 , 2022, [ 講演 ]
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12.	 宮司典明
	 骨 SPECT の定量精度を高めるワンポイント .
	 第 78 回日本放射線技術学会総会学術大会 : 横

浜市 , 2022, [ 講演 ]

13.	 上田和彦
	 腹部画像診断のポイント .
	 第 81 回日本医学放射線学会総会 : 横浜市 , 

2022, [ ランチョンセミナー ]

14.	 田中優美子
	 子宮体癌の診断と治療 .
	 第 81 回日本医学放射線学会総会 : 横浜市 , 

2022, [ 座長 ]

15.	 田中優美子
	 付属器腫瘤のリスク階層化における超音波と

MRの役割 .
	 日本超音波医学会第95回学術集会 : 名古屋市 , 

2022, [ シンポジウム ]

16.	 伊藤良真 , 茂木一樹 , 宮司典明 , 山下康輔 , 滝
口智洋 , 寺内隆司

	 99mTc-GSA SPECT におけるバックアップ装
置の再構成条件と機能的肝容積の最適 thresh-
old 値の決定 .

	 第 76 回日本放射線技術学会東京支部春季学術
大会 : 東京+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

17.	 植野映子
	 骨転移の画像診断とその限界 .
	 第 95 回日本整形外科学会学術総会 : 神戸市

+Web開催 , 2022, [ 教育研修講演 ]

18.	 山元龍哉 , 河野敦 , 駒井好信 , 米瀬淳二 , 稲村
健太郎

	 傍糸球体細胞腫の 1例 .
	 第 35 回日本腹部放射線学会 : 高知市+Web開

催 , 2022, [ ポスター発表 ]

19.	 田中優美子
	 子宮内膜症と腺筋症：最近の話題 .
	 第 35 回日本腹部放射線学会 : 高知市+Web開

催 , 2022, [ ティータイムセミナー ]

20.	 田中優美子
	 消化器・腸間膜・脾臓（3題）.
	 第 35 回日本腹部放射線学会 : 高知市+Web開

催 , 2022, [ 座長 ]

21.	 髙橋叶衣 , 上田和彦 , 田中優美子 , 藤原良将 , 
寺内隆司

	 広汎子宮全摘後の遊離尿管に S状結腸が嵌入し
て内ヘルニアを生じた 1例 .

	 第 35 回日本腹部放射線学会 : 高知市+Web開
催 , 2022, [ 口述発表 ]

22.	 五味直哉 , 菊池真理 , 大迫智 , 寺内隆司
	 HBOCサーベイランス：MRI 検出乳癌の特徴と

良悪性の鑑別に有用なMRI 所見 .
	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2022, [ 口述発表 ]

23.	 菊池真理 , 五味直哉 , 植木有紗 , 金子景香 , 大
迫智 , 寺内隆司

	 BRCA1/2 以外の乳癌高リスク遺伝子群に対す
るサーベイランスMRI の現状と課題 .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ シンポジウム ]

24.	 Miyaji, N., Yamashita, K., Hanaoka, K., 
Yoneyama, H., Ukon, N., Maeda, T., Iimori, 
T., Terauchi, T.

	 The questionnaire survey 2021 for targeted 
radionuclide therapy: practice and environ-
ment for Japanese hospitals.

	 第 13 回世界核医学会 : 京都市 , 2022, [ ポス
ター発表 ]

25.	 Motegi, K., Yamashita, K., Miyaji, N., Fukai, 
S., Takiguchi, T., Terauchi, T.

	 Validation for new automated analysis soft-
ware based the Japanese standard PET im-
aging protocol.

	 第 13 回世界核医学会 : 京都市 , 2022, [ ポス
ター発表 ]

26.	 佐藤嘉尚
	 セッション 1
	 第 36 回胸部放射線研究会 : 東京 +Web 開催 , 

2022, [ 座長 ]
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27.	 田中優美子
	 AYA 世代の診断と治療戦略 .
	 第 58 回日本医学放射線学会秋季臨床大会 : 東

京+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

28.	 髙橋叶衣 , 佐藤嘉尚 , 負門克典 , 石山光富 , 渡
邉ひかる , 寺内隆司 , 栁谷典子 , 西尾誠人 , 二
宮浩範

	 急速な進行経過を示した ALK 融合遺伝子を有
す inflammatory myofibroblastic tumor1 例 .

	 第 58 回日本医学放射線学会秋季臨床学会 / 第
36 回胸部放射線研究会 : 東京 +Web 開催 , 
2022, [ 発表形式不明 ]

29.	 Miyaji, N., Yamashita, K., Hanaoka, K., 
Yoneyama, H., Ukon, N., Maeda, T., Iimori, 
T., Terauchi, T.

	 Optimization of a phase gating parameter 
for AMF-PET/CT images based on body 
types and acquisition time.

	 35th Annual Congress of the European As-
sociation of Nuclear Medicine: Barcelona, 
Spain, 2022, [ePoster]

30.	 宮司典明
	 新たな職業被ばく限度から核医学の医療安全を

考える .
	 第 50 回日本放射線技術学会秋季学術大会 : 東

京+Web開催 , 2022, [ 講演 ]

31.	 山下康輔
	 核医学（RI 内用療法）全身，その他 .
	 第 50 回日本放射線技術学会秋季学術大会 : 東

京+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

32.	 深井翔平 , 大崎洋充 , 梅田拓朗 , 島田直毅 , 宮
司典明 , 滝口智洋 , 寺内隆司 , 川上秀之

	 3 軸動体ファントムを用いた呼吸性移動下の微
小集積に対するデータ駆動型呼吸同期 PET 撮
像法の評価 .

	 第 50 回日本放射線技術学会秋季学術大会 : 東
京+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

33.	 Ueno, T.
	 Limitation of diagnostic imaging of bone 

metastasis.

	 IAEA/RCA PROJECT RAS 6098  REGIONAL 
TRAINING COURSE #1: A basic palliative 
RT for bone and brain metastases,Section 
2 Imaging evaluation of bone metastase: 
Web 開催 , 2022, [ セミナー講演 ]

34.	 負門克典
	 zoom投票機能を用いた胸部 X線画像の参加型

読影演習 .
	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 

2022, [ 肺がん検診読影セミナー ]

35.	 負門克典
	 肺癌の画像診断 .
	 第 194 回日本肺癌学会関東支部学術集会 : 東

京 , 2022, [ 教育講演 ]

【核医学部】
1.	 中野祥子 , 石山光富 , 小山眞道 , 寺内隆司
	 PET 装置搭載の呼吸同期システムのピット

フォールを経験した 1例 .
	 第 96 回日本核医学会関東甲信越地方会 : Web

開催 , 2022, [ 一般演題 ]

2.	 小泉満
	 骨転移の診断：治療 .
	 第 96 回日本核医学会関東甲信越地方会 : Web

開催 , 2022, [ 特別講演 ]

3.	 Miyaji, N., Yamashita, K., Hanaoka, K., 
Yoneyama, H., Ukon, N., Maeda, T., Iimori, 
T., Terauchi, T.

	 The questionnaire survey 2021 for targeted 
radionuclide therapy: practice and environ-
ment for Japanese hospitals.

	 第 13 回世界核医学会 : 京都市 , 2022, [ ポス
ター発表 ]

4.	 Motegi, K., Yamashita, K., Miyaji, N., Fukai, 
S., Takiguchi, T., Terauchi, T.

	 Validation for new automated analysis soft-
ware based the Japanese standard PET im-
aging protocol.

	 第 13 回世界核医学会 : 京都市 , 2022, [ ポス
ター発表 ]
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5.	 寺内隆司
	 核医学 2：セラノスティクス .
	 第 58 回日本医学放射線学会秋季臨床大会 : 東

京+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

6.	 宮司典明
	 新たな職業被ばく限度から核医学の医療安全を

考える .
	 第 50 回日本放射線技術学会秋季学術大会 : 東

京+Web開催 , 2022, [ 講演 ]

【超音波診断・IVR部】
1.	 佐藤洋造 , 町田政憲 , 長谷川貴章 , 村田慎一 , 

茶谷祥平 , 松枝清 , 稲葉吉隆
	 腫瘍浸潤に伴う消化管出血に対する塞栓術の有

用性の検討 .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

2.	 Sato, Y.
	 Standardizing delivery of DEB-TACE end 

point and further embolic.
	 22nd Annual Conference of Indian Society 

of Vascular and Interventional Radiology: 
India+Web 開 催 , 2022, [HCC : IR Thera-
pies]

3.	 國分優美
	 いろいろな良性疾患 .
	 第48回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会: 

名古屋市 , 2022, [ 教育セミナー ]

4.	 佐藤洋造 , 松枝清 , 笹平直樹 , 尾阪将人 , 佐々
木隆 , 松山眞人 , 春日章良 , 武田剛志 , 岡本武
士 , 三重尭文 , 古川貴光 , 山田悠人 , 森千奈津

	 Up-to-7 基準外 intermediate-stage HCC に対
するシスプラチン動注とエンボスフィアによる
肝動脈化学塞栓療法 .

	 第 58 回日本肝癌研究会 : 東京 +Web 開催 , 
2022, [ ワークショップ ]

5.	 佐藤洋造
	 呼吸器症状に対する緩和 IVR.
	 第 7 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : 下関市 , 2022, [ シンポジウム ]

6.	 佐藤洋造
	 TACE 臨床試験：最近の話題 .
	 第 27 回肝動脈塞栓療法研究会 : 神戸市+Web

開催 , 2022, [ 座長 / 教育講演 ]

7.	 佐藤洋造 , 松枝清 , 和田武 , 秋吉高志 , 長嵜寿
矢 , 尾入保彰 , 根本鉄太郎 , 坂本貴志

	 大腸癌術後難治性乳糜腹水に対して経静脈的逆
行性リンパ管塞栓にて治療した 2例 .

	 第 33 回関東 IVR 研究会 : 東京 +Web 開催 , 
2022, [ 口述発表 ]

8.	 Sato, Y., Akahane, M., Sidipratomo, P.
	 Case Discussion: IO
	 第51回日本IVR学会総会: 神戸市+Web開催, 

2022, [ 座長 ]

9.	 Sato, Y., Shimohira, M.
	 SIRAP-Web seminar 2022.
	 第51回日本IVR学会総会: 神戸市+Web開催, 

2022, [ 座長 ]

10.	 佐藤洋造
	 肝転移に対するビーズ TACE/TAE.
	 第51回日本IVR学会総会: 神戸市+Web開催, 

2022, [ 講演 ]

11.	 佐藤洋造
	 胆道WG case-based discussion of biliary in-

tervention.
	 第51回日本IVR学会総会: 神戸市+Web開催, 

2022, [ 演者 +ディスカッサー ]

12.	 Sato, Y., Matsueda, K., Wada, T., Mat-
suyama, M., Kasuga, A., Takeda, T., Oka-
moto, T., Mori, C., Mie, T., Yamada, Y., Fu-
rukawa, T., Sasaki, T., Ozaka, M., Sasahira, 
N.

	 TACE using cisplatin and microsphere for 
intermediate-stage HCC beyond up-to-7 
criteria: Short-term outcomes.

	 第 51 回 日 本 IVR 学 会 総 会 , 16th Annual 
Scientific Meeting of Asia Pacific Society of 
Cardiovascular and Interventional Radiol-
ogy （APSCVIR 2022）: 神戸市 +Web 開催 , 
2022, [ 口述発表 ]
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13.	 佐藤洋造
	 危険臓器：私はこうして避けている！：私のオ

リジナル法紹介します .
	 第 7 回日本穿刺ドレナージ研究会 : 大阪市 , 

2022, [ 特別企画 ]

14.	 佐藤洋造
	 穿刺・その他
	 第 7 回日本穿刺ドレナージ研究会 : 大阪市 , 

2022, [ 座長 ]

15.	 加藤千絵子 , 坂井威彦 , 圓岡有里 , 國分優美 , 
高畑史子 , 大迫智 , 松枝清 , 上野貴之 , 大野真
司

	 乳癌術前化学療法前後の腋窩転移リンパ節超音
波検査の腋窩手術における意義 .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

16.	 國分優美 , 大迫智 , 坂井威彦 , 加藤千絵子 , 圓
岡有里 , 秋谷昌史 , 高畑史子 , 上野貴之 , 大野
真司 , 松枝清

	 乳腺悪性リンパ腫の超音波像における内部エ
コーの成因 .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

17.	 圓岡有里 , 國分優美 , 宮城由美 , 加藤千絵子 , 
池畑浩一 , 中村暁 , 高畑史子 , 高橋洋子 , 大迫
智 , 松枝清 , 上野貴之 , 大野真司

	 内胸リンパ節の超音波所見に関する検討 .
	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

18.	 國分優美
	 『非腫瘤性病変（腫瘤像非形成性病変）乳腺疾

患ガイドライン』を学ぶ .
	 日本超音波医学会第 34 回関東甲信越地方会学

術集会 : 東京 , 2022, [ 特別企画 ]

19.	 佐藤洋造
	 CV ポートワーキンググループ：リザーバー研

究会で作ろう：CVポートのエビデンス：研究
会から世界へ向けて .

	 第 46回リザーバー＆ポート研究会 : 久留米市 , 
2022, [ 共催シンポジウム ]

20.	 佐藤洋造
	 中心静脈関連 IVR の合併症と対策、および CV

ポート管理への看護師教育と患者指導 .
	 第 46回リザーバー＆ポート研究会 : 久留米市 , 

2022, [ 座長 ]

21.	 佐藤洋造 , ほか
	 全身薬物療法不応後の大腸癌肝転移に対して肝

動注化学療法：がん専門病院での取り組み .
	 第 46回リザーバー＆ポート研究会 : 久留米市 , 

2022, [ 一般演題口演 ]

22.	 松枝清
	 輝け！期待の星 .
	 第 46回リザーバー＆ポート研究会 : 久留米市 , 

2022, [ 座長 ]

23.	 Sato, Y.
	 Balloon-occluded retrograde abdominal 

lymphangiography and embolization for re-
fractory postoperative chylous ascites: Two 
cases.

	 15th Annual Meeting of Society of Gastro-
intestinal Intervention: Incheon, Korea, 
2022, [ 講演 ]

24.	 Sato, Y.
	 Embolization of post-gastrectomy bleeding.
	 15th Annual Meeting of Society of Gastro-

intestinal Intervention: Incheon, Korea, 
2022, [ 講演 ]

25.	 加藤千絵子 , 坂井威彦 , 棚倉健太 , 圓岡有里 , 
國分優美 , 前田恵里沙 , 倉元有木子 , 今井智浩 , 
松枝清 , 上野貴之 , 大野真司

	 当院で挿入したシリコーンブレストインプラン
トの破損率：観察期間 70 か月のインプラント
超音波検査成績 .

	 第 10 回日本乳房オンコプラスティックサー
ジャリー学会総会 : 那覇市 , 2022, [ シンポジ
ウム ]

26.	 佐藤洋造
	 術後感染性合併症に対する IVRの症例検討 .
	 第 35 回日本外科感染症学会総会学術集会 : 倉

敷市 , 2022, [ 合同シンポジウム ]
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27.	 國分優美
	 画像診断
	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2022, [ 座長 ]

【臨床遺伝医療部】
1.	 植木有紗 , 幅野愛理
	 がんゲノム検査を受けた当事者の話 .
	 第 4回臨床遺伝専門職のためのがんゲノムセミ

ナー（主催：日本遺伝カウンセリング学会）: 
Web 開催 , 2022, [ 講義 ]

2.	 植木有紗
	 チームとして HBOC 診療を支える：Gene 

Awareness を目ざして：HBOC 以外の遺伝性
腫瘍をマルチ遺伝子パネル検査で診断する意
義 .

	 第2回JOHBOC学術総会: 札幌市+Web開催, 
2022, [ 共催セミナー ]

3.	 金子景香
	 チームとして HBOC 診療を支える：Gene 

Awareness を目ざして：がん研有明病院にお
けるHBOC診療の実際 .

	 第2回JOHBOC学術総会: 札幌市+Web開催, 
2022, [ 共催セミナー ]

4.	 金子景香
	 医療者からの情報提供について考える：

JOHBOC情報サイトを通した情報発信 .
	 第2回JOHBOC学術総会: 札幌市+Web開催, 

2022, [ シンポジウム ]

5.	 幅野愛理 , 新川裕美 , 金子景香 , 中島健 , 千野
晶子 , 五十嵐正広 , 吉水祥一 , 由雄敏之 , 井上
有香 , 杉谷巌 , 戸田和寿 , 杉山裕子 , 阿部彰子 , 
伏木淳 , 野村秀高 , 森誠一 , 河内洋 , 植木有紗

	 当院で経験した Cowden 症候群 /PTEN 過誤腫
症候群 9例の検討 .

	 第 28 回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 岡山市
+Web開催 , 2022, [ 要望演題 ]

6.	 植木有紗
	 がんゲノム医療と治療標的としての遺伝性腫

瘍 .
	 第 28 回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 岡山市

+Web開催 , 2022, [ ランチョンセミナー ]

7.	 植木有紗 , 金子景香
	 みんなで考えよう：ゲノム時代の遺伝性腫瘍診

療：遺伝子の情報を活かしたがんの治療や予防
のあり方を考える .

	 第 28 回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 岡山市
+Web開催 , 2022, [ 市民公開講座 ]

8.	 金子景香 , 幅野愛理 , 新川裕美 , 中島健 , 並河
健 , 吉水祥一 , 堀内裕介 , 平澤俊明 , 藤崎順子 , 
幕内梨恵 , 速水克 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 布部創
也 , 河内洋 , 稲荷均 , 植木有紗

	 CDH1遺伝子に病的バリアントが検出された 9
例の遺伝カウンセリングの検討 .

	 第 28 回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 岡山市
+Web開催 , 2022, [ 要望演題 ]

9.	 植木有紗
	 がんゲノム診療におけるGermline findings の

頻度と開示意義：がん専門病院での取り組み .
	 第46回日本遺伝カウンセリング学会学術集会: 

東京 , 2022, [ シンポジウム ]

10.	 植木有紗
	 遺伝性腫瘍・がん 1
	 第46回日本遺伝カウンセリング学会学術集会: 

東京 , 2022, [ 座長 ]

11.	 植木有紗
	 がんゲノム検査と治療標的としての遺伝性腫

瘍 .
	 第 9 回千葉県リンチ症候群・HBOC 対策協議

会：がんゲノム医療と遺伝性腫瘍 2: Web 開催 , 
2022, [ 講演 ]

12.	 植木有紗
	 ゲノム医療：⑫遺伝性腫瘍：遺伝学的診断と遺

伝カウンセリング .
	 第 11 回臨床腫瘍夏期セミナー : Web 開催 , 

2022, [ 講演 ]

13.	 新川裕美 , 金子景香 , 幅野愛理 , 植木有紗 , 片
岡明美 , 小野麻紀子 , 阿部朋未 , 佐山郁子 , 黒
田直子 , 中村暁 , 春山優理恵 , 前田哲代 , 中島
絵里 , 稲荷均 , 高野利実 , 上野貴之 , 大野真司

	 BRCA1/2 病的バリアントを保持するがん未発
症者への生殖に関する遺伝カウンセリングの課
題 .
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	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

14.	 植木有紗
	 HBOC治療の現在とこれから：HBOC診断を治

療に活かすために .
	 第 64 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 久留

米市 , 2022, [ ワークショップ ]

15.	 植木有紗
	 15. HBOCガイドライン .
	 第 5 回 JOHBOC E-learning セミナー : Web

開催 , 2022, [ 講演 ]

16.	 植木有紗
	 2022 年度がんゲノム医療各論「がんゲノム人

材育成プロジェクト」.
	 第 6 回がんゲノム医療における遺伝性腫瘍 : 

Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

17.	 植木有紗
	 がん研有明病院における遺伝性腫瘍診療の取り

組み：Gene Awareness を目ざして .
	 第 20 回広島臨床遺伝セミナー：エキスパート

から学ぶ遺伝子診療の均てん化への取り組み : 
Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

18.	 新川裕美 , 金子景香 , 幅野愛理 , 箕浦祐子 , 髙
津美月 , 阿部朋未 , 小野麻紀子 , 青木洋一 , 片
岡明美 , 高野利実 , 阿部彰子 , 野村秀高 , 金尾
祐之 , 大野真司 , 植木有紗

	 BRCA1/2病的バリアント保持がん未発症者へ
の生殖に関連した情報提供での課題 .

	 第 8 回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演
会 : 新潟市 , 2022, [ 口述発表 ]

19.	 植木有紗
	 腫瘍
	 第 8 回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演

会 : 新潟市 , 2022, [ 座長 ]

20.	 植木有紗
	 遺伝性腫瘍を診断する意義：産婦人科医の重要

性 .
	 第 48 回日本産婦人科医会学術集会専門医機

構産婦人科領域講習 : Web 開催 + 広島市 , 
2022, [ 講演 ]

21.	 土橋映仁 , 冨樫由紀 , 馬場郷子 , 金子景香 , 新
川裕美 , 幅野愛理 , 竹内賢吾 , 千野晶子 , 河内
洋 , 植木有紗

	 ETV6 germline pathogenic variant と大腸が
ん発がんリスクの関連 .

	 日本人類遺伝学会第 67 回大会 : 横浜市 , 
2022, [ ポスター発表 ]

22.	 箕浦祐子 , 金子景香 , 新川裕美 , 幅野愛理 , 高
津美月 , 土橋映仁 , 古川孝広 , 植木有紗

	 当院での多遺伝子パネル検査の実態調査 .
	 日本人類遺伝学会第 67 回大会 : 横浜市 , 

2022, [ ポスター発表 ]

23.	 高津美月 , 金子景香 , 幅野愛理 , 新川裕美 , 箕
浦祐子 , 土橋映仁 , 古川孝広 , 稲荷均 , 上野貴
之 , 大野真司 , 野村秀高 , 温泉川真由 , 金尾祐
之 , 湯浅健 , 米瀬淳二 , 春日章良 , 尾阪将人 , 
笹平直樹 , 植木有紗

	 当院で BRACAnalysis を実施し VUS から解釈
変更が生じた 5例の検討 .

	 日本人類遺伝学会第 67 回大会 : 横浜市 , 
2022, [ 口述発表 ]

24.	 植木有紗
	 15. HBOCガイドライン .
	 第 6 回 JOHBOC e-learning セミナー : Web

開催 , 2022, [ 講演 ]

【病理部】
1.	 河内洋
	 講演 2：広がりを見せる病理学的 dMMR 判定

の現状：消化器領域での実践 .
	 Oncology：インターネット講演会 : Web 開催 , 

2022, [ 講演 ]

2.	 佐藤由紀子
	 唾液腺腫瘍の診断と遺伝子検査の実際 .
	 第 16 回東京都医学検査学会 : Web 開催 , 

2022, [ 口述発表 ]

3.	 河内洋
	 症例検討
	 第 30 回会津大腸疾患研究会 : 会津若松市

+Web開催 , 2022, [ 病理コメンテーター ]
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4.	 中野薫 , 河内洋 , 高松学 , 山本智理子 , 藤崎順
子 , 渡邊雅之 , 竹内賢吾

	 表在型食道扁平上皮癌における導管分化・粘液
細胞分化の意義：Ductal or mucous cell dif-
ferentiation in superficial esophageal squa-
mous cell carcinoma.

	 第 111 回日本病理学会総会 : 神戸市 , 2022, 
[ 口述発表 ]

5.	 山下享子 , 馬場郷子 , 冨樫由紀 , 阿江啓介 , 松
本誠一 , 植野映子 , 中村卓郎 , 蛭田啓之 , 町並
陸生 , 竹内賢吾

	 軟部血管線維腫の臨床病理学的検討：Clinico-
pathological and molecular features of an-
giofibroma of soft tissue.

	 第 111 回日本病理学会総会 : 神戸市 , 2022, 
[ 口述発表 ]

6.	 河内洋
	 食道扁平上皮領域における上皮内癌の病態と診

断基準 .
	 第 111 回日本病理学会総会 : 神戸市 , 2022, 

[ ワークショップ ]

7.	 津山直子
	 デジタルイノベーションにおける病理学：適応

と限界：病理部門のデジタル化：がん研におけ
る取り組み .

	 第 111 回日本病理学会総会 : 神戸市 , 2022, 
[ 口述発表 ]

8.	 竹内賢吾
	 がんゲノム異常と形態の連関性：Geno-

type-phenotype correlation in cancer pa-
thology.

	 第 111 回日本病理学会総会 : 神戸市 , 2022, 
[ セミナー ]

9.	 菅原江美子 , 亜森グランバル , 重松康之 , 竹内
賢吾 , 稲村健太郎

	 淡明細胞型腎細胞癌における CDH6 発現の臨
床病理学的意義：Clinicopathological signifi-
cance of CDH6 expression in clear cell renal 
cell carcinoma.

	 第 111 回日本病理学会総会 : 神戸市 , 2022, 
[ 口述発表 ]

10.	 佐藤由紀子 , 三谷浩樹 , 田中宏子 , 米川博之 , 
福島啓文 , 佐々木徹 , 新橋渉 , 瀬戸陽 , 神山亮
介 , 小泉雄 , 市川千恭 , 鳥居淳一 , 森田琢磨 , 
垣内晃人

	 頸部郭清術標本における扁平上皮癌の微小転移
巣の病理学的特徴 .

	 第46回日本頭頸部癌学会: 奈良市, 2022, [シ
ンポジウム ]

11.	 佐藤由紀子
	 教育講演 10
	 第 63 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

12.	 山下享子 , 國枝純子 , 池畑浩一 , 伊藤崇彦 , 藤
山淳三 , 阿部仁 , 谷澤泰介 , 阿江啓介 , 蛭田啓
之 , 杉山裕子

	 高度の多形性を示す孤立性線維性腫瘍の一例 .
	 第 63 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ ワークショップ ]

13.	 石井脩平 , 高松学 , 二宮浩範 , 宝来威 , 伊豫田
明 , 本間尚子 , 阿部仁 , 杉山裕子 , 三上哲夫 , 
竹内賢吾

	 細胞診画像を対象とした AI による遺伝子変異
予測 .

	 第 63 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 東京
+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

14.	 河内洋
	 大腸
	 第 114 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2022, [ 病理コメンテーター ]

15.	 Tsuyama, N.
	 Beyond simple connection between LIS and 

WSI management system.
	 20th Annual Meeting, the Japanese Society 

of Digital Pathology, Asian session: Tokyo, 
Japan, 2022, [ 口述発表 ]

16.	 原健三 , ほか
	 Polypoid growth type 由来と考えられた s ＋

IIc の早期大腸癌の 1例 .
	 第 31 回大腸 IIc 研究会 : 東京 , 2022, [ 一般

演題 ]
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17.	 河内洋
	 ベバシズマブBSおよび大腸鋸歯状病変 .
	 第 31 回大腸 IIc 研究会 : 東京 , 2022, [ スポ

ンサードセミナー ]

18.	 河内洋
	 がん：分子生物、実験 .
	 第 76 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2022, 

[ 座長 ]

19.	 竹内賢吾
	 WHO分類第 5版のトピック .
	 第 26 回新潟悪性リンパ腫研究会 : 新潟市 , 

2022, [ 講演 ]

20.	 佐藤由紀子 , 八田未紀 , 石井脩平 , 伊藤崇彦 , 
山田麻里沙 , 山﨑奈緒子 , 池畑浩一 , 藤山淳三 , 
阿部仁 , 千葉知宏 , 杉山裕子

	 国民病の歯周病と希少癌である歯肉癌は見分け
られるのか .

	 第 61 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 仙台市 , 
2022, [ シンポジウム ]

21.	 河内洋 , 三上芳喜
	 免疫組織化学染色による dMMR判定方法とそ

の臨床的意義 .
	 第 61 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 仙台市 , 

2022, [ ランチョンセミナー ]

22.	 秋谷昌史 , 坂井威彦 , 木脇圭一 , 國分優美 , 上
野貴之 , 大野真司 , 大迫智

	 腺様嚢胞癌の経過観察中に化生癌が急速増大し
た乳腺衝突癌の 1例 .

	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 
2022, [ ポスター発表 ]

【ゲノム診療部】
1.	 髙橋俊二
	 肉腫領域におけるがんゲノム医療：NTRK融合

遺伝子を含めて .
	 第 5 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

京都市+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

2.	 山崎真澄
	 CRCのためのマネジメントスキル：がんゲノム

医療コーディネーターの知識を生かした CRC
業務 .

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ セミナー ]

3.	 林直美 , 深田一平 , 大本晃弘 , 細永真理 , 王暁
斐 , 山崎真澄 , 植木有紗 , 清谷一馬 , 外岡暁子 , 
竹内賢吾 , 森誠一 , 髙橋俊二

	 Nutritional evaluation in patients with com-
prehensive genomic profiling.

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ 口述発表 ]

4.	 深田一平 , 林直美 , 細永真理 , 山崎真澄 , 王暁
斐 , 植木有紗 , 清谷一馬 , 外岡暁子 , 竹内賢吾 , 
森誠一 , 髙橋俊二

	 Practice of cancer genomic profile tests at 
a single institution under Japanese national 
health insurance system.

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

5.	 山崎真澄 , 深田一平 , 林直美 , 細永真理 , 鈴木
美智子 , 坂元さやこ , 平田良美 , 岩竹万里 , 菊
池陽子 , 金栗千津 , 室谷美桜子 , 鈴木翔子 , 加
藤須美子 , 柴本裕美 , 原庸子 , 宮地友紀 , 大澤
めぐみ , 王暁斐 , 日高輝明 , 髙橋俊二

	 ゲノム診療部におけるがんゲノム医療コーディ
ネーターと多部署との連携について .

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

6.	 深田一平
	 乳癌個別化医療の今を知る：多遺伝子アッセイ

や遺伝子パネル検査がもたらす乳癌診療の現
状、がん研有明病院の取組みを含めて .

	 第 19 回日本乳癌学会九州地方会 : 長崎市 , 
2022, [ モーニングセミナー ]

7.	 Ohmoto, A., Hayashi, N., Fukada, I., Ya-
mazaki, M., Yunokawa, M., Kasuga, A., Shi-
nozaki, E., Ueki, A., Tonooka, A., Takeuchi, 
K., Mori, S., Kiyotani, K., Takahashi, S.

	 Druggable gene alterations in Japanese pa-
tients with rare malignancy.

	 American Association for Cancer Research 
（AACR） Annual Meeting: New Orleans, LA, 
USA, 2022, [ ポスター発表 ]
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8.	 山崎真澄
	 がん臨床試験における安全性と有効性評価方

法 .
	 がん CRC研究会 : Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

9.	 深田一平, Chan, H. T., 大瀧ます美, 細永真理, 
山崎真澄 , 大迫智 , 外岡暁子 , 竹内賢吾 , 植木
有紗 , 清谷一馬 , 森誠一 , 小林心 , 原文堅 , 小
林隆之 , 上野貴之 , 高野利実 , 大野真司 , 中村
祐輔 , Low, S., 髙橋俊二

	 Foundation One CDxとの比較からみたリキッ
ドバイオプシーによる乳癌アクショナブル遺伝
子変異検索の意義 .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ 口述発表 ]

10.	 細永真理 , 深田一平 , 王暁斐 , 山崎真澄 , 大迫
智 , 外岡暁子 , 竹内賢吾 , 植木有紗 , 清谷一馬 , 
森誠一 , 小林隆之 , 原文堅 , 小林心 , 尾崎由記
範 , 川井沙織 , 上野貴之 , 高野利実 , 大野真司 , 
髙橋俊二

	 がんゲノム遺伝子プロファイリング検査を用い
た再発乳癌患者の治療戦略の検討 .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

11.	 Hayashi, N., Fukada, I., Ohmoto, A., Ho-
sonaga, M., Wang, X., Yamazaki, M., Ueki, 
A., Kiyotani, K., Tonooka, A., Takeuchi, K., 
Mori, S., Takahashi, S.

	 Tumor-agonistic genomic profiling.
	 ESMO-ASIA Congress 2022: Singapore + 

Web 開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

12.	 山崎真澄
	 がんの臨床試験を受けている患者を診るスタッ

フが知っておきたい抗がん薬の有害事象の評価
について .

	 第 29 回臨床薬理学講習会 : Web 開催 , 2022, 
[ 講演 ]

【集中治療部】
1.	 望月俊明 , 見市光寿 , 風戸拓也 , 寺嶋克幸
	 ICU 治療を要した重症免疫関連有害事象の検

討 .
	 第 49回日本集中治療医学会学術集会 : 仙台市 , 

2022, [ シンポジウム ]

2.	 望月俊明 , ほか
	 重症免疫関連有害事象の検討 .
	 第 7 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : 下関市 , 2022, [ ポスター発表 ]

【救急部】
1.	 望月俊明 , ほか
	 発熱性好中球減少症（Febrile neutropenia: 

FN）呈した敗血症性ショック患者の特徴 .
	 第 49 回日本救急医学会総会・学術集会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ 口述発表 ]

【臨床検査センター】
1.	 友田美穂子
	 がん研式尿沈渣の見方：赤血球 .
	 第 16 回東京都医学検査学会 : Web 開催 , 

2022, [ 一般検査研究班 ]

2.	 関田綱基
	 検体検査の役割と今後：スムーズな診療を支え

るために必要なこと .
	 第 31・32 回 生物試料分析科学会 合同年次学

術集会 : 四日市市+Web開催 , 2022, [ 発表形
式不明 ]

3.	 上東野司美 , 友田美穂子 , 高橋ひろみ , 宗和憲 , 
阿部仁 , 三宅一徳 , 中山耕之介

	 尿沈渣中にてキサンチン結晶に酷似した尿酸結
晶を認めた一例 .

	 第71回日本医学検査学会: 大阪市+Web開催, 
2022, [ 一般演題 ]

4.	 友田美穂子 , 上東野誉司美 , 高橋ひろみ , 三宅
一徳 , 阿部仁 , 中山耕之介

	 子宮頸がん術後に尿沈渣検査にて中皮細胞を認
めた 1症例 .

	 第17回東京都医学検査学会: 東京 , 2022, [一
般演題 ]

【細胞診断部】
1.	 伊藤崇彦
	 その他 1
	 第 63 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 東京

+web 開催 , 2022, [ 座長 ]
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2.	 杉山裕子
	 子宮内膜増殖性病変における分子病理学的検討

と TCGA分子型別内膜細胞診所見 .
	 第 63 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

3.	 池畑浩一
	 乳腺 I
	 第 63 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

4.	 藤山淳三
	 スライドカンファレンス .
	 第 63 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

5.	 阿部仁
	 ワークショップ 6
	 第 63 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

6.	 杉山裕子 , 野村秀高 , 温泉川真由 , 尾松公平 , 
岡本三四郎 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 谷川輝美 , 
尾身牧子 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 宇津木久仁子 , 
千葉知宏 , 外岡暁子 , 金尾祐之

	 子宮内膜病変に対する黄体ホルモン療法の治療
効果予測に関する臨床病理学的長期観察研究 .

	 第 64 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 久留
米市 , 2022, [ ポスター発表 ]

7.	 杉山裕子
	 子宮体癌の組織発生から考える内膜細胞診 .
	 第 84 回細胞検査士ワークショップ : 東京

+Web開催 , 2022, [ 講義 ]

8.	 杉山裕子
	 コルポスコピーセミナー：子宮頸部初期病変の

診断と治療における注意点（治療施設の立場か
ら）.

	 第 31 回日本婦人科がん検診学会総会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ 講演 ]

9.	 杉山裕子 , 藤山淳三 , 池畑浩一 , 伊藤崇彦 , 新
田尚 , 杉村武昭 , 山﨑奈緒子 , 山田麻里沙 , 石
井脩平 , 阿部仁

	 子宮頸部細胞診の精度向上を目的とした 3D画
像を基盤としたAI 支援システムの開発 .

	 第 36 回関東臨床細胞学会学術集会 : 横浜市 , 
2022, [ 一般演題 ]

10.	 杉山裕子
	 子宮体癌の診断と内膜細胞診：子宮体癌の診断・

治療アップデート .
	 第 37 回日本女性医学学会学術集会 : 米子市 , 

2022, [ シンポジウム ]

11.	 伊藤崇彦 , 山下享子 , 早川景子 , 石井脩平 , 山
田麻里沙 , 山﨑奈緒子 , 池畑浩一 , 藤山淳三 , 
千葉知宏 , 佐藤由紀子 , 阿江啓介 , 河内洋 , 松
本誠一 , 阿部仁 , 杉山裕子

	 軟骨形成を伴う粘液型脂肪肉腫の 1例 .
	 第 61 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 仙台市 , 

2022, [ ポスター発表 ]

12.	 山田麻里沙 , 阿部仁 , 藤山淳三 , 池畑浩一 , 山
﨑奈緒子 , 伊藤崇彦 , 石井脩平 , 高松学 , 千葉
知宏 , 山下享子 , 佐藤由紀子 , 稲村健太郎 , 二
宮浩範 , 河内洋 , 杉山裕子

	 がん専門病院における細胞判定の内部精度管理
について .

	 第 61 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 仙台市 , 
2022, [ シンポジウム ]

13.	 杉山裕子 , 藤山淳三 , 池畑浩一 , 伊藤崇彦 , 新
田尚 , 杉村武昭 , 山﨑奈緒子 , 山田麻里沙 , 石
井脩平 , 高松学 , 佐藤由紀子 , 千葉知宏 , 阿部
仁 , 河内洋 , 金尾祐之

	 子宮頸部細胞診の精度向上を目的とした 3D画
像を基盤としたAI 支援システムの開発 .

	 第 61 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 仙台市 , 
2022, [ ワークショップ ]

14.	 池畑浩 , 森園英智 , 坂井威彦 , 山﨑奈緒子 , 山
田麻里沙 , 伊藤崇彦 , 石井脩平 , 藤山淳三 , 阿
部仁 , 佐藤由紀子 , 伊藤藍 , 山下享子 , 千葉知
宏 , 大迫智 , 杉山裕子

	 乳腺原発血管肉腫の細胞像 .
	 第 61 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 仙台市 , 

2022, [ ポスター発表 ]

15.	 阿部仁
	 乳腺 -5
	 第 61 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 仙台市 , 

2022, [ 座長 ]
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【医療情報部】
1.	 上田和彦
	 肝細胞癌の診断と治療：画像診断の基礎 .
	 第 58 回日本医学放射線学会秋季臨床大会 : 東

京+Web開催 , 2022, [ ランチョンセミナー ]

2.	 笠原あや菜 , ほか
	 がん臨床統合データベースの活用：婦人科にお

ける手術・薬物療法・放射線療法の統合管理 .
	 第 42 回医療情報学連合大会 / 第 23 回日本医

療情報学会学術大会 : 札幌市 , 2022, [ 口述発
表 ]

3.	 鈴木一洋
	 データ基盤とシステム連携基盤：自施設に fit

するアーキテクチャを考える .
	 第 42 回医療情報学連合大会 / 第 23 回日本医

療情報学会学術大会 : 札幌市 , 2022, [ ラン
チョンセミナー ]

4.	 鈴木一洋 , 笠原あや菜 , 高見澤亮 , 片岡新 , 布
施竜一 , 関悠一 , 斎野容子 , 熊谷厚志 , 小口正
彦

	 病院給食業務におけるインシデント・アクシデ
ント防止のためのAI 活用の検討 .

	 第 42 回医療情報学連合大会 / 第 23 回日本医
療情報学会学術大会 : 札幌市 , 2022, [ 口述発
表 ]

5.	 髙橋輝 , 熊谷厚志 , 笠原あや菜 , 鈴木一洋 , 小
口正彦

	 がん臨床統合データベースの活用：胃外科にお
ける予後情報の自動取り込み .

	 第 42 回医療情報学連合大会 / 第 23 回日本医
療情報学会学術大会 : 札幌市 , 2022, [ 口述発
表 ]

6.	 小口正彦
	 人工知能を有する統合がん診療支援システム

（SIPAIH22D04）.
	 AI ホスピタル成果発表シンポジウム 2022: 東

京 , 2022, [ 口述発表 ]

【栄養管理部】
1.	 川名加織 , 小野麻紀子 , 中屋恵梨香 , 中村匡志 , 

下嵜啓太郎 , 中山厳馬 , 斎野容子 , 熊谷厚志 , 
北野滋久

	 免疫関連有害事象（irAEs）に関する栄養学的
因子について .

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

2.	 斎野容子 , 川名加織 , 松下亜由子 , 松尾宏美 , 
中屋恵梨香 , 伊丹優貴子 , 藤原彩 , 井田智 , 熊
谷厚志

	 令和 2年度診療報酬改定後のがん専門病院にお
ける管理栄養士の取り組み .

	 第 13 回日本臨床栄養代謝学会首都圏支部学術
集会 : 東京 , 2022, [ 講演 ]

3.	 平松正和 , 網野喜彬 , 川名加織 , 松下亜由子 , 
松尾宏美 , 中屋恵梨香 , 伊丹優貴子 , 藤原彩 , 
古田桃子 , 榎田滋穂 , 髙木久美 , 斎野容子 , 熊
谷厚志

	 化学療法と免疫療法の複合免疫療法で重篤な免
疫関連有害事象を発症した肺がん患者の栄養状
態の変化 .

	 第 37 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 : 横浜
市+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

4.	 松下亜由子 , 斎野容子 , 川名加織 , 松尾宏美 , 
髙木久美 , 中屋恵梨香 , 藤原彩 , 榎田滋穂 , 古
田桃子 , 平松正和 , 熊谷厚志

	 アナモレリン内服患者の栄養状態に関する調査
研究 .

	 第 37 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 : 横浜
市+Web開催 , 2022, [ 一般演題 ]

5.	 伊丹優貴子 , 片岡明美 , 榎田滋穂 , 熊谷厚志 , 
斎野容子 , 阿部朋未 , 植弘奈津恵 , 高畑史子 , 
春山優理恵 , 岡野健介 , 中平詩 , 高野利実 , 原
文堅 , 尾崎由記範 , 古川孝弘 , 上野貴之 , 大野
真司

	 肥満乳癌患者への管理栄養士の取組み：対面に
対する電話による指導の非劣性を検証するラン
ダム化比較試験 .

	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web
開催 , 2022, [ ポスター発表 ]
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6.	 井田智
	 周術期における運動と栄養の意義 .
	 第 44 回日本臨床栄養学会総会 / 第 43 日本臨

床栄養協会総会 /第 20回大連合大会 : 盛岡市 , 
2022, [ 座長 ]

7.	 稲用ゆうか , 小林隆之 , 西村明子 , 細永真理 , 
川井沙織 , 尾崎由記範 , 川名加織 , 松下亜由子 , 
髙木久美 , 中屋恵梨香 , 伊丹優貴子 , 石井美鈴 , 
守屋直紀 , 古田桃子 , 山根有貴 , 柄島美咲 , 斎
野容子 , 熊谷厚志 , 井田智

	 乳がん化学療法中に心不全悪化をきたし早期か
ら栄養介入を行った一例 .

	 第 23 回メットキューブ・NST 研究会 : Web
開催 , 2022, [ 一般演題 ]

【トータルケアセンター】
1.	 花出正美
	 これからのがん医療とケア 2：自分らしく生き

る：治療と仕事の両立 .
	 「これからのがん医療とケア」シンポジウム : 

Web 開催 , 2022, [ パネリスト ]

2.	 上間美夕紀 , 花出正美 , 宮城八重子 , 河島地草 , 
片岡綾華

	 A がん専門病院がん相談支援センターにおける
就労支援：就労・療養両立支援指導料算定に焦
点を当てて .

	 第 36 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

3.	 田近忍
	 倫理的課題：患者の意向と家族の意向が異なる

時：根治を目指した手術を提案されたがん患者
の事例検討を通して .

	 第 36 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催, 2022, [パネルディスカッション]

4.	 松浦信子
	 オストメイトからの発信！医療者にもっと知っ

ておいてほしいこと .
	 第 39 回日本ストーマ・排泄リハビリテーショ

ン学会総会 : 高松市 , 2022, [ 座長 ]

5.	 花出正美
	 がんサバイバーシップ支援 .
	 令和 3年度新ニーズに対応する九州がんプロ養

成プラン講演会 : Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

6.	 宇津木久仁子 , 増島麻里子
	 リンパ浮腫診療におけるチーム医療；標準化に

向けて .
	 第 5 回日本リンパ浮腫学会総会 : 名古屋市 , 

2022, [ 座長 ]

7.	 宮城八重子 , 花出正美 , 河島地草 , 片岡綾華 , 
上間美夕紀

	 がん相談支援センターにおける「患者 -家族間
の関係・コミュニケーション」に関する相談内
容 .

	 第 10 回がん相談研究 : Web 開催 , 2022, [ 一
般演題口演 ]

8.	 花出正美
	 がん患者の家族ケアのポイント .
	 明日からできるがん医療に携わる看護師のため

のWEB Seminar: Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

9.	 森安真優 , ほか
	 当院でチャイルドサポート支援を行った患者の

特徴について .
	 第 7 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : 下関市 , 2022, [ ポスター発表 ]

10.	 片岡明美
	 妊孕性 /漢方
	 第 7 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : 下関市 , 2022, [ 座長 ]

11.	 上田美佐江
	 カルテ記載から連携実績データを集計すること

に成功した方法についての報告 .
	 第 24 回日本医療マネジメント学会学術総会 : 

神戸市+Web開催 , 2022, [ 一般演題口演 ]

12.	 釣江利 , 田近忍 , 片岡明美
	 乳がんとヤングケアラー .
	 認定 NPO 法人乳房健康研究会ピンクリボン

アドバイザーアニュアルミーティング : 東京
+Web開催 , 2022, [ ディスカッサント ]
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13.	 渡邊雅之
	 最新のがん事情について .
	 健康保険組合経営研究会自主研究会 : 東京 , 

2022, [ 特別講演 ]

14.	 渡邊雅之
	 食道癌の診断と治療 .
	 健保連神奈川湘南部会職員研修会 : 東京 , 

2022, [ 講演 ]

15.	 片岡明美 , 中村美穂
	 乳がん検診の勧めとがん治療後の生活につい

て .
	 健保連神奈川湘南部会職員研修会 : 東京 , 

2022, [ 講演 ]

16.	 松浦信子
	 ロボット支援下手術を受けたストーマ患者のケ

ア .
	 第 53 回東京ストーマリハビリテーション研究

会 : 東京 , 2022, [ 教育講演 ]

17.	 片岡明美
	 乳がん治療後に気をつけたい第二のがん：早期

発見と予防のために今何をすべきか .
	 NPO 法人女性医療ネットワーク第 143 回マン

マチアー : Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

18.	 小野麻紀子 , 青木洋一 , 横井麻珠美 , 大島淑夫 , 
厚坊浩史 , 飯沼亮介 , 森安真優 , 長﨑礼子 , 床
知恵子 , 濱口恵子 , 中村美穂 , 宇津木久仁子 , 
片岡明美 , 高野利実 , 渡邊雅之

	 多職種のためのがんサバイバーシップに関する
教育プログラム .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ シンポジウム ]

19.	 濱口恵子
	 いつでも、だれでも、どこでも、サバイバーシッ

プ支援を受けられる病院をめざして .
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ セミナー ]

20.	 花出正美 , 上間美夕紀
	 がん患者・家族等に対するがん看護専門看護師

による相談支援の実態 .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ ポスター発表 ]

21.	 片岡明美
	 乳がん診療の基礎知識 .
	 認定 NPO 法人乳房健康研究会ピンクリボン

ワークショップキャラバン : Web 開催 , 2022, 
[ 講演 ]

22.	 床知恵子
	 臨床における ACP の実践：病棟・外来・在宅

それぞれ行っているACPの共有 .
	 第 4回介護と医療連携の会 : Web開催 , 2022, 

[ 講演 ]

23.	 片岡明美
	 POSITIVE 試験の意義と現状報告 .
	 エスティーローダー社内研修会 : Web 開催 , 

2022, [ 講演 ]

24.	 渡邊雅之
	 最新のがん事情について .
	 日本航空健康保険組合講演会 : 東京 , 2022, 

[ 講演 ]

25.	 床知恵子
	 がん診療連携拠点病院を対象とした実態調査＜

中間報告＞ .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会、第 31 回

日本乳癌学会学術総会、第 28 回日本緩和医療
学会学術大会合同プレ企画 : Web 開催 , 2022, 
[ 口述発表 ]

26.	 片岡明美
	 様々な Gap を埋め「生きる」を応援するアド

バンスケアプランニング .
	 第 37 回日本がん看護学会学術集会、第 31 回

日本乳癌学会学術総会、第 28 回日本緩和医療
学会学術大会合同プレ企画 : Web 開催 , 2022, 
[ 司会 ]
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【緩和治療科】
1.	 川原玲子
	 緩和ケア病棟における苦痛緩和のための鎮静 .
	 日本麻酔科学会第 69 回学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ シンポジウム ]

2.	 松本禎久 , 上原優子 , 水嶋章郎 , 小杉寿文 , 里
見絵理子

	 がん診療連携拠点病院における難治性がん疼痛
に対するサドルブロックの実施状況、障壁、教
育 : 全国質問紙調査 .

	 日本麻酔科学会第 69 回学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ ポスターディスカッション ]

3.	 松本禎久
	 いまからできる！緩和治療・ケア領域の臨床研

究 .
	 第 7 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : 下関市 , 2022, [ ワークショップ ]

4.	 松本禎久 , 上原優子 , 小杉寿文 , 曽根美雪 , 中
村直樹 , 森田達也 , 水嶋章郎 , 宮下光令 , 山口
拓洋 , 里見絵理子

	 がん診療連携拠点病院における腹腔神経叢ブ
ロック / 内臓神経ブロックの実施状況、障壁、
教育：全国質問紙調査 .

	 第 7 回日本がんサポーティブケア学会学術集
会 : 下関市 , 2022, [ ポスター発表 ]

5.	 松本禎久
	 早期からの緩和ケア：わが国でのエビデンスと

今後の展望：J-SUPPORT1603 試験から .
	 第 7 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : 下関市 , 2022, [ モーニングセミナー ]

6.	 松本禎久 , 上原優子 , 水嶋章郎 , 小杉寿文 , 曽
根美雪 , 宮下光令 , 山口拓洋 , 里見絵理子

	 がん疼痛に対する侵襲的鎮痛法のコンサルト状
況と障壁：施設対象全国質問紙調査 .

	 日本ペインクリニック学会第 56 回学術集会 : 
東京+Web開催 , 2022, [ 口述発表 ]

7.	 松本禎久 , 上原優子 , 小杉寿文 , 曽根美雪 , 中
村直樹 , 森田達也 , 水嶋章郎 , 宮下光令 , 山口
拓洋 , 里見絵理子

	 がん疼痛に対するメサドン内服治療の実態、障

壁：日本在宅医療連合学会認定専門医対象全国
質問紙調査 .

	 第 4 回日本在宅医療連合学会大会 : 神戸市 , 
2022, [ 口述発表 ]

8.	 佐伯吉規
	 いわゆる「悪質なクレーマー」に対する対応：

チームメンバーは精神、心理職などのメディカ
ルスタッフだけではない .

	 第 27 回日本緩和医療学会学術大会 : 神戸市 , 
2022, [ シンポジウム ]

9.	 星野奈月 , 三浦美和子 , 赤松秀敏 , 川地香奈子 , 
船越信介 , 菊地きよ美 , 川端奈緒 , 阿部正 , 星
野晴彦 , 荒川さやか , 臼井優子 , 織壁里名 , 秋
月晶子 , 佐伯吉規 , 水野俊美 , 宇津木智子 , 坂
口日登美 , 田近忍 , 岸洋平 , 川原玲子

	 急性期総合病院とがん専門病院との病病連携に
よる、進行 /終末期がん患者・家族が望む療養
環境の提供 .

	 第 27 回日本緩和医療学会学術大会 : 神戸市 , 
2022, [ ポスター発表 ]

10.	 松本禎久 , 上原優子 , 小杉寿文 , 曽根美雪 , 中
村直樹 , 森田達也 , 水嶋章郎 , 宮下光令 , 山口
拓洋 , 里見絵理子

	 がん疼痛に対するメサドン内服治療の実態、障
壁：がん診療連携拠点病院以外の病院および在
宅療養支援診療所を対象とした全国質問紙調
査 .

	 第 27 回日本緩和医療学会学術大会 : 神戸市 , 
2022, [ ポスター発表 ]

11.	 松本禎久 , 髙橋健夫
	 緩和的放射線治療をがん患者に届ける：現在

の課題と打開策について：合同シンポジウム
（JSPM・JASTRO）.

	 第 27 回日本緩和医療学会学術大会 : 神戸市 , 
2022, [ 座長 ]

12.	 松本禎久
	 進行肺がん患者を対象としたスクリーニングを

組み合わせた看護師主導による治療早期からの
専門的緩和ケア介入プログラムに関するランダ
ム化比較試験（J-SUPPORT1603）.

	 第 27 回日本緩和医療学会学術大会 : 神戸市 , 
2022, [ シンポジウム ]
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13.	 秋月晶子
	 当院（東京都がん診療連携拠点病院）の緩和ケ

ア外来の現状と課題 .
	 第 27 回日本緩和医療学会学術大会 : 神戸市 , 

2022, [ 講演 ]

14.	 Saeki, Y.
	 Cancer-Related Insomnia：The relationship 

between sleep, QOL and prognosis.
	 J-HOPE The 9th Clinical Research Skill Ad-

vancement Workshop Program: Tokyo, Ja-
pan, 2022, [ ランチョンセミナー ]

15.	 松本禎久
	 Early palliative care and advance care plan-

ning among patients with advanced can-
cer：進行がん患者における早期からの緩和ケア
とアドバンスケアプランニング .

	 第 81 回日本癌学会学術総会 : 横浜市 , 2022, 
[ 講演 ]

16.	 Matsumoto, Y.
	 Latest pain management.
	 IASLC 2022 Asia Conference on Lung Can-

cer: Nara, Japan, 2022, [ 招待講演 ]

17.	 佐伯吉規 , 貞廣良一
	 せん妄に対する向精神薬の薬理学的知識と使い

分けについて .
	 第 35 回日本サイコオンコロジー学会総会 : 東

京 , 2022, [ 座長 ]

18.	 佐伯吉規
	 「寄り添い」を考察する .
	 第 35 回日本サイコオンコロジー学会総会 : 東

京 , 2022, [ 教育講演 ]

19.	 松本禎久
	 早期からの専門的緩和ケア：J-SUPPORT1603

試験から考える .
	 第 35 回日本サイコオンコロジー学会総会 : 東

京 , 2022, [ 講演 ]

20.	 佐伯吉規
	 ここがつらいよ ?無床リエゾンチーム .
	 第 35 回日本総合病院精神医学会総会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ 講演 ]

21.	 佐伯吉規
	 国際交流
	 第 35 回日本総合病院精神医学会総会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

22.	 佐伯吉規
	 心療内科・精神科医が知っておきたい片頭痛治

療最新の話題 .
	 第 35 回日本総合病院精神医学会総会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

23.	 佐伯吉規
	 病の体験とアート .
	 第 35 回日本総合病院精神医学会総会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

24.	 松本禎久
	 多職種で取り組むがん患者を中心に据えた地域

包括ケアとがん診療連携 .
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ 座長 ]

25.	 松本禎久 , 服部友歌子 , 三浦智史
	 造血器悪性腫瘍患者の緩和ケアへの移行促進を

目的とした、緩和ケア医と血液内科医の終末期
の輸血療法に対する認識と実践に関するアン
ケート調査 .

	 笹川保健財団研究助成事業 2022 年度報告会 : 
東京 , 2022, [ 口述発表 ]

26.	 松本禎久
	 緩和医療特論 .
	 2022 年度日本がん治療認定医機構 教育セミ

ナー : Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

27.	 佐伯吉規
	 COVID-19 せん妄の薬物療法：各国ガイドライ

ンの比較 .
	 第 32 回日本臨床精神神経薬理学会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

28.	 松本禎久
	 早期からの緩和ケア提供 .
	 第 6 回岡山県緩和ケアフォローアップ研修会

（岡山県医師会主催）: Web開催, 2022, [講演]
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29.	 松本禎久
	 難治性がん疼痛に対する神経ブロックの地域連

携体制（背景）.
	 第 10 回都道府県がん診療連携拠点病院連絡協

議会緩和ケア部会 : Web 開催 , 2022, [ 口述発
表 ]

【看護部】
1.	 倉富美里
	 内視鏡観察及び治療の介助について .
	 第20回大腸画像アカデミー: 東京 , 2022, [シ

ンポジウム ]

2.	 上間美夕紀 , 花出正美 , 宮城八重子 , 河島地草 , 
片岡綾華

	 A がん専門病院がん相談支援センターにおける
就労支援：就労・療養両立支援指導料算定に焦
点を当てて .

	 第 36 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

3.	 北村典子 , 永島志 , 小林真代 , 伊藤有香 , 羽田
忍

	 消化器化学療法科病棟での病状悪化に伴うイン
フォームド・コンセント後の家族の語り：IC
後 24時間以内の看護記録からの内容分析 .

	 第 36 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

4.	 後藤志保 , シュワルツ史子
	 放射線治療に伴う晩期有害事象へのケア .
	 第 36 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2022, [ 教育講演 ]

5.	 永島志 , 小林真代 , 北村典子 , 伊藤有香 , 羽田
忍

	 消化器化学療法科病棟での病状悪化に伴うイン
フォームド・コンセント後の患者の語り：IC
後 24時間以内の看護記録からの内容分析 .

	 第 36 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市
+Web開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

6.	 清水多嘉子
	 パラダイムシフトへの挑戦：がん看護をそうぞ

う（創造・想像）する .
	 第 36 回日本がん看護学会学術集会 : 横浜市

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

7.	 松浦信子
	 オストメイトからの発信！医療者にもっと知っ

ておいてほしいこと .
	 第 39 回日本ストーマ・排泄リハビリテーショ

ン学会総会 : 高松市 , 2022, [ 座長 ]

8.	 小笠原麻衣子
	 当院におけるリンパ浮腫治療のチーム医療 .
	 第 5 回日本リンパ浮腫学会総会 : 名古屋市 , 

2022, [ シンポジウム ]

9.	 藤木由佳子 , ほか
	 頭頸部癌で化学放射線療法（CRT）を受ける入

院患者の体重減少や栄養充足状態と主観的症
状、日常生活の支障に関するカルテ調査 .

	 第 7 回日本がんサポーティブケア学会学術集
会 : 下関市 , 2022, [ ポスター発表 ]

10.	 長﨑礼子 , 矢野真吾
	 新型コロナウイルス感染症の蔓延下における外

来がん薬物療法 .
	 第 7 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : 下関市 , 2022, [ 座長 ]

11.	 後藤志保
	 今後の INE の役割：医療全体の中の IVR の位

置づけと看護のポイントを学ぶ：第 3弾 .
	 第51回日本IVR学会総会: 神戸市+Web開催, 

2022, [ 座長 ]

12.	 三澤貴代美
	 終末期ケア・専門的緩和ケア（緩和ケア病棟・

緩和ケアチーム等）.
	 第 27 回日本緩和医療学会学術大会 : 神戸市 , 

2022, [ 座長 ]

13.	 水野俊美
	 鎮静の手引きはあるけれど：終末期の現場の苦

痛緩和と鎮静の悩み：苦痛緩和カンファレンス
に関する当院での取り組み .

	 第 27 回日本緩和医療学会学術大会 : 神戸市
+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]
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14.	 後藤志保
	 現場の看護職に役立つ最新のケア：がん医療に

おける放射線治療、IVRと看護 .
	 日本放射線看護学会第 11回学術集会 : Web 開

催 , 2022, [ 教育講演 ]

15.	 黒田直子 , ほか
	 もう怖くない！外来がん化学療法における抗が

ん薬の曝露対策指導：患者・家族が安心して治
療に臨むために .

	 第 32 回日本医療薬学会年会 : 高崎市 , 2022, 
[ シンポジウム ]

16.	 松浦信子
	 ロボット支援下手術を受けたストーマ患者のケ

ア .
	 第 53 回東京ストーマリハビリテーション研究

会 : 東京 , 2022, [ 教育講演 ]

17.	 長﨑礼子
	 irAE における患者教育とチーム医療 .
	 日本臨床腫瘍学会がん免疫療法マネジメントセ

ミナー：ベーシックコース : Web 開催 , 2022, 
[ 講演 ]

18.	 宇津木智子
	 不眠時・不穏時指示薬の使い方をめぐる課題：

看護師の立場から .
	 第 35 回日本サイコオンコロジー学会総会 : 東

京 , 2022, [ シンポジウム ]

19.	 宇津木智子
	 精神病性疾患を有するがん患者への対応：精神

医療を専門にしていない看護師の立場から .
	 第 35 回日本サイコオンコロジー学会総会 : 東

京 , 2022, [ シンポジウム ]

20.	 関口陽子
	 こころとアート 1.：病の体験とアート：富士山

に与えられた命とともに .
	 第 35 回日本総合病院精神医学会総会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ 招待講演 ]

21.	 長﨑礼子
	 人生会議（ACP；アドバンスケアプランニング）

私らしく生きるために：当院の取り組み .
	 2022 年度がん研有明病院一般公開講座 : Web

開催 , 2022, [ 講演 ]

22.	 河島地草
	 人生会議（ACP）：私らしく生きるために .
	 がん研有明病院一般公開講座 : Web 開催 , 

2022, [ 講演 ]

23.	 佐山郁子
	 妊孕性温存に対する外来看護師としての取り組

み .
	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2022, [ 医療スタッフセミナー ]

24.	 田代恵子
	 タスクシフト /シェアで支える働き方改革時代

の肺癌診療：看護師の立場から .
	 第 63 回日本肺癌学会学術集会 : 福岡市 , 

2022, [ シンポジウム ]

【薬剤部】
1.	 川上和宜
	 Special Lecture & Cross Talk；Cross Talkトッ

プランナーに聞く上手くいくコツと工夫 .
	 Immuno-Oncology Seminar for pharma-

cists: Web 開催 , 2022, [ 司会 ]

2.	 横川貴志
	 試されるチーム力：ニボルマブ・イピリムマブ

併用療法の irAE Management.
	 Immuno-Oncology Seminar for pharma-

cists: Web 開催 , 2022, [ 講演 ]

3.	 中村匡志 , 中山厳馬 , 篠崎英司 , 川上和宜 , 小
林一男 , 羽鳥正浩 , 陳勁松 , 若槻尊 , 高張大亮 , 
大木暁 , 小倉真理子 , 大隅寛木 , 下嵜啓太郎 , 
清水久範 , 山口研成 , 山口正和

	 Single institute experiences of Cetux-
imab, Encorafenib ± Binimetinib for 
BRAFV600E-mutated metastatic colorectal 
cancers.

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

4.	 橋本幸輝 , 林稔展 , 下川元継 , 松井礼子 , 藤堂
真紀 , 玉木慎也 , 原田知彦 , 佐野元彦 , 小池恭
正 , 藤田行代志 , 飯原大稔 , 橋本浩伸 , 湊川紘
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子 , 小茂田昌代 , 安部正和 , 乾直輝 , 沖田憲司 , 
西村潤一 , 山本信之 , 齋藤光江

	 化学療法誘発性の突発性悪心嘔吐に対するオラ
ンザピン投与の実態調査 .

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ 口述発表 ]

5.	 羽鳥正浩 , 中山厳馬 , 中村匡志 , 小林一男 , 大
木暁 , 小倉真理子 , 大隅寛木 , 下嵜啓太郎 , 若
槻尊 , 篠崎英司 , 高張大亮 , 陳勁松 , 山口研成 , 
山口正和

	 Clinical experiences of combination therapy 
with cisplatin for the older-aged esopha-
geal cancer patients.

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ ポスター発表 ]

6.	 佐藤莉沙 , 平松亜依 , 辻将成 , 吉村朋展 , 村田
勇人 , 梅森菜穂子 , 高橋健市 , 橋本幸輝 , 市村
丈典 , 清水久範 , 山口正和

	 保険薬局薬剤師による健康関連QOL 評価に係
るアンケート調査 （3）：QOL評価に対する薬剤
師の意識と将来展望 .

	 日本薬学会第142年会: Web開催 , 2022, [ポ
スター発表 ]

7.	 川上和宜
	 がん薬剤師外来での患者安全管理のスキルを共

有する .
	 日本薬学会第142年会: Web開催 , 2022, [講

演 ]

8.	 清水久範
	 がん薬物療法の価値評価創出：クロージングに

向けて .
	 日本薬学会第142年会: Web開催 , 2022, [シ

ンポジウム ]

9.	 山口正和
	 胃癌薬物療法における最新知見 .
	 第 11 回日本臨床腫瘍薬学会学術大会 : 仙台市

+Web開催 , 2022, [ ランチョンセミナー ]

10.	 山口正和
	 薬薬連携を推進するために：がん専門施設にお

ける取組み .
	 第 11 回日本臨床腫瘍薬学会学術大会 : 仙台市

+Web開催 , 2022, [ イブニングセミナー ]

11.	 横川貴志 , 辻大樹
	 みんな繋がろう！広がる臨床研究のネットワー

ク .
	 第 11 回日本臨床腫瘍薬学会学術大会 : 仙台市

+Web開催 , 2022, [ 座長 ]

12.	 柴田直樹
	 非小細胞肺がん .
	 第 14 回日本がん薬剤学会学術大会 : 東京 , 

2022, [ 教育セミナー ]

13.	 横川貴志
	 膵癌診療ガイドラインを理解する：化学療法と

支持・緩和療法を中心に .
	 第 14 回日本がん薬剤学会学術大会 : 東京 , 

2022, [ シンポジウム ]

14.	 清水久範
	 処方提案に活かす制吐療法のエビデンス .
	 第 14 回日本がん薬剤学会学術大会 : 東京 , 

2022, [ 座長 ]

15.	 青山剛
	 皮膚障害のマネジメントに必要なスキル .
	 第 15 回日本緩和医療薬学会年会 : Web 開催 , 

2022, [ シンポジウム ]

16.	 小林一男
	 レンバチニブ / ペムブロリズマブ併用療法の

AE マネジメントにおける具体的な対応策につ
いて .

	 子宮体癌AEマネジメントセミナー: Web開催, 
2022, [ 講演 ]

17.	 山口正和
	 バイオ医薬品による治療をひとりでも多くの患

者さまへ .
	 日本病院薬剤師会関東ブロック第 52 回学術大

会 : 横浜市+Web開催 , 2022, [ ランチョンセ
ミナー ]

18.	 川上和宜
	 がん領域トップランナー達の舞台裏：若手薬剤

師に向けてメッセージ：私の現状から一歩踏み
出すコツ：専門薬剤師育成を例に .
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	 日本病院薬剤師会関東ブロック第 52 回学術大
会: 横浜市+Web開催, 2022, [シンポジウム]

19.	 横川貴志
	 がん化学療法の安全性と利便性を高めるために

薬剤師ができること .
	 Pharmacist Meeting: Web 開催 , 2022, [ 総

合司会 ]

20.	 中村匡志
	 糖尿病を合併したがん患者への薬学的介入 .
	 第 10 回日本くすりと糖尿病学会学術集会 : 

Web 開催 , 2022, [ シンポジウム ]

21.	 中村匡志
	 「食欲がない」、から始まる薬剤師介入 .
	 第 32 回日本医療薬学会年会 : 高崎市 , 2022, 

[ メディカルセミナー ]

22.	 小林一男 , ほか
	 臨床マインドと研究マインドを兼ね備えた薬剤

師を目指す君たちへ .
	 第 32 回日本医療薬学会年会 : 高崎市 , 2022, 

[ シンポジウム ]

23.	 山口正和 , ほか
	 3 つのがん専門施設の薬剤部長の経験から語る

キャリアパス .
	 第 32 回日本医療薬学会年会 : 高崎市 , 2022, 

[ シンポジウム ]

24.	 川上和宜 , ほか
	 なぜ、いまキャリアパスのシンポジウムが必要

なのか？
	 第 32 回日本医療薬学会年会 : 高崎市 , 2022, 

[ シンポジウム ]

25.	 清水久範 , ほか
	 薬薬連携における健康関連QOL 測定ツールか 

irAE 早期発見の期待展開事例より irAE マネジ
メントに向けた情報共有 .

	 第 32 回日本医療薬学会年会 : 高崎市 , 2022, 
[ シンポジウム ]

26.	 横川貴志 , 辻大樹 , 森山陵 , 鈴木賢一 , 羽鳥正
浩 , 川上和宜 , 中尾將彦 , 矢野琢也 , 荒川雄一
朗 , 松尾圭祐 , 大橋養賢 , 笹平直樹 , 石井浩 , 
伊藤邦彦 , 山口正和

	 遠隔転移膵癌患者のゲムシタビン薬効発現に関
する遺伝子多型解析研究（GENESECT 試験）.

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ 最優秀演題講演 ]

27.	 浅野舞美 , 清水久範 , 横川貴志 , 鈴木亘 , 川上
和宜 , 小林一男 , 杉﨑崇人 , 青山剛 , 式部さあ
里 , 友松拓哉 , 深田一平 , 高野利実 , 山口正和

	 乳癌術前術後 FEC 療法におけるペグフィルグ
ラスチム使用による血球成分の推移調査 .

	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 
2022, [ ポスター発表 ]

28.	 小林一男
	 妊孕性温存の実践と課題：多職種の視点で考え

る .
	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2022, [ 座長 ]

29.	 川上和宜
	 チームアプローチで考える !!：高齢者の乳がん

薬物療法 .
	 第 18 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2022, [ 座長 ]

【医療安全管理部】
1.	 山本豊 , 根本真記 , 川尻恵子 , 中山章子
	 がん専門病院におけるRRSの活動報告 .
	 第 17 回医療の質・安全学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ 口述発表 ]

【先進がん治療開発センター】
1.	 樽野弘之
	 治験、臨床研究の教育と JSCTR 認定制度につ

いて .
	 日本臨床試験学会第13回学術集会総会 : 東京 , 

2022, [ シンポジウム ]

2.	 安藤聡美
	 メディカルコミュニケーターのためのがん臨床

試験セミナー（7回シリーズ）.
	 日本メディカルライター協会 : 東京 +Web 開

催 , 2022, [ 座長・進行 ]
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3.	 渡邊秀幸 , ほか
	 「がん研版 CRC室教育チェックリスト」作成に

向けた取り組み .
	 ARO協議会第9回学術集会: 柏市+Web開催 , 

2022, [ ポスター発表 ]

4.	 樽野弘之
	 医師主導治験・特定臨床研究を推進する意義と

望まれる実施体制：製薬企業及び医療機関に所
属した経験から .

	 第 22回 CRCと臨床試験のあり方を考える会議 
2022 in 新潟 : 新潟市+Web開催 , 2022, [ シ
ンポジウム ]

5.	 芳賀洋子 , 齋藤由美子 , 中屋純子 , 永松明美 , 
西川奈津紀 , 出合美帆 , 佐々木由紀 , 難波志穂
子

	 ARO所属の CRCの働き方についての調査 .
	 第 43 回日本臨床薬理学会学術総会 : 横浜市 , 

2022, [ ポスター発表 ]

6.	 安藤聡美
	 新薬承認申請資料（Common Technical Doc-

ument）の作成方法（1,2）.
	 一般財団法人日本科学技術連盟：メディカルラ

イティング教育コース : Web 開催 , 2022, [ 教
育セミナー講師 ]

【がん早期臨床開発部】
1.	 古川孝広
	 乳がん早期臨床試験における TRとインフラ整

備 .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

【がん免疫治療開発部】
1.	 北野滋久
	 がん治療における Biomarker と検査手法の新

たな展開 .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ 司会 ]

2.	 北野滋久
	 乳癌微小環境から考察するがん免疫療法の戦

略 .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ シンポジウム ]

3.	 北野滋久
	 腫瘍免疫学の基礎 .
	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市

+Web開催 , 2022, [ 教育講演 ]

4.	 山崎真澄
	 CRCのためのマネジメントスキル：がんゲノム

医療コーディネーターの知識を生かした CRC
業務 .

	 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市
+Web開催 , 2022, [ セミナー ]

5.	 北野滋久
	 複合がん免疫療法の臨床開発における現状と課

題 .
	 第 19 回日本免疫治療学会学術集会 : 東京

+Web開催 , 2022, [ ランチョンセミナー ]

6.	 北野滋久
	 免疫関連有害事象（irAE）の作用機序とマネー

ジメントについて .
	 第 38 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 : 弘前

市 , 2022, [ 総合レクチャー ]

7.	 北野滋久
	 基礎研究から理解する複合免疫療法の意義：長

期生存を目指して .
	 第 38 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 : 弘前

市 , 2022, [ ランチョンセミナー ]

8.	 北野滋久
	 複合がん免疫療法の開発状況と今後の展望 .
	 第 26 回日本がん免疫学会総会 : 松江市 , 

2022, [ シンポジウム ]

9.	 北野滋久
	 トリプルネガティブ乳癌の治療開発と課題 .
	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2022, [ シンポジウム ]

10.	 北野滋久
	 免疫療法（乳がん治療における免疫療法につい

て）.
	 第 30 回日本乳癌学会学術総会 : 横浜市+Web

開催 , 2022, [ 患者・市民参画プログラム ]
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11.	 北野滋久
	 腫瘍免疫応答において VEGFR/FGFR 阻害に期

待される作用 .
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ 学術セミナー ]

12.	 北野滋久
	 腫瘍免疫応答における抗CTLA-4 抗体の価値 .
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ スポンサードシンポジウム ]

13.	 北野滋久
	 複合がん免疫療法の開発状況とトランスレー

ショナル研究 .
	 第 60 回日本癌治療学会学術集会 : 神戸市 , 

2022, [ ワークショップ ]

14.	 北野滋久
	 がん免疫療法の臨床開発における TRの実践 .
	 第 43 回日本臨床薬理学会学術総会 : 横浜市 , 

2022, [ シンポジウム ]

15.	 北野滋久
	 ICI 治療のNext Step.
	 第35回日本バイオセラピィ学会学術集会総会: 

福島市 , 2022, [ 座長 ]

16.	 北野滋久
	 当院における免疫支援チームの取り組み .
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3回）：看護師に対し、診察場面や待合室でと
きおり怒りをぶつけてくる 63歳男性 Aさん .

	 YORi-SOU がんナーシング , 2022. 12（3）: 
324-325

7.	 厚坊浩史
	 サイコオンコロジーの考えから導く：患者さ

ん&家族のタイプ別に指南 !質問力アップ講座
（第 5回）：外来通院中、看護師に声をかけて長
い時間（あまり治療とは関係のない）話をする
59歳女性 Aさん .

	 YORi-SOU がんナーシング , 2022. 12（5）: 
570-571

8.	 厚坊浩史
	 サイコオンコロジーの考えから導く：患者さん

&家族のタイプ別に指南 !質問力アップ講座（第
6回）：外来で不安を表出し、ややつらそうに
している 48歳女性 Aさん .

	 YORi-SOU がんナーシング , 2022. 12（6）: 
686-687

9.	 厚坊浩史
	 サイコオンコロジーの考えから導く：患者さ

ん&家族のタイプ別に指南！質問力アップ講座
（第 2回）：「もう死にたい」と話す、子宮頸が
んの 55歳女性 Aさん .

	 YORi-SOU がんナーシング , 2022. 12（2）: 
204-205

10.	 厚坊浩史
	 サイコオンコロジーの考えから導く：患者さ

ん&家族のタイプ別に指南！質問力アップ講座
（第 4回）：看護師に対し、診察場面や待合室で
攻撃に近い怒りをぶつけてくる 76歳男性 Aさ
ん .

	 YORi-SOU がんナーシング , 2022. 12（4）: 
452-453

11.	 厚坊浩史
	 セルフケア支援・リハビリテーション・心理的

サポート：多職種だからできる乳がん看護トー
タルケア：社会や家庭で大きな役割を持つ患者
さんへの心の支援 .

	 YORi-SOU がんナーシング , 2022. 12（4）: 
432-433

12.	 大岡友子 , 清水研
	 死別にまつわる心理的苦痛：背景理論からケア

およびマネジメントまで：大切な人との死別を
経験した遺族の「成長」に関する一考察：死別
を経験することにより人は成長し得るのか .

	 精神医学 , 2022. 64（12）: 1597-1604

13.	 清水研
	 今あらためて「対話」を問う：オープンダイア

ローグ時代の深化と進化：コンサルテーション
場面での対話 .

	 精神科治療学 , 2022. 37（10）: 1087-1093

14.	 清水研
	 患者さんに「寄り添って」話を聴くってどうい

うこと ?（第 2回）：「寄り添うってどういう意
味があるんですか?」：医療者の心構えについて.

	 公衆衛生 , 2022. 86（5）: 460-465
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15.	 清水研
	 患者さんに「寄り添って」話を聴くってどうい

うこと ?（第 3回）：不安と向き合うための 3
ステップ：患者さんの不安とどう向き合うか .

	 公衆衛生 , 2022. 86（6）: 555-560

16.	 清水研
	 患者さんに「寄り添って」話を聴くってどうい

うこと ?（第 5回）　がん告知後に患者さんの
反応がない：患者心理・解離について .

	 公衆衛生 , 2022. 86（10）: 892-897

17.	 清水研
	 患者さんに「寄り添って」話を聴くってどうい

うこと ?（第 6回）：怒りへの対応：若くて何
も悪いことをしていない自分が、なんでこんな
目にあうんだ .

	 公衆衛生 , 2022. 86（12）: 1048-1053

18.	 清水研
	 患者さんに「寄り添って」話を聴くってどうい

うこと ?（第 1回）「寄り添うってどういう意
味があるんですか ?」病気に罹患した後の心の
道筋について .

	 公衆衛生 , 2022. 86（4）: 380-385

19.	 清水研
	 誰かをケアする人のケア：支援者支援を考える：

さまざまな現場から：死を意識したがん患者と
向き合うこと：こころの危機から成長まで .

	 こころの科学 , 2022（222）: 73-78

【形成外科】
1.	 Fuse, Y., Yoshimatsu, H., Karakawa, R., 

Yano, T.
	 Deep fat saving elevation of the superficial 

circumflex iliac artery perforator flap.
	 Medicina （Kaunas）, 2022. 58（5）: 670

2.	 Fuse, Y., Yamamoto, T., Kageyama, T., 
Sakai, H., Tsukuura, R., Yoshimatsu, H., 
Yamamoto, N.

	 Domino free flap transfer using a superfi-
cial circumflex iliac artery perforator flap 
for the toe flap donor site.

	 Ann. Plast. Surg., 2022. 88（3）: 293-297

3.	 Fuse, Y., Karakawa, R., Yano, T., Yoshimat-
su, H.

	 Lymph-venous anastomosis for breast can-
cer-related lymphoedema after docetaxel-
based chemotherapy.

	 J. Clin. Med., 2022. 11（5）: 1409

4.	 Fuse, Y., Yoshimatsu, H., Karakawa, R., 
Yano, T.

	 Novel classification of the branching pat-
terns of the superficial branch and the deep 
branch of the superficial circumflex Iliac 
artery and the superficial inferior epigastric 
artery on computed tomographic angiogra-
phy.

	 J. Reconstr. Microsurg., 2022. 38（4）: 
335-342

5.	 Hayashi, A., Visconti, G., Giacalone, G., Ha-
yashi, N., Yoshimatsu, H.

	 Recent advances in ultrasound technology: 
Ultra-high frequency ultrasound for recon-
structive supermicrosurgery.

	 J. Reconstr. Microsurg., 2022. 38（3）: 
193-199

6.	 Karakawa, R., Yoshimatsu, H., Kamiya, K., 
Fuse, Y., Yano, T., Muro, S., Akita, K.

	 An anatomical study of posterior trunk 
recipient vessels, and comparisons of out-
come following pedicled- and free-flap 
transfers for treatment of sarcoma in the 
posterior trunk.

	 J. Reconstr. Microsurg., 2022. 38（9）: 
683-693

7.	 Karakawa, R., Konishi, T., Yoshimatsu, H., 
Fuse, Y., Hashimoto, Y., Matsui, H., Fush-
imi, K., Yano, T., Yasunaga, H.

	 Comparison of short-term outcomes be-
tween pedicled- and free-flap autologous 
breast reconstruction: A nationwide inpa-
tient database study in Japan.

	 Breast Cancer, 2022. 29（11）: 1067-1075
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8.	 Karakawa, R., Yoshimatsu, H., Yano, T.
	 Coronoidectomy, condylectomy, and free 

vascularized fibula osteomusculocutaneous 
flap transfer for severe trismus due to con-
tracture of the oral mucosa and temporo-
mandibular joint ankylosis after maxillecto-
my: A case report.

	 Microsurgery, 2022. 42（2）: 187-191

9.	 Kimura, T.
	 Letter to the editor regarding “Clinical fea-

tures of ruptured very small intracranial 
aneurysms （<3 mm） in patients with sub-
arachnoid hemorrhage” .

	 World Neurosurg., 2022. 165: 206

10.	 Maeda, E., Tanakura, K., Tsuyama, N., 
Takeuchi, K., Yano, T.

	 Unilateral late breast seroma after breast 
augmentation surgery associated with the 
use of an electrical muscle stimulation de-
vice.

	 Int. J. Surg. Wound Care, 2022. 3（2）: 
46-49

11.	 Tsuruta, Y., Yano, T., Kuramoto, Y., Suesa-
da, N., Fuse, Y., Karakawa, R., Yoshimatsu, 
H., Tanakura, K., Miyashita, H.

	 Breast shape evaluation after free flap 
breast reconstruction after more than 10 
years follow-up using 3-dimensional imag-
ing device.

	 Ann. Plast. Surg., 2022. 88（5）: 555-559

12.	 Yoshimatsu, H., Miyashita, H., Karakawa, R., 
Fuse, Y., Yano, T.

	 Filling the upper pole with the pectoralis 
major muscle flap in profunda femoris ar-
tery perforator flap breast reconstruction.

	 Medicina （Kaunas, Lithuania）, 2022. 58
（4）: 458

13.	 Yoshimatsu, H., Karakawa, R., Fuse, Y., 
Yano, T.

	 Simultaneous lymphatic superficial circum-
flex iliac artery perforator flap transfer from 
the zone 4 region in autologous breast 

reconstruction using the deep inferior epi-
gastric artery perforator flap: A proof-of-
concept study.

	 J. Clin. Med., 2022. 11（3）: 534

14.	 Yoshimatsu, H., Karakawa, R., Fuse, Y., Ha-
yashi, A., Yano, T.

	 Superficial circumflex iliac artery perforator 
flap elevation using preoperative high-res-
olution ultrasonography for vessel mapping 
and flap design.

	 J. Reconstr. Microsurg., 2022. 38（3）: 
217-220

15.	 矢野智之
	 乳房再建マニュアル：根治性、整容性、安全性

に必要な治療戦略：実践編：知覚神経付き遊離
皮弁による乳房再建 .

	 PEPARS, 2022（183）: 128-136

16.	 矢野智之 , 布施佑馬
	 今日からの診療に役立つ：ビジュアルでダイレ

クトに解説する体表・軟部疾患の検査&臨床画
像：画像検査総論：形成外科医の” 聴診器” と
して日常診療で使うエコー .

	 形成外科 , 2022. 65（増刊）: S14-S22

17.	 矢野智之
	 整形外科医が知っておくべき皮膚・皮弁手術：

手術のバリエーション：遊離皮弁の基本 .
	 整形外科 Surgical Technique, 2022. 12（2）: 

169-174

【眼科】
1.	 Nakajima, I., Tsuji, H., Mizobuchi, T., Fuku-

da, K.
	 Bilateral multiple primary cysts of the iris 

pigment epithelium occluding pupil.
	 Asia Pac. J. Ophthalmol. （Phila）, 2022（11）: 

5

2.	 Nakajima, I., Taniguchi, Y., Tsuji, H., Mizo-
buchi, T., Fukuda, K.

	 Therapeutic potential of the interleukin-4/
interleukin -13 inhibitor dupilumab for 
treating IgG4-related disease.
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	 Rheumatology （Oxford）, 2022. 61（6）: 
e151-e153

3.	 Tanaka, R., Kaburaki, T., Taoka, K., Karaka-
wa, A., Tsuji, H., Nishikawa, M., Yatomi, Y., 
Shinozaki-Ushiku, A., Ushiku, T., Araki, F.

	 More accurate diagnosis of vitreoretinal 
lymphoma using a combination of diagnos-
tic test results: A prospective observational 
study.

	 Ocul. Immunol. Inflamm., 2022. 30（6）: 
1354-1360

4.	 辻英貴
	 涙道にみられる腫瘍の診断と治療 .
	 眼科手術 , 2022. 35（2）: 247-251

5.	 辻英貴
	 画像と特徴で診断する眼瞼腫瘍 .
	 形成外科 , 2022. 65（増刊）: S135-S142

6.	 辻英貴
	 眼瞼に生じる良性腫瘍と悪性腫瘍の見分け方

は？：眼瞼悪性腫瘍は、睫毛欠損、色素沈着、
黄色部の存在などが大切な所見となる .

	 日本医事新報 , 2022（5124）: 57-58

7.	 辻英貴
	 眼窩腫瘍 .
	 眼科疾患最新の治療：2022-2024 （村上晶ほか

編集）, 東京 , 南江堂 : pp.283-284, 2022

8.	 辻英貴
	 色調と形状で診断する眼瞼腫瘍 .
	 形成外科 , 2022. 65（増刊）: S126-S134

【感染症科】
1.	 Fukumitsu, M., Ariyasu, R., Ishiyama, M., 

Mochizuki, T., Takeda, K., Ono, M., Oyaka-
wa, T., Ebina, A., Nishizawa, A., Tomomat-
su, J., Kogawa, T., Kitano, S., Shiga, T.

	 Myocarditis associated with immune check-
point inhibitors diagnosed by cardiac mag-
netic resonance imaging.

	 Int. Cancer Conf. J., 2022. 12（2）: 109-
114

2.	 Hoashi, K., Hayama, B., Suzuki, M., Saku-
rai, A., Takehana, K., Enokida, T., Takeda, 
K., Ohkushi, D., Doi, Y., Harada, S.

	 Comparison of the treatment outcome of 
piperacillin-tazobactam versus carbapen-
ems for patients with bacteremia caused by 
extended-spectrum β -lactamase-producing 
escherichia coli in areas with low frequency 
of coproduction of OXA-1: A preliminary 
analysis.

	 M i c rob io l .  Spec t r.,  2022 .  10（4）: 
e0220622

3.	 Maruyama, S., Okamura, A., Takeda, K., 
Watanabe, M.

	 ASO author reflections: Are fecal microbes 
associated with outcomes after esophageal 
cancer surgery?

	 Ann. Surg. Oncol., 2022. 29（12）: 7458-
7459

4.	 Maruyama, S., Okamura, A., Kanie, Y., 
Sakamoto, K., Fujiwara, D., Kanamori, J., 
Imamura, Y., Takeda, K., Watanabe, M.

	 ASO visual abstract: Fecal microbes associ-
ated with the outcomes after esophagecto-
my in patients with esophageal cancer.

	 Ann. Surg. Oncol., 2022. 29（12）: 7460-
7461

5.	 Maruyama, S., Okamura, A., Kanie, Y., 
Sakamoto, K., Fujiwara, D., Kanamori, J., 
Imamura, Y., Takeda, K., Watanabe, M.

	 Fecal microbes associated with the out-
comes after esophagectomy in patients 
with esophageal cancer.

	 Ann. Surg. Oncol., 2022. 29（12）: 7448-
7457

6.	 Takeda, K., Yanagitani, N.
	 Guselkumab for treating immune check-

point inhibitor-induced psoriatic arthritis.
	 Ann. Rheum. Dis., 2022: in press
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7.	 大串大輔
	 抗菌薬の使い方：敵はコロナだけにあらず！今

こそ基本に立ち返る：微生物サイドから考え
る抗菌薬の使い方：グラム陽性球菌：腸球菌：
Enterococcus faecalis, Enterococcus fae-
cium.

	 Medicina, 2022. 59（7）: 1068-1071

8.	 羽山ブライアン
	 JOIS presents：知っておきたいがん 感染症（第

7回）：免疫チェックポイント阻害剤と感染症
診療 .

	 J-IDEO, 2022. 6（4）: 672-674

【放射線治療部】
1.	 Akiyoshi, T., Shinozaki, E., Taguchi, S., 

Chino, A., Hiratsuka, M., Tominaga, T., 
Nonaka, T., Toda, S., Matoba, S., Matsui, 
S., Okabayashi, K., Mukai, T., Hiyoshi, Y., 
Yamaguchi, T., Nagasaki, T., Yamaguchi, 
K., Ueno, M., Kuroyanagi, H., Fukunaga, Y., 
Ishizuka, N., Konishi, T.

	 Non-operative management after chemo-
radiotherapy plus consolidation or sand-
wich （induction with bevacizumab and 
consolidation） chemotherapy in patients 
with locally advanced rectal cancer: A mul-
ticentre, randomised phase II trial （NOMI-
NATE trial）.

	 BMJ Open, 2022. 12（3）: e055140

2.	 Inada, M., Nishimura, Y., Ishikura, S., Ishi-
kawa, K., Murakami, N., Kodaira, T., Ito, Y., 
Tsuchiya, K., Murakami, Y., Saito, J., Akimo-
to, T., Nakata, K., Yoshimura, M., Teshima, 
T., Toshiyasu, T., Ota, Y., Minemura, T., Shi-
mizu, H., Hiraoka, M.

	 Organs-at-risk dose constraints in head and 
neck intensity-modulated radiation therapy 
using a dataset from a multi-institutional 
clinical trial （JCOG1015A1）.

	 Radiat. Oncol., 2022. 17（1）: 133

3.	 Miyazaki, K., Suzuki, R., Oguchi, M., Tagu-
chi, S., Amaki, J., Takeshi, M., Kubota, N., 
Maruyama, D., Terui, Y., Sekiguchi, N., 
Takizawa, J., Tsukamoto, H., Murayama, 
T., Ando, T., Matsuoka, H., Hasegawa, M., 
Wada, H., Sakai, R., Kameoka, Y., Tsuka-
moto, N., Choi, I., Masaki, Y., Shimada, 
K., Fukuhara, N., Utsumi, T., Uoshima, N., 
Kagami, Y., Asano, N., Ejima, Y., Katayama, 
N., Yamaguchi, M.

	 Long-term outcomes and central nervous 
system relapse in extranodal natural killer/
T-cell lymphoma.

	 Hematol. Oncol., 2022. 40（4）: 667-677

4.	 Murakami, N., Ando, K., Murata, M., Mu-
rata, K., Ohno, T., Aoshika, T., Kato, S., 
Okonogi, N., Saito, A. I., Kim, J. Y., Yosh-
ioka, Y., Sekii, S., Tsujino, K., Lowanichki-
attikul, C., Pattaranutaporn, P., Kaneyasu, 
Y., Nakagawa, T., Watanabe, M., Uno, T., 
Umezawa, R., Jingu, K., Kanemoto, A., 
Wakatsuki, M., Shirai, K., Igaki, H., Itami, J.

	 An Asian multi-national multi-institutional 
retrospective study comparing intracavitary 
versus the hybrid of intracavitary and in-
terstitial brachytherapy for locally advanced 
uterine cervical carcinoma.

	 J. Radiat. Res., 2022. 63（3）: 412-427

5.	 Murakami, Y., Soyano, T., Kozuka, T., Ushi-
jima, M., Koizumi, Y., Miyauchi, H., Kaneko, 
M., Nakano, M., Kamima, T., Hashimoto, T., 
Yoshioka, Y., Oguchi, M.

	 Dose-based radiomic analysis （dosiomics） 
for intensity-modulated radiotherapy in 
patients with prostate cancer: Correlation 
between planned dose distribution and bio-
chemical failure.

	 Int. J. Radiat. Oncol. Biol. Phys., 2022. 112
（1）: 247-259
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6.	 Murakami, Y., Murakami, Y., Kamima, T., 
Oguchi, M., Abo, N., Takahashi, T., Kaneko, 
M., Nakano, M., Matsubayashi, F., Harada, 
A., Taguchi, S., Hashimoto, T., Yoshioka, Y.

	 Dosimetric comparison between three-di-
mensional conformal radiotherapy followed 
by electron beam boost and volumetric 
modulated arc therapy using concomitant 
boost for the heart and cardiac segments 
in patients with left-sided breast cancer at 
risk for radiation-induced cardiac toxicity.

	 Phys. Med., 2022. 95: 126-132

7.	 Murakami, N., Watanabe, M., Uno, T., Sekii, 
S., Tsujino, K., Kasamatsu, T., Machitori, 
Y., Aoshika, T., Kato, S., Hirowatari, H., 
Kaneyasu, Y., Nakagawa, T., Ikushima, H., 
Ando, K., Murata, M., Yoshida, K., Yoshioka, 
H., Murata, K., Ohno, T., Okonogi, N., Saito, 
A., Ichikawa, M., Okuda, T., Tsuchida, K., 
Sakurai, H., Yoshimura, R., Yoshioka, Y., 
Yorozu, A., Okamoto, H., Inaba, K., Kato, T., 
Igaki, H., Itami, J.

	 Large volume was associated with in-
creased risk of acute non-hematologic ad-
verse events in the hybrid of intracavitary 
and interstitial brachytherapy for locally ad-
vanced uterine cervical cancer: Preliminary 
results of prospective phase I/II clinical tri-
al.

	 Jpn. J. Clin. Oncol., 2022. 52（8）: 851-
860

8.	 Naito, S., Yoshio, T., Ishiyama, A., Tsuchi-
da, T., Tokura, J., Namikawa, K., Tokai, Y., 
Yoshimizu, S., Horiuchi, Y., Hirasawa, T., 
Asari, T., Mine, S., Watanabe, M., Ogura, M., 
Chin, K., Fukuzawa, M., Itoi, T., Fujisaki, J.

	 Long-term outcomes of esophageal squa-
mous cell carcinoma with invasion depth of 
pathological T1a-muscularis mucosae and 
T1b-submucosa by endoscopic resection 
followed by appropriate additional treat-
ment.

	 Dig. Endosc., 2022. 34（4）: 793-804

9.	 Okamura, A., Yoshimizu, S., Kanamori, J., 
Imamura, Y., Asari, T., Nakayama, I., Ogu-
ra, M., Ishiyama, A., Yoshio, T., Chin, K., 
Fujisaki, J., Watanabe, M.

	 Treatment strategy for esophageal squa-
mous cell carcinoma with endoscopic intra-
mural metastasis.

	 Cureus, 2022. 14（3）: e23028

10.	 Okonogi, N., Murakami, N., Ando, K., Mu-
rata, M., Murata, K., Aoshika, T., Kato, S., 
Saito, A. I., Kim, J. Y., Yoshioka, Y., Sekii, S., 
Tsujino, K., Lowanichkiattikul, C., Pattara-
nutaporn, P., Kaneyasu, Y., Nakagawa, T., 
Watanabe, M., Uno, T., Umezawa, R., Jin-
gu, K., Kanemoto, A., Wakatsuki, M., Shirai, 
K., Igaki, H., Ohno, T., Itami, J.

	 An Asian multi-national, multi-institution-
al, retrospective study on image-guided 
brachytherapy in cervical adenocarcinoma 
and adenosquamous carcinoma.

	 J. Contemp. Brachytherapy, 2022. 14（4）: 
311-320

11.	 Sakurai, T., Takamatsu, S., Shimoyachi, N., 
Shibata, S., Makino, M., Ohashi, S., Taima, 
Y., Minamikawa, R., Kumano, T., Gabata, T.

	 Prediction of post-radiotherapy survival 
for bone metastases: A comparison of the 
3-variable number of risk factors model 
with the new Katagiri scoring system.

	 J. Radiat. Res., 2022. 63（2）: 303-311

12.	 Sasamura, K., Soyano, T., Kozuka, T., Yua-
sa, T., Yamamoto, S., Yonese, J., Oguchi, M., 
Yoshimura, R., Yoshioka, Y.

	 Outcomes of intensity-modulated radiation 
therapy for intermediate- or high-risk pros-
tate cancer: A single-institutional study.

	 Jpn. J. Clin. Oncol., 2022. 52（2）: 170-
178

13.	 Suzuki, T., Okamura, A., Watanabe, M., 
Asari, T., Nakayama, I., Ogura, M., Ooki, A., 
Takahari, D., Yamaguchi, K., Chin, K.
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	 Serum squamous cell carcinoma antigen is 
a predictive factor of outcomes in patients 
with locally advanced unresectable esoph-
ageal squamous cell carcinoma treated by 
definitive chemoradiotherapy.

	 J. Cancer Metastasis Treat., 2022. 8: 5

14.	 Yoshida, K., Nose, T., Otani, Y., Asahi, S., 
Tsukiyama, I., Dokiya, T., Saeki, T., Fukuda, 
I., Sekine, H., Kumazaki, Y., Takahashi, T., 
Kotsuma, T., Masuda, N., Yoden, E., Na-
kashima, K., Matsumura, T., Nakagawa, S., 
Tachiiri, S., Moriguchi, Y., Itami, J., Oguchi, 
M.

	 A Japanese prospective multi-institution-
al feasibility study on accelerated partial 
breast irradiation using multicatheter inter-
stitial brachytherapy: Clinical results with a 
median follow-up of 60 months.

	 Breast Cancer, 2022. 29（4）: 636-644

15.	 Yoshioka, Y.
	 The application and utility of radiotherapy 

planning MRI at the Cancer Institute Hospi-
tal of JFCR.

	 MReadings: MR in RT 8th ed. （Low, D. 
ed.）, ESTRO: pp.24-28, 2022

16.	 原田亜里咲
	 BRCA 病的バリアントを有する乳癌患者に対

し、乳房手術後の放射線療法は勧められるか？
	 乳癌診療ガイドライン１；治療編 第 5版 （日本

乳癌学会編）, 東京 , 金原出版 : pp.460-462, 
2022

17.	 吉岡靖生
	 前立腺癌に対する高線量率組織内照射（HDR）

の長期成績と最新状況 .
	 臨床泌尿器科 , 2022. 76（8）: 534-541

18.	 吉岡靖生
	 効果的にパワーを集中：放射線治療：肺がん最
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受託元 種目/項目 研究テーマ ⾦額 研究者

内閣府（医薬基盤・
健康・栄養研究所）

⼈⼯知能を有する統合がん診療⽀
援システム

⼈⼯知能を有する統合がん診療⽀援システム 143,741,894 小口正彦

厚⽣労働省 がん対策推進総合研究事業
小児･AYA世代がん患者に対する⽣殖機能温存に関わる心
理⽀援体制の均てん化と安全な⻑期検体保管体制の確⽴
を志向した研究-患者本位のがん医療の実現を目指して
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乳腺センター
大野真司

厚⽣労働省 がん対策推進総合研究事業
現場や地域の実情に即したがん治療と並⾏する緩和ケア
の実装の推進に関する研究
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緩和治療科
松本禎久

厚⽣労働省 がん対策推進総合研究事業
がん関連苦痛症状の体系的治療の開発と実践および専門
的がん疼痛治療の地域連携体制モデル構築に関する研究
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非加熱血液凝固因子製剤によるＨＩＶ感染血友病等患者
に合併する腫瘍への包括的対策に関する研究

300,000
総合腫瘍科
髙橋俊二

厚⽣労働省 がん政策研究事業
科学的根拠に基づくがん情報の迅速な作成と提供のため
の体制整備のあり方に関する研究

200,000
がん相談⽀援センター
花出正美

⽂部科学省 基盤研究（Ｂ） 分子疫学研究による胆のうがんリスク要因の解明 150,000
肝胆膵内科
笹平直樹

⽂部科学省 基盤研究（Ｂ）
抗横紋筋抗体の病因論的⾃⼰抗体としての意義とPD-1ミ
オパチーの疾患概念の確⽴

100,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

⽂部科学省 基盤研究（Ｂ）
次世代トランスクリプトーム解析を用いた肺癌個別化医
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経口抗がん薬のアドヒアランスをリアルタイムに評価し
アドヒアランス向上を目指す研究

1,100,000
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吉岡靖⽣
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子宮頸癌に対する本邦での低侵襲手術の再発リスク因子
の検証
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婦⼈科
⾦尾祐之
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遺伝性胃癌における初期病変に着眼した病理組織学的特
徴とゲノム異常の解明
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病理部
中野薫
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CDK4/6阻害剤による抗腫瘍免疫応答活性化の解析と新
規多剤併用免疫療法への応用
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乳腺内科
小林隆之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
AIを用いたCTテクスチャ解析による大腸癌肝転移に対す
る化学療法の治療効果予測

50,000
大腸外科
日吉幸晴

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
進⾏下部直腸癌に対する待機療法の前向きコホートを用
いた縦断的循環腫瘍DNA解析

900,000
大腸外科
秋吉高志

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
Radiogenomicsによる直腸がん放射線化学療法の効果予
測マーカーの確⽴

1,000,000
大腸外科
福⻑洋介

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道癌手術後の呼吸器合併症減少を目指した革新的リス
ク評価法の確⽴

300,000
食道外科
渡邊雅之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
新規免疫治療創出を目指したMSI-low上部消化管腺癌の
網羅的免疫・ゲノム解析

900,000
食道外科
今村裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
AIを用いたCTテクスチャ解析による大腸癌肝転移に対す
る化学療法の治療効果予測

100,000
食道外科
今村裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
革新的治療法開発を目指した食道胃接合部腺癌の網羅的
ゲノム解析

100,000
食道外科
今村裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道癌手術後の呼吸器合併症減少を目指した革新的リス
ク評価法の確⽴

100,000
食道外科
今村裕
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井田智
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⽴

400,000
細胞診断部
杉山裕子

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
肺由来間葉系幹細胞と⼀酸化炭素による急性肺傷害に対
する新規治療法創出

100,000
呼吸器外科
橋本浩平

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
術者のコツと経験則を拡張現実を用いて共有するシステ
ムの開発

200,000
形成外科
矢野智之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
組織血流動態と組織硬さを定量指標化する形成外科手術
⽀援システム

300,000
形成外科
矢野智之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
中小規模病院看護師へのフィジカルイグザミネーション
学習機会の提供方法の開発と評価

300,000
看護部
中山章子

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
蛍光多重免疫組織化学染色を用いた非小細胞肺がんの腫
瘍微小免疫環境の解析

1,300,000
がん免疫治療開発部
水柿秀紀

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
転移性乳癌患者における全⾝免疫病態の網羅的集団動態
解析

2,100,000
がん免疫治療開発部
山下万貴子

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ） 乳がん脳転移症例におけるHER3等治療標的の探索 700,000
がん早期臨床開発部
古川孝広

⽂部科学省 挑戦的研究(萌芽)
オンライン遺伝診療：家系単位での遺伝医療を実現する
遠隔診療ネットワークの構築

100,000
臨床遺伝医療部
植木有紗

⽂部科学省 挑戦的研究(萌芽)
神経内分泌前⽴腺がんのシングルセル解析による病態解
明と新規治療戦略の確⽴

300,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

⽂部科学省 若手研究
切除不能肝細胞癌におけるテクスチャー解析による分子
標的薬への治療変更指標の確⽴

600,000
超音波診断・IVR部
佐藤洋造

11．獲得研究費一覧
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川上和宜
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徴とゲノム異常の解明
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50,000
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日吉幸晴
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進⾏下部直腸癌に対する待機療法の前向きコホートを用
いた縦断的循環腫瘍DNA解析
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大腸外科
秋吉高志
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Radiogenomicsによる直腸がん放射線化学療法の効果予
測マーカーの確⽴

1,000,000
大腸外科
福⻑洋介

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道癌手術後の呼吸器合併症減少を目指した革新的リス
ク評価法の確⽴

300,000
食道外科
渡邊雅之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
新規免疫治療創出を目指したMSI-low上部消化管腺癌の
網羅的免疫・ゲノム解析

900,000
食道外科
今村裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
AIを用いたCTテクスチャ解析による大腸癌肝転移に対す
る化学療法の治療効果予測

100,000
食道外科
今村裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
革新的治療法開発を目指した食道胃接合部腺癌の網羅的
ゲノム解析

100,000
食道外科
今村裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道癌手術後の呼吸器合併症減少を目指した革新的リス
ク評価法の確⽴

100,000
食道外科
今村裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
胃切除後の血糖変動を考慮した個別化栄養介⼊によるダ
ンピング症候群の克服

900,000
胃外科
井田智

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
子宮頸部腺系病変早期発⾒のための新しいAI細胞診の確
⽴

400,000
細胞診断部
杉山裕子

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
肺由来間葉系幹細胞と⼀酸化炭素による急性肺傷害に対
する新規治療法創出

100,000
呼吸器外科
橋本浩平

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
術者のコツと経験則を拡張現実を用いて共有するシステ
ムの開発

200,000
形成外科
矢野智之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
組織血流動態と組織硬さを定量指標化する形成外科手術
⽀援システム

300,000
形成外科
矢野智之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
中小規模病院看護師へのフィジカルイグザミネーション
学習機会の提供方法の開発と評価

300,000
看護部
中山章子

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
蛍光多重免疫組織化学染色を用いた非小細胞肺がんの腫
瘍微小免疫環境の解析

1,300,000
がん免疫治療開発部
水柿秀紀

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
転移性乳癌患者における全⾝免疫病態の網羅的集団動態
解析

2,100,000
がん免疫治療開発部
山下万貴子

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ） 乳がん脳転移症例におけるHER3等治療標的の探索 700,000
がん早期臨床開発部
古川孝広

⽂部科学省 挑戦的研究(萌芽)
オンライン遺伝診療：家系単位での遺伝医療を実現する
遠隔診療ネットワークの構築

100,000
臨床遺伝医療部
植木有紗

⽂部科学省 挑戦的研究(萌芽)
神経内分泌前⽴腺がんのシングルセル解析による病態解
明と新規治療戦略の確⽴

300,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

⽂部科学省 若手研究
切除不能肝細胞癌におけるテクスチャー解析による分子
標的薬への治療変更指標の確⽴

600,000
超音波診断・IVR部
佐藤洋造

受託元 種目/項目 研究テーマ ⾦額 研究者

⽂部科学省 若手研究
抗原特異的CD8+T細胞を活性化させる免疫重粒子線治療
の開発

1,700,000
大腸外科
栗山健吾

⽂部科学省 若手研究
肉腫における腫瘍内免疫応答の解析に基づく最適な複合
的免疫療法の検討

300,000
総合腫瘍科
佐藤靖祥

⽂部科学省 若手研究
狭帯域光併用エンドサイトスコピーによる胃癌の診断法
と診断性能の検討

1,000,000
上部消化管内科
堀内裕介

⽂部科学省 若手研究
タイトジャンクションの構造破綻を起点とした腫瘍とそ
の微小環境特性の解明

1,200,000
消化器化学療法科
中山厳馬

⽂部科学省 若手研究
EGFR陽性肺癌における小細胞癌転化の分子プロファイル
解析と転化機構の解明

900,000
呼吸器内科
内堀健

⽂部科学省 若手研究
nCounterを用いた遺伝子発現解析による肺扁平上皮癌と
頭頚部癌肺転移の鑑別

300,000
呼吸器外科
⼀瀬淳二

⽂部科学省 若手研究
オルガノイド技術と新規シンジェニックマウスモデルを
用いた胆道癌・膵癌の治療開発

1,100,000
肝胆膵内科
春日章良

⽂部科学省 若手研究
⾔語化困難な切除適応と治療結果のAI解析に基づく進⾏
大腸癌肝転移の切除適応標準化

1,100,000
肝胆膵外科
小林光助

⽂部科学省 若手研究
深層学習を用いて多様な呼吸波形を最適化する呼吸同期
PET撮像法の開発・評価

1,400,000
核医学部
宮司典明

⽂部科学省 研究活動スタート⽀援（基⾦）
乳癌オルガノイドとペリサイトの相互作用解析による、
新規治療標的の探索

1,100,000
乳腺外科
家⾥明日美

⽂部科学省
藤田記念医学研究振興基⾦研究助
成事業

乳がん患者における標準治療前後における患者免疫病態
のモニタリング研究

1,000,000
乳腺内科
尾崎由記範

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
早期非小細胞肺癌に対する体幹部定位放射線治療線量増
加ランダム化比較試験

240,000
放射線治療部
徳増健二

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
オールジャパン体制による食道がん等消化器難治がんの
全ゲノム配列データ及び臨床情報の収集・解析と創薬開
発・全ゲノム医療基盤構築

200,000
乳腺センター
大野真司

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
非浸潤性乳管癌（DCIS）に対する有効かつ安全な患者
QOL の向上をめざした手術省略による新たな標準治療開
発のための多施設共同臨床試験

300,000
乳腺内科
原⽂堅

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
高齢者HER2 陽性進⾏乳癌に対するT-DM1療法とペルツ
ズマブ＋トラスツズマブ＋ドセタキセル療法のランダム
化比較第III相試験

500,000
乳腺内科
原⽂堅

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
研究開発課題名：Stage I/II舌癌に対する予防的頸部郭
清省略の意義を検証するための多施設共同臨床試験

700,000
頭頸科
福島啓⽂

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
臨床病期I/II/III食道癌（T4を除く）に対する胸腔鏡下手
術と開胸手術のランダム化比較第III相試験

100,000
食道外科
渡邊雅之

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
日本⼈BRCA未発症変異保持者に対する乳癌リスク低減
手法の開発研究

1,200,000
乳腺センター
大野真司

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
進⾏直腸癌に対する導⼊/強化化学療法を併用した化学放
射線療法後の待機療法に関する多施設ランダム化第II相
試験

7,100,000
大腸外科
秋吉高志

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
進⾏軟部肉腫に対する二次治療における標準治療の開発
のための研究

500,000
総合腫瘍科
髙橋俊二

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
遺伝子組み換え⿇疹ウイルスを用いた抗がんウイルス療
法の臨床研究

13,000,000
総合腫瘍科
髙橋俊二

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
全ゲノム情報等の高精度かつ迅速な患者還元を通じた高
度化がんプレシジョン医療の実践

211,500,800
がんゲノム医療開発部
上野貴之

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業 高悪性度骨軟部腫瘍に対する標準治療確⽴のための研究 300,000 整形外科 阿江啓介

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業 切除不能膵癌に対する標準治療の確⽴に関する研究 1,500,000
肝胆膵内科
尾阪将⼈

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
オールジャパン体制による食道がん等消化器難治がんの
全ゲノム配列データ及び臨床情報の収集・解析と創薬開
発・全ゲノム医療基盤構築

30,108,000
食道外科
渡邊雅之

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
進⾏胃癌を対象とした大網切除に対する大網温存の非劣
性を検証するランダム化比較第III相試験

100,000
胃外科
大橋学

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
EGFR 遺伝子変異陽性の進⾏非小細胞肺癌におけるEGFR
阻害薬耐性機序（C797S 耐性変異）を克服する新規治療
法の確⽴を目指した研究

0
呼吸器内科/がん化学療法センター 基礎研究部
内堀健/⽚山量平

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
高齢者多発性骨髄腫に対する標準治療の確⽴と治療効
果・耐性獲得に関わる分子基盤の探索

9,000,000
血液腫瘍科
丸山大

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
未治療低腫瘍量濾胞性リンパ腫に対するリツキシマブ早
期介⼊に関するランダム化比較第Ⅲ相試験

1,000,000
血液腫瘍科
丸山大

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
オピオイド不応の神経障害性疼痛に対するプレガバリン
とデュロキセチンの国際共同ランダム化比較試験

0
緩和治療科
松本禎久

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
未治療高腫瘍量濾胞性リンパ腫に対するオビヌツズマブ
＋ベンダムスチン療法後のオビヌツズマブ維持療法の省
略に関するランダム化第Ⅲ相試験

1,000,000
画像診断センター
寺内隆司
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日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
MAGE-A4抗原を発現する切除不能進⾏・再発腫瘍に対す
るCAR-T細胞療法の医師主導第I相治験

800,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
全ゲノム情報を患者に還元するためのゲノム・臨床情報
基盤の研究

1,500,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
高齢者非小細胞肺がん患者に対する抗がん薬のPK/PDに
基づく個別化医療研究（フォローアップ）

300,000
がん免疫治療開発部
水柿秀紀

日本医療研究開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業
局所進⾏胃癌に対する術前化学療法の有効性を検証する
臨床第III相試験

200,000
胃外科
布部創也

日本医療研究開発機構
（AMED）

臨床研究・治験推進研究事業
子宮内膜異型増殖症・子宮体癌妊孕性温存療法に対する
メトホルミンの適応拡大にむけた多施設共同医師主導治
験

200,000
婦⼈科
温泉川真由

日本医療研究開発機構
（AMED）

臨床研究・治験推進研究事業
切除可能な高頻度マイクロサテライト不安定性結腸直腸
癌に対して免疫チェックポイント阻害薬を用いた根治治
療の有効性・安全性を検討する研究

3,000,000
大腸外科
秋吉高志

日本医療研究開発機構
（AMED）

臨床研究・治験推進研究事業
BRAF V600E変異型切除可能大腸癌遠隔転移に対する個
別化周術期治療の医師主導治験の実施

1,000,000
消化器化学療法科
篠崎英司

日本医療研究開発機構
（AMED）

橋渡し研究プログラム
進⾏性悪性⿊色腫治療における抗PD-1抗体とのTM5614
の安全性・有効性を検討する第II相試験

3,990,800
皮膚腫瘍科
吉野公二

日本医療研究開発機構
（AMED）

次世代治療・診断実現のための創
薬基盤技術開発事業

患者層別化マーカー探索技術の開発／がん免疫モニタリ
ングによる患者層別化を⾏う基盤技術の開発

11,000,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

日本医療研究開発機構
（AMED）

新興・再興感染症に対する革新的
医薬品等開発推進研究事業

思春期⼥性への HPV ワクチン公費助成開始後における
子宮頸癌の HPV16/18 陽性割合の推移に関する疫学研
究

500,000
婦⼈科
⾦尾祐之

日本医療研究開発機構
（AMED）

予防・健康づくりの社会実装に向
けた研究開発基盤整備事業（健
康・医療情報活用技術開発課題）

アプリを活用した在宅の高強度インターバルトレーニン
グが乳がんサバイバーの倦怠感に与える影響：多施設共
同ランダム化比較試験

0
乳腺内科
高野利実

日本医療研究開発機構
（AMED）

医療分野国際科学技術共同研究開
発推進事業 戦略的国際共同研究
プログラム（SICORP）日・リト
アニア共同研究

日・リトアニアにおける遺伝性乳癌の遺伝学的特徴の比
較検討及び乳房MRIによる早期乳癌の検出能に関する研
究

250,000
乳腺センター
大野真司

国⽴がん研究センター 国⽴がん研究センター研究開発費 成⼈固形がんに対する標準治療確⽴のための基盤研究 0
乳腺内科
原⽂堅

国⽴がん研究センター 国⽴がん研究センター研究開発費 成⼈固形がんに対する標準治療確⽴のための基盤研究 700,000
胃外科
布部創也

国⽴がん研究センター 国⽴がん研究センター研究開発費 成⼈固形がんに対する標準治療確⽴のための基盤研究 0
胃外科
大橋学

国⽴がん研究センター 国⽴がん研究センター研究開発費 成⼈固形がんに対する標準治療確⽴のための基盤研究 0
血液腫瘍科
丸山大

国⽴がん研究センター 国⽴がん研究センター研究開発費 成⼈固形がんに対する標準治療確⽴のための基盤研究 0
肝胆膵内科
尾阪将⼈

国⽴がん研究センター 国⽴がん研究センター研究開発費 成⼈固形がんに対する標準治療確⽴のための基盤研究 2,500,000
核医学部
寺内隆司

国⽴がん研究センター 国⽴がん研究センター研究開発費 成⼈固形がんに対する標準治療確⽴のための基盤研究 0
超音波診断・IVR部
松枝清

国⽴がん研究センター 国⽴がん研究センター研究開発費 がん情報提供の⾃動化に向けた研究 0
がん相談⽀援センター
花出正美

ファイザー株式会社

がんゲノム医療に関する環境整備
を推進する為の取り組み日本癌治
療学会 ／ ファイザー 公募型 医学
教育プロジェクト助成

“GENE AWARENESS”: Initiative to reform
awareness of hereditary tumors in medical
professionals and Japanese society, in order to
utilize genetic information from Cancer Genomic
Medicine for treatment and family health.

4,999,875
臨床遺伝医療部
植木有紗

藤田記念医学研究
振興基⾦

研究助成
乳がん患者における標準治療前後における患者免疫病態
のモニタリング研究

1,000,000
乳腺内科・先端医療開発科
尾崎 由記範

公益財団法⼈
⾦原⼀郎
医学医療振興財団

第37回基礎医学医療研究助成⾦
ペリサイトと癌オルガノイドの相互作用を応用した、微
小環境を標的とする新規治療戦略の開発

300,000
乳腺外科
家⾥明日美

日本対がん協会
2022年度リレー・フォー・ライ
フ・ジャパン『プロジェクト未
来』研究助成

オンライン遺伝性乳癌情報の現状調査と患者家族・医療
者の需要解析に基づいた、医師ピアレビューと医師市⺠
協働を取り⼊れたオンライン医療情報の発信

300,000
乳腺外科
家⾥明日美

⼀般財団法⼈
日本健康増進財団

研究助成
任意型内視鏡検診におけるダブルチェック機構としての
Artificila intelligence（AI）の構築

1,000,000
上部消化管内科・健診センター
渡海義隆

日本気管食道科学会 プロジェクト研究
頭頸部癌に対する咽頭喉頭（頸部食道）摘出術・遊離空
腸再建後の胸部食道癌の手術成績に関する全国調査

100,000
食道外科
渡邊 雅之

公益財団法⼈
内視鏡医学研究振興財団

多施設共同研究助成
未分化型早期胃癌に対する内視鏡的粘膜下層剥離術の更
なる適応拡大に関する多機関共同遡及的観察研究

1,000,000
上部消化管内科
堀内裕介

手術手技研究会  2022年度症例研究賞
ロボット⽀援下膵頭⼗二指腸切除におけるTailored
Dissectionの具現化

300,000
肝胆膵外科
井上 陽介
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12．学術研究講演
回 日付 開催時間 演題 発表者

第302回 2022年7月19日 がん患者における妊孕性温存の state of the art
埼玉医科大学総合医療センター産婦人科

教授  高井泰 先生

第303回 2022年7月26日 早期臨床試験実施におけるPhysician scientistの役割
コールドスプリングハーバー研究所

藤井健夫 先生

第304回 2022年9月14日 医学英語論文執筆
東京大学医学部・医学系研究科

康永秀生 先生

第305回 2022年11月16日
「つなぐ、つながる遺伝医療」

 - 看護職の立場から -

NTT東日本関東病院 看護主任 遺伝看護専門看護師

御手洗幸子 看護師

第306回 2022年11月25日 「AYA世代のペイシェント・ジャーニーを支える」
昭和大学保健医療学部看護学科

教授 渡邊知映 先生

第307回 2023年1月18日
「なぜ外科医はロボット手術を勧めるか？

ダビンチ以外の最新式ロボットも紹介します！」

がん研有明病院

消化器センター 大腸外科 山口智弘 医師

第308回 2023年1月24日
『高齢頭頸部がん治療中のシングルファザーと小学生

女児のケース』

関東学院大学看護学部/大学院看護学研究科

看護学研究所長 教授  青木由美恵 先生

第309回 2023年2月15日
2030年の臨床試験を考える（DCT、pragmatic

trial、RWD、プラットフォーム試験）

国立がん研究センター中央病院 国際開発部門

中村健一 先生

第310回 2023年1月18日
「なぜ外科医はロボット手術を勧めるか？

ダビンチ以外の最新式ロボットも紹介します！」

がん研有明病院

消化器センター 大腸外科 山口智弘 医師

2022年度 Best English Paper  受賞記念講演会

【ゴールド賞】

Genomic features of Helicobacter pylori-naïve

diffuse-type gastric cancer

上部消化管内科

並河健 医師

【シルバー賞】

Serum DUPAN-2 could be an alternative

biological marker for CA19-9 non-secretors with

pancreatic cancer.

肝胆膵外科

大宮康次郎 医師

Safety and efficacy of nivolumab plus

bevacizumab, paclitaxel for HER2-negative

metastatic breast cancer:

Primary results and biomarker data from a phase

2 trial (WJOG9917B).

乳腺内科

尾崎由記範 医師

【ブロンズ賞】

Pre-treatment neutrophil-to-lymphocyte ratio

(NLR) as a predictive marker of pazopanib

treatment for soft-tissue

sarcoma.

総合腫瘍科

佐藤靖祥 医師

Dose-based radiomic analysis (dosiomics) for

intensity-modulated radiotherapy in patients with

prostate cancer:

Correlation between planned dose distribution

and biochemical failure.

放射線治療部

村上悠 技師

Paclitaxel-carboplatin and bevacizumab

combination with maintenance bevacizumab

therapy for metastatic,

recurrent, and persistent uterine cervical cancer:

An open-label multicenter phase II trial

(JGOG1079).

婦人科

谷川輝美 医師

Prognostic impact of mediastinal lymph node

dissection in octogenarians with lung cancer:

JACS1303.

呼吸器外科

中尾将之 医師

第311回 2023年3月7日 18:00～19:00
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13．財政状況

（単位：百万円）
2020年度 2021年度 2022年度

経常収支の部
経常収益

基本財産運用益 3 3 3
事業収益 42,000 45,333 48,841
受取補助⾦等 933 1,497 762
受取負担⾦ 9 16 21
受取寄付⾦ 617 517 1,103
雑収益 408 434 428

合計 43,971 47,800 51,158
経常費用

事業費 45,214 47,133 49,857
管理費 872 846 897

合計 46,087 47,979 50,754
評価損益等 ▲ 1 ▲ 15 13
当期経常収支 ① ▲ 2,116 ▲ 193 417

経常外収支の部
当期経常外収支 ② ▲ 85 ▲ 83 ▲ 15

当期 正味財産増減 ➂=①+② ▲ 2,201 ▲ 276 402

※ 端数処理のため、合計が合わないことがあります。

科 目

正味財産増減計算書 (2020年度-2022年度)
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